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序     文 

 
独立行政法人国際協力機構は、カンボジア王国（以下、「カンボジア国」）関係機関との討議議事録

（R/D）に基づき、鉱工業エネルギー省の都市水道局運転･維持管理にかかる技術力向上を目的とす

る技術協力プロジェクト「水道事業人材育成プロジェクト（フェーズ２）」を、2007 年 5 月から 4 年
間の予定で実施しています。 

今般、プロジェクトが協力期間の終盤に至ったことから、技術協力の開始からこれまでの実績と実

施プロセスを確認し、その情報に基づいて評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト及び自
立発展性）の観点から日本側・カンボジア国側双方で総合的に評価し、プロジェクト終盤の活動計画

について今後の協力の枠組みも含め協議することを目的とし、平成22年9月1日から 9月23日まで、
当職を団長とする終了時評価調査を実施しました。 

本調査団は評価結果を合同評価報告書に取り纏め、合同調整委員会に提出するとともに、カンボジ

ア国側の政府関係者とプロジェクトの今後の方向性について協議し、ミニッツ（M/M）として署名

を取り交わしました。 

本報告書は、同調査団による協議結果、評価結果を取り纏めたものであり、今後の我が国の国際協

力活動に広く活用されることを願うものです。 

最後に、本調査にご協力とご支援を頂いた内外の関係各位に対し、心からの感謝の意を表します。 

 
平成 22 年 9 月 
 
 

独立行政法人国際協力機構 
カ ン ボ ジ ア 事 務 所 
所 長   鈴木 康次郎 
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電気施設研修（座学） 電気施設保守管理研修 

  
電気施設維持管理研修（シェムリアップ水道公社） 機械施設維持管理研修 
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終了時評価調査結果要約表 

I. 案件の概要 

国名： カンボジア王国 案件名： 水道事業人材育成プロジェクト（フェーズ 2） 
分野： 上水道 援助形態： 技術協力プロジェクト 
所轄部署： カンボジア事務所 協力金額（評価時点）： 約 4.99 億円 

協力相手先機関： 鉱工業･エネルギー省水道部、 
8 州都公営水道局 

協力期間： 2007 年 5 月～2011 年 4 月 日本側協力機関： 厚生労働省、北九州市水道局、名古屋

市水道局 
1. 協力の背景と概要 

カンボジアでは内戦後、我が国および他援助機関の協調により、プノンペン水道公社（PPWSA）
に対して水供給施設建設および運転・維持管理技術に関する支援が行われ、給水能力の拡大および

人材の能力向上が実現した。一方、鉱工業・エネルギー省（MIME）水道部（DPWS）が管轄するプ
ノンペン市以外の地方都市公営水道局（14 都市で運営）の給水能力は依然として低く、国民全体に

安全な水が行き渡っていない。2005 年に MIME が実施した調査（Urban Water Supply Sector 
Performance Review）によれば、安全な水にアクセス可能な人口は、カンボジアの都市人口全体の

37％にしか過ぎないとされている。 
このような状況を改善すべく、新たに我が国の無償資金協力による新規浄水場建設（シェムリアッ

プ）に加え、アジア開発銀行（バッタンバン、カンポット、コンポンチャム、コンポントム、プル

サット、スバイリエン）、世界銀行（シハヌークビル）の融資による水道施設改修･建設が主要 8 都
市で行われた。 
しかし、これらの各施設を運転・維持管理する地方水道局職員の人材育成を担っている MIME に

おいては、未だ人材育成に関する体制が未整備であり、上記 8 都市における水供給施設の運転・維

持管理を適正かつ効果的に行うための地方水道局の能力強化を目的とした人材育成支援が急務と

なっている。本件は、この課題解決に対応することを目的に、2007 年 5 月 2 日から 4 年間の予定
で実施しているものである。 

2. 協力内容 

(1) スーパーゴール： 
都市部における安全な水へのアクセスが増加する。 

(2) 上位目標： 
カンボジアの「全国公営水道会議」に参加している 14 都市の都市部における水供給施設の運転・
維持能力が向上する。 

(3) プロジェクト目標： 
ターゲットの 8 州都公営水道局（TPW）において、プロジェクト・フェーズ 1 で蓄積された経
験を活用し、水供給施設を運転･維持管理する能力が向上する。 

(4) 成果（アウトプット）： 
1. TPW において、水質試験に係わる能力が向上する。 
2. TPW において、浄水処理に係わる能力が向上する。 
3. TPW において、電気施設の運転・日常保守に係わる能力が向上する。 
4. TPW において、機械施設の運転・日常保守に係わる能力が向上する。 
5. TPW において、配水施設の維持管理に係わる能力が向上する 
0. プロジェクトがプロジェクト・サポート・チーム（PST）によって適切に管理運営される。 

(5) 投入（2007 年 5 月～終了時評価時点） 
日本側： 長期専門家派遣：4 名（75.3M/M） 

短期専門家派遣：15 名の専門家が合計 22 回派遣（72.1M/M） 
機材供与：本邦調達分 6,661,900 円、現地調達分 1,233,348.74 ドル 
研修員受入：22 名 
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カンボジア側： カウンターパート配置：110 名（MIME：9 名、TPW：101 名） 

ローカルコスト：112,961 ドル （研修参加の為の出張旅費、浄水処理研修に
必要な資機材費、配管布設 OJT に係る道路舗装復旧費等） 

II. 評価調査団の概要 

調査者： 

【団長･総括】 
【水道施設 維持管理】 
【評価協力】 
【評価分析】 
【評価企画】 

鈴木 康次郎 JICA カンボジア事務所 所長 
有田 仁志  北九州市水道局 浄水部穴生浄水所 所長 
植木 雅浩  JICA 地球環境部 水資源･防災グループ水資源第一課 
岩瀬 信久  有限会社アイエムジー パートナー 
野中 博之  JICA カンボジア事務所 企画調査員 

調査期間：2010 年 9 月 1 日～2010 年 9 月 23 日 評価種類：終了時評価 
III. 調査結果の概要 

1. 調査結果の要約 

(1) 妥当性 

カンボジア王国政府は清潔で安全な水を全市民に供給することを「国家戦略開発計画（National 
Strategic Development Plan（NSDP）2006 年～2010 年（2006 年））、「NSDP 更新版 2009 年～2013 年
（2009 年）」、「成長、雇用、公正、効率のための四辺形戦略（Rectangular Strategy for Growth, 
Employment, Equity and Efficiency in Cambodia）（2004 年）」、四辺形戦略（フェーズ 2）（2008 年）、「上
水と衛生に係わる国家政策（National Policy on Water Supply and Sanitation）（2003 年）」において優先
課題として位置づけている。このように、本プロジェクトはカンボジア政府の開発政策と整合性が

取れている。 

本案件の実施機関である DPWS/MIME は都市水道システムの開発に責任を有する政府機関であ

る。MIME 傘下の地方水道局（複数）は担当する各州において、清潔で安全な水を提供する水供給

施設を運転・維持管理する責任を担っている。本プロジェクトは新たに改修または建設された施設

を有する 8 つの地方水道局をターゲット・グループ（TPW）として選定しており、同国の主要都市

部の大部分をカバーしている。これらの TPW では水供給施設を適切に運転・維持管理できる人材

が限られており、その結果、浄水の量と質は不安定で、その能力向上ニーズは極めて高いものであっ

た。このように、本プロジェクトは同国の開発ニーズとの整合性が高い。 

我が国の ODA 政策では社会的弱者支援の一つとして上下水道の改善を掲げるとともに、カンボ

ジアの持続的成長を支える人材育成の重要性を強調している。本プロジェクトは PPWSA 人材の能

力向上を実現した「水道事業人材育成プロジェクト（フェーズ 1）」に続いて、カンボジア及びその

他の発展途上国における安全で安定した水供給能力向上分野において十分な経験、技術優位性、ミッ

ションを有する北九州市水道局の支援によって実施されている。 

以上の観点から、本プロジェクトの総合的な妥当性は「非常に高い」と評価できる。 

(2) 有効性 

本プロジェクトの実施により、8 箇所すべての TPW において水供給施設を運転･維持管理する総

合的な能力が飛躍的に向上している。プロジェクト目標の達成度を測る 4 つの指標の達成度を考慮
すると、プロジェクト目標は概ね達成されると評価できる。ただし、能力向上度は TPW 間、特に

LTPW（Leading TPWs：シェムリアップ、バッタンバン、シハヌークビル、カンポット）とその他

の TPW の間で異なっている。大多数の C/P は成果とプロジェクト目標の達成度に高い満足度を示

しているものの、まだ完全に達成できていない部分が各成果分野に残っている。特に、成果 3 と 4
の達成度、すなわち電気施設と機械施設の運転・日常保守に係わる能力の向上レベルはまだ限定的

である。 

フェーズ 1 プロジェクトで蓄積したスキル、知識、経験が本プロジェクトの実施及び TPW の能
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力向上に大きく貢献している。PPWSA 現地専門家によって行われる集団研修や OJT は、講師がカ

ンボジアの水道セクター事情に精通し、研修をクメール語で行えるため、講義内容が理解しやすい

と研修参加者から高く評価されている。 

総じて言えば、本案件は 8 つの TPW を対象とし、配置された C/P の数が非常に大きく意欲的か

つ挑戦的なプロジェクトだったと言える。また、様々なプロジェクトの進捗阻害要因があったが、

TPW の能力は本プロジェクトによって大幅に強化された。これらを総合的に判断すると、本プロ

ジェクトの有効性は「中程度」であると評価される。 

(3) 効率性 

本プロジェクトは 8 つの TPW を対象とし非常に数の多い C/P の能力を強化するという意欲的な
もので、広範囲の受益者をもたらす一方、成果とプロジェクト目標の達成度の両面において相対的

に低いレベルのものとなることを余儀なくされた。 

プロジェクト開始から終了時評価時までに合計 4 名の長期専門家が派遣され、15 名の短期専門家

が合計 22 回派遣された。110 名の C/P が DPWS/MIME と 8 つの TPW から配置された。専門家と C/P
の間で様々な研修活動が実施され、概ね効果的・効率的な技術移転が実施された。第 1 フェーズで
能力向上した PPWSA 現地専門家が日本側投入として活用され、PPWSA 研修センターにおける理論

研修、複数の TPW での OJT、8 つの TPW の技術職員に対するコンサルティングを通して、プロジェ

クトの効率性向上に貢献した。機材供与は日本人専門家によって有効な技術移転が行われる上で概

ね適切だったと考えられる。C/P の本邦研修は戦略的に設計・実施され、多くの日本人専門家がカ

ンボジア派遣前に C/P を本邦研修で受け入れることで C/P やカンボジアの水道事情について知るこ

とができ、本邦研修に参加した C/P の多くがプロジェクト活動に積極的に参加してプロジェクトを

牽引する中核メンバーとして機能した。 

総合的に見て、これまでに、すべての投入が期待された成果の発現に転換されており、本プロジェ

クトの総合的な効率性は「中程度」と判断される。 

(4) インパクト 

本プロジェクトで能力向上した 8 つの TPW では水供給施設の効果的な運転・維持管理能力を継

続的に高めていく基盤が構築された。満足されなければならない様々な内部条件、外部条件はある

ものの、8 つの TPW に関連する上位目標の 2 つの指標が達成される見込みは相対的に高いと考えら
れる。しかし、本プロジェクトの支援を受けていない 6 つの地方水道局に本プロジェクトの成果が

どのように波及していくかについては不透明で、本プロジェクトで期待されるインパクトの可能性

と規模の見通しを立てることは終了時評価時点では困難である。 

本プロジェクトがもたらした組織面のインパクトとして、9 つの異なる組織（DPWS/MIME と

8TPW）のプロジェクト関係者が様々なプロジェクト活動を共同で経験することで、TPW の C/P の
間で技術能力向上に係わる非公式な支援ネットワークの構築が促進されたことが挙げられる。また、

本プロジェクト実施前には地方水道局を訪問したことの無かったDPWS/MIMEのC/Pが地方水道局
を直接、訪問して水道局の現状や直面する課題を把握することができた。本プロジェクトにより開

発された内部研修システムの運営を DPWS/MIME 総務課が担当することになり、人材育成プログラ

ムの開発・実施に係る組織メカニズムが今後、さらに強化されていくことが期待される。 

本プロジェクトで特筆すべきその他のインパクトは本プロジェクトの実施によって 8 州の中心都

市の都市住民が安全な水に、より安定的にアクセスできるようになったことである。8TPW から給

水を受けている約 20 万人の都市住民は安全な水をより長時間、利用できるようになった。プロジェ

クト実施前と比較すると、すべての TPW において浄水の配水時間が延び、水質分析・浄水処理に

関する SOP に基づいて、より品質の高い浄水が供給されている。 

(5) 自立発展性 

関連機関の役割と責任を含めた、水道セクターにおける制度的枠組みを定義する法案を制定する

ことの重要性は過去数年、認識されてきたが、法案制定の見通しはまだ立っていない。DPWS/MIME
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は制度的枠組み整備に係る希望と意思を有しているものの、本プロジェクトの成果を効果的に定着

させていくための制度的枠組みがいつ、どのように構築されるかはまだ目処が立っていない。 

組織面では、DPWS/MIME において人材育成システム（内部研修システム）が開発され、その効

果的実施に向けた準備が行われている。DPWS の職員の業務責任を明確化するために、DPWS の業
務分掌（Duties and Responsibilities of DPWS）が現在、策定されている。研修コース管理運営の担当
である総務課と研修講師の役割が明確に定められ、研修コースの計画・運営・評価の手順が、PDCA
（Plan～Do～Check～Action）に基づいて策定された。LTPW が他の TPW に技術移転を図る枠組み

は 2010 年 5 月以降、水質分析分野において施行されているが、DPWS/MIME と各 TPW の実施・管

理運営能力を継続的に強化していくための明確な組織メカニズムがDPWS/MIMEに備わっていると
は言えない。 

財務面では、DPWS/MIME が十分な予算をこれまで確保できておらず、DPWS/MIME 及び地方水
道局双方での人材育成面での予算欠如が顕著である。したがって、新たに開発された内部研修シス

テムの最大の課題は財務面の持続性である。一方、TPW の財務的自立発展性はサービス・ユーザー

の規模と無収水の削減にかかっている。8 ヵ所すべての TPW では漏水箇所特定の能力が向上したこ

とから年間収入が緩やかに増加しており、施設維持管理だけでなく人材育成の取り組みにも再投資

ができるような形で TPW の財務体質が改善していく可能性もある。しかし、現在の制度的・組織

的な枠組みの下では、DPWS/MIME と各 TPW の双方が独自に能力向上活動に必要な予算を計画・

充当することは難しい。 

技術面では、DPWS/MIME と 8TPW の各 C/P と組織全体の能力は飛躍的に向上したものの、安全
で安定した水供給において本来、期待されるレベルに達するには、8 つの TPW の C/P がさらに知識
や技術スキルを高めなければならない分野がまだ数多くある。特に、電気施設・機械施設分野では

技術職員が設備維持管理と異常対応に必要な能力を十分には身につけていない。現段階では技術面

に関して C/P の能力がどのように継続的に強化されるべきかについての道筋がまだ見えていない。 

上述の 4 つの側面に加え、シェムリアップとシハヌークビルを除いた 6 つの TPW においては水

供給施設の当初設計の不備や設備・機器の設置に不具合があることから将来、深刻な故障が発生す

るリスクが高くなっているという点が、本プロジェクトの自立発展性を阻害する潜在的な要因とし

て挙げられる。 

以上のような観点から、本プロジェクトの総合的な自立発展性は「脆弱かつ限定的」であると判

断される。 

2. 阻害・貢献要因の総合的検証 

(1) 貢献要因 

本プロジェクトの貢献要因には以下の 3 点が挙げられる。 

(a) 多様なリソースと手法を用いた適切な研修実施：本プロジェクトでは、多様な技術分野とカ

ンボジア全土に位置する多数の TPW を対象にするという特徴に対応して、利用可能な様々

なリソースを活用した高度に戦略的な運営が行われた。技術研修は日本人専門家によって

実施されただけでなく、フェーズ 1 プロジェクトで技術を習得した PPWSA 現地専門家と本

プロジェクトで訓練を受けた LTPW の現地研修指導員によっても実施された。 

(b) 本邦研修と専門家派遣の戦略的な運用：C/P の本邦研修では、カンボジアでの指導に携わっ
た専門家、または近い将来、カンボジアに派遣される予定の専門家がコースリーダーまた

は指導教官として関与した。これにより、C/P はカンボジアの水供給施設の状況を把握して
いる帰国専門家から指導を受けることができ、専門家は現地派遣前にカンボジアの水道セ

クターの現状について学ぶとともに、事前に C/P と交流を持つ機会を得ることができた。
C/P は日本から帰国後、本邦研修で学んだことについて DPWS/MIME と各 TPW の双方で研

修結果報告を行っている。帰国した C/P による研修報告･情報共有によって、DPWS/MIME
と TPW の職員の間で、効果的かつ効率的な水供給施設の運転・維持管理に関する全体的な



 

 xi 

理解向上が進んだと考えられる。 

(c) DPWS/MIME～TPW～PPWSA 間のネットワーク形成：本プロジェクトは、プロジェクト開

始前には大多数が一度も地方水道局を訪れたことがなかったDPWS/MIMEのC/Pに対して、
TPW への訪問によってその現状と課題を理解させ彼らが行うべき TPW に対する業務責任

を認識させる良い機会を提供した。TPW の大半の C/P にとっても、本プロジェクトを通し
て同様の業務を行っている他の TPW や PPWSA の職員と知己を得ることができ、他の TPW
の職員との横の関係、PPWSA との縦の関係を形成する良い機会となった。 

(2) 阻害要因 

本プロジェクトの阻害要因には以下の 2 点が挙げられる。 

(a) 設備と機材の不備・不良：水供給施設の運転・維持管理の適切な能力向上の上で不可欠な流
量計や施設完成図が完備されていない等の施設の不備や基本的機器の欠如があった。また、

数箇所の電気施設の質が標準以下であり、設備の不適切な設計によって生じた故障の対応

に専門家の時間が費やされ、計画された活動に遅れが生じた。 

(b) C/P の理数系科目の基礎的能力、語学力の不足：日本人専門家が TPW の C/P に対して基礎
レベルの算数と理科の指導に時間を費やさざるを得ず、主に電気施設と機械施設の分野に

おいて専門的技術の指導に多くの時間を割くことができなかった。同時に、基礎的機器や

供与機材の技術的な情報・取扱説明書の多くが外国語表記で、基礎知識の説明や技術用語

の定義が省かれていることもあり、TPW の C/P の語学力不足の問題により、能力向上活動
の効率性を高めることが困難だった。 

3. 結論 

本プロジェクトの開始当初、援助機関の協力によって新規に建設または改修された浄水施設が存

在するだけで組織的運転能力がほぼ無いに等しいとも言えるほど限定的だった TPW の能力は、本

プロジェクトによって著しく強化され、安全な水を安定して供給できるようになった。 

本プロジェクトは、カンボジア王国政府の開発政策、ターゲット・グループ（DPWS/MIME 及び
TPW）の開発ニーズ、日本の援助政策のあらゆる面で整合性が取れており非常に高い妥当性を有す

る。TPW の水供給施設の運転・維持管理に係る総合的な能力は著しく強化されたが、電気施設・機

械施設分野における効果が依然、限定的であることから、本プロジェクトの有効性は中程度と評価

される。本プロジェクトは国内中に位置する多数の TPW を対象とした活動を実施した。投入規模

がかなり大きい一方、プロジェクト設計段階で期待されていた達成レベルに比べると 8TPW におけ

る成果の達成レベルは相対的に低いものに留まった。この点から、本プロジェクトの効率性は中程

度と判断される。TPW の数の多さが本プロジェクトの有効性と効率性を相対的に低減させる一方、

水質と TPWサービスの両面の向上による恩恵を受ける地方住民の数も多くなっており、本プロジェ

クトのインパクトは拡大する可能性がある。本プロジェクトの自立発展性については、LTPW 以外

の TPW と本プロジェクトの支援を受けなかった地方水道局に技術移転を継続的に実施するための

管理運営能力、組織メカニズム、財務健全性を今後、DPWS/MIME がさらに強化していくことが必
要であり、現時点では脆弱かつ限定的であると評価される。 

本プロジェクトは離れた場所に位置する 9 つの組織（DPWS/MIME と 8TPW）をターゲットとし、

直接的受益者としての C/P の数が 100 名以上にも上る意欲的かつ挑戦的なプロジェクトだったと言

えるが、妥当な効果をもたらしていると判断される。しかし、プロジェクト目標の達成度をさらに

向上させるには、本プロジェクトの残り期間に多くの活動が実施されなければならない。それに加

えて、当初想定のプロジェクト期間終了後においも、いくつかの継続的な活動が JICA 協力の下で

実施されることを検討していく必要があろう。 

4. 提言 

(1) プロジェクトが実施すべき措置 
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(a) 8 つの TPW は水質分析と浄水処理の両分野の連携を強化するため、水質分析結果の正確な

理解と判断に基づく適切な浄水処理の促進を図る。 

(b) 8 つの TPW は本プロジェクトで強化された、配水分野における漏水調査（不法接続調査を

含む）の継続的実施を促進する。 

(c) プロジェクトは、LTPW の現地研修指導員が研修スキルを習得できるよう、PPWSA 現地専

門家と LTPW の現地研修指導員により共同で行われる研修の実施を促進する。 

(d) プロジェクトは、TPW の能力強化への PPWSA の関与に係る計画を、特に電気・機械分野

を中心に、PPWSA と協議し策定する。さらに、プロジェクトは 2011 年 3 月に開催予定の
JCC に PPWSA 関係者を招待し、その参加を図る。 

(e) 日本人専門家は、DPWS/MIME による CWWA 設立に向けた活動を支援し、後述する（2）-
（c）の活動に関連して必要に応じた助言を行う。 

(2) DPWS/MIME が実施すべき措置 

(a) 横の連携と情報共有をさらに促進するために、PPWSA、DPWS/MIME、TPW の本プロジェ

クトに関係するすべての技術職員の連絡名簿を作成し、プロジェクト関係者間で共有する。 

(b) 水供給施設に係る薬品、試薬、予備品等の材料・資材の調達先や調達方法に係わる情報を整

理・統合して、8 つの TPW 及びその他の地方水道局と共有する。 

(c) NSDP に統合された DPWS/MIME アクションプランに基づいて、CWWA 設立に向けた活動

を強化する。 

(d) 組織面の自立発展性を強化するため現在、策定中の DPWS/MIME 業務分掌（Duties & 
Responsibility of DPWS）に対応し、DPWS/MIME 各課の具体的な短中期のアクションプラン
を作成する。 

(e) LTPW からその他の TPW への技術移転を考慮に入れた、8TPW での年間人材育成計画を策

定する。 

(f) 財務面の自立発展性を強化するために、8TPW のさらなる能力向上に係わる活動実施のため

の必要資金を確保する組織メカニズムを立案する。一例としては各 TPW の年間収入の X％
に相当する金額をプールする形の「研修実施基金」等の仕組みを考案する。 

(3) 継続的に実施されるべき活動 

(a) 安全対策の重要性に重点を置きながら電気・機械施設の運転・日常保守における SOP の効
果的活用を C/P に指導する OJT を引き続き実施する。 

(b) 塩素注入設備の定期点検に係わる SOP の作成を完了させ、SOP に基づいた OJT を継続実施
する。 

 

5. 教訓 

(1) ターゲット・グループの規模に対応したプロジェクト設計と実施上の工夫の必要性： 

プロジェクト実施機関のニーズやプロジェクト妥当性確保の観点からターゲット・グループの

規模を適切な大きさに設定した上で、プロジェクトの有効性と効率性を確保するための必要に応

じた措置をプロジェクト設計に盛り込むことが非常に重要である。 

(2) 特定技術分野の能力向上を始める前の C/P の基礎的能力把握の重要性： 

C/P の基礎的能力や技術移転の消化吸収能力に大きなバラツキが存在し、プロジェクトの有効

性と効率性に負の影響を与える状態に陥ることを避けるためには、プロジェクトで技術移転対象

とする組織と C/P 候補の能力を十分に把握・分析した上で、同じ成果項目に対しても指標の達成
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レベルに組織ごとに差をつける、あるいは特定技術の技術移転をより円滑化させるために、基礎

知識・技術に係る補完的な研修活動を部分的に導入する等のプロジェクト実施上の工夫を行って

いく必要がある。 

(3) 基本的な「仕事の進め方に対する理解・実施能力」形成の重要性： 

今回、技術移転の対象となった DPWS/MIME、8TPW のいずれの組織においても、個人レベル、

組織レベルの双方において、基本的な仕事の進め方、基礎的な問題解決手法、浄水場での安全対

策・安全意識の向上を含めた 5S 等の現場管理技術に係る知識・理解・浸透度が低かった。すな

わち、水質分析、浄水処理、電気・機械施設、配水分野における固有技術の理論的・実務的な能

力向上を図ったとしても、それを毎日の実務の中で消化・吸収し、確実にこなしていくための「仕

事の進め方に対する理解・実施能力」が不十分であるがゆえに、プロジェクトの有効性、効率性

を低減させている懸念がある。特定の技術分野、特に化学・工学系の要素技術・操業技術に係る

能力向上を図る際には、同時に基礎的な「現場管理技術」の概念、ノウハウを併せて技術移転し

ていくことで、プロジェクトの実施を円滑化し、有効性と効率性を高めていくことができると考

えられる。水道事業人材育成分野のプロジェクトにおいては、このような基礎的な「現場管理技

術」に係わる能力強化について JICA のシニア・ボランティア等の各種リソースを活用した継続

的な支援を併せて検討していくことも重要である。 
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第1章 終了時評価調査の概要 

1-1 調査団派遣の経緯と目的 

カンボジアでは、内戦後、日本及び他援助機関の協力によりプノンペン水道公社（PPWSA）へ、
水供給施設建設及び運転･維持管理技術に係る支援が行われ、プノンペンにおける給水能力の拡大お

よび人材の能力向上が実現した。 

一方、鉱工業エネルギー省（MIME）水道部（DPWS）が管轄するプノンペン市以外の公営水道局

（14 都市で運営）の給水能力は依然として低く、国民全体に安全な水が行き渡っていない。2005 年
に MIME が実施した調査（Urban Water Supply Sector Performance Review）によると、安全な水にアク
セスできているのは都市人口全体の僅か 37％であった。この状況を打開すべく、新たに日本の無償
資金協力（シェムリアップ）及び ADB（バッタンバン、プルサット、コンポンチャム、コンポント
ム、カンポット、スバイリエン）、WB（シハヌークビル）の融資による水道施設改修･建設が主要 8
都市で行われた。しかし、これらの施設を運転･維持管理する水道局職員の人材育成を担っている

MIME においては、未だ人材育成の体制が未整備であり、8 州都公営水道局技術者の能力強化を目的
とした人材育成支援が急務となっている。 

本件は「ターゲットの 8 州都公営水道局（TPW）において、プロジェクト･フェーズ 1 で蓄積され
た経験を活用し、水供給施設を運転･維持管理する能力が向上する。」というプロジェクト目標を設定

し、2007 年 5 月 2 日から 4 年間の予定で協力が開始された。 

今次終了時評価調査は、これまで実施してきた協力について、当初計画に照らし、プロジェクトの

活動実績、プロジェクト目標達成度について評価を行い、今後の必要なフォローアップについて検討

するものである。 

1-2 調査団の構成と調査期間 

（1） 調査団員 

No 担当 氏 名 所 属 

1 団長･総括 鈴木康次郎 JICA カンボジア事務所 

2 
水道施設･ 
維持管理 

有田 仁志 北九州市 水道局 浄水部 穴生浄水所 

3 評価協力 植木 雅浩 JICA 地球環境部 水資源第一課 

4 評価分析 岩瀬 信久 有限会社アイエムジー 
5 評価企画 野中 博之 JICA カンボジア事務所 

 

（2） 調査期間 

2010 年 9 月 1 日～9 月 23 日（付属資料 1 参照） 

1-3 プロジェクトの概要 

（1） 上位目標 

カンボジアの「全国公営水道会議」に参加している 14 都市の都市部における水供給施設の運転･
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維持能力が向上する。 

（2） プロジェクト目標 

ターゲットの 8 州都公営水道局（TPW）において、プロジェクト･フェーズ I で蓄積された経験
を活用し、水供給施設を運転･維持管理する能力が向上する。 

（3） 成果（アウトプット） 

成果 1：TPW において、水質試験に係る能力が向上する。 
成果 2：TPW において、浄水処理に係る能力が向上する。 
成果 3：TPW において、電気施設の操作・日常保守に係る能力が向上する。 
成果 4：TPW において、機械施設の日常保守に係る能力が向上する。 
成果 5：TPW において、配水施設の維持管理に係る能力が向上する。 
成果 0：プロジェクトがプロジェクト・サポート・チーム（PST）によって適切に管理運営される。 



 

2-1 

第2章 終了時評価の方法 

2-1 評価の概要と評価項目 

本終了時評価調査は、JICA 事業評価ガイドラインに基づき、プロジェクト・サイクル・マネジメ

ント（Project Cycle Management：PCM）手法で用いられるプロジェクト・デザイン・マトリックス
（Project Design Matrix（PDM））を活用して、プロジェクトの実績（投入の実績、活動の実績、成果
の達成度、プロジェクト目標・上位目標の達成度・見込み）と実施プロセスを整理、確認するととも

に、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点から評価を行った。 

評価 5 項目の主な視点は次の通りである。 

1) 妥当性: プロジェクト目標や上位目標がカンボジア国の政策や我が国の援助政策との整合

性が取れているか、ターゲット・グループのニーズと合致しているかなど、プロジェクトの

正当性・必要性を検証、判断する。 

2) 有効性: プロジェクト目標が計画通り達成されるか、プロジェクト目標の達成が成果の達

成によって引き起こされるものかなどにより、プロジェクトの実施によってターゲット・グ

ループに便益がどのようにもたらされているかを検証し判断する。 

3) 効率性: プロジェクトが効果的に投入資源を活用したかという観点から、投入実績と成果

達成の状況を踏まえて、投入（インプット）がどのように効率的に成果（アウトプット）に

転換されたかを検証・評価する。 

4) インパクト: 上位目標達成の見込みとプロジェクト実施によりもたらされる長期的・間接

的な効果や波及効果の有無を検証し判断する。 

5) 自立発展性: 政策・制度面、組織面、財務面、技術面の観点から、プロジェクト終了後、

プロジェクトで発現した効果がどのように定着・持続するかについて検証・評価する。 

2-2 評価の手順と方法 

本評価では準備作業として本プロジェクトに関する既存資料をレビューした上で、評価 5 項目に係
わる詳細な評価設問と評価指標・データ収集方法等を記述した評価グリッド案を作成した。その上で、

中間レビュー時（2009 年 7 月）に改訂された最新の PDM（PDM2）に示されている指標を評価指標

として活用して情報･データの収集と分析を行った。（評価設問については「付属資料 5. 評価グリッ

ド結果表」を、評価用 PDM については「協議議事録 ANNEX 1」及び「付属資料 4. PDM2（和文）」

を参照） 

より具体的には、以下の手順で本プロジェクトに関する情報・データの収集・分析を実施した。 

1) 資料レビュー 
主な資料として以下のものを活用または収集した（「付属資料 9. 収集資料一覧）」を参照）。 

 過去の調査団報告書：事前評価調査・実施協議報告書（討議議事録（R/D）を含む、2007
年 5 月）、中間レビュー調査報告書（2009 年 7 月） 

 長期・短期専門家の業務完了報告書 

 プロジェクト作成資料：プロジェクト実績表、専門家派遣実績データ、PPWSA 現地専門
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家による研修の実績、供与機材リスト、本邦研修参加者リスト等 

 DPWS/MIME 関連資料：2010 年度 DPWS 年間活動計画（Action Plan of the Department of 
Potable Water Supply for 2010）、四辺形戦略（Rectangular Strategy、フェーズ 2）の実行に
向けた水供給セクターのアクションプラン 2009 年～2013 年（Action Plan of Water Supply 
Sector for Implementing the Rectangular Strategy（Phase 2）2009-2013）等 

 TPW 関連資料：漏水調査結果、予算・決算データ等 

 カンボジア国政策関連文書：四辺形戦略、国家戦略開発計画（National Strategic 
Development Plan 2006-2010）、上水と衛生に係わる国家政策（National Policy on Water 
Supply and Sanitation）等 

 日本の対カンボジア援助政策：外務省国別援助計画、JICA 国別事業実施計画等 

 ドナー関連資料：ADB、世界銀行の水道セクター関連レポート 

2) 質問表調査 
評価グリッドの評価設問に基づいて日本人専門家向けとカウンターパート（以下、C/P）向け

の 2 種類の質問表を作成し、事前に配布した上で回収・分析した（質問表の回答・分析結果は

「付属資料 6. 日本人専門家及び C/P への質問表集計結果」を参照）。 

日本人専門家の回答者数は 5 名で、C/P の回答者数は 40 名である。C/P の回答者内訳は、

DPWS/MIME の C/P が 7 名、TPW の C/P が 33 名（シェムリアップ: 2 名、バッタンバン: 5 名、
シハヌークビル: 3 名、カンポット: 5 名、コンポンチャム: 2 名、コンポントム: 5 名、プルサッ
ト: 4 名、スバイリエン: 7 名）であった。 

3) チェックリストによる調査 
各 TPW の基本情報（職員数やサービス・ユーザーの数等）や TPW 自身が評価する指標の達

成度を確認するため、チェックリストを事前に作成して 8 つの TPW に配布し、現地調査中に

各 TPW で回収の上、各所長への面接調査時に内容確認を行った（チェックリストの結果は「付

属資料 7. TPW のチェックリスト集計結果」を参照）。 

4) 面接調査 
評価グリッドの評価設問に基づいて、質問表やチェックリストへの回答結果を基礎情報とし

て、本プロジェクトの活動、管理・運営状況、C/P への技術移転状況、本プロジェクトに係わ

る水道セクターの制度や組織の現状について、日本人専門家、DPWS/MIME と 8TPW の各 C/P、
その他プロジェクト関係者に対して、個別またはグループによる面接調査を行い、追加情報の

収集と分析を行った（面談者のリストは「付属資料 2. 主要面談者」を参照）。 

5) 現地踏査 
プロジェクトの現状と成果の達成状況を現地において把握・確認するため、本プロジェクト

が対象としている 8 つの TPW を訪問・視察し、上記面接調査を行うとともに、施設・設備の

設置・稼動状況、各地方水道局の運営管理状況や本プロジェクトによる技術移転状況について

確認・分析した。 
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第3章 プロジェクトの実績 

3-1 投入実績 

<日本側> 
（1） 専門家派遣（「協議議事録 ANNEX 2-1」を参照） 

プロジェクト開始から終了時評価までに合計 4 人の長期専門家（75.3M/M1）が、（1）チーフア
ドバイザー、（2）浄水処理工程、（3）チーフアドバイザー/配水ネットワーク、（3）人材育成/調
整員の分野で派遣された。 

短期専門家に関しては、15 人の専門家が合計 22 回（72.1M/M1）派遣された（複数の専門家は

2 回以上にわたって派遣された）。短期専門家の主な担当分野は、水質試験、浄水処理、電気施設、

機械施設、配水施設分野の 5 分野である。  

（2） C/P の本邦研修（「協議議事録 ANNEX 2-2」を参照） 
これまでに 22 名の C/P が本邦研修に参加した。質問表・面接調査によると、C/P の本邦研修は

非常に高く評価されている。 

（3） 資機材の供与（「協議議事録 ANNEX 2-3」及び「協議議事録 ANNEX 2-4」を参照） 
2010 年 9 月時点で 129 万 912 米ドル（約 1 億 2, 000 万円）の機材が供与された。 

（4） 現地業務費（「協議議事録 ANNEX 2-5」及び「協議議事録 ANNEX 2-6」を参照） 
2010 年 6 月までに合計 45 万 7539 米ドル（約 4, 600 万円）の現地業務費が投入された。現地業

務費には PPWSA 現地専門家による研修に係わる費用も含まれる。プロジェクト開始以来、合計

8 名の PPSWA 現地専門家による研修が水質試験、電気施設の維持管理、機械施設の維持管理、配

水施設の維持管理、各戸給水接続の分野において合計 14 回実施された（5 回の PPWSA における

研修と、9 回の TPW における OJT）。 

＜カンボジア側＞ 
（1） C/P の配置（「協議議事録 ANNEX 2-7」を参照） 

DPWS/MIME から 9 名の C/P、TPW から 101 名の C/P（各 TPW あたり平均 12.6 人）の合計 110
名の C/P が本プロジェクトに配置された。 

水質試験 浄水処理 電気施設 機械施設 配水施設 合計* 

シェムリアップ 3 7 4 12
バッタンバン 3 5 4 15
シハヌークビル 3 4 4 16
カンポット 2 6 3 11

コンポンチャム 4 4 5 11
コンポントム 3 4 4 14
プルサット 3 5 5 12
スバイリエン 4 4 3 10

8
9
12
6
4

* 複数の担当分野を兼任しているカウンターパートがいるため、全体のカウンターパートの合計数は各担当分野の合計数と異なる。

3

8
4

 

                             
1 本文に記されている M/M（人/月）は 2010 年 9 月 23 日までの人/月を計算したものである。 
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（2） ローカルコスト 
終了時評価時点までに、112,961 ドルのローカルコストが負担された。支出内容は、地方水道局

の C/P が研修に参加する際の旅費、日当･宿泊費及び、浄水処理研修に必要な資機材費、配管布設

OJT に係る道路舗装復旧費等である。 

（3） その他の施設・機材など 
本プロジェクトが必要とする土地、建物、施設 

3-2 成果の達成状況 

5 つの成果（アウトプット）に係わる各指標の達成度は終了時評価時点で次の通りである。詳細は
添付の評価グリッド結果表に記載されている（「協議議事録 ANNEX 4」を参照）。 

成果 1: TPW において、水質分析に係わる能力が向上する。 
指標 達成度 

1a:各 TPW において、必要な

水質試験項目が、プロジェ

クトにより作成された標準

作業手順書（Standard 
Operation Procedures （以
下、SOP））に基づき、定め
られた頻度で分析される 

指標 1a は達成済みである。 
すべての TPW が以下の試験項目の分析を行えるようになった。 
 必須項目：pH、伝導度、濁度、色度、アルカリ度 
 重要項目：鉄（Fe）、マンガン（Mn）,アルミニウム（Al）、銅
（Cu）、亜鉛（Zn）、硬度、塩化物イオン（Cl-）, 硫酸イオン

（S04
2-）, アンモニア（NH3

-）、硫化水素（H2S） 
 その他の項目：味、臭気、残留塩素、有機炭素 

上記の項目は、スバイリエンを除いたすべての TPW で分析されて

いる（スバイリエンではアルカリ度等の分析に必要な試薬の在庫

不足が生じる傾向がある）。さらに、すべての拠点浄水場（Leading 
Targeted Provincial Waterworks（以下、LTPW））において、上記に

加えて大腸菌及び大腸菌群も分析されている。 
1b:各 TPW において、MIME

に対する水質分析結果の

年間報告書（クメール語）

が提出される。 

2010 年 5 月に水質分析に係わる年間報告書用のフォーマットが作
成され、すべての TPW に配布された。 
DPWS/MIME は、同フォーマットを使用して TPW が作成したレ

ポートをまとめ、2011 年 1 月に年間報告書を作成する予定である。
TPW はこれまで、DPWS/MIME 及びプロジェクト事務所に対して
水質分析結果の月報を提出している。 

1c:各 TPW において、全ての

関連職員（プロジェクト開

始時点で計 13 名）が SOP
に基づき水質分析を行う

ことができる。 

指標 1c は達成済みである。 
「指標 1a の達成度」に記載されているすべての試験項目を網羅す

る水質分析に係わる研修がすべての TPW で実施された。 

全般的な達成度： 
上記の指標の達成度と活動実施の進捗度を踏まえると、成果 1 はプロジェクト終了時までに十分、

達成されると見られる。そのためには、TPW の水質分析に関する能力が次の分野においてさらに

強化されることが期待される。 
 試験結果の記録内容を正確に解釈する。 
 解釈した試験結果の記録内容を浄水処理に反映させる。 
 試薬の在庫管理を効率的に行う。 

試薬の在庫管理を効果的に行うため、TPW による共同購買が試行されている模様である。水質

分析の分野では LTPW の能力強化が進んでおり、LTPW の現地研修指導員による研修は LTPW と

その他の TPWの能力差を縮め本プロジェクトの支援を受けていない地方水道局に技術移転をする

際の有効なアプローチとなる。したがって、LTPW の現地研修指導員による研修の実施機会を、本
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成果 1: TPW において、水質分析に係わる能力が向上する。 
指標 達成度 

プロジェクトが今後さらに模索していくことが期待される。 
 

成果 2: TPW において、浄水処理に係わる能力が向上する。 
指標 達成度 

2a 各 TPW において、毎日、

運転日誌がフォーマット

に従って作成される 

指標 2a は達成済みである。 
各 TPW で毎日、運転日誌が定められたフォーマットに従って作成

されている。 

2b OJT 終了後、各 TPW にお

いて、沈殿処理水の濁度が

常に各 TPW の目標値を満

足する。 

指標 2b は達成済みである。 
各 TPW で沈殿処理水の濁度が概ね各 TPW の目標値を満足してい

る。 

2c OJT 終了後、各 TPW にお

いて、浄水の残留塩素が常

に各 TPW の目標値を満足

する。 

指標 2c はシェムリアップ、バッタンバン、コンポントム、プルサッ
トにて達成済みである。 
残留塩素の研修を通して、すべての TPW が目標値を満足するため

に必要な基礎知識と能力を習得したが、4 つの TPW では設備上の

問題によりこの指標が達成できていない。 
シハヌークビル及びカンポットでは、浄水の平均値は残塩目標値

枠（0.2-0.5mg/l）に収まっているが、給水栓残塩の最低値（シハヌー
クビル 0.0 mg/l、カンポット 0.07 mg/l）が目標値枠に収まっていな
い。平均値と最低値の間の大きな差が生じている原因は特定でき

ていないが、老朽管による影響が原因の 1 つである可能性が指摘

されている。コンポンチャムでは乾季に井戸の水位が低下し塩素

注入が困難になることがある。スバイリエンでは設備上の問題に

より赤水を防ぐための最小限の残塩しか注入できず、その結果、

鉄分とマンガンの除去は十分でない。 
2d トレーニング後に、（ろ過

抵抗と洗浄排水濁度を元

に）ろ過砂の洗浄プロセス

が適切に管理される 

指標 2d はシェムリアップ、バッタンバン、カンポット、コンポン
トム、プルサットにて達成済みである。 
ろ過砂の洗浄プロセス管理に関する研修が、砂ろ過設備の無いコ

ンポンチャム以外のすべての TPW に対して実施された。「指標 2c
の達成度」に記載した状況と同様、シハヌークビルとスバイリエ

ンでは、設備上の問題が指標 2dの達成を妨げる要因となっている。

シハヌークビルでは、ろ過池内にマッドボールや亀裂が生じてい

ることが報告されており、スバイリエンでは鉄分とマンガンの除

去が不十分である。 
2e プロジェクト終了までに、

各 TPW において、浄水処

理 SOP（5 種類の個別 SOP
を含む）が作成される。 

指標 2e は達成済みである。 
成果 2 に関して作成された個別 SOP は以下の通りである。 

 塩素注入制御 
 薬品（アルミ・ライム）注入制御 
 沈殿池運用・維持管理 
 ろ過池運用・維持管理 

当初予定では 5 種類の個別 SOP に「浄水計画」が含まれていたが、
需要予測に基づいた浄水生産がすでに十分に行われているため、

浄水計画の SOP 作成は不要であると専門家が判断した。 
2f プロジェクト終了までに、

各 TPW において全ての関

連職員（プロジェクト開始

各 TPW において、尐なくとも 1 名の関連職員が SOP に基づいて
浄水処理に係わる活動を行うことができる。 
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成果 2: TPW において、浄水処理に係わる能力が向上する。 
指標 達成度 

時点で計 42 名）が SOP
に基づき浄水処理に係わ

る活動を行うことができ

る。 
全般的な達成度： 
設備に係わる問題はあったものの、TPW 職員の浄水処理に係わる総合的な能力は本プロジェク

トにより大幅に向上した。 
専門家と C/P の双方から、数箇所の TPW における浄水設備・機器に係わる懸念が示されている。

流量計等の浄水場に本来、不可欠な機器が設置されていない、またはすでに壊れている事例があり、

注入する薬品の適切な量を決定することが不可能になっている。必要機器が未設置であることや他

の設備に係わる問題が、成果 2 の活動実施に遅れを生じさせ活動自体の有効性を妨げている。この
ような設備・機器の問題については中間レビューにおいても指摘された。中間レビュー報告書での

提言を踏まえ、日本側はプロジェクト実施に必要な機材を追加的に供与した。薬品注入用の流量計

については、機器の設置とそれに伴う OJT がすでに数箇所の TPW で実施されており、プロジェク

ト終了時には全 8 箇所における設置及び OJT が完了する予定である。 
成果１と同様に、TPW の浄水処理に関する総合的な能力が次の分野においてさらに強化されて

いくことが期待される。 
 毎日の運転日誌データの意味を正確に解釈する。 
 解釈したデータの内容を浄水処理に反映させる。 
 薬品の在庫管理を効率的に行う。 

 

成果 3: TPW において、電気施設の運転・日常保守に係わる能力が向上する。 
指標 達成度 

3a プロジェクト終了までに、
各 TPW において、電気施

設運転・日常保守に係わる

SOP（4 種類の個別 SOP を
含む）が作成される。 

電気施設の運転・日常保守に係わる 4 種類の個別 SOP は、受配電
設備（PRDF）、自家用発電機、電動設備、計装設備である。各 SOP
作成の進捗状況は以下の通りである。 
（1） 受配電設備（PRDF）の SOP は作成済みである。 
（2） 自家用発電機の SOP は作成済みである。 
（3） 電動設備の SOP は終了時評価後に作成予定である。 
（4） 計装設備の SOP はまだ作成されていないが、当該分野の活

動がすでにいくつか実施されている。 
上記の SOP作成の活動を通じてC/Pは各担当分野の SOPの重要性
とそれに基づいた業務を行うことの重要性を習得した。 

3b 各 TPW において、SOP に
基づいた電気施設の運転

が行われる。 

シェムリアップとプルサットが指標 3b の達成に比較的近い。指導
の結果、C/P は SOP に基づいた電気施設の運転・定期点検の重要

性を認識している。 
数箇所の TPW では電気設備が設置された際に渡されるはずの

メーカー・マニュアル（取扱説明書）を保有していない。 
3c 各 TPW において、SOP に

基づいた電気施設の定期

点検が行われる。 

シェムリアップ、バッタンバン、カンポット、プルサットでは、

作成された SOP に基づいた電気施設の定期点検を実施する能力が
概ね形成された。指導の結果、すべての TPW の C/P が電気施設の
定期点検の重要性を認識している。 

3d 各 TPW において、尐なく

とも 1 人の関連職員が施
設の正常・異常を判断し、

異常の場合は原因を特定

する能力を身につけてい

シェムリアップでは、尐なくとも 1 名の技術職員が電気施設の正

常・異常を判断し、異常の場合は原因を特定する能力を十分に有

している。4 つの TPW（シハヌークビル、カンポット、コンポン

トム、プルサット）では、尐なくとも 1 名の技術職員が電気施設

の正常・異常を判断し、異常の場合は原因を特定する能力をある
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成果 3: TPW において、電気施設の運転・日常保守に係わる能力が向上する。 
指標 達成度 

る。 程度、身につけている。 
3e 各 TPW において、全ての

関連職員（プロジェクト開

始時点で計 19 名）が SOP
に基づいて運転・日常保守

に係わる活動を行うこと

ができる。 

シェムリアップの関連職員は電気施設の運転・日常保守に係わる

適切な手順を SOP に基づいて概ね実施することができる。 

全般的な達成度： 
電気施設の運転・日常保守に係わる能力は、すべての TPW においてプロジェクト開始前と比べ

て一定の向上が見られる。C/P は必要最低限の施設の維持管理を実施できるようになった。今後は、

これまでに習得した必要安全対策への理解を踏まえ、安全に対する意識のさらなる向上と、それに

伴う必要な運転・日常保守に係わる活動を実施していかなければならない。 
成果 3 の分野では、3 つの要因が本プロジェクトによる能力向上努力を著しく阻害した。第 1 は、

数箇所の電気施設の質が標準以下であったことである。設備の不適切な設計によって生じた故障の

対応に専門家の時間が費やされ、計画された活動に遅れが生じた。第 2 の阻害要因は数箇所の TPW
で電気施設の完成図（構造、配線等の詳細情報が記載されている図面）が無かったり、図面があっ

ても、図面の内容と実際の配線等が異なっていたりした。その結果、電気設備の構造を適切に把握

することが不可能となり、OJT の有効性を阻害し電気施設の故障対応を困難なものにしている。第
3 の阻害要因は設備や機器のラベルや取扱説明書がクメール語でなく外国語（中国語またはロシア
語等）で書かれていることである。ラベルや取扱説明書に外国語が使用されていることが、C/P の
理解レベルに負の影響を及ぼしている。 
上記の阻害要因、特に第 1 の要因による影響を緩和させ電気施設分野における技術移転活動を促

進するため、中間レビュー後に機材の追加投入が計画された。これらの設置及び運転に関する OJT
は本プロジェクトの残り期間中に実施され、成果 3 の達成度向上に貢献していく予定である。 
 

成果 4: TPW において、機械施設の運転・日常保守に係わる能力が向上する。 
指標 達成度 

4a プロジェクト終了までに、
各 TPW において、機械施

設日常保守に係わる SOP
（3 種類の個別 SOP を含
む）が作成される。 

機械施設の運転・日常保守に係わる 3 種類の個別 SOP は、塩素注

入設備、薬品注入設備、ポンプ設備である。各 SOP 作成の進捗状
況は以下の通りである。 
（1） 塩素注入設備の SOP は部分的に作成され、当該活動も実施

されている。 
（2） 薬品注入設備の SOPはポンプ設備に関する SOPの一部とし

て作成される予定である。 
（3） ポンプ設備の SOP は終了時評価後に作成予定である。 
C/P は機械施設の運転・維持管理に必要な工具の使い方に係わる指
導を受け、機械施設の仕様を再検討した。 

4b 各 TPW において、SOP に
基づいた機械施設の運転

が行われる。 

塩素注入設備の日常運転に係わる安全対策実施に関する研修が実

施された。研修を通して C/P の安全意識は著しく向上し、不注意

から起こる事故のリスクが大幅に軽減された。一方、現時点では

まだ、塩素注入設備の運転・日常保守が TPW で適切に行われてい

るとは言いがたい。 
指標 4bが達成されるには成果 4に係わる SOPが完備される必要が
ある。指標 4b の達成に近い TPW はシェムリアップである。 

4c 各 TPW において、SOP に
基づいた機械施設の定期

点検が行われる。 

機械施設の定期点検に係わる研修が機械施設分野に配置された

C/P に対して実施された。 
指標 4c が達成されるには、成果 4 に係わる SOP が完備される必要
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成果 4: TPW において、機械施設の運転・日常保守に係わる能力が向上する。 
指標 達成度 

がある。シェムリアップではポンプ設備の定期点検が概ね SOP に
基づいて実施されている。 

4d 各 TPW において、尐なく

とも 1 人の関連職員が、施
設の異常を判断し原因を

特定する能力を身につけ

ている。 

シェムリアップでは尐なくとも 1 名の技術職員が機械施設の正

常・異常を判断し、異常の場合は原因を特定する能力を概ね身に

つけている。 

4e 各 TPW において、全ての

関連職員（プロジェクト開

始時点で計 38 名）が SOP
に基づいて運転・日常保守

に係わる活動を行うこと

ができる。 

シェムリアップの関連職員は適切な手順に基づいて、機械施設の

運転・日常保守に係わる活動を概ね行うことができる。 
指標 4e が達成されるには、成果 4 に係わる SOP が完備される必要
がある。 

全般的な達成度： 
すべての TPW において、特にシェムリアップにおいて、機械施設の日常保守を実施する C/P の

能力は必要最低限の維持管理を行えるレベルにまで向上している。 
電気施設及び機械施設の分野における能力向上は、元々の施設や設備の不具合の対応に想定外の

時間が費やされたため、他分野と比較して相対的に低いと評価することが妥当である。この問題は

SOP の作成にも遅れを生じさせている、SOP 作成は終了時評価後に予定されているが、塩素注入

設備に係わる SOP 作成は当初の計画より多くの時間を要することが予想される。SOP の作成後に
は、SOP を用いた OJT を実施していくことが必要である。 
 

成果 5: TPW において、配水施設の維持管理に係わる能力が向上する。 
指標 達成度 

5a 各 TPW において、老朽管

（給水管と水道メーター

を含む）の更新計画が作成

される。 

指標 5a は達成済みである。 
各 TPW において、老朽管（給水管と水道メーターを含む）の更新

計画が作成された。 
更新計画作成に加え、本プロジェクトによって水道基本計画（マ

スタープラン）もシェムリアップを除くすべての TPW で作成され

た。（シェムリアップの水道基本計画については別の JICA プロ

ジェクトで作成されている。） 
水道基本計画の作成活動を通して C/P が水道基本計画の作成方法

を概ね把握することができたことは本プロジェクトによる追加的

成果と言える。将来的には、配水ネットワークの様々な要素の計

算を元に適切な管口径を決定できる能力を含め、C/P が水道基本計
画を策定する能力を向上していく必要がある。 

5b 各 TPW において、約 1km
の管路が布設される。 

シェムリアップ、バッタンバン、プルサットにおいて、約 1km の

管路が布設された。残りの TPW では、2010 年 12 月以降に順次、
布設工事が開始される予定である。 

5c 設計に基づいた位置に正

確に（±10%）管路が布設
され、その管路は常に耐水

圧 7.5kgf/cm2を有する。 

シェムリアップ、バッタンバン、プルサットにおいて、設計に基

づいた位置に正確に（±10%）管路が布設され、常に耐水圧

7.5kgf/cm2を有している。残りの TPW では 2010 年 12 月以降に布
設工事が開始される予定である。 

5d 漏水調査が各 TPW におい

て年 2 回実施される。その

結果、発見される漏水件数

がプロジェクト前より増

漏水探知器具の使い方、漏水場所を特定する方法に係わる研修が

実施された。漏水調査が実施された TPW では発見される漏水件数

がプロジェクト前に比べて増加している。 
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成果 5: TPW において、配水施設の維持管理に係わる能力が向上する。 
指標 達成度 

加する。 
5e 盗水調査が各 TPW におい

て年 2 回実施される。その
結果、発見される盗水件数

がプロジェクト前より増

加する。 

盗水等による水の損失を探知する方法に係わる研修が実施され

た。盗水調査に係わる基本知識やノウハウが漏水探知研修の一環

で C/P に提供された。 

5f 各 TPW において全ての関

連職員（プロジェクト開始

時点で計 26 名）が配水施
設の維持管理に係わる活

動を行うことができる。 

シェムリアップ、バッタンバン、プルサットでは、管路布設の施

工と管路設計実施ができるようになった。残りの TPW について

は、約 1km の管路布設工事がプロジェクト残り期間で実施される

ことで、管路布設の施工と管路設計実施に係わる能力が向上する

予定である。 
全般的な達成度： 
終了時評価時点における指標の達成状況と活動実施状況を踏まえると、本プロジェクトの終了時

における成果 5 の達成見込みは高い。TPW の配水施設の維持管理に係わる能力は、漏水場所の特

定、管路設計図面作成、管路布設工事施工管理に係わる能力を中心に大幅に向上している。プロジェ

クト終了時までに、約 1km の管路布設工事が残りの 5 つの TPW で実施される予定であり、これら

の活動が成果 5 の達成度向上に寄与していくと考えられる。 
 

成果 0: プロジェクトがプロジェクト・サポート・チーム（Project Support Team（以下、PST））に
よって適切に管理運営される。 

指標 達成度 
0a プロジェクト開始時に

PST が設立される。 
PST がプロジェクト開始時に設立され、DPWS/MIME から 15 名が
任命された。しかし、PST メンバーの交代が多かったため、PST
は十分に機能しなかった。プロジェクトの後半は、DPWS/MIME
の人員構成も安定し、DPWS/MIME メンバーはプロジェクトの促

進役（ファシリテーター）として本プロジェクトに貢献している。 
0b プロジェクト開始から

3ヶ月以内にベースライン
調査報告書が作成される。 

2008 年にベースライン調査報告書が TPW ごとにまとめられた。

ベースライン調査では各 TPW の技術職員の能力レベルを評価し

た。 
0c プロジェクト開始から

3 ヶ月以内に暫定 PDM 及

び暫定 PO が見直され、最

終化される。 

2007 年に当初（暫定）の PDM と PO が承認された。2009 年 7 月
に中間レビューの結果を反映させた改訂版 PDM（PDM2）が承認

された。 

0d プロジェクト開始から
3ヶ月以内にプロジェクト
全体及び各TPWのAPOが
策定される。 

各 TPW におけるプロジェクト活動実施の進捗状況と能力向上度

は本プロジェクトが作成した確認表を活用してモニタリングされ

ている。 

0e PO/APO に基づき、プロ

ジェクトの進捗が定期的

にモニターされる（C/P 会
議、JCC 会合を通して）。 

プロジェクト期間の前半は、PST 会合や C/P 会議が本プロジェク

トの進捗状況をモニタリングするために開催された。しかし、「指

標 0a の達成度」での記述のように、PST 自体が計画通りに機能し
なかったため、プロジェクト期間の後半は、モニタリングの代替

手段として専門家とプロジェクト・ディレクター間での確認が定

期的に行われた。さらに、JCC が幅広いプロジェクト関係者に情

報を共有する場として有効活用された。 
0f DPWS/MIME のスタッフ

がトレーニング・プログ

ラムの計画立案、実施・

人材育成マネジメント分野では、専門家が 1 名追加投入され、

DPWS/MIME から新しく C/P が配置されて DPWS/MIME 総務課が
人材育成プログラムの計画立案、実施支援を正式に担当すること
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成果 0: プロジェクトがプロジェクト・サポート・チーム（Project Support Team（以下、PST））に
よって適切に管理運営される。 

指標 達成度 
モニタリングなどの人材

育成マネジメントに関す

る能力を強化する。 

となった。2009 年 12 月には研修プログラムの企画・運営・評価に
係わるマニュアルの英語版が作成された。研修の企画と評価に必

要な書式はクメール語に翻訳されており、マニュアルの改訂作業

が適宜、行われている。 
全般的な達成度： 

DPWS/MIME 職員と専門家の協力の下、全体的に本プロジェクトは適切に運営管理されている

と評価できる。中間レビューにおいて、DPWS/MIME の C/P の役割を再確認することと内部研修

体制を確立することの必要性が提言された。これを踏まえ、中間レビュー以降、日本側から人材育

成専門家が派遣され、カンボジア側からはいくつかの分野に新しく C/P が数名配置されて、地方水
道局の人材育成を継続的に実施していくための DPWS/MIME の管理運営能力形成のための良い出

発点が形成されつつある。しかし、プロジェクトの運営管理と継続的な人材育成を図るための組織

メカニズムを構築する取り組みの双方において、日本人専門家への依存が継続している。 

 

3-3 プロジェクト目標の達成見込み 

終了時評価時点でのプロジェクト目標の達成度は以下の通りである。詳細は評価グリッド結果表に

記載されている（「協議議事録 ANNEX 4」を参照）。 

プロジェクト目標：ターゲットの 8 州都公営水道局（TPW）において、プロジェクト・フェーズ

1 で蓄積された経験を活用し、水供給施設を運転･維持管理する能力が向上す

る。 
指標 達成度 

(a) プロジェクト終了までに、8 ヶ所の
TPW 技術職員が、本プロジェクトで作

成・改善した SOP に基づき、水供給施
設を運転・維持管理できるようになる。 

8 ヶ所すべての TPW において、水供給施設を運転・

維持管理するための 5 つの成果分野に係わる技術
職員の能力が確実に向上している。特に、水質分析

と浄水処理の分野では、作成された SOP に基づい
て業務を行えるようになっている。その反面、電気

施設と機械施設の分野では、SOP に基づいて運転・
日常保守を行う能力は限定的である。 

(b) プロジェクト終了までに、8TPW にお

いて配水された水の必須項目（pH、伝
導度、濁度、色度、アルカリ度）が常

にカンボジアの水質基準（Cambodian 
National Drinking Water Quality 
Standard: CNDWQS）を満たし、3TPW
（シェムリアップ、シハヌークビル、

スバイリエン）において鉄分濃度が常

にカンボジア水質基準に適合してい

る。 

全体として、必須項目の大部分が SOP に基づいて

定期的にモニタリングされ、カンボジア水質基準

（CNDWQS）をほぼ満たしており、8つの TPW に

おける水質は向上している。 
8つの TPW において、配水の伝導度と濁度は常に

CNDWQS を満たしている。pH レベルと色度につい

ては水源の状態により数箇所の TPW の配水が基準

を満たさないこともある。アルカリ度については

CNDWQS には含まれていないため、指標の達成度
を測る記録項目から除外された。シェムリアップと

シハヌークビルでは鉄分濃度が常にCNDWQSに適
合している。施設の不備により、スバイリエンでは

鉄分に関する情報が記録されていない。 
(c) プロジェクト終了までに、各 TPW に

おいて毎日、浄水計画に応じた水が生

産される。 

すべての TPW において毎日、需要予測に基づいた

浄水の生産が行われている。 
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プロジェクト目標：ターゲットの 8 州都公営水道局（TPW）において、プロジェクト・フェーズ

1 で蓄積された経験を活用し、水供給施設を運転･維持管理する能力が向上す

る。 
指標 達成度 

(d) プロジェクト終了までに、各 TPW に

おいて、浄水処理施設が稼動している

間、適正水圧が維持される。 

バッタンバンを除くすべての TPW において24時間

給水が行われ、浄水施設が稼動している間、適正水

圧が維持されている。バッタンバンでは漏水削減対

策のため23:00から3：00の間、配水を中断している。 
全般的な達成度： 
すべての TPW において、水供給施設を運転･維持管理する総合的な能力が飛躍的に向上してい

る。上記4つの指標の達成度を考慮すると、プロジェクト目標は概ね達成されると評価できる。

しかし、能力の向上度は TPW の間で、特に LTPW（シェムリアップ、バッタンバン、カンポッ

ト、シハヌークビル）とその他の TPW の間で異なっている。大多数の C/P は成果とプロジェク
ト目標の達成度に高い満足度を示しているものの、まだ完全に達成できていない分野が残ってい

る。特に、成果3と4の達成度、すなわち電気施設と機械施設の運転・日常保守に係わる能力の向
上レベルはまだ限定的である。 

 

3-4 実施プロセス 

以下の点が本プロジェクトの実施プロセスにおける特記事項として指摘できる。これらは C/P と専
門家の双方に対する質問表・面接調査の結果を元にした分析・判断である。 

（1） 多様なリソースと手法を用いた適切な研修実施 

本プロジェクトでは、多様な技術分野とカンボジア全土に位置する多数の TPW を対象にする

という特徴に対応して、利用可能な様々なリソースを活用した高度に戦略的な運営が行われた。

技術研修は日本人専門家によって実施されただけでなく、「水道事業人材育成プロジェクト

（フェーズ 1）」で技術を習得した PPWSA 現地専門家と本プロジェクトで訓練を受けた LTPW の

現地研修指導員によっても実施された（「協議議事録 ANNEX 2-6」、「同 ANNEX 3」を参照）。 

PPWSA 研修（PPWSA で PPWSA 現地専門家によって実施）、OJT（TPW において日本人専門

家、PPWSA 現地専門家、LTPW の現地研修指導員によって実施）、集団研修、セミナー、本邦研

修等の様々な研修手法が適切に活用された。研修では理論と日常業務に必要な技術スキルの双方

の指導が行われた。 

（2） 本邦研修と専門家派遣の戦略的な運用 

C/P の本邦研修では、カンボジアでの指導に携わった専門家、または近い将来、カンボジアに

派遣される予定の専門家がコースリーダーまたは指導教官として関与した。これにより、C/P は

カンボジアの水供給施設の状況を把握している帰国専門家から指導を受けることができ、専門家

は現地派遣前にカンボジアの水道セクターの現状について学ぶとともに、事前に C/P と交流を持

つ機会を得ることができた。C/P は日本から帰国後、日本で学んだことについて DPWS/MIME と
各 TPW の双方で研修報告会を行っている。帰国した C/P による研修報告によって、DPWS/MIME
と TPW の職員の間で、効果的かつ効率的な水供給施設の運転・維持管理に関する全体的な理解

向上が進んだと考えられる。 
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（3） DPWS/MIME～TPW～PPWSA 間のネットワーク形成 

質問表・面接調査によれば、OJT によって得られる情報や能力は直接的かつ容易に C/P の日常
業務に応用できるため、最も効果的な技術移転アプローチだと評価された。また、技術移転の成

果だけでなく、本プロジェクトは、プロジェクト開始前には大多数が一度も地方水道局を訪れた

ことがなかった DPWS/MIME の C/P に対して、TPW への訪問によってその現状と課題を理解さ

せ彼らが行うべき TPW に対する業務責任を認識させる良い機会を提供した。TPW の大半の C/P
にとっても、本プロジェクトを通して同様の業務を行っている他の TPW や PPWSA の職員と知己

を得ることができ、他の TPW の職員との横の関係、PPWSA との縦の関係を形成する良い機会と

なった。現在、C/P は各研修の出席者リストを連絡の情報源とて活用しているが、連絡名簿が正

式に作成されることによって、形成されたネットワークの効率性がさらに強化されることが期待

される。 

3-5 水道施設に関する課題と維持管理 

3-5-1 水道施設に関する課題 

本事業の協力対象である 8 浄水場の水道施設に係る課題を以下のとおり述べる。 

水質分析分野と浄水処理分野については、成果が顕著に発現しており、各浄水場において、沈殿地･

ろ過池の浄水処理に関する理解度がある程度のレベルに達している。また、SOP も整備されており、
浄水設備は、全体的に良好に運用が行われている。しかしながら、シハヌークビル浄水場とスバイリ

エン浄水場のろ過池に欠陥が発生しているため、両施設とも早急な改修が求められる。 

殺菌に用いられる塩素設備は、設備の部分的な故障が見られるものの、いずれの浄水場においても

良好に運用されている。塩素注入の確認は、注入機のメーターによる確認と浄水場の出口等での定期

的な塩素濃度を測定することで、二重の確認が行われている。他方、スバイリエン浄水場については、

塩素ボンベの納期の問題で、塩素注入が中断している事実が本評価時に見られた。 

電気･機械施設維持管理分野は、各協力分野の中で技術移転が最も遅れており、ごく一部の設備で

点検の実施･記録が行われているものの十分とは言えない。また、設置されている計器類に故障が発

生しているにも係わらず、修理が行われていないため、点検記録が取られないものが見られる。修理

が行われていない原因は、取替え部品の調達ができないことと、計器類に対する知識が不足している

ことの 2 点が挙げられる。前者は、多くの浄水場で建設時に予備品が納入されていないことが主な要

因であるが、建設後数年が経過し故障が増加しているため、早急に対策を講じる必要がある。後者は、

多くの技術者がクメール語しか解さないにも関わらず、設備の取扱説明書の言語が中国語、ロシア語、

英語のものが多いことと、技術者の基礎的な数学や物理の知識が不足していることが主たる要因であ

る。 

また、コンポンチャム及びプルサット浄水場では、電力を自家発電設備のみに依存している。これ

らの浄水場で、発電設備が故障した場合、浄水処理が完全に停止するというリスクが内在している。

安定給水のためには、“電源の安定性”の問題を解決することが重要である。 

次に、塩素注入設備について、設置後数年が経過しており、故障箇所が多く早期に改修が必要なこ

とや日常点検等が十分に定着していないなど、改善するべき点が見られる。全体として、塩素設備の
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取扱いは概ね良好におこなわれているが、塩素の危険性についての認識は、未だ十分とは言えない。 

配水施設に関しては、本プロジェクトでの技術指導により配水管布設及び施工管理の能力が向上し

ている。他方、各都市の無収水率は約 20%代に止まっており、経営体質強化の面でも、引き続き漏
水調査を実施し、老朽管更新の計画的な実施が求められる。 

問題は山積しているものの、SOP の充実を図ることや、点検の重要性を認識させるために、今後

も粘り強く OJT を実施することが重要である。また、今後、浄水場の設備を長期的かつ効率的に運

用してゆくためには、整備計画の策定が必要である。長期整備計画を策定するためには、更新時期の

決定や改修･更新費用の算定が必要不可欠であり、今後、メンテナンス技術の向上も去ることながら、

点検結果等に基づく状態解析技術の習得も重要となってくる。 

3-5-2 施設の維持管理に係る提言 

（1） 設備の更新計画の策定 

今後浄水場を円滑に運営してゆく上では、更新計画の策定が必要不可欠である。そのためには、

設備の点検を確実に実施し、状態を把握することが、重要である。更新計画を策定することは、

改修・更新を計画的に実施されることにより、ランニングコストの削減を図り、浄水場の経済体

質の強化に繋がる。 

また、将来の給水区域･給水人口の増加に対応した計画的かつ効率的な配水管の整備･更新を行

う為に、管路網の設計や水道基本計画の策定･更新が重要である。今後は、適正管口径の算出や管

路網設計及び長期計画策定に係る能力の向上が求められる。 

（2） 電源の安定性の向上 

いくつかの浄水場では、電力を自家発電設備に依存しており、発電設備が故障した場合、浄水

処理が完全に停止するというリスクが内在している。現時点で安定的な電力供給がされてないカ

ンボジアの電力事情では、直ちに移行することは時期尚早であるが、将来の設備の増設への対応

や燃料費を考慮した場合、EDC 電源への移行を検討することが望ましい。 
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各地方浄水場の施設の概要 

 

浄水場名 
処理能力 

（m3/日） 
水源 

主要設備（有：○、無：－） 
電源の 

種 別 
完工年 

施設施工 

会社の 

出身国 

ｽﾀｯﾌ数 
早急に対策が

必要な問題 
継続的な問題 要望事項 備考 塩素 

注入 

ライム 

注 入 

アラム 

注 入 
沈殿地 ろ過池 

水 

質 

設 

備 

合 

計 

Siem Reap 8,800 地下水 ○ ○ － － ○ EDC 2006 日本 2 6 8 
落雷被害が

多発 

･経年劣化に

伴う故障増

加への対応 

･設備の点検

記録の不備 

修理部品の

決儒 

設備･スタッ

フのレベル

が高い 

Sihanoukville 8,000 
湖水 

地下水 
○ ○ ○ ○ ○ EDC 2004 ロシア 2 6 8 

ろ過設備の

不備（ﾏｯﾄﾎﾞｰ

ﾙ･ｸﾗｯｸの発

生） 

設備の点検

記録の不備 

ろ過装置の

改修 

記録の保存･

チェックが

優れている 

Battambang 11,520 河川水 ○ ○ ○ ○ ○ EDC 2006 中国 2 7 9  
設備の点検

記録の不備 
 

水質管理ス

タッフの意

識が高い 

Kampot 6,240 河川水 ○ ○ ○ ○ ○ EDC 2006 中国 2 4 6  
設備の点検

記録の不備 
  

Pursat 5,760 河川水 ○ ○ ○ ○ ○ AC.G 2006 中国 1 5 6  
設備の点検

記録の不備 
  

Kampong Thom 4,560 河川水 ○ ○ ○ ○ ○ 

EDC 

+ 

AC.G 

2006 中国 3 5 8  
設備の点検

記録の不備 
  

Kampong Cham 11,520 地下水 ○ － － － － AC.G 2006 中国 3 4 7 
乾期の水不

足 

設備の点検

記録の不備 

取水井戸の

増築 
 

Svay Rieng 4,800 地下水 ○ ○ － － ○ EDC 2006 中国 2 3 5 

ろ過設備の

不備（浄水へ

の鉄分の流

出） 

設備の点検

記録の不備 

ろ過装置の

改修･更新 
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第4章 評価結果 

4-1 5 項目毎の評価 

4-1-1 妥当性 

本プロジェクトの総合的な妥当性は「非常に高い」。  

本プロジェクトはカンボジア王国政府の開発政策における重点施策、ターゲット・グループ（MIME
及び TPW）の開発ニーズ、我が国の政府開発援助（ODA）政策及び対カンボジア国別援助政策との
整合性が取れている。 

（1） カンボジア政府の開発政策との整合性 

カンボジア王国政府は、清潔で安全な水を全市民に供給することを「国家戦略開発計画（National 
Strategic Development Plan（以下、NSDP）2006 年～2010 年（2006 年）」、「NSDP 更新版 2009 年～
2013 年（2009 年）」、「成長、雇用、公正、効率のための四辺形戦略（Rectangular Strategy for Growth, 
Employment, Equity and Efficiency in Cambodia）（2004 年）」、四辺形戦略（フェーズ 2）（2008 年）、
「上水と衛生に係わる国家政策（National Policy on Water Supply and Sanitation）（2003 年）」におい

て優先課題として位置づけている。 

 NSDP は水資源管理の統合的アプローチを進め、「十分な量と適切な質を備えた水をすべての
セクターの年間需要に合わせて供給すること」を謳っている。 

 カンボジア・ミレニアム開発目標（Cambodia Millennium Development Goals：CMDGs）では、
2015 年までに安全な水の供給を都市部で 80%、農村部で 50%に増加させることを目標として
掲げている。 

 四辺形戦略は「王国政府が（1）全市民に清潔で安全な水を供給する、（2）全市民を水資源に
関連する疾患から守る、（3）食の安全保障、経済活動、適切な生活水準を守るために十分な
水を供給する、（4）漁業と生態系を保全しながら、有害物質の無い環境と水資源を確保する、
ことに注力する」と謳っている。 

（2） ターゲット・グループの開発ニーズとの整合性 

DPWS/MIME は都市水供給システムの開発に責任を有する政府機関である。MIME 傘下の地方
水道局（複数）は担当する各県において、清潔で安全な水を提供する水供給施設を運転・維持管

理する責任を担っている。2004 年 3 月には、世界銀行の支援（Urban Water Supply Project）でシハ
ヌークビルの水供給施設が改修され、2006 年 2 月には日本の無償資金協力でシェムリアップの施
設が建設された。2006 年 12 月には ADB の融資（Provincial Towns Improvement Project）により、
バッタンバン、カンポット、コンポンチャム、コンポントム、プルサット、スバイリエンの施設

が改修または建設された。プロジェクト開始時点のカンボジアの都市部における安全な水へのア

クセス率は 45％から 50％にしか過ぎず、これら地方水道局の能力向上ニーズがあることは明白

だった。 

本プロジェクトは新たに改修または建設された施設を有する 8 つの地方水道局をターゲット・
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グループ（TPW）として選定しており、同国の主要都市部のほとんどをカバーしている。これら

の TPW では水供給施設を適切に運転・維持管理できる人材が限られており、その結果、浄水の

量と質は不安定で、その能力向上ニーズは極めて強いものであった。 

（3） 日本の ODA 政策との整合性 

我が国の ODA 政策では社会的弱者支援の一つとして上下水道の改善を掲げるとともに、カン

ボジアの持続的成長を支える人材育成の重要性を強調しており、本プロジェクトは我が国 ODA
政策と整合性が取れている。 

（4） 日本の経験・技術優位性との整合性 

本プロジェクトは、カンボジアやその他発展途上国における安全で安定した水供給能力向上分

野において十分な経験、技術優位性、ミッションを有する北九州市水道局の支援によって実施さ

れている。さらに、同じく北九州市水道局が支援し、PPWSA の職員及び地方水道局の管理職・

職員の人材育成を図り成功裏に終了したフェーズ 1 プロジェクトの終了後に開始された。した

がって、日本の適切な経験や技術優位性の存在という観点における高い妥当性を有している。 

4-1-2 有効性 

本プロジェクトの総合的な有効性は「中程度」である。 

8 つの TPWとDPWS/MIMEから配置されたターゲット・グループの非常に大きな数とともに、様々

なプロジェクトの進捗阻害要因があったにもかかわらず、安全な水を生産・供給するための TPW の

能力は本プロジェクトによって大幅に強化された。プロジェクト目標の達成見通しと、目標達成に貢

献または阻害した要因は以下の通りである。 

（1） プロジェクト目標達成の可能性と貢献要因 

「3-3 プロジェクト目標の達成見込み」で記述したように、プロジェクト目標の達成度を測る 4
つの指標は概ね達成されている。電気施設と機械施設の運転・日常保守に係わる能力向上は計画

より遅れているものの、安全な水の生産に密接に関係する水質分析と浄水処理の 2 つの分野では
すべての TPW において当該 SOP に則った活動が行われている。 

プロジェクト目標自体にもあるように、フェーズ 1 プロジェクトで蓄積したスキル、知識、経

験が本プロジェクトの実施及び TPW の能力向上に大きく貢献している。PPWSA 現地専門家に

よって行われる集団研修や OJT は、講師がカンボジアの水道セクター事情に精通しており、研修
をクメール語で行えるため、講義内容が理解しやすいと研修参加者から高く評価されている。ま

た、PPWSA の講師は研修後も C/P が質問をしたいときに連絡できるように、研修参加者である

TPW の C/P に彼ら自身の連絡先を提供している。PPWSA 現地専門家及び TPW の C/P との面接
調査から、TPW の C/P は実際に技術的なアドバイスを求めて PPWSA 現地専門家に連絡を取って

いることが確認された。このような関係はプロジェクト開始前には存在しなかったものである。 

また、フェーズ 1 のもう一つの重要な貢献として、フェーズ 1 で PPWSA 研修や本邦研修を受

けた MIME や TPW の職員が本プロジェクトの実施を円滑化していることがある。8 つの TPW の

内、3 つの TPW の所長がフェーズ 1 で本邦研修を受けており、本プロジェクトの重要性を適切に
理解していることで本プロジェクトの有効性を高めている。たとえば、フェーズ 1 で研修を受け
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た所長の 1 人は、設備の状態や本プロジェクトの研修で習得した情報を職員が相互に共有したり

議論したりすることのできる会議室を、プロジェクト期間中に倉庫を改装して設置している。 

（2） プロジェクト目標達成の阻害要因 

日本人専門家と TPW の C/P によれば、水供給施設の運転・維持管理に不可欠な設備・機材の

不備・不良の問題が存在する。たとえば、数箇所の TPW では、電気設備の図面が実物と一致し

ない、または図面に詳細な情報が十分に記載されていないという状況がある。正確な図面が無い

状況では、設備の構造を適切に把握することが極めて困難となり、施設の故障対応を難しくし、

結果的に主に成果 3 と成果 4 の達成を阻害している。 

4-1-3 効率性 

本プロジェクトの設計は 8 つの TPW を対象とし非常に数の多い C/P の能力を強化するという野心

的なもので、本プロジェクトの総合的な効率性は「中程度」と判断される。本プロジェクトは広範

囲の受益者をもたらす一方、成果とプロジェクト目標の達成度の両面において相対的に低いレベル

のものとなることを余儀なくされた。 

プロジェクト開始から終了時評価時までに合計 4 名の長期専門家が派遣され、15 名の短期専門家
が合計 22 回派遣された。110 名の C/P が DPWS/MIME と 8 つの TPW から配置された。質問表・面

接調査によると、専門家の専門分野と能力は適切だったが、派遣期間は尐々、不適切だったとの声が

あった。専門家と C/P の双方が、新しい技術スキルを十分に教えたり学んだりするための時間が足り

なかったと回答している。また、電気施設及び機械施設の分野で日本人専門家を確保することが困難

だったことが、同分野における C/P の能力向上の進捗を阻害した。 

PDM で規定されているように、PPWSA 現地専門家と PPWSA における研修に係る覚書（MOU）
が 2007 年 5 月に JICA と PPWSA の間で成功裏に結ばれた。PPWSA 現地専門家は PPWSA 研修セン

ターにおける理論研修、複数の TPW での OJT、8 つの TPW の技術職員に対する時々のコンサルティ

ングを通して、プロジェクトの効率性向上に貢献した。本プロジェクトにおける PPWSA 現地専門家

の位置付けは JICA 在外事業強化費の支出による日本側投入としての派遣だったが、もしも PPWSA
の関与が PST メンバーの一員となる等、より踏み込んだものとして設定することが可能であったな

らば、プロジェクトの効率性は一層、向上していたかもしれない。 

機材の供与は日本人専門家によって有効な技術移転が行われる上で概ね適切だったが、機材設置の

一部に遅れが生じた。C/P の本邦研修は戦略的に設計・実施され、多くの日本人専門家がカンボジア

派遣前に C/P を本邦研修で受け入れることで C/P についてよく知るための機会を得た。本邦研修に参

加した C/P の多くがプロジェクト活動に積極的に参加し、本プロジェクトを牽引する中核メンバーと

して機能した。プロジェクト・コストについては日本側が大半を負担したが、8 つの TPW の C/P の
旅費や日当、研修費用の一部等の必要経費はカンボジア側が適切に負担した。 

総合的に見て、すべての投入が期待された成果の発現にこれまで転換されている。 

その反面、以下の要因の組み合わせによって、電気施設と機械施設の分野において日本人専門家の

投入による成果の発現が不十分なものとなった。 
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 水供給施設の運転・維持管理の適切な能力向上の上で不可欠な流量計や施設完成図が完備され

ていない等の施設の不備や基本的機器の欠如があった。 

 PSTメンバーが頻繁に交代したため本プロジェクトの前半にはPSTの機能と責任、特にDPWS/ 
MIME の機能と責任がプロジェクト関係者間で明確になっておらず共有されてもいなかった。 

 日本人専門家が TPWの C/P に対して基礎レベルの算数と理科の指導に時間を費やさざるを得

ず、主に電気施設と機械施設の分野において専門的技術の指導に多くの時間を割くことができ

なかった。同時に、基礎的機器や供与機材の技術的な情報・取扱説明の多くが外国語表記で、

基礎知識の説明や技術用語の定義が省かれていることもあり、TPW の C/P の語学力不足の問
題により、能力向上活動の効率性を高めることが困難だった。 

すなわち、PPWSA の能力向上を図ったフェーズ 1 と比べて、本プロジェクトはより低い技術・能
力を持った職員によって運転され、多くの場合、質の务る施設を有する、互いに遠く離れた多数の組

織の能力向上を図ることを余儀なくされていた。これらの要因は中間レビューの際に指摘されたため、

機材や人材2の追加投入等の是正処置が取られ、次第にいくつかの良い結果をもたらし始めている。

しかし、これらの課題を克服するには未だ不十分であると見られる。 

4-1-4 インパクト 

本プロジェクトで期待されるインパクトの可能性と規模の見通しを立てることは終了時評価時点で

は困難である。本プロジェクトはすでにいくつかの正のインパクトをもたらしており、8 つの TPW

が上位目標を達成するための確固たる基盤を構築している。しかし、本プロジェクトの支援を受け

ていない 6 つの地方水道局に対して本プロジェクトの成果がどの程度、拡がっていくかについては

未だ不透明である。 

（1） 上位目標達成の見込み 

プロジェクト目標と成果の達成度を考慮すると、上位目標『カンボジアの「全国公営水道会議」

に参加している 14 都市の都市部における水供給施設の運転・維持能力が向上する。』の達成は、
主に内部人材育成体制がいかに有効かつ効率的に機能するかに掛かっている。 

本プロジェクトで能力強化された 8 つの TPW については、水供給施設の効果的な運転・維持

管理を継続的に高めていく基盤が構築された。満足されなければならない様々な内部条件、外部

条件はあるものの、8 つの TPW に関連する上位目標の 2 つの指標が達成される見込みは相対的に
高いと考えられる。 

その一方、本プロジェクトで支援されていない 6 つの地方水道局に関しては、以下の状況を考
慮すると、カンボジア側がプロジェクトの自立発展性を確保する抜本的努力を行わない限り、プ

ロジェクト終了 3～5 年後に上位目標が達成される見込みはあまり高くないと判断される。 

 カンボジアの水道セクターにおいて、情報共有と人材育成に係る継続的な支援を提供する中

心的機関として機能することが期待されているカンボジア水道事業協会（Cambodia Water 
Works Association（以下、CWWA））はこれまで設立されていない。ただし、CWWA の設立

                             
2 中間レビュー後、人材育成の短期専門家（合計 2M/M）が追加投入された。 
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は「2010 年 DPWS/MIME 年間活動計画」及び「四辺形戦略（フェーズ 2）2009-2013 実施の
ための水供給セクター・アクションプラン」に示されている。CWWA という概念が提示され

てからこれまでに経過した時間を考えると、CWWA が設立されて十分に機能するようになる

にはまだ相当の時間を要することが見込まれる。 

 一方、DPWS/MIME が主催する全国公営水道会議の活動は、プロジェクト成果を活用して、
情報共有や水道局の効果的な運転・維持管理能力をいかに向上していくかに係る TPW 間の

議論の場として強化されつつある。同会議は今後の水道セクターにおける自立発展的な人材

育成プログラム強化を加速させるきっかけとなる可能性がある。それと同時に、本プロジェ

クトが設計し部分的に実施している内部研修システムが、カンボジア側により実施されるべ

き持続的な人材育成システムのさらなる開発と実施の基盤となることが期待される。 

 本プロジェクトは地方水道局の技術職員を指導できる中核技術職員を数名、育成することに

成功した。一方、PDM には「カンボジア水道事業協会が正式に設立され機能している。」こ

とが上位目標達成の外部条件として設定されていることから、プロジェクト成果の波及メカ

ニズムを構築し機能させることを加速させるためにはカンボジア側による CWWA 設立に向

けた、さらなる努力が払われることが必要である。 

 上位目標達成の外部条件の 1 つに ADB による水道事業経営に関する管理職への研修の計画

が挙げられているが、その計画は消滅した模様である。 

上位目標達成に貢献する潜在的な要因として、特定の地方において老朽管の改修または布設替

えが日本の無償資金協力と UN-HABITAT により計画されていることが挙げられる。 

（2） 組織面のインパクト 

本プロジェクトは TPW の C/P に対して技術能力向上の非公式な支援ネットワークの構築を促

進した。TPW における OJT や PPWSA 研修を通して、TPW の C/P は同じ業務を担当している他
の水道局の職員や、担当分野の経験や知識が豊富な PPWSA 現地専門家と知己を得ることができ

た。TPWのC/Pは他のC/PやPPWSA現地専門家との間に培われた職務上の関係や連携を通じて、
研修終了後も技術的な問題に直面した際にはアドバイスを求めることができるようになり、孤立

して業務を行うのではなく同様の問題に対して共同して対処できるようになった。 

DPWS/MIME の C/P に対して、本プロジェクトは地方水道局を直接、訪問し水道局の現状や水
道局が直面している課題を把握する良い機会を提供した。DPWS/MIME の C/P による地方水道局
訪問は本プロジェクト実施前には無かったことである。本プロジェクトにより開発された内部研

修システムの運営については DPWS/MIME 総務部が担当することになり、人材育成プログラムの
開発・実施に係る組織メカニズムが今後、さらに強化されていくことが期待される。 

（3） 社会面、その他のインパクト 

本プロジェクトで最も特筆すべきインパクトは本プロジェクトの実施によって 8 県の中心都市
の都市住民が安全な水に、より安定的にアクセスできるようになったことである。8TPW から給

水を受けている都市住民の数は約 20 万人に上る。これらの人々は現在、安全な水をより長時間、
毎日、利用できるようになった。すべての TPW においてプロジェクト実施前と比較すると、浄
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水の配水時間が延び、水質分析・浄水処理に関する SOP に基づいたより品質の高い浄水が供給さ

れている。TPW により提供されるサービスの改善は、TPW サービス・ユーザーの間で TPW に対

する信頼と期待、さらには水質に関する認知度向上につながっている。本プロジェクトが大きく

貢献した漏水の削減や無収水の減尐は大多数の TPW の財務状況改善にも寄与している。 

4-1-5 自立発展性 

本プロジェクトの総合的な自立発展性は「脆弱かつ限定的」と評価される。 

制度面と組織面の枠組み、財務面と技術面の状況等、すべての側面において、プロジェクト成果が

8 つの TPW でさらに発展し、他の水道局と共有され波及していくプロジェクトの自立発展性を確立

することは容易でないと判断される。 

（1） 制度面 

関連機関の役割と責任を含め、水道セクターにおける制度的枠組みを定義する法案を制定する

ことの重要性は過去数年、認識されてきたが、終了時評価調査の面接調査によれば、そのような

法案制定の見通しはまだ立っていない。世界銀行により起草された上下水道法案（the Bill of 
Management of Water Supply and Sewerage of the Kingdom of Cambodia）は、水道セクターにおける
関連機関の役割と責任に係わる見解の不一致から棚上げされた状態となっている。DPWS/MIME
は制度的枠組み整備に係る希望と意思を有しているものの、本プロジェクトの成果を効果的に定

着させていくための制度的枠組みがいつ、どのように構築されるかはまだ目処が立っていない。 

（2） 組織面 

DPWS/MIME と TPW の C/P の内、合わせて 10 名以上が日本人専門家の支援の下、講義や OJT
を実施できる中核技術職員となっている。C/P を研修指導員に育成することで、習得した知識や

経験に対する C/P の自信を深めモチベーション向上になるとともに、内部人材の活用による研修
実施の好循環の開始につながっている。それに加えて、人材育成システム（内部研修システム）

が開発され、その効果的実施に向けた準備が行われている。DPWS/MIME は総務課を研修コース
管理運営担当とした。また、DPWS の業務分掌（Duties and Responsibilities of DPWS）が現在、策
定中である。総務課と研修講師の役割が明確に定められ、研修コースの計画・運営・評価の手順

も策定された。同手順は、相互に関連する 4 段階の問題解決手法である PDCA（Plan～Do～Check
～Action）に基づくものである。研修運営管理手順マニュアルが英語で起草され、効果的な研修

管理に必要なステップや作業課題が細かく記述されている。 

上記の新たに開発されたシステムの有効性に係る主な問題点は当該運営予算がまだ確保されて

おらず、近い将来、それが確保される見通しも立っていないことである。LTPW が他の TPW に技

術移転を図る枠組みは 2010 年 5 月以降、水質分析分野において施行されている。しかし、

DPWS/MIME と各 TPW の実施・管理運営能力を継続的に強化していくための明確な組織メカニ

ズムが DPWS/MIME に備わっているとは言えない。さらに、DPWS/MIME には MIME 傘下の地方
水道局の強化された人材育成能力を定着させていくだけの人材も予算も不足している。 

（3） 財務面 

DPWS/MIME はこれまで十分な予算を確保できておらず、DPWS/MIME 及び地方水道局双方で
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の人材育成面における予算欠如が顕著である。前述の通り、内部研修システムの最大の課題は財

務面の持続性である。一方、TPW の財務的自立発展性はサービス・ユーザーの規模と無収水の削

減にかかっている。8 ヵ所すべての TPW での面接調査では、漏水箇所特定の能力が向上したこと

から年間収入が緩やかに増加していることが確認され、施設維持管理だけでなく人材育成の取り

組みにも再投資ができるような形で TPW の財務体質が改善していく可能性もある。しかし、現

在の制度的・組織的な枠組みの下では、DPWS/MIME と各 TPW の双方が独自に能力向上活動に

必要な予算を計画・充当することは難しい。PPWSA の成功例に倣い、シハヌークビルやバッタ

ンバンなど比較的多くのサービス・ユーザーの基盤がある TPW はより自主裁量を獲得すること

を目指している。DPWS/MIME と各 TPW が十分な財源に裏打ちされた積極的な人材育成プログ

ラムをいつ、どのように策定できるかについては依然、不透明である。 

（4） 技術面 

本プロジェクトがDPWS/MIMEと 8TPWのC/Pの能力強化を企図したすべての技術分野におい
て各 C/P と組織全体の能力は飛躍的に向上し、それに伴い、水供給施設を効果的に運転・維持管
理する能力についての一定の自信がついたと言える。しかし、安全で安定した水供給において本

来、期待されるレベルに達するには、8 つの TPW の C/P がさらに知識や技術スキルを高めなけれ
ばならない分野がまだ数多くある。配水分野では、管路の維持管理・更新を一定程度、行うのに

必要なスキルが定着しており、将来、水道基本計画（マスタープラン）を策定する能力や漏水防

止の予防措置を取る能力等を習得することが期待される。電気施設・機械施設分野では、技術職

員が設備維持管理と異常対応に必要な能力を十分には身につけていない。現段階では、技術面に

関して C/P の能力がどのように継続的に強化されるべきかについての道筋はまだ見えていない。 

上述の 4 つの側面に加え、本プロジェクトの自立発展性を阻害する可能性がある要因として次
の点をあげておくべきであろう。シェムリアップとシハヌークビルを除いた 6 つの TPW におい

て、水供給施設の当初設計の不備や設備・機器の設置に不具合があることから将来、深刻な故障

が発生するリスクが高くなっている。6 つの TPW の当初設備・機器の物理的問題が解決されない

限り、本プロジェクトの自立発展性は深刻な脆弱性を抱え続けることとなろう。 

4-2 結論 

JICA による協力の下、本プロジェクトが開始されてからほぼ 3 年半が経過した。本プロジェクト
の開始当初、ドナーの協力によって新たに建設または改修された浄水施設があるだけで組織的実施能

力がほぼ無いに等しいとも言えるほど限定的だった TPW の能力は、本プロジェクトによって著しく

強化され、安全な水を安定して供給できるようになった。 

本プロジェクトは、カンボジア王国政府の開発政策、ターゲット・グループ（DPWS/MIME 及び

TPW）の開発ニーズ、日本の援助政策、のあらゆる面で整合性が取れており非常に高い妥当性を有

する。TPW の水供給施設の運転・維持管理に係る総合的な能力は著しく強化されたが、電気施設・

機械施設分野における効果が依然、限定的であることから、本プロジェクトの有効性は中程度と評価

される。本プロジェクトは国内中に位置する多数の TPW を対象とした活動を実施した。投入規模が

かなり大きい一方、プロジェクト設計段階で期待されていた達成レベルに比べると 8TPW における

成果の達成レベルは相対的に低いものに留まった。この点から、本プロジェクトの効率性は中程度と

判断される。TPW の数の多さが本プロジェクトの有効性と効率性を相対的に低減させる一方、水質
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と TPW サービスの両面の向上による恩恵を受ける地方住民の数も多くなっており、本プロジェクト

のインパクトは拡大する可能性がある。最後に本プロジェクトの自立発展性については、LTPW 以外

の TPWと本プロジェクトの支援を受けなかった地方水道局に技術移転を継続的に実施するための管

理運営能力、組織メカニズム、財務健全性を今後、DPWS/MIME がさらに強化していくことが必要で
あり、脆弱かつ限定的であると評価される。 

本プロジェクトは離れた場所に位置する 9 つの組織（DPWS/MIME と 8TPW）をターゲットとし、

直接的受益者としてのC/Pの数が100名以上にも上る野心的かつ挑戦的なプロジェクトだったと言え
るが、妥当な効果をもたらしていると判断される。しかし、プロジェクト目標の達成度をさらに向上

させるには、本プロジェクトの残り期間に多くの活動が実施されなければならない。それに加えて、

当初想定のプロジェクト期間終了後においも、いくつかの継続的な活動が JICA 協力の下で実施され

ることを検討していく必要があろう。
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第5章 提言と教訓 

5-1 提言 

上記の分析を踏まえ、プロジェクト目標の達成を確実にし、本プロジェクトの自立発展性を向上さ

せるため、以下を提言する。 

（1） プロジェクトが実施すべき措置 

(a) 8 つの TPW は水質分析と浄水処理の両分野の連携を強化するため、水質分析結果の正確な理

解と判断に基づく適切な浄水処理の促進を図る。 

(b) 8 つの TPW は本プロジェクトで強化された、配水分野における漏水調査（不法接続調査を含

む）の継続的実施を促進する。 

(c) プロジェクトは、LTPW の現地研修指導員が研修スキルを習得できるよう、PPWSA 現地専門

家と LTPW の現地研修指導員により共同で行われる研修の実施を促進する。 

(d) プロジェクトは、PPWSA が TPW の能力強化にどのように関与していくかに係る計画を、特

に電気・機械分野を中心に、PPWSA と協議し策定する。さらに、プロジェクトは 2011 年 3
月に開催予定の JCC に PPWSA 関係者を招待し、その参加を図る。 

(e) 日本人専門家は、DPWS/MIME による CWWA 設立に向けた活動を支援し、後述する（2）-
（c）の活動に関連して必要に応じた助言を行う。 

（2） DPWS/MIME が実施すべき措置 

(a) 横の連携と情報共有をさらに促進するために、PPWSA、DPWS/MIME、TPW の本プロジェク

トに関係するすべての技術職員の連絡名簿を作成し、プロジェクト関係者間で共有する。 

(b) 水供給施設に係る薬品、試薬、予備品等の材料・資材の調達先や調達方法に係わる情報を整

理・統合して、8 つの TPW 及びその他の地方水道局と共有する。 

(c) NSDP に統合された DPWS/MIME アクションプランに基づいて、CWWA 設立に向けた活動を

強化する。 

(d) 組織面の自立発展性を強化するため現在、策定中の DPWS/MIME 業務分掌（Duties & 
Responsibility of DPWS）に対応し、DPWS/MIME 各課の具体的な短中期のアクションプラン
を作成する。 

(e) LTPW からその他の TPW への技術移転を考慮に入れた、8TPW での年間人材育成計画を策定

する。 

(f) 財務面の自立発展性を強化するために、8TPW のさらなる能力向上に係わる活動実施のため

の必要資金を確保する組織メカニズムを立案する。一例としては各 TPW の年間収入の X％に
相当する金額をプールする形の「研修実施基金」等の仕組みを考案する。 

（3） 継続的に実施されるべき活動  
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(a) 安全対策の重要性に重点を置きながら電気・機械施設の運転・日常保守における SOP の効果
的活用を C/P に指導する OJT を引き続き実施する。 

(b) 塩素注入設備の定期点検に係わる SOP の作成を完了させ、SOP に基づいた OJT を継続実施す
る。 

（4） 今後の検討事項 

終了時評価において、カンボジア側及び日本側の双方が、本プロジェクトの自立発展性強化を

補完するために本プロジェクトにおいて技術能力が強化された 8 つの TPW の経営管理能力を強

化していく必要性があるという課題の重要性を指摘した。日本側評価調査団は両者が今後も同課

題に係る協議を継続していくことを提言する。 

5-2 教訓 

（1） ターゲット・グループの規模に対応したプロジェクト設計と実施上の工夫の必要性 

本プロジェクトの直接裨益者としての C/P またはターゲット・グループの数の多さと、それに
伴って引き起こされたプロジェクトの有効性の相対的な低減とインパクト拡大の可能性について

は、すでに指摘した通りである。本プロジェクトの設計段階においては、JICA 技術協力プロジェ

クトの投入の限界から TPW の数が 8 では多すぎるとする日本側と、全国公営水道会議に参加し
新たに水供給施設が建設または改修されたすべての地方水道局に対して公平に能力向上の技術移

転を図るべきだとするカンボジア側との間で議論が続けられた結果、対象とする地方水道局を 8
つとすることとした経緯がある。プロジェクト実施に当たっては、フェーズ１で育成した PPWSA
現地専門家等の現地リソースの活用や、中間レビュー後に 4 つの LTPW を設定して LTPW 間での

自立的な技術移転が進められるよう工夫が行われた。これらのプロジェクト実施上の工夫は一定

の成果をあげたものの、日本人専門家の立場からすると、全国各地に散らばる 8 つの TPW に対

して、現地での OJT を含めた技術移転を効果的・効率的に実施していくことは困難であった。特
に、特定技術分野の短期専門家を中心に、8 箇所 100 名規模の C/P を対象とする技術移転を行う
には派遣期間が相対的に短く、効果的技術移転が難しかったと指摘する声があった。今後の教訓

として、プロジェクト実施機関のニーズやプロジェクト妥当性確保の観点からターゲット・グルー

プの規模を適切な大きさに設定した上で、プロジェクトの有効性と効率性を確保するための必要

に応じた措置をプロジェクト設計に盛り込むことが非常に重要であるという点が指摘できよう。 

（2） 特定技術分野の能力向上を始める前の C/P の基礎的能力把握の重要性 

上記（1）の課題と関連するが、8TPW の間では施設・設備上の条件の相違とともに、C/P の語
学力、理数系科目の基礎的理解力、基本的な実務能力等の面でかなりのバラツキがあったことも

事実である。本プロジェクトは PPWSA の技術職員を主な C/P として実施した「水道事業人材育
成プロジェクト」フェーズ 1 の成功と経験を踏まえて設計され開始されたものである。しかし、

カンボジアを含めた発展途上国では個々の人材の能力や組織能力の面で依然、首都と地方部との

間で大きな地域格差が存在する。本プロジェクトは水質分析、浄水処理、電気・機械施設、配水

分野等の様々な化学・工学分野における実務能力向上を図ろうとしたものである。しかし、その

ような特定技術分野の能力向上を開始する前提条件として、C/P の基礎的な語学力、理数系科目

の理解力、さらには基本的な「仕事の進め方に対する理解・実施能力」が必要とされることは言

うまでもない。首都プノンペンの C/P を対象としたフェーズ 1 で成功したが、地方の複数の水道
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局職員を対象とすれば、C/P の基礎的能力や技術移転の消化吸収能力に大きなバラツキが存在し、
プロジェクトの有効性と効率性に負の影響を与えかねない。それを避けるためには、プロジェク

トで技術移転対象とする組織と C/P 候補の能力を十分に把握・分析した上で、同じ成果項目に対
しても指標の達成レベルに組織ごとに差をつける、あるいは特定技術の技術移転をより円滑化さ

せるために、基礎知識・技術に係る補完的な研修活動を部分的に導入する等のプロジェクト実施

上の工夫を行っていく必要があると考えられる。 

（3） 基本的な「仕事の進め方に対する理解・実施能力」形成の重要性 

上記（2）の補足になるが、今回、技術移転の対象となった DPWS/MIME、8TPW のいずれの組

織においても、個人レベル、組織レベルの双方において、基本的な仕事の進め方、いわゆるホウ・

レン・ソウ（報告・連絡・相談）、業務の記録を残し分析を行い課題を見つけて改善するという

PDCA を始めとする問題解決手法、浄水場での安全対策・安全意識の向上を含めた 5S 等の現場管

理技術に係る知識・理解・浸透度が極めて低かったというのが現実である。すなわち、水質分析、

浄水処理、電気・機械施設、配水分野における固有技術の理論的・実務的な能力向上を図ったと

しても、それを毎日の実務の中で消化・吸収して確実にこなしていくための「仕事の進め方に対

する理解・実施能力」が不十分であるがゆえに、プロジェクトの有効性、効率性を低減させてい

る懸念がある。実際、電気施設分野での能力向上に携わった日本人専門家の重要な活動は C/P に
対して徹底して安全対策の重要性と安全意識の向上を植えつけることであった。また、各 TPW で

作成・保管されている SOP を始めとするプロジェクトが作成した諸ドキュメントのファイリング
等の整理・整頓の水準は概して低い。さらに、浄水場の各現場レベルで「平均値」、「分散」、「管

理図」等のいわゆる「QC7 つ道具」の基礎的概念、さらにはそれに必要な最低限の加減乗除の知
識と実務的スキルが習得されていたとすれば、本プロジェクトの各成果レベルに対応した諸活動

はより効率的に進んだものと想定される。このように、特定の技術分野、特に化学・工学系の要

素技術・操業技術に係る能力向上を図る際には、同時に基礎的な「現場管理技術」の概念、ノウ

ハウを併せて技術移転していくことで、プロジェクトの実施を円滑化し、有効性と効率性を高め

ていくことができると考えられる。その意味で、浄水場管理・運営の専門家でなくても、5S や

KAIZEN といった我が国の得意分野における専門家をシニア・ボランティア等の形態で補完的、

継続的に派遣することで、プロジェクトの有効性、効率性、自立発展性を高めていくことができ

ると考えられる。カンボジアにはこれらの分野の研修で実績を有する「カンボジア日本人材開発

センター」等の他の JICA リソースも存在する。本プロジェクトの延長線上には、すでにカンボ

ジア側から「マネジメント」の側面に係る水道事業人材育成プロジェクト・フェーズ 3 の要請が

出されている。しかし、要請されている「体系的な経営管理技術」の強化だけでなく、各浄水場

及びそれを管轄する DPWS/MIME の事務所や各現場レベルでの地道な「仕事の進め方」や「現場
管理技術」に係る能力強化について、JICA の各種リソースを活用した継続的な支援を検討してい

くことも本プロジェクトのインパクトと自立発展性を一層、強化していく上で非常に重要である

と考えられる。
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付属資料 1．調査日程 

 月日 曜日 調査行程 

1 9 月 1 日 水 日本発→プノンペン着 

2 9 月 2 日 木 
JICA カンボジア事務所打合せ 
インタビュー（プロジェクト専門家） 

3 9 月 3 日 金 
鉱工業エネルギー省水道部（MIME/DPWS）との協議、 
PPWSA 現地講師インタビュー 
PPWSA エクソンチャン総裁表敬 

4 9 月 4 日 土 資料整理･資料作成 
5 9 月 5 日 日 資料整理･資料作成 

6 9 月 6 日 月 
C/P インタビュー（MIME/DPWS） 
対処方針会議 

7 9 月 7 日 火 調査･インタビュー（MIME/DPWS） 
8 9 月 8 日 水 調査･インタビュー（MIME/DPWS） 
9 9 月 9 日 木 現地調査（カンポット浄水場） 

10 9 月 10 日 金 現地調査（シハヌークビル浄水場） 
11 9 月 11 日 土 資料整理･報告書作成 
12 9 月 12 日 日 資料整理･報告書作成      （官団員: 日本発→プノンペン着） 

13 9 月 13 日 月 
鉱工業エネルギー省表敬（H.E. Phork Sovanrith） 
ADB カンボジア事務所訪問 
JICA カンボジア事務所表敬 

14 9 月 14 日 火 現地調査（スバイリエン浄水場、コンポンチャム浄水場） 
15 9 月 15 日 水 現地調査（コンポントム浄水場、シェムリアップ浄水場） 
16 9 月 16 日 木 現地調査（バッタンバン浄水場、プルサット浄水場） 
17 9 月 17 日 金 ミニッツ案作成 
18 9 月 18 日 土 資料整理･報告書作成 
19 9 月 19 日 日 資料整理･報告書作成 
20 9 月 20 日 月 ミニッツ案作成･協議 
21 9 月 21 日 火 鉱工業エネルギー省とのミニッツ協議 
22 9 月 22 日 水 合同調整員会･ミニッツ準備 
23 9 月 23 日 木 合同調整会議（評価結果発表）、ミニッツ署名 
24 9 月 24 日 金 →日本着 
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付属資料 2. 主要面談者 

Ministry of Industry, Mines and Energy（鉱工業エネルギー省） 
H.E. Phork Sovanrith Secretary of State 
  
Department of Potable Water Supply, Ministry of Industry, Mines and Energy 

（鉱工業エネルギー省水道部） 
Mr. Tan Sokchea Director 
Mr. Un Dara Chief, Administration Office / Human Resources Development 
Mr. Meak Chharvannarey Chief, Planning Office, Water Treatment 
Mr. Pich Sambattrattanak Vice-Chief, Project Office / Water Quality & Water Treatment 
Mr. Som Sethy Officer , Waterworks Office, Distribution 
Mr. Soeung Yuthera Officer, Water Work Office / Distribution 
Mr. Tep Nareun Officer, Project Office 
Mr. Leng Samphors Officer, Technical Office  
  
Provincial Waterworks（地方公営水道局） 
Mr. Som Kunthea General Director, Siem Reap Water Supply Authority 
Mr. Tauch Chhuonsaorith  Director, Battambang Water Supply  
Mr. Sim Sitha Director, Sihanoukville Water Supply 
Mr. Bun Chan Kong Director, Kampot Water Supply 
Mr. Preab Somala Director, Kampong Cham Water Supply 
Mr. Chay Lam Deputy Director, Kampong Thom Water Supply 
Mr. Nong Saroeun  Director, Pursat Water Supply  
Mr. Prach Norn Director, Svay Rieng Water Supply 
  
Department of Industry, Mines and Energy: DIME（鉱工業･エネルギー州局） 

Mr. Chui Chheang  Director, Battambang Province 
  
Phnom Penh Water Supply Authority（プノンペン水道公社） 
HE. Ek Sonn Chan General Director 
Mr. Pheng Ty Maintenance of Distribution Facilities 
Mr. Keo Heng Water Quality 
Mr. Sek Sam An Maintenance of Electrical Facilities 
  
Asian Development Bank（アジア開発銀行） 

Mr. Nida Ouk Senior Project Implementation Officer（Infrastructure）） 
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M
2
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
事
業
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
フ
ェ
ー
ズ

2
）
 

 実
施

機
関

: 
カ

ン
ボ

ジ
ア

国
鉱

工
業

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

省
（
M

IM
E）

水
道

局
（
D

PW
S）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作
成

日
：
20

09
年

7
月

10
日

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
:  

20
07

年
5

月
か

ら
20

11
年

4
月

（
4

年
間

） 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
受

益
者

: 
<直

接
的

受
益

者
> 

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
（
S

R
）
, バ

ッ
タ

ン
バ

ン
（
BT

B
）,

 シ
ア

ヌ
ー

ク
ビ

ル
（S

H
V）

, カ
ン

ポ
ッ

ト
（
KP

T）
, コ

ン
ポ

ン
チ

ャ
ム

（
K

C
M

）,
 コ

ン
ポ

ン
ト

ム
（
K

TM
）,

 プ
ル

サ
ッ

ト
（
P

U
R

）
, 及

び
ス

バ
イ

リ
エ

ン
（
SV

R
）の

 
 

 
対

象
州

都
公

営
水

道
局

（
TP

W
）の

技
術

ス
タ

ッ
フ

 
88

名
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
）
及

び
PW

SD
/M

IM
E

の
技

術
ス

タ
ッ

フ
 

16
名

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
）
- 合

計
10

4
名

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
） 

 
<間

接
的

受
益

者
> 

こ
れ

ら
8

州
都

水
道

局
給

水
区

域
内

在
住

者
約

26
万

人
（
20

03
年

時
点

） 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
エ

リ
ア

: 
S

R
, B

TB
, S

H
V

, K
P

T,
 K

C
M

, K
TM

, P
U

R
, S

V
R

, お
よ

び
プ

ノ
ン

ペ
ン

（
PP

） 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

要
約

 
指

標
 

指
標

入
手

手
段

 
 

外
部

条
件

 

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル
 

都
市

部
に

お
け

る
安

全
な

水
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

増
加

す
る

。
 

  20
15

年
ま

で
に

都
市

部
に

お
け

る
安

全
な

水
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

80
％

に
増

加
す

る
。

 

 カ
ン

ボ
ジ

ア
ミ

レ
ニ

ア
ム

開
発

目
標

（
C

M
D

G
s）

報
告

書
の

レ
ビ

ュ
ー

 

 

上
位

目
標

  

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

「
全

国
公

営
水

道
会

議
」
に

参
加

し
て

い
る

14
都

市
の

都
市

部
に

お
け

る
水

供
給

施
設

の
運

転
・維

持
能

力
が

向
上

す
る

。
 

＜
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

支
援

し
た

8
都

市
の

浄
水

場
＞

 
(a

) 
8T

PW
に

お
い

て
配

水
さ

れ
た

水
の

重
要

項
目

（
Fe

, 
M

n,
 A

l, 
C

u,
 Z

n,
 h

ar
dn

es
s,

 C
l- , 

S
O

42-
, 

N
H

3- , a
nd

 H
2S

）
が

常
に

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

水
質

基
準

を
満

た
し

て
い

る
。

 
(b

) 8
TP

W
に

お
い

て
、

常
に

適
正

水
圧

が
維

持
さ

れ
る

。
 

 ＜
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

支
援

し
て

い
な

い
6

都
市

の
浄

水
場

＞
 

(c
) 6

ヶ
所

の
浄

水
場

の
技

術
職

員
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
作

成
・改

善
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
水

供

給
施

設
を

運
転

・維
持

管
理

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

(d
) 6

つ
の

浄
水

所
に

お
い

て
配

水
さ

れ
た

水
の

必
須

項
目

（
pH

、
伝

導
度

、
濁

度
、

色
度

、
ア

ル
カ

リ
度

）

が
常

に
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
水

質
基

準
を

満
た

す
。

 
(e

) 各
浄

水
場

に
お

い
て

、
毎

日
、

浄
水

計
画

に
応

じ
た

水
が

生
産

さ
れ

る
。

 
(f)

  各
浄

水
場

に
お

い
て

、
適

正
水

圧
が

維
持

さ
れ

る
。

 
 

  (a
)- 

(f)
  

各
浄

水
場

の
水

質
試

験
結

果
に

係
る

年

間
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

 M
IM

E
/D

PW
S

に
よ

る
評

価
（
あ

る
い

は

設
立

さ
れ

て
い

れ
ば

C
W

W
A

に
よ

る
評

価
） 

 

 1.
 

水
に

関
す

る
政

府
の

基

本
政

策
が

変
化

し
な

い
。

 
2.

 
必

要
な

資
金

が
担

保
さ

れ
る

。
 

3.
 

水
セ

ク
タ

ー
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
が

M
IM

E
に

よ
っ

て
策

定
さ

れ

る
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

  

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

8
州

都
公

営
水

道
局

（
TP

W
）に

お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・

フ
ェ

ー
ズ

I
で

蓄
積

さ
れ

た
経

験
を

活
用

し
、

水
供

給
施

設
を

運
転

･維

持
管

理
す

る
能

力
が

向
上

す
る

。
 

 

 (a
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

8
ヶ

所
の

TP
W

技
術

職
員

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

作
成

・
改

善
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
水

供
給

施
設

を
運

転
・
維

持
管

理
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

 
(b

) 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
8T

PW
に

お
い

て
配

水
さ

れ
た

水
の

必
須

項
目

（
pH

、
伝

導
度

、
濁

度
、

色
度

、
ア

ル
カ

リ
度

）
が

常
に

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

水
質

基
準

を
満

た
し

、
3T

PW
（
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

、
シ

ハ

ヌ
ー

ク
ビ

ル
、

ス
バ

イ
リ

エ
ン

）
に

お
い

て
鉄

分
濃

度
が

常
に

カ
ン

ボ
ジ

ア
水

質
基

準
に

適
合

し
て

い
る

。

(c
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

 各
TP

W
に

お
い

て
、

毎
日

、
浄

水
計

画
に

応
じ

た
水

が
生

産
さ

れ
る

。
 

(d
) プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い
て

、
適

正
水

圧
が

維
持

さ
れ

る
。

 

 (a
)～

(d
) 

 
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

 さ
ら

に
: 

(a
) P

ST
に

よ
る

ス
キ

ル
評

価
 

(b
)～

(d
)各

TP
W

の
運

転
記

録
 

1.
 

カ
ン

ボ
ジ

ア
水

道
事

業

協
会

（
C

W
W

A)
が

正

式
に

設
立

さ
れ

、
機

能

し
て

い
る

。
 

2.
 

計
画

ど
お

り
A

D
B

に

よ
っ

て
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ク

ラ
ス

へ
の

水
道

事
業

経
営

に
関

す
る

ト
レ

ー

ニ
ン

グ
が

実
施

さ
れ

る
。

 
3.

 
8

都
市

で
、

老
朽

化
し

た
配

管
の

敷
設

替
え

が
実

施
さ

れ
る

。
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 1
: 

 T
PW

に
お

い
て

、
水

質
試

験
に

係
る

能
力

が
向

上
す

る
。

 
1a

: 各
TP

W
で

、
必

要
な

水
質

試
験

項
目

が
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

き
、

定
め

ら
れ

た
頻

度
で

分
析

さ
れ

る
。

 
1b

: 各
TP

W
で

、
M

IM
E

に
対

す
る

水
質

試
験

結
果

の
年

間
報

告
書

（
ク

メ
ー

ル
語

）が
作

成
さ

れ
る

。
 

1c
: プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い
て

、
全

て
の

関
連

職
員

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
合

計

13
名

）
が

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

き
水

質
検

査
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

1a
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
＆

マ
ニ

ュ
ア

ル

の
レ

ビ
ュ

ー
、

日
本

人
専

門
家

に
よ

る
ス

キ
ル

評
価

 
1b

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
年

間
報

告

書
の

レ
ビ

ュ
ー

 
1c

: 
P

ST
に

よ
る

ス
キ

ル
評

価
 

 1.
 

TP
W

s
が

民
営

化
さ

れ
な

い
 

 



付
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2/
3 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

約
 

指
標

 
指

標
入

手
手

段
 

 
外

部
条

件
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 2
: 

 T
PW

に
お

い
て

、
浄

水
処

理
に

係
る

能
力

が
向

上
す

る
。

 
2a

: 各
TP

W
で

、
毎

日
、

運
転

日
誌

が
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
に

従
っ

て
作

成
さ

れ
る

。
 

2b
: 各

TP
W

の
O

JT
終

了
後

に
は

、
沈

殿
処

理
水

の
濁

度
が

常
に

各
TP

W
の

目
標

値
を

満
足

す
る

。
 

2c
: 各

TP
W

の
O

JT
終

了
後

に
は

、
浄

水
の

残
留

塩
素

が
常

に
各

TP
W

の
目

標
値

を
満

足
す

る
。

 
2d

: 各
TP

W
の

O
JT

終
了

後
に

は
、

ろ
過

砂
の

洗
浄

工
程

管
理

が
（
ろ

過
抵

抗
と

洗
浄

配
水

濁
度

を
も

と

に
）
正

し
く
行

え
る

。
 

2e
: プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

で
、

浄
水

処
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
5

種
類

の
個

別
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
含

む
）が

作
成

さ
れ

る
。

 
2f

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い
て

全
て

の
関

連
職

員
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
合

計

42
 名

）が
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

浄
水

処
理

に
係

る
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

2a
~2

i: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

2h
: 

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

レ
ビ

ュ
ー

 
2i

: 
P

ST
に

よ
る

ス
キ

ル
評

価
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 3
: 

 T
PW

に
お

い
て

、
電

気
施

設
の

操
作

・
日

常
保

守
に

係
る

能
力

が
向

上

す
る

。
 

3a
: プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

で
、

電
気

施
設

操
作

・日
常

保
守

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
4

種
類

の
個

別

マ
ニ

ュ
ア

ル
含

む
）
が

ク
メ

ー
ル

語
・
英

語
で

作
成

さ
れ

る
。

 
3b

: 各
TP

W
に

お
い

て
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

い
た

電
気

施
設

の
操

作
が

行
わ

れ
る

。
 

3c
: 各

TP
W

に
お

い
て

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
い

た
電

気
施

設
の

定
期

点
検

が
記

録
さ

れ
る

。
 

3d
: 各

TP
W

に
お

い
て

、
少

な
く
と

も
1

人
の

関
連

職
員

が
施

設
の

正
常

・異
常

を
判

断
し

、
異

常
の

場
合

は
原

因
を

特
定

す
る

能
力

が
つ

い
て

い
る

。
 

3e
: プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い
て

全
て

の
関

連
職

員
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
で

合
計

19
名

）
が

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

き
操

作
・日

常
保

守
に

係
る

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

 

3a
: 

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

レ
ビ

ュ
ー

 
3b

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

3c
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

点
検

簿
、

日

常
保

守
記

録
の

レ
ビ

ュ
ー

 
3d

: 
日

本
人

専
門

家
に

よ
る

ス
キ

ル
評

価
 

3e
: 

P
ST

に
よ

る
ス

キ
ル

評
価

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 4
: 

 T
PW

に
お

い
て

、
機

械
施

設
の

日
常

保
守

に
係

る
能

力
が

向
上

す
る

。

4a
: プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

で
、

機
械

施
設

日
常

保
守

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
3

種
類

の
個

別
マ

ニ
ュ

ア
ル

含
む

）
が

ク
メ

ー
ル

語
・
英

語
で

作
成

さ
れ

る
。

 
4b

: 各
TP

W
に

お
い

て
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

い
た

機
械

施
設

の
操

作
が

行
わ

れ
る

。
 

4c
: 各

TP
W

に
お

い
て

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
い

た
機

械
施

設
の

定
期

点
検

が
記

録
さ

れ
る

。
 

4d
: 各

TP
W

に
お

い
て

、
少

な
く
と

も
1

人
の

関
連

職
員

が
施

設
の

異
常

を
判

断
し

、
原

因
を

特
定

す
る

能

力
が

つ
い

て
い

る
。

 
4e

: プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

各
TP

W
に

お
い

て
全

て
の

関
連

職
員

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
で

合
計

38
名

）
が

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

基
づ

き
操

作
・日

常
保

守
に

係
る

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

 

4a
: 

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

レ
ビ

ュ
ー

 
4b

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

4c
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

点
検

簿
、

日

常
保

守
記

録
の

レ
ビ

ュ
ー

 
4d

: 
日

本
人

専
門

家
に

よ
る

ス
キ

ル
評

価
 

4e
: 

P
ST

に
よ

る
ス

キ
ル

評
価

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 5
: 

 T
PW

に
お

い
て

、
配

水
施

設
の

維
持

管
理

に
係

る
能

力
が

向
上

す
る

。
  

5a
: 各

TP
W

に
お

い
て

、
老

朽
管

の
更

新
計

画
が

作
成

さ
れ

る
。

 
5b

: 各
TP

W
に

お
い

て
、

約
1k

m
の

管
路

が
布

設
さ

れ
る

。
 

5c
: 設

計
に

基
づ

い
た

位
置

に
正

確
に

(±
10

%
)管

路
が

布
設

さ
れ

、
そ

の
管

路
は

常
に

耐
水

圧

7.
5k

gf
/c

m
2
を

有
す

る
。

 
5d

: 漏
水

調
査

が
各

TP
W

に
お

い
て

年
2

回
実

施
さ

れ
る

。
そ

の
結

果
、

発
見

さ
れ

る
漏

水
件

数
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
前

よ
り

増
加

す
る

。
 

5e
: 盗

水
調

査
が

各
TP

W
に

お
い

て
年

2
回

実
施

さ
れ

る
。

そ
の

結
果

、
発

見
さ

れ
る

盗
水

件
数

が
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
前

よ
り

増
加

す
る

。
 

5f
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

ま
で

に
、

各
TP

W
に

お
い

て
全

て
の

関
連

職
員

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
で

合
計

26
名

）
が

配
水

施
設

の
維

持
管

理
に

係
る

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

 

5a
~5

e:
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

 さ
ら

に
 

5a
: 

更
新

計
画

の
レ

ビ
ュ

ー
 

5c
: 

設
計

図
と

竣
工

図
の

比
較

、
耐

水
試

験
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

5d
: 

漏
水

調
査

報
告

書
の

レ
ビ

ュ
ー

 
5e

: 
盗

水
調

査
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

5f
: 

P
ST

に
よ

る
ス

キ
ル

評
価

 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
0:

 
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
サ

ポ
ー

ト
・チ

ー
ム

（
PS

T）
に

よ
っ

て
適

切
に

管
理

運
営

さ
れ

る
。

 

0a
: プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

に
PS

T
が

設
立

さ
れ

る
。

 
0b

: プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

か
ら

3
ヶ

月
以

内
に

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

報
告

書
が

作
成

さ
れ

る
（
英

語
）
。

 
0c

: プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

か
ら

3
ヶ

月
以

内
に

暫
定

P
D

M
及

び
暫

定
P

D
M

が
見

直
さ

れ
、

最
終

化
さ

れ

る
。

 
0d

: プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

か
ら

3
ヶ

月
以

内
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

及
び

各
TP

W
の

AP
O

が
策

定
さ

れ
る

。

0e
: P

O
/A

P
O

に
基

づ
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

定
期

的
に

モ
ニ

タ
ー

さ
れ

る
（
P

ST
-ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
会

合
、

P
S

T
会

合
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

会
合

、
JC

C
会

合
）
。

 
0f

: 
M

IM
E

/D
PW

S
の

ス
タ

ッ
フ

が
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
計

画
立

案
、

実
施

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
な

ど
の

人
材

育
成

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

す
る

能
力

を
強

化
す

る
。

 

0a
~0

e:
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
の

レ
ビ

ュ
ー
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活
動

 
 1.

1 
TP

W
の

関
連

職
員

の
た

め
に

、
水

質
試

験
に

係
る

一
般

集
団

研
修

（
PP

W
SA

に
て

）
及

び
3

タ
イ

プ
の

地
方

研
修

を
毎

年
実

施
す

る
。

 
1.

2 
各

TP
W

に
お

い
て

、
活

動
1.

1
で

作
成

ま
た

は
改

善
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
活

用
し

、
水

質
試

験
を

行
う

。
 

1.
3 

各
TP

W
に

お
い

て
、

水
質

試
験

結
果

に
係

る
D

PW
S/

M
IM

E
に

対
す

る
年

間
報

告
書

を
作

成
す

る
。

 
 2.

1 
各

TP
W

に
お

い
て

、
浄

水
処

理
の

た
め

の
運

転
日

誌
を

導
入

ま
た

は
改

善
す

る
。

 
2.

2 
各

TP
W

に
お

い
て

、
水

需
要

に
基

づ
く
水

生
産

を
導

入
ま

た
は

改
善

す
る

。
 

2.
3 

6T
PW

に
お

い
て

、
濁

度
・
pH

に
係

る
薬

品
注

入
技

術
を

導
入

ま
た

は
改

善
す

る
(P

U
R

, B
TB

, S
H

V,
 K

PT
, K

TM
, S

R
)。

 
2.

4 
各

TP
W

に
お

い
て

、
浄

水
処

理
工

程
で

の
塩

素
制

御
を

改
善

す
る

。
 

2.
5 

ろ
過

池
の

あ
る

7T
PW

に
お

い
て

、
ろ

過
池

の
運

転
及

び
維

持
管

理
を

改
善

す
る

(P
U

R
, B

TB
, S

H
V,

 K
PT

, K
TM

, S
R

,S
V

R
)。

 
2.

6 
沈

殿
池

の
あ

る
6T

PW
に

お
い

て
、

沈
殿

池
の

維
持

管
理

を
改

善
す

る
(P

U
R

, B
TB

, S
H

V
, K

P
T,

 K
TM

, S
R

)。
 

2.
7 

各
TP

W
に

お
い

て
、

ポ
ン

プ
設

備
の

運
転

を
改

善
す

る
。

 
2.

8 
各

TP
W

に
お

い
て

、
活

動
2.

3～
2.

7
の

一
環

と
し

て
作

成
ま

た
は

改
善

し
た

5
種

類
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

ま
と

め
て

、
浄

水
処

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を

作
成

す
る

。
 

 3.
1 

TP
W

の
関

連
職

員
の

た
め

に
、

電
気

施
設

（
自

家
用

発
電

機
、

受
配

電
設

備
、

電
動

設
備

、
計

装
設

備
）
の

操
作

・日
常

保
守

に
係

る
集

団
研

修
を

PP
W

SA
で

実
施

す
る

。
 

3.
2 

各
TP

W
に

お
い

て
、

電
動

及
び

受
配

電
設

備
に

係
る

絶
縁

抵
抗

測
定

用
の

系
統

図
を

作
成

す
る

。
 

3.
3 

各
TP

W
に

お
い

て
、

電
気

施
設

の
操

作
を

導
入

ま
た

は
改

善
す

る
(注

：
他

の
活

動
と

異
な

り
、

活
動

3.
3

は
自

家
用

発
電

機
及

び
受

配
電

設

備
の

み
を

対
象

）
。

 
3.

4 
各

TP
W

に
お

い
て

、
電

気
施

設
の

日
常

保
守

を
導

入
ま

た
は

改
善

す
る

。
 

3.
5 

各
TP

W
に

お
い

て
、

活
動

3.
3

及
び

活
動

3.
4

の
一

環
と

し
て

作
成

ま
た

は
改

善
し

た
４

種
類

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
ま

と
め

て
、

電
気

施
設

の
操

作
・
日

常
保

守
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
。

 
 4.

1 
TP

W
の

関
連

職
員

の
た

め
に

、
機

械
施

設
（
塩

素
注

入
設

備
、

薬
品

注
入

設
備

、
ポ

ン
プ

設
備

）の
日

常
保

守
に

係
る

集
団

研
修

を
PP

W
SA

で
実

施
す

る
。

 
4.

2 
各

TP
W

に
お

い
て

、
機

械
施

設
の

日
常

保
守

を
導

入
ま

た
は

改
善

す
る

。
 

4.
3 

各
TP

W
に

お
い

て
、

活
動

4.
3

の
一

環
と

し
て

作
成

ま
た

は
改

善
し

た
3

種
類

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
ま

と
め

て
、

各
TP

W
の

機
械

施
設

の
日

常

保
守

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

。
 

 5.
1 

各
TP

W
の

管
路

更
新

計
画

（
パ

イ
ロ

ッ
ト

ゾ
ー

ン
設

定
を

含
む

）
を

策
定

す
る

。
 

5.
2 

TP
W

の
関

連
職

員
の

た
め

に
、

毎
年

、
管

路
更

新
工

事
の

施
工

管
理

に
係

る
集

団
研

修
を

P
PW

SA
で

実
施

す
る

。
 

5.
3 

各
TP

W
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
ゾ

ー
ン

に
お

い
て

管
路

更
新

工
事

を
行

う
。

 
5.

4 
TP

W
の

関
連

職
員

の
た

め
に

、
毎

年
、

無
収

水
対

策
に

係
る

集
団

研
修

を
P

PW
S

A
で

実
施

す
る

。
 

5.
5 

各
TP

W
に

お
い

て
、

無
収

水
対

策
を

導
入

ま
た

は
改

善
す

る
。

 
 0.

1 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
サ

ポ
ー

ト
・
チ

ー
ム

(P
S

T)
を

設
立

す
る

。
 

0.
2 

8
ヶ

所
の

TP
W

の
水

道
施

設
の

運
転

・維
持

管
理

能
力

 (指
標

に
関

す
る

情
報

を
含

む
）
を

調
べ

る
た

め
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

）
調

査
を

行
う

。
 

0.
3 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
P

D
M

と
P

O
に

基
づ

き
管

理
運

営
す

る
。

 
0.

4 
各

分
野

に
お

い
て

（
成

果
1-

5）
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

内
部

研
修

体
制

を
確

立
す

る
た

め
の

活
動

を
行

う
。

 
0.

5 
関

連
機

関
（
N

G
O

を
含

む
）
と

の
連

携
強

化
や

C
W

W
A

の
正

式
な

設
立

を
支

援
す

る
。

 
0.

6 
必

要
に

応
じ

て
エ

ン
ド

ラ
イ

ン
調

査
を

行
う

。
 

投
入

 
<日

本
側

> 
(1

) 
日

本
人

専
門

家
の

派
遣

 
(a

) 
長

期
専

門
家

：チ
ー

フ
・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
及

び
浄

水
処

理
分

野
 

(b
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

必
要

な
短

期
専

門
家

：水
質

試
験

、
浄

水
処

理
、

電
気

施
設

、
機

械
施

設
、

及
び

配
水

施
設

分
野

 
 (2

) 
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
人

員
の

本
邦

研
修

：水
質

試
験

、
電

気
施

設
、

機
械

施

設
、

及
び

配
水

施
設

分
野

 
 (3

) 
資

機
材

供
与

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

必
要

な
資

機
材

が
供

与
さ

れ
る

 
 (4

) 
在

外
事

業
強

化
費

 
(a

) 
水

質
試

験
地

方
研

修
及

び
配

水
分

野
の

O
JT

に
関

す
る

PP
W

SA
の

短
期

専
門

家
に

係
る

費
用

 
(b

) 
P

PW
SA

に
お

け
る

集
団

研
修

に
係

る
費

用
 

(c
) 

技
術

ア
シ

ス
タ

ン
ト

に
係

る
費

用
 

(d
) 

そ
の

他
必

要
な

費
用

 
 <カ

ン
ボ

ジ
ア

側
> 

(1
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
た

め
の

人
員

の
配

置
 

(a
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
（
1

名
）
－

M
IM

E
 

(b
) 

P
ST

の
た

め
の

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
（合

計
16

名
） 

1)
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
（
1

名
）
－

M
IM

E
 

2)
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
 兼

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
（
合

計
4

名
）：

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1（
1

名
）
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2（
1

名
）
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

 
3&

4（
1

名
）
、

及
び

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

5（
1

名
）
- M

IM
E 

3)
 

そ
の

他
の

M
IM

E
か

ら
の

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
（
合

計
6

名
）
：
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
 3

 &
4（

1
名

）
、

 ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

5（
5

名
） 

4)
 

TP
W

か
ら

の
短

期
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

（
合

計
4

名
）：

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1＆
2（

2
名

）
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

5（
2

名
） 

5)
 

事
務

ア
シ

ス
タ

ン
ト

（
1

名
） 

 
(c

) 
各

TP
W

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
ス

タ
ッ

フ
（
合

計
88

名
）
：水

質
試

験
、

浄

水
、

電
気

施
設

、
機

械
施

設
及

び
配

水
施

設
分

野
 

 (2
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
必

要
な

土
地

・
建

物
・
施

設
（
チ

ー
フ

・
ア

ド
バ

イ

ザ
ー

の
オ

フ
ィ

ス
・
ス

ペ
ー

ス
を

含
む

）
の

提
供

 
 (3

) 
活

動
実

施
に

必
要

な
ロ

ー
カ

ル
・
コ

ス
ト

 

1.
 任

命
さ

れ
た

P
ST

メ
ン

バ
ー

と
TP

W
の

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
ス

タ
ッ

フ
が

離
職

し
な

い
 

2.
 原

水
の

著
し

い

汚
染

が
起

こ
ら

な
い

。
 

3.
 大

規
模

な
自

然

災
害

が
起

こ
ら

な
い

。
 

   前
提

条
件

 
 1.

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に

係
る

カ
ン

ボ
ジ

ア
側

人
員

が
任

命
さ

れ
る

。
 

 2.
 カ

ン
ボ

ジ
ア

短

期
専

門
家

と

P
PW

SA
に

関

す
る

覚
書

が

JI
C

A
と

P
PW

SA
の

間

で
調

印
さ

れ

る
。

 

 注
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
サ

ポ
ー

ト
・
チ

ー
ム

（
PS

T）
は

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
（

M
IM

E
か

ら
選

ば
れ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
、

技
術

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
、

TP
W

か
ら

選
ば

れ
た

技
術

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
）
と

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

（
日

本
人

専
門

家
、

PP
W

SA
の

カ
ン

ボ
ジ

ア
専

門
家

）
か

ら
成

る
。
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5
．
評
価
グ
リ
ッ
ド
結
果

表
 

カ
ン
ボ
ジ

ア
国
水
道
事
業
人
材
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ェ
ー
ズ

2
 
終
了
時
評
価
調
査
 

20
10

年
9
月

23
日

 

5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

 
妥

当
性

 
1.

 カ
ン

ボ
ジ

ア
の

国
家

計
画

と
の

整
合

性
 

1-
1 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
上

位
目

標
は

国
家

計
画

に
お

け

る
開

発
課

題
と

重
点

政
策

に
合

致
し

て
い

た

か
 

 上
位

目
標

：
 

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

「
全

国
公

営
水

道
会

議
」
に

参
加

し

て
い

る
14

都
市

の
都

市
部

に
お

け
る

水
供

給
施

設
の

運
転

・
維

持
管

理
能

力
が

向
上

す
る

 

カ
ン

ボ
ジ

ア
王

国
政

府
は

、
清

潔
で

安
全

な
水

を
全

市
民

に
供

給
す

る
こ

と
を

「
国

家
戦

略
開

発
計

画
（

N
at

io
na

l 
St

ra
te

gi
c 

D
ev

el
op

m
en

t P
la

n（
以

下
、

N
SD

P）
20

06
年

～
20

10
年

（
20

06
年

）」
、

「N
SD

P
更

新
版

20
09

年
～

20
13

年
（

20
09

年
）」

、
「
成

長
、

雇
用

、
公

正
、

効
率

の
た

め
の

四
辺

形
戦

略
（

R
ec

ta
ng

ul
ar

 S
tra

te
gy

 f
or

 G
ro

w
th

, E
m

pl
oy

m
en

t, 
Eq

ui
ty

 a
nd

 E
ffi

ci
en

cy
 

in
 C

am
bo

di
a）

（
20

04
年

）」
、

四
辺

形
戦

略
（
フ

ェ
ー

ズ
2）

（
20

08
年

）、
「上

水
と

衛
生

に
係

わ
る

国
家

政
策

（
N

at
io

na
l P

ol
ic

y 
on

 
W

at
er

 S
up

pl
y 

an
d 

Sa
ni

ta
tio

n）
（2

00
3

年
）
」
に

お
い

て
優

先
課

題
と

し
て

位
置

づ
け

て
い

る
。

 
• 

N
SD

P
は

水
資

源
管

理
の

統
合

的
ア

プ
ロ

ー
チ

を
進

め
、

「
十

分
な

量
と

適
切

な
質

を
備

え
た

水
を

す
べ

て
の

セ
ク

タ
ー

の
年

間
需

要
に

合
わ

せ
て

供
給

す
る

こ
と

」
を

謳
っ

て
い

る
。

 
• 

カ
ン

ボ
ジ

ア
・ミ

レ
ニ

ア
ム

開
発

目
標

（C
am

bo
di

a 
M

ill
en

ni
um

 D
ev

el
op

m
en

t G
oa

ls
：

C
M

D
G

s)
で

は
、

20
15

年
ま

で
に

安

全
な

水
の

供
給

を
都

市
部

で
80

%
、

農
村

部
で

50
%

に
増

加
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

掲
げ

て
い

る
。

 
• 

四
辺

形
戦

略
は

「
王

国
政

府
が

、
(1

) 
全

市
民

に
清

潔
で

安
全

な
水

を
供

給
す

る
、

(2
) 

全
市

民
を

水
資

源
に

係
わ

る
疾

患

か
ら

守
る

、
（

3）
食

の
安

全
保

障
、

経
済

活
動

、
適

切
な

生
活

水
準

を
守

る
た

め
に

十
分

な
水

を
供

給
す

る
、

(4
) 

漁
業

と
生

態

系
を

保
全

し
な

が
ら

有
害

物
質

の
無

い
環

境
と

水
資

源
を

確
保

す
る

、
こ

と
に

注
力

す
る

」
と

謳
っ

て
い

る
。

 
 

2.
 裨

益
者

の
ニ

ー
ズ

と

の
整

合
性

 
2-

1 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

・
グ

ル
ー

プ
（
鉱

工
業

・
エ

ネ
ル

ギ

ー
省

水
道

部
（

D
PW

S/
M

IM
E）

と
8

州
都

公

営
水

道
局

（
TP

W
）
）
の

設
定

は
適

切
か

 

D
PW

S/
M

IM
E

は
都

市
水

供
給

シ
ス

テ
ム

の
開

発
に

責
任

を
有

す
る

政
府

機
関

で
あ

る
。

M
IM

E
傘

下
の

地
方

水
道

局
（
複

数
）

は
担

当
す

る
各

県
で

、
清

潔
・
安

全
な

水
を

提
供

す
る

水
供

給
施

設
を

運
転

・
維

持
管

理
す

る
責

任
を

担
っ

て
い

る
。

 
こ

れ
ら

の
業

務
責

任
を

考
慮

す
る

と
、

D
PW

S/
M

IM
E

と
地

方
水

道
局

を
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・
グ

ル
ー

プ
と

し
て

選
定

す

る
こ

と
は

適
切

で
あ

る
。

 
 

 
2-

2 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・
グ

ル
ー

プ

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
か

。
ま

た
、

そ
の

ニ
ー

ズ
は

高
い

か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
：

 
8

州
都

の
公

営
水

道
局

（
Ta

rg
et

ed
 P

ro
vi

nc
ia

l 
W

at
er

w
or

ks
：
以

下
、

TP
W

）
に

お
い

て
、

フ
ェ

ー

ズ
１

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

蓄
積

さ
れ

た
経

験
を

活
用

し
、

水
供

給
施

設
を

運
転

･維
持

管
理

す
る

能
力

が

向
上

す
る

 

安
全

な
飲

料
水

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

の
た

め
、

各
ド

ナ
ー

は
カ

ン
ボ

ジ
ア

各
地

で
多

く
の

水
供

給
施

設
の

改
修

・
建

設
を

行
っ

て
き

た
。

 
• 

シ
ハ

ヌ
ー

ク
ビ

ル
：
世

界
銀

行
の

資
金

支
援

（
U

rb
an

 W
at

er
 S

up
pl

y 
Pr

oj
ec

t）
に

よ
る

改
修

（
20

04
年

） 
• 

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
：
日

本
の

無
償

資
金

協
力

（P
ro

je
ct

 fo
r I

m
pr

ov
em

en
t o

f W
at

er
 S

up
pl

y 
Sy

st
em

 in
 S

ie
m

 R
ea

p 
To

w
n）

に
よ

る
建

設
（

20
06

年
） 

• 
バ

ッ
タ

ン
バ

ン
、

カ
ン

ポ
ッ

ト
、

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
、

コ
ン

ポ
ン

ト
ム

、
プ

ル
サ

ッ
ト
、

ス
バ

イ
リ

エ
ン

：
A

D
B

（P
ro

vi
nc

ia
l T

ow
ns

 
Im

pr
ov

em
en

t P
ro

je
ct

）
の

資
金

支
援

に
よ

る
改

修
・
建

設
（

20
07

年
） 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

こ
れ

ら
の

新
た

に
建

設
ま

た
は

改
修

さ
れ

た
施

設
を

有
す

る
地

方
水

道
局

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト
・
グ

ル
ー

プ
と

し
て

選
定

し

た
。

こ
れ

ら
の

TP
W

で
は

水
供

給
施

設
を

適
切

に
運

転
・
維

持
管

理
で

き
る

人
材

が
限

ら
れ

て
お

り
、

そ
の

結
果

、
浄

水
の

量
と

質
は

不
安

定
で

、
そ

の
能

力
向

上
ニ

ー
ズ

は
極

め
て

強
い

も
の

だ
っ

た
。

 
質

問
表

調
査

に
よ

る
と

、
D

PW
S/

M
IM

E
と

TP
W

の
C

/P
で

当
該

質
問

に
回

答
し

た
36

人
の

内
、

35
名

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

と
回

答
し

た
。

 
 

 
2-

3 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
対

象
地

域
の

住
民

（
TP

W
の

サ
ー

ビ
ス

・
ユ

ー
ザ

ー
）
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

は
、

対
象

地
域

住
民

に
清

潔
で

安
全

な
水

を
よ

り
安

定
的

に
供

給
す

る
こ

と
が

で
き

る

よ
う

設
計

さ
れ

て
い

る
。

質
問

表
・
面

接
調

査
に

お
い

て
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

地
域

住
民

ニ
ー

ズ
と

合
致

す
る

と
と

も
に

、
水

質
が

改

善
し

水
が

よ
り

長
時

間
供

給
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

で
住

民
か

ら
TP

W
に

肯
定

的
な

意
見

が
寄

せ
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

が

確
認

さ
れ

た
。

さ
ら

に
、

水
質

の
向

上
は

赤
痢

な
ど

の
水

因
性

疾
病

の
罹

患
率

低
下

、
医

療
費

に
か

か
る

経
済

的
負

担
の

削
減

、

生
産

向
上

や
経

済
強

化
な

ど
に

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

妥
当

性
 

3.
 日

本
の

援
助

事
業

と

し
て

の
妥

当
性

 
3-

1 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
日

本
の

対
カ

ン
ボ

ジ
ア

援

助
政

策
等

と
の

整
合

性
は

十
分

に
あ

っ
た

か
 

日
本

の
開

発
援

助
の

指
針

と
な

る
政

府
開

発
援

助
大

綱
（

20
03

年
）
及

び
O

D
A

中
期

政
策

（
20

05
年

）
に

お
い

て
、

我
が

国
は

水

分
野

を
支

援
す

べ
き

重
要

セ
ク

タ
ー

と
し

て
重

視
し

て
い

る
。

水
セ

ク
タ

ー
に

対
す

る
支

援
は

貧
困

削
減

戦
略

の
下

で
の

重
点

課
題

の
一

つ
と

し
て

も
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
カ

ン
ボ

ジ
ア

国
別

援
助

計
画

に
お

い
て

、
水

セ
ク

タ
ー

は
人

道
問

題
、

貧
困

削

減
、

持
続

的
経

済
成

長
の

観
点

か
ら

の
支

援
ニ

ー
ズ

の
高

い
B

H
N

（
B

as
ic

 H
um

an
 N

ee
ds

）
に

係
わ

る
課

題
と

し
て

位
置

付
け

ら

れ
て

い
る

。
し

た
が

っ
て

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

日
本

政
府

の
援

助
政

策
と

整
合

性
が

取
れ

て
い

る
。

 
カ

ン
ボ

ジ
ア

に
お

け
る

水
セ

ク
タ

ー
支

援
の

高
い

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
て

、
我

が
国

政
府

は
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

先
立

ち
、

PP
W

SA
の

能

力
向

上
を

支
援

す
る

技
術

協
力

を
実

施
し

た
（
水

道
事

業
人

材
育

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
フ

ェ
ー

ズ
1）

）
。

 
 

3-
2 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

日
本

の
技

術
の

比
較

優
位

性
は

あ
る

か
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
カ

ン
ボ

ジ
ア

や
そ

の
他

発
展

途
上

国
に

お
け

る
安

全
で

安
定

し
た

水
供

給
の

能
力

向
上

分
野

に
お

い
て

十
分

な
経

験
、

技
術

優
位

性
を

有
す

る
北

九
州

市
水

道
局

に
よ

っ
て

支
援

さ
れ

て
い

る
。

北
九

州
市

水
道

局
は

PP
W

SA
人

材
の

能
力

を

大
幅

に
向

上
さ

せ
た

フ
ェ

ー
ズ

1
も

支
援

し
た

。
PP

W
SA

は
水

供
給

分
野

で
の

世
界

的
業

績
と

そ
の

自
立

発
展

性
を

評
価

さ
れ

、

20
10

年
に

ス
ト
ッ

ク
ホ

ル
ム

産
業

水
大

賞
を

受
賞

し
た

。
 

有
効

性
 

1.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

度
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
：

 
8

州
都

の
公

営
水

道
局

（
TP

W
）
に

お
い

て
、

フ
ェ

ー
ズ

１
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

蓄
積

さ
れ

た
経

験
を

活

用
し

、
水

供
給

施
設

を

運
転

･維
持

管
理

す
る

能

力
が

向
上

す
る

 
 

1-
1 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

指
標

が
ど

の
程

度
達

成

さ
れ

た
か

 
指

標
：

 
(a

) 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
8ヶ

所
の

技
術

職

員
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
合

計
88

名
）
が

、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

作
成

・
改

善
し

た
作

業
手

順
書

（
St

an
da

rd
 O

pe
ra

tio
n 

Pr
oc

ed
ur

es
、

以

下
SO

P）
に

基
づ

き
、

水
供

給
施

設
を

運
転

・

維
持

管
理

で
き

る
よ

う
に

な
る

 
(b

) 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
8T

PW
に

お
い

て

配
水

の
pH

、
伝

導
性

、
濁

度
、

色
、

ア
ル

カ
リ

度
が

常
に

カ
ン

ボ
ジ

ア
水

質
基

準
を

満
た

し
、

3T
PW

（
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

、
シ

ハ
ヌ

ー
ク

ビ
ル

、

ス
バ

イ
リ

エ
ン

）
に

お
い

て
は

鉄
分

濃
度

が
常

に
カ

ン
ボ

ジ
ア

水
質

基
準

に
適

合
し

て
い

る
 

(c
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い

て
、

毎
日

、
浄

水
計

画
に

応
じ

た
水

が
生

産
さ

れ
る

 
(d

) 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い

て
、

常
に

適
正

水
圧

が
維

持
さ

れ
る

 

終
了

時
評

価
時

点
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

係
わ

る
指

標
の

達
成

度
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

(a
) 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

に
係

わ
る

TP
W

自
身

に
よ

る
評

価
を

確
認

す
る

た
め

に
8つ

の
TP

W
に

配
布

さ
れ

た
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト
の

結
果

に
よ

れ
ば

、
1つ

の
TP

W
に

つ
き

平
均

9.
6名

が
水

供
給

施
設

を
運

転
・
維

持
管

理
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

と
し

て
い

る
。

TP
W

は
水

質
試

験
と

浄
水

処
理

の
分

野
に

お
い

て
、

作
成

さ
れ

た
SO

Pに
基

づ
い

て
概

ね
業

務
を

行
え

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る

が
、

電
気

施
設

と
機

械
施

設
の

分
野

で
は

SO
Pに

基
づ

い
て

運
転

・
日

常
保

守
に

係
わ

る
業

務
を

行
う

能
力

が
十

分
に

は
身

に
付

い
て

い
な

い
。

 
(b

) 
全

体
と

し
て

、
必

須
項

目
の

ほ
と

ん
ど

が
SO

Pに
基

づ
い

て
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
さ

れ
て

い
る

。
pH

レ
ベ

ル
と

色
度

に
つ

い

て
は

水
源

の
状

態
に

よ
り

数
箇

所
の

TP
W

の
配

水
が

基
準

を
満

た
さ

な
い

こ
と

も
あ

る
。

 
(c

) 
す

べ
て

の
TP

W
に

お
い

て
毎

日
、

需
要

予
測

に
基

づ
い

た
浄

水
の

生
産

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 
(d

) 
バ

ッ
タ

ン
バ

ン
を

除
く

す
べ

て
の

TP
W

に
お

い
て

24
時

間
給

水
が

行
わ

れ
、

浄
水

施
設

が
稼

動
し

て
い

る
間

、
適

正
水

圧
が

維

持
さ

れ
て

い
る

。
バ

ッ
タ

ン
バ

ン
で

は
漏

水
削

減
対

策
の

た
め

23
:0

0か
ら

3：
00

の
間

、
配

水
を

中
断

し
て

い
る

。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

有
効

性
 

1.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

度
 

1-
2 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
の

見
込

み
は

高
い

か
 

す
べ

て
の

TP
W

に
お

い
て

、
水

供
給

施
設

を
運

転
･維

持
管

理
す

る
総

合
的

な
能

力
が

飛
躍

的
に

向
上

し
て

い
る

。
上

記
4

つ
の

指
標

の
達

成
度

を
考

慮
す

る
と

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

概
ね

達
成

さ
れ

る
と

評
価

で
き

る
。

し
か

し
、

能
力

の
向

上
度

は
TP

W
の

間

で
、

特
に

拠
点

浄
水

場
（

LT
PW

：
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

、
バ

ッ
タ

ン
バ

ン
、

カ
ン

ポ
ッ

ト
、

シ
ハ

ヌ
ー

ク
ビ

ル
）
と

そ
の

他
の

TP
W

の
間

で
異

な
っ

て
い

る
。

大
多

数
の

C
/P

は
成

果
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

度
に

高
い

満
足

度
を

示
し

て
い

る
も

の
の

、
ま

だ
完

全
に

達
成

で
き

て
い

な
い

部
分

が
各

成
果

分
野

に
残

っ
て

い
る

。
特

に
、

成
果

3
と

4
の

達
成

度
、

す
な

わ
ち

電
気

施
設

と
機

械
施

設
の

運
転

・

日
常

保
守

に
係

わ
る

能
力

の
向

上
レ

ベ
ル

は
ま

だ
限

定
的

で
あ

る
。

 
D

PW
S/

M
IM

E
と

TP
W

の
C

/P
に

対
す

る
質

問
表

調
査

に
よ

れ
ば

、
当

該
質

問
の

回
答

者
全

員
（

24
人

）
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
の

見
込

み
は

高
い

と
考

え
て

い
る

。
一

方
、

専
門

家
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

レ
ベ

ル
に

、
よ

り
慎

重
な

見
方

を
示

し
て

い
る

。
 

 
 

1-
3 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
の

た
め

の
外

部
条

件

は
満

足
さ

れ
る

か
 

外
部

条
件

：
 

TP
W

が
民

営
化

さ
れ

な
い

。
 

終
了

時
評

価
時

点
で

は
民

営
化

さ
れ

た
TP

W
は

一
つ

も
な

く
、

今
後

も
民

営
化

さ
れ

る
見

通
し

は
な

い
。

 
8

つ
の

TP
W

の
内

、
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

だ
け

が
M

IM
E

下
の

「
公

社
」と

し
て

の
組

織
と

な
っ

て
い

る
。

 

 
 

1-
4 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

は
成

果
の

達
成

に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

も
の

か
 

5
つ

の
成

果
分

野
は

水
供

給
施

設
の

運
営

に
係

わ
る

す
べ

て
の

要
素

を
網

羅
し

て
い

る
。

5
つ

の
成

果
達

成
の

適
切

な
組

み
合

わ

せ
が

無
い

限
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
指

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
成

果
の

達
成

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
密

接
に

結

び
つ

い
て

い
る

と
判

断
さ

れ
る

。
下

記
に

示
さ

れ
る

よ
う

に
、

成
果

3と
成

果
4の

達
成

レ
ベ

ル
が

相
対

的
に

低
い

も
の

に
留

ま
っ

て
い

る
こ

と
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

度
を

低
下

さ
せ

て
い

る
と

見
ら

れ
る

。
 

 
2.

 目
標

達
成

に
貢

献
し

た
要

因
 

（
成

果
の

達
成

度
） 

2-
1 

TP
W

に
お

い
て

、
水

質
分

析
に

係
わ

る
能

力

が
ど

の
程

度
向

上
し

た
か

 
（
成

果
1

の
達

成
度

） 
指

標
：

 
1a

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
必

要
な

水
質

試
験

項
目

が
、

SO
Pに

基
づ

き
、

定
め

ら
れ

た
頻

度
で

分

析
さ

れ
る

 
1b

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
M

IM
Eに

対
す

る
水

質

分
析

結
果

の
年

間
報

告
書

（
ク

メ
ー

ル
語

）
が

提
出

さ
れ

る
 

1c
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い

て
、

全
て

の
関

連
職

員
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始

時
点

で
合

計
13

名
）
が

SO
Pに

基
づ

き
水

質

分
析

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
 

終
了

時
評

価
時

点
で

の
成

果
1

の
指

標
の

達
成

度
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

1a
: 

す
べ

て
の

TP
W

が
以

下
の

パ
ラ

メ
ー

タ
ー

の
分

析
を

実
施

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
• 

必
須

項
目

：
 

pH
、

伝
導

度
、

濁
度

、
色

度
、

ア
ル

カ
リ

度
 

• 
重

要
項

目
：
 

鉄
分

（
Fe

）
、

マ
ン

ガ
ン

（
M

n）
、

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

（
A

l）
、

銅
（

C
u）

、
亜

鉛
（

Zn
）、

硬
度

、
塩

化
物

イ
オ

ン

（
C

l-）
、

硫
酸

イ
オ

ン
（S

04
2-

）
、

ア
ン

モ
ニ

ア
（

N
H

3-
）
、

硫
化

水
素

（
H

2S
） 

• 
そ

の
他

の
項

目
：
 

味
、

臭
気

、
残

留
塩

素
、

有
機

炭
素

 
以

上
の

項
目

は
、

ア
ル

カ
リ

度
等

の
分

析
に

必
要

な
試

薬
の

在
庫

不
足

を
さ

せ
る

傾
向

が
あ

る
ス

バ
イ

リ
エ

ン
を

除
い

た
す

べ

て
の

TP
W

で
分

析
さ

れ
て

い
る

。
上

記
に

加
え

て
、

す
べ

て
の

LT
PW

で
大

腸
菌

及
び

大
腸

菌
群

も
分

析
さ

れ
て

い
る

。
 

1b
: 

20
10

年
5月

に
水

質
分

析
に

係
わ

る
年

間
報

告
書

用
の

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト
が

作
成

さ
れ

、
す

べ
て

の
TP

W
に

配
布

さ
れ

た
。

D
PW

S/
M

IM
Eは

、
同

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト
を

使
用

し
て

TP
W

が
作

成
し

た
レ

ポ
ー

ト
を

ま
と

め
、

20
11

年
1月

に
年

間
報

告
書

を
作

成
す

る
予

定
で

あ
る

。
TP

W
は

こ
れ

ま
で

、
D

PW
S /

M
IM

E及
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
事

務
所

に
対

し
て

水
質

分
析

結
果

の
月

報
を

提
出

し
て

い
る

。
 

1c
: 

「
指

標
1a

の
達

成
度

」
に

記
載

さ
れ

て
い

る
す

べ
て

の
試

験
項

目
を

網
羅

す
る

水
質

分
析

に
係

わ
る

研
修

が
す

べ
て

の
TP

W
で

実
施

さ
れ

た
。

 
上

記
の

指
標

の
達

成
度

と
活

動
実

施
の

進
捗

度
を

踏
ま

え
る

と
、

成
果

1
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

ま
で

に
十

分
、

達
成

さ
れ

る
と

見

ら
れ

る
。

C
/P

に
対

す
る

質
問

表
調

査
に

よ
る

と
、

当
該

質
問

へ
の

回
答

者
25

人
の

内
、

約
75

%
が

、
成

果
1

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了

時
ま

で
に

達
成

さ
れ

る
と

思
う

と
し

て
い

る
。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

有
効

性
 

2.
 目

標
達

成
に

貢
献

し
た

要
因

 
（
成

果
の

達
成

度
） 

2-
2 

TP
W

に
お

い
て

、
浄

水
処

理
に

係
わ

る
能

力
が

ど
の

程
度

向
上

し
た

か
 

（
成

果
2

の
達

成
度

） 
指

標
：

 
2a

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
毎

日
、

運
転

日
誌

が
フ

ォ

ー
マ

ッ
ト
に

従
っ

て
作

成
さ

れ
る

 
2b

: 
O

JT
終

了
後

、
各

TP
W

に
お

い
て

、
沈

殿
処

理

水
の

濁
度

が
常

に
各

TP
W

の
目

標
値

を
満

足

す
る

 
2c

: 
O

JT
終

了
後

、
各

TP
W

に
お

い
て

、
浄

水
の

残

留
塩

素
が

常
に

各
TP

W
の

目
標

値
を

満
足

す

る
 

2d
: 

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

後
に

、
（
ろ

過
抵

抗
と

洗
浄

排
水

濁
度

を
元

に
）
砂

ろ
過

の
洗

浄
プ

ロ
セ

ス
が

適

切
に

管
理

さ
れ

る
 

2e
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い

て
、

浄
水

処
理

SO
P（

5種
類

の
個

別
SO

Pを
含

む
）
が

作
成

さ
れ

る
 

2f
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い
て

全
て

の
関

連
職

員
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
で

合
計

42
名

）
が

SO
Pに

基
づ

き
浄

水
処

理
に

係

わ
る

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
 

終
了

時
評

価
時

点
で

の
成

果
2

の
指

標
の

達
成

度
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

2a
: 

各
TP

W
で

毎
日

、
運

転
日

誌
が

定
め

ら
れ

た
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
に

従
っ

て
作

成
さ

れ
て

い
る

。
 

2b
: 

各
TP

W
で

沈
殿

処
理

水
の

濁
度

が
概

ね
各

TP
W

の
目

標
値

を
満

足
し

て
い

る
。

 
2c

: 
残

留
塩

素
の

研
修

を
通

し
て

、
す

べ
て

の
TP

W
が

目
標

値
を

満
足

す
る

た
め

に
必

要
な

基
礎

知
識

と
能

力
を

習
得

し
た

が
、

4
つ

の
TP

W
で

は
設

備
上

の
問

題
に

よ
り

こ
の

指
標

が
達

成
で

き
て

い
な

い
。

シ
ハ

ヌ
ー

ク
ビ

ル
及

び
カ

ン
ポ

ッ
ト
で

は
、

浄
水

の

平
均

値
は

残
塩

目
標

値
枠

（
0.

2-
0.

5m
g/

l）
に

収
ま

っ
て

い
る

が
、

給
水

栓
残

塩
の

最
低

値
（
シ

ハ
ヌ

ー
ク

ビ
ル

0.
0 

m
g/

l、
カ

ン

ポ
ッ

ト
0.

07
 m

g/
l）

が
目

標
値

枠
に

収
ま

っ
て

い
な

い
。

平
均

値
と

最
低

値
の

間
の

大
き

な
差

が
生

じ
て

い
る

原
因

は
ま

だ
特

定

で
き

て
い

な
い

が
、

老
朽

管
に

よ
る

影
響

が
原

因
の

1つ
で

あ
る

可
能

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム
で

は
乾

季
に

井
戸

の
水

位
が

低
下

し
塩

素
注

入
が

困
難

に
な

る
こ

と
が

あ
る

。
ス

バ
イ

リ
エ

ン
で

は
設

備
上

の
問

題
に

よ
り

赤
水

を
防

ぐ
た

め

の
最

小
限

の
残

塩
し

か
注

入
で

き
ず

、
そ

の
結

果
、

鉄
分

と
マ

ン
ガ

ン
の

除
去

は
十

分
で

な
い

 
2d

: 
ろ

過
砂

の
洗

浄
プ

ロ
セ

ス
管

理
に

関
す

る
研

修
が

、
砂

ろ
過

設
備

の
無

い
コ

ン
ポ

ン
チ

ャ
ム

以
外

の
す

べ
て

の
TP

W
に

対
し

て

実
施

さ
れ

た
。

「
指

標
2c

の
達

成
度

」に
記

載
し

た
状

況
と

同
様

、
シ

ハ
ヌ

ー
ク

ビ
ル

と
ス

バ
イ

リ
エ

ン
で

は
、

設
備

上
の

問
題

が

指
標

2d
の

達
成

を
妨

げ
る

要
因

と
な

っ
て

い
る

。
シ

ハ
ヌ

ー
ク

ビ
ル

で
は

、
ろ

過
池

内
に

マ
ッ

ド
ボ

ー
ル

や
亀

裂
が

生
じ

て
い

る

こ
と

が
報

告
さ

れ
て

お
り

、
ス

バ
イ

リ
エ

ン
で

は
鉄

分
と

マ
ン

ガ
ン

の
除

去
が

不
十

分
で

あ
る

。
 

2e
: 

成
果

2に
関

し
て

作
成

さ
れ

た
個

別
SO

Pは
以

下
の

通
り

で
あ

る
：
 

（
1）

塩
素

注
入

制
御

、
（

2）
薬

品
（
ア

ル
ミ
・
ラ

イ
ム

）
注

入
制

御
、

（
3）

沈
殿

池
運

用
・
維

持
管

理
、

（
4）

ろ
過

池
運

用
・
維

持
管

理
。

 
当

初
予

定
で

は
5種

類
の

個
別

SO
Pに

「
浄

水
計

画
」
が

含
ま

れ
て

い
た

が
、

需
要

予
測

に
基

づ
い

た
浄

水
生

産
が

す
で

に

十
分

に
行

わ
れ

て
い

る
た

め
、

浄
水

計
画

の
SO

P作
成

は
不

要
で

あ
る

と
専

門
家

が
判

断
し

た
。

 
2f

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
少

な
く

と
も

1名
の

関
連

職
員

が
SO

Pに
基

づ
い

て
浄

水
処

理
に

係
わ

る
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
 

設
備

に
係

わ
る

問
題

は
あ

っ
た

も
の

の
、

TP
W

職
員

の
浄

水
処

理
に

係
わ

る
総

合
的

な
能

力
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

大
幅

に
向

上
し

た
。

 
流

量
計

等
の

浄
水

場
に

本
来

、
不

可
欠

な
機

器
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

、
ま

た
は

す
で

に
壊

れ
て

い
る

事
例

が
あ

り
、

注
入

す
る

薬

品
の

適
切

な
量

を
決

定
す

る
こ

と
が

不
可

能
に

な
っ

て
い

る
。

必
要

機
器

が
未

設
置

で
あ

る
こ

と
や

他
の

設
備

に
係

わ
る

問
題

が
、

成
果

2の
活

動
実

施
に

遅
れ

を
生

じ
さ

せ
活

動
自

体
の

有
効

性
を

妨
げ

て
い

る
。

 
こ

の
よ

う
な

設
備

・
機

器
の

問
題

に
つ

い
て

は
中

間
レ

ビ
ュ

ー
に

お
い

て
も

指
摘

さ
れ

た
。

中
間

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
で

の
提

言
を

踏
ま

え
、

日
本

側
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
に

必
要

な
機

材
を

追
加

的
に

供
与

し
た

。
薬

品
注

入
用

の
流

量
計

に
つ

い
て

は
、

機
器

の
設

置

と
そ

れ
に

伴
う

O
JT

が
す

で
に

数
箇

所
の

TP
W

で
実

施
さ

れ
て

お
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

に
は

全
8箇

所
に

お
け

る
設

置
及

び

O
JT

が
完

了
す

る
予

定
で

あ
る

。
 

C
/P

に
対

す
る

質
問

表
調

査
に

よ
る

と
、

当
該

質
問

の
回

答
者

22
人

の
内

、
約

90
%

が
、

成
果

2は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
達

成

さ
れ

る
と

思
う

と
し

て
い

る
。

 
専

門
家

に
よ

れ
ば

、
TP

W
の

浄
水

処
理

に
関

す
る

総
合

的
な

能
力

を
さ

ら
に

高
め

て
い

く
に

は
、

（
1）

毎
日

の
運

転
日

誌
デ

ー
タ

の

意
味

を
正

確
に

解
釈

す
る

、
（

2）
解

釈
し

た
デ

ー
タ

の
内

容
を

浄
水

処
理

に
反

映
さ

せ
る

、
（

3）
薬

品
の

在
庫

管
理

を
効

率
的

に
行

う
、

能
力

が
さ

ら
に

強
化

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

有
効

性
 

2.
 目

標
達

成
に

貢
献

し
た

要
因

 
（
成

果
の

達
成

度
） 

2-
3 

TP
W

に
お

い
て

、
電

気
施

設
の

運
転

・
日

常
保

守
に

係
わ

る
能

力
が

ど
の

程
度

向
上

し
た

か
 

（
成

果
3

の
達

成
度

） 
指

標
：

 
3a

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い

て
、

電
気

施
設

運
転

・
日

常
保

守
に

係
わ

る

SO
P（

4
種

類
の

個
別

SO
P

を
含

む
）
が

作
成

さ

れ
る

 
3b

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
SO

P
に

基
づ

い
た

電
気

施
設

の
運

転
が

行
わ

れ
る

 
3c

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
SO

P
に

基
づ

い
た

電
気

施
設

の
定

期
点

検
が

行
わ

れ
る

 
3d

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
少

な
く

と
も

1
人

の
関

連

職
員

が
施

設
の

正
常

・
異

常
を

判
断

し
、

異
常

の
場

合
は

原
因

を
特

定
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
 

3e
: 

各
TP

W
に

お
い

て
、

全
て

の
関

連
職

員
（
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
時

点
で

合
計

19
名

）が
SO

P
に

基
づ

い
て

運
転

・
日

常
保

守
に

係
わ

る
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

 

終
了

時
評

価
時

点
で

の
成

果
3の

指
標

の
達

成
度

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

 
3a

: 
電

気
施

設
の

運
転

・
日

常
保

守
に

係
わ

る
4種

類
の

個
別

SO
P

は
、

受
配

電
設

備
（P

R
D

F）
、

自
家

用
発

電
機

、
電

動
設

備
、

計
装

設
備

で
あ

る
。

各
SO

P
作

成
の

進
捗

状
況

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

(1
) 

受
配

電
設

備
（P

R
D

F）
の

SO
P

は
作

成
済

み
、

(2
) 

自
家

用
発

電
機

の
SO

P
は

作
成

済
み

、
(3

) 
電

動
設

備
の

SO
P

は
終

了
時

評
価

後
に

作
成

予
定

、
(4

) 
計

装
設

備
の

SO
P

は
ま

だ
作

成
さ

れ
て

い
な

い
が

、
当

該
分

野
の

活
動

が
す

で
に

い
く

つ
か

実
施

さ
れ

て
い

る
。

上
記

の
SO

P
作

成
の

活

動
を

通
じ

て
C

/P
は

各
担

当
分

野
の

SO
P

の
重

要
性

と
そ

れ
に

基
づ

い
て

業
務

を
行

う
こ

と
の

重
要

性
を

習
得

し
た

。
 

3b
: 

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
と

プ
ル

サ
ッ

ト
が

指
標

3b
の

達
成

に
比

較
的

近
い

。
指

導
の

結
果

、
C

/P
は

SO
P

に
基

づ
い

た
電

気
施

設
の

運
転

・
定

期
点

検
の

重
要

性
を

認
識

し
て

い
る

。
数

箇
所

の
TP

W
で

は
電

気
設

備
が

設
置

さ
れ

た
際

に
渡

さ
れ

る
は

ず
の

メ

ー
カ

ー
・
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
取

扱
説

明
書

）
を

保
有

し
て

い
な

い
。

 
3c

: 
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

、
バ

ッ
タ

ン
バ

ン
、

カ
ン

ポ
ッ

ト
、

プ
ル

サ
ッ

ト
で

は
、

作
成

さ
れ

た
SO

P
に

基
づ

い
た

電
気

施
設

の
定

期
点

検
を

実
施

す
る

能
力

が
概

ね
形

成
さ

れ
た

。
指

導
の

結
果

、
す

べ
て

の
TP

W
の

C
/P

が
電

気
施

設
の

定
期

点
検

の
重

要
性

を
認

識
し

て
い

る
。

 
3d

: 
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

と
シ

ハ
ヌ

ー
ク

ビ
ル

で
は

、
少

な
く

と
も

1
人

の
関

連
職

員
が

電
気

施
設

の
正

常
・
異

常
を

判
断

し
、

異
常

原
因

を
特

定
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

他
の

い
く

つ
か

の
TP

W
で

は
、

異
常

原
因

を
特

定
す

る
の

に
必

要
な

基
礎

知
識

を

習
得

し
始

め
た

技
術

職
員

が
何

名
か

い
る

。
 

3e
: 

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
の

関
連

職
員

は
電

気
施

設
の

運
転

・
日

常
保

守
に

係
わ

る
適

切
な

手
順

を
SO

P
に

基
づ

い
て

概
ね

実
施

す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
電

気
施

設
の

運
転

・
日

常
保

守
に

係
わ

る
能

力
は

、
す

べ
て

の
TP

W
に

お
い

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
前

と
比

べ
て

一
定

の
向

上
が

見

ら
れ

る
。

C
/P

は
必

要
最

低
限

の
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
今

後
は

、
こ

れ
ま

で
に

習
得

し
た

必
要

安
全

対

策
へ

の
理

解
を

踏
ま

え
、

安
全

に
対

す
る

意
識

の
さ

ら
な

る
向

上
と

、
そ

れ
に

伴
う

必
要

な
運

転
・
日

常
保

守
に

係
わ

る
活

動
を

実
施

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
成

果
3

の
分

野
で

は
、

3
つ

の
要

因
が

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

能
力

向
上

努
力

を
著

し
く

阻
害

し

た
。

第
1は

、
数

箇
所

の
電

気
施

設
の

質
が

標
準

以
下

で
あ

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

設
備

の
不

適
切

な
設

計
に

よ
っ

て
生

じ
た

故
障

の
対

応
に

専
門

家
の

時
間

が
費

や
さ

れ
、

計
画

さ
れ

た
活

動
に

遅
れ

が
生

じ
た

。
第

2
の

阻
害

要
因

は
数

箇
所

の
TP

W
で

電
気

施
設

の

完
成

図
（
構

造
、

配
線

等
の

詳
細

情
報

が
記

載
さ

れ
て

い
る

図
面

）
が

無
か

っ
た

り
、

図
面

が
あ

っ
て

も
、

図
面

の
内

容
と

実
際

の
配

線
等

が
異

な
っ

て
い

た
り

し
た

。
そ

の
結

果
、

電
気

設
備

の
構

造
を

適
切

に
把

握
す

る
こ

と
が

不
可

能
と

な
り

、
O

JT
の

有
効

性
を

阻

害
し

電
気

施
設

の
故

障
対

応
を

困
難

な
も

の
に

し
て

い
る

。
第

3
の

阻
害

要
因

は
設

備
や

機
器

の
ラ

ベ
ル

や
取

扱
説

明
書

が
ク

メ
ー

ル
語

で
な

く
外

国
語

（
英

語
ま

た
は

中
国

語
）
で

書
か

れ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

ラ
ベ

ル
や

取
扱

説
明

書
に

外
国

語
が

使
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

、
C

/P
の

理
解

レ
ベ

ル
に

負
の

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
。

 
C

/P
に

対
す

る
質

問
表

調
査

に
よ

る
と

、
当

該
質

問
に

回
答

し
た

22
名

の
内

、
約

80
%

が
、

成
果

3
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

ま
で

に

達
成

さ
れ

る
と

思
う

と
し

て
い

る
。

こ
れ

に
対

し
て

、
専

門
家

は
よ

り
慎

重
な

見
方

を
し

て
い

る
。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

有
効

性
 

2.
 目

標
達

成
に

貢
献

し
た

要
因

 
（
成

果
の

達
成

度
） 

2-
4 

TP
W

に
お

い
て

、
機

械
施

設
の

運
転

・
日

常
保

守
に

係
わ

る
能

力
が

ど
の

程
度

向
上

し
た

か
 

（
成

果
4

の
達

成
度

） 
指

標
：

 
4a

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W

に
お

い

て
、

機
械

施
設

日
常

保
守

に
係

わ
る

SO
P（

3
種

類
の

個
別

SO
P

を
含

む
）
が

作
成

さ
れ

る
 

4b
: 

各
TP

W
に

お
い

て
、

SO
P

に
基

づ
い

た
機

械

施
設

の
運

転
が

行
わ

れ
る

 
4c

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
SO

P
に

基
づ

い
た

機
械

施
設

の
定

期
点

検
が

行
わ

れ
る

 
4d

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
少

な
く

と
も

1
人

の
関

連

職
員

が
、

施
設

の
異

常
を

判
断

し
原

因
を

特
定

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

 
4e

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
全

て
の

関
連

職
員

（
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
時

点
で

合
計

38
名

）が
SO

P
に

基
づ

い
て

運
転

・
日

常
保

守
に

係
わ

る
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

 

終
了

時
評

価
時

点
で

の
成

果
4

の
指

標
の

達
成

度
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

4a
: 

機
械

施
設

の
運

転
・
日

常
保

守
に

係
わ

る
3

種
類

の
個

別
SO

P
は

、
塩

素
注

入
設

備
、

薬
品

注
入

設
備

、
ポ

ン
プ

設
備

で
あ

る
。

各
SO

P
の

作
成

進
捗

状
況

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

(1
) 

塩
素

注
入

設
備

の
SO

P
は

部
分

的
に

作
成

さ
れ

、
当

該
活

動
も

実
施

さ
れ

て
い

る
。

(2
) 

薬
品

注
入

設
備

の
SO

P
は

ポ
ン

プ
設

備
に

関
す

る
SO

P
の

一
部

と
し

て
作

成
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

(3
) 

ポ
ン

プ
設

備
の

SO
P

は
終

了
時

評
価

後
に

作
成

予
定

で
あ

る
。

C
/P

は
機

械
施

設
の

運
転

・
維

持
管

理
に

必
要

な
工

具

の
使

い
方

に
係

わ
る

指
導

を
受

け
、

機
械

施
設

の
仕

様
を

再
検

討
し

た
。

 
4b

: 
塩

素
注

入
設

備
の

日
常

運
転

に
係

わ
る

安
全

対
策

実
施

に
関

す
る

研
修

が
実

施
さ

れ
た

。
研

修
を

通
し

て
C

/P
の

安
全

意
識

は
著

し
く

向
上

し
、

不
注

意
か

ら
起

こ
る

事
故

の
リ

ス
ク

が
大

幅
に

軽
減

さ
れ

た
。

指
標

4b
が

達
成

さ
れ

る
に

は
成

果
4

に
係

わ

る
SO

P
が

完
備

さ
れ

る
必

要
が

あ
る

。
指

標
4b

の
達

成
に

近
い

TP
W

は
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

で
あ

る
。

 
4c

: 
機

械
施

設
の

定
期

点
検

に
係

わ
る

研
修

が
機

械
施

設
分

野
に

配
置

さ
れ

た
C

/P
に

対
し

て
実

施
さ

れ
た

。
指

標
4c

が
達

成
さ

れ
る

に
は

、
成

果
4

に
係

わ
る

SO
P

が
完

備
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
で

は
ポ

ン
プ

設
備

の
定

期
点

検
が

概
ね

SO
P

に
基

づ
い

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

4d
: 

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
で

は
少

な
く

と
も

1
名

の
技

術
職

員
が

機
械

施
設

の
正

常
・
異

常
を

判
断

し
、

異
常

の
場

合
は

原
因

を
特

定
す

る
能

力
を

概
ね

身
に

つ
け

て
い

る
。

 
4e

: 
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

の
関

連
職

員
は

適
切

な
手

順
に

基
づ

い
て

、
機

械
施

設
の

運
転

・
日

常
保

守
に

係
わ

る
活

動
を

概
ね

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
指

標
4e

が
達

成
さ

れ
る

に
は

、
成

果
4

に
係

わ
る

SO
P

が
完

備
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

 
す

べ
て

の
TP

W
に

お
い

て
、

特
に

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
に

お
い

て
、

機
械

施
設

の
日

常
保

守
を

実
施

す
る

C
/P

の
能

力
は

必
要

最
低

限

の
維

持
管

理
を

行
え

る
レ

ベ
ル

に
ま

で
向

上
し

て
い

る
。

C
/P

に
対

す
る

質
問

表
調

査
に

よ
る

と
、

当
該

質
問

の
回

答
者

18
人

の

内
、

約
90

%
が

、
成

果
4

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
達

成
さ

れ
る

と
思

う
と

し
て

い
る

。
 

 
 

2-
5 

TP
W

に
お

い
て

、
配

水
施

設
の

維
持

管
理

に
係

わ
る

能
力

が
ど

の
程

度
向

上
し

た
か

 
（
成

果
5

の
達

成
度

） 
指

標
：

 
5a

: 
各

TP
W

に
お

い
て

、
老

朽
管

（
給

水
管

と
水

道

メ
ー

タ
ー

を
含

む
）
の

更
新

計
画

が
作

成
さ

れ
る

5b
: 

各
TP

W
に

お
い

て
、

約
1k

m
の

管
路

が
布

設

さ
れ

る
 

5c
: 

設
計

に
基

づ
い

た
位

置
に

正
確

に
（

±1
0%

）
管

路
が

布
設

さ
れ

、
そ

の
管

路
は

常
に

耐
水

圧

7.
5k

gf
/c

m
2
を

有
す

る
 

5d
: 

漏
水

調
査

が
各

TP
W

に
お

い
て

、
年

2
回

実

施
さ

れ
る

。
そ

の
結

果
、

発
見

さ
れ

る
漏

水
件

数

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
前

よ
り

増
加

す
る

 
5e

: 
盗

水
調

査
が

各
TP

W
に

お
い

て
年

2
回

実
施

さ
れ

る
。

そ
の

結
果

、
発

見
さ

れ
る

盗
水

件
数

が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
前

よ
り

増
加

す
る

 

終
了

時
評

価
時

点
で

の
成

果
5

の
指

標
の

達
成

度
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。

5a
: 

指
標

5a
は

達
成

済
み

で
あ

る
。

各
TP

W
に

お
い

て
、

老
朽

管
（
給

水
管

と
水

道
メ

ー
タ

ー
を

含
む

）
の

更
新

計
画

が
作

成
さ

れ

た
。

更
新

計
画

作
成

に
加

え
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
水

道
基

本
計

画
（
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

）
も

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
を

除
く

す
べ

て
の

TP
W

で
作

成
さ

れ
た

。
（
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

の
水

道
基

本
計

画
に

つ
い

て
は

別
の

JI
C

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

作
成

さ
れ

て
い

る
。

）
水

道
基

本
計

画
の

作
成

活
動

を
通

し
て

C
/P

が
水

道
基

本
計

画
の

作
成

方
法

を
概

ね
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

追
加

的
成

果
と

言
え

る
。

将
来

的
に

は
、

配
水

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
様

々
な

要
素

の
計

算
を

元
に

適
切

な

管
口

径
を

決
定

で
き

る
能

力
を

含
め

、
C

/P
が

水
道

基
本

計
画

を
策

定
す

る
能

力
を

向
上

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

 
5b

: 
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

、
バ

ッ
タ

ン
バ

ン
、

プ
ル

サ
ッ

ト
に

お
い

て
、

約
1k

m
の

管
路

が
布

設
さ

れ
た

。
残

り
の

TP
W

で
は

、
20

10
年

12
月

以
降

に
順

次
、

布
設

工
事

が
開

始
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

 
5c

: 
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

、
バ

ッ
タ

ン
バ

ン
、

プ
ル

サ
ッ

ト
に

お
い

て
、

設
計

に
基

づ
い

た
位

置
に

正
確

に
（
±

10
%

）
管

路
が

布
設

さ
れ

、

常
に

耐
水

圧
7.

5k
gf

/c
m

2
を

有
し

て
い

る
。

残
り

の
TP

W
で

は
20

10
年

12
月

以
降

に
布

設
工

事
が

開
始

さ
れ

る
予

定
で

あ

る
。

 
5d

: 
漏

水
探

知
器

具
の

使
い

方
、

漏
水

場
所

を
特

定
す

る
方

法
に

係
わ

る
研

修
が

実
施

さ
れ

た
。

漏
水

調
査

が
実

施
さ

れ
た

TP
W

で
は

、
発

見
さ

れ
る

漏
水

件
数

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
前

よ
り

増
加

し
た

。
 

5e
: 

盗
水

等
に

よ
る

水
の

損
失

を
探

知
す

る
方

法
に

係
わ

る
研

修
が

実
施

さ
れ

た
。

盗
水

調
査

に
係

わ
る

基
本

知
識

や
ノ

ウ
ハ

ウ
が

漏
水

探
知

研
修

の
一

環
で

C
/P

に
提

供
さ

れ
た

。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

有
効

性
 

2.
 目

標
達

成
に

貢
献

し
た

要
因

 
（
成

果
の

達
成

度
） 

5f
: 

各
TP

W
に

お
い

て
全

て
の

関
連

職
員

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
で

合
計

26
名

）
が

配
水

施
設

の
維

持
管

理
に

係
わ

る
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き

る
 

5f
: 

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
、

バ
ッ

タ
ン

バ
ン

、
プ

ル
サ

ッ
ト
で

は
、

管
路

布
設

の
施

工
と

管
路

設
計

実
施

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
残

り
の

TP
W

に
つ

い
て

は
、

約
1k

m
の

管
路

布
設

工
事

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
残

り
期

間
で

実
施

さ
れ

る
こ

と
で

、
管

路
布

設
の

施
工

と
管

路
設

計
実

施
に

係
わ

る
能

力
が

向
上

す
る

予
定

で
あ

る
。

 
終

了
時

評
価

時
点

に
お

け
る

指
標

の
達

成
状

況
と

活
動

実
施

状
況

を
踏

ま
え

る
と

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

終
了

時
に

お
け

る
成

果
5

の
達

成
見

込
み

は
高

い
。

C
/P

に
対

す
る

質
問

表
調

査
に

よ
る

と
、

当
該

質
問

の
回

答
者

の
16

人
全

員
が

、
成

果
5

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
達

成
さ

れ
る

と
思

う
と

し
て

い
る

。
TP

W
の

配
水

施
設

の
維

持
管

理
に

係
わ

る
能

力
は

、
漏

水
場

所
の

特
定

、
管

路

設
計

図
面

作
成

、
管

路
布

設
工

事
施

工
管

理
に

係
わ

る
能

力
を

中
心

に
大

幅
に

向
上

し
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
、

約
1k

m
の

管
路

布
設

工
事

が
残

り
の

5
つ

の
TP

W
で

実
施

さ
れ

る
予

定
で

あ
り

、
こ

れ
ら

の
活

動
が

成
果

5
の

達
成

度
向

上
に

寄

与
し

て
い

く
と

考
え

ら
れ

る
。

 
 

 
2-

6 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
サ

ポ
ー

ト
・
チ

ー

ム
（P

ST
）
に

よ
っ

て
適

切
に

管
理

運
営

さ
れ

る
 

（
成

果
0

の
達

成
度

） 
指

標
：

 
0a

: 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

に
PS

T
が

設
立

さ
れ

る
。

0b
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
か

ら
3

ヶ
月

以
内

に
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
報

告
書

が
作

成
さ

れ
る

。
 

0c
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

か
ら

3
ヶ

月
以

内
に

暫
定

PD
M

及
び

暫
定

PO
が

見
直

さ
れ

、
最

終
化

さ

れ
る

。
 

0d
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
か

ら
3

ヶ
月

以
内

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
及

び
各

TP
W

の
A

PO
が

策
定

さ

れ
る

。
 

0e
: 

PO
/A

PO
に

基
づ

き
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

進
捗

が

定
期

的
に

モ
ニ

タ
ー

さ
れ

る
（

C
/P

会
議

、
JC

C
会

合
）
。

 
0f

: 
D

PW
S/

M
IM

E
の

ス
タ

ッ
フ

が
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

計
画

立
案

、
実

施
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
な

ど
の

人
材

育
成

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
に

関
す

る
能

力
を

強
化

す
る

 

終
了

時
評

価
時

点
で

の
成

果
0

の
指

標
の

達
成

度
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

0a
: 

PS
T

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

に
設

立
さ

れ
、

D
PW

S/
M

IM
E

か
ら

15
名

が
任

命
さ

れ
た

。
し

か
し

、
PS

T
メ

ン
バ

ー
の

交
代

が

多
か

っ
た

た
め

、
PS

T
は

十
分

に
機

能
し

な
か

っ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

後
半

は
、

D
PW

S/
M

IM
E

の
人

員
構

成
も

安
定

し
、

D
PW

S/
M

IM
E

メ
ン

バ
ー

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

促
進

役
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
と

し
て

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

0b
: 

20
08

年
に

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

報
告

書
が

TP
W

毎
に

ま
と

め
ら

れ
た

。
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
で

は
各

TP
W

の
技

術
職

員
の

能

力
レ

ベ
ル

を
評

価
し

た
。

 
0c

: 
20

07
年

に
当

初
（
暫

定
）
の

PD
M

と
PO

が
承

認
さ

れ
た

。
20

09
年

7
月

に
中

間
レ

ビ
ュ

ー
の

結
果

を
反

映
さ

せ
た

改
訂

版

PD
M

（P
D

M
2）

が
承

認
さ

れ
た

。
 

0d
: 

各
TP

W
に

お
け

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
実

施
の

進
捗

状
況

と
能

力
向

上
度

は
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

作
成

し
た

確
認

表
を

活
用

し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
さ

れ
て

い
る

。
 

0e
: 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
期

間
の

前
半

は
、

PS
T

会
合

や
C

/P
会

議
が

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
た

め
に

開
催

さ

れ
た

。
し

か
し

、
「
指

標
0a

の
達

成
度

」
で

の
記

述
の

よ
う

に
、

PS
T

自
体

が
計

画
通

り
に

機
能

し
な

か
っ

た
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

の
後

半
は

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

代
替

手
段

と
し

て
専

門
家

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
間

で
の

確
認

が
定

期
的

に
行

わ

れ
た

。
さ

ら
に

、
JC

C
が

幅
広

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

に
情

報
を

共
有

す
る

場
と

し
て

有
効

活
用

さ
れ

た
。

 
人

材
育

成
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
分

野
で

は
、

専
門

家
が

1
名

追
加

投
入

さ
れ

、
D

PW
S/

M
IM

E
か

ら
新

し
く

C
/P

が
配

置
さ

れ
て

D
PW

S/
M

IM
E

総
務

課
が

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

計
画

立
案

、
実

施
支

援
を

正
式

に
担

当
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

20
09

年
12

月
に

は
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
・
運

営
・
評

価
に

係
わ

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
英

語
版

が
作

成
さ

れ
た

。
研

修
の

企
画

と
評

価
に

必
要

な
書

式

は
ク

メ
ー

ル
語

に
翻

訳
さ

れ
て

お
り

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
改

訂
作

業
が

適
宜

、
行

わ
れ

て
い

る
。

 

 
 

2-
7 

そ
の

他
の

要
因

の
影

響
は

あ
る

か
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

期
間

中
に

発
現

し
た

以
下

の
要

因
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

に
大

き
く

貢
献

し
た

こ
と

が
、

終
了

時
評

価
の

面

接
調

査
、

現
地

踏
査

に
よ

っ
て

確
認

さ
れ

た
。

  

 
C

/P
同

士
、

及
び

C
/P

と
PP

W
SA

の
現

地
専

門
家

と
の

間
に

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
構

築
さ

れ
、

C
/P

が
技

術
的

な
問

題
に

直
面

し

た
際

に
、

こ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
他

の
TP

W
職

員
や

PP
W

SA
の

現
地

専
門

家
に

ア
ド

バ
イ

ス
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
 

す
べ

て
の

TP
W

で
情

報
共

有
及

び
問

題
解

決
を

目
的

と
し

た
会

議
が

定
期

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

C
/P

に
よ

る
と

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

始
ま

っ
て

以
来

、
会

議
の

内
容

が
充

実
化

し
、

水
供

給
施

設
の

全
体

像
が

よ
り

明
確

に
把

握
で

き
る

よ
う

に
な

っ

た
。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

有
効

性
 

2.
 目

標
達

成
に

貢

献
し

た
要

因
 

（
成

果
の

達
成

度
） 

2-
7 

そ
の

他
の

要
因

の
影

響
は

あ
る

か
 

 
 

安
全

意
識

が
高

ま
り

、
TP

W
が

職
員

用
の

グ
ロ

ー
ブ

等
の

安
全

対
策

用
具

を
購

入
す

る
な

ど
し

て
、

独
自

に
安

全
対

策
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

 
 

い
く

つ
か

の
TP

W
は

理
工

系
の

学
歴

を
持

つ
職

員
を

何
名

か
採

用
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

こ
れ

は
、

漏
水

探
知

の
能

力
向

上

に
伴

う
無

収
水

削
減

に
よ

り
TP

W
の

収
入

が
向

上
し

た
こ

と
に

も
起

因
し

て
い

る
。

 
 

C
/P

の
計

画
能

力
が

徐
々

に
向

上
し

て
き

て
お

り
、

バ
ッ

タ
ン

バ
ン

で
の

面
接

調
査

に
よ

る
と

、
C

/P
は

試
薬

、
薬

品
、

水
道

管

な
ど

の
資

機
材

が
在

庫
切

れ
に

な
っ

て
か

ら
発

注
す

る
の

で
な

く
、

在
庫

切
れ

に
備

え
て

発
注

す
る

よ
う

に
な

っ
た

と
い

う
。

 
 

 
3.

 目
標

達
成

を
阻

害

し
た

要
因

 
3-

1 
浄

水
場

の
基

本
的

な
機

材
不

足
・
設

備
不

良
の

問

題
は

目
標

達
成

に
ど

の
よ

う
に

影
響

し
た

か
 

専
門

家
と

C
/P

に
よ

れ
ば

、
浄

水
場

の
基

本
的

な
機

材
不

足
・
設

備
不

良
の

問
題

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

障
害

と
な

っ
た

。

施
設

・
設

備
の

問
題

は
不

必
要

な
業

務
を

発
生

さ
せ

る
と

と
と

も
に

、
人

的
ミ
ス

や
見

落
と

し
を

誘
発

し
職

員
の

安
全

面
に

も
悪

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

問
題

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

悪
影

響
を

与
え

た
い

く
つ

か
の

事
例

は
次

の
よ

う
な

も
の

で
あ

る
。

 
 

流
量

計
や

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
バ

ル
ブ

等
の

水
質

検
査

に
必

要
な

機
材

が
設

置
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
り

、
す

で
に

壊
れ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
あ

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

場
合

、
正

確
な

水
質

検
査

や
投

入
薬

品
の

適
切

な
量

を
計

算
・
判

断
す

る
こ

と
が

不
可

能
と

な

る
。

こ
れ

ら
の

機
材

が
中

間
レ

ビ
ュ

ー
後

に
追

加
投

入
さ

れ
る

ま
で

、
代

替
機

器
を

活
用

し
た

あ
ま

り
有

効
で

な
い

方
法

に
よ

り
薬

品
投

入
量

の
計

測
等

を
行

わ
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
。

 
 

全
般

的
に

、
水

供
給

施
設

の
多

く
の

設
備

が
質

の
劣

る
設

計
で

、
電

気
施

設
の

図
面

が
無

い
、

ま
た

は
不

正
確

と
い

う
ケ

ー

ス
が

あ
っ

た
。

電
気

回
路

の
不

適
切

な
設

計
に

よ
っ

て
、

電
気

供
給

の
遮

断
や

電
気

設
備

の
故

障
の

際
に

、
必

要
な

情
報

を
入

手
し

的
確

に
状

況
把

握
す

る
こ

と
が

困
難

に
な

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
電

気
設

備
の

図
面

が
正

確
で

な
い

こ
と

に
よ

り
、

設

備
異

常
が

起
き

た
際

に
原

因
の

特
定

が
困

難
で

、
推

測
や

仮
定

に
基

づ
く

応
急

措
置

に
と

ど
ま

っ
て

し
ま

う
場

合
が

あ
る

。
 

 
 

 
3-

2 
C

/P
の

辞
職

や
異

動
は

あ
っ

た
か

 
当

初
の

PS
T

メ
ン

バ
ー

の
ほ

と
ん

ど
は

昇
進

、
異

動
、

停
職

の
た

め
に

PS
T

を
離

れ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

後
半

は
、

D
PW

S/
M

IM
E

職
員

の
構

成
が

安
定

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

促
進

役
と

し
て

貢
献

し
た

。
 

TP
W

の
人

事
に

つ
い

て
は

辞
職

率
を

減
少

さ
せ

る
た

め
に

、
D

PW
S/

M
IM

E
が

地
元

人
材

の
雇

用
推

進
を

TP
W

に
勧

め
て

い

る
。

TP
W

に
は

10
年

、
20

年
、

勤
務

し
て

い
る

年
配

の
職

員
が

多
い

が
、

こ
こ

数
年

は
多

く
の

若
手

職
員

が
採

用
さ

れ
て

き
て

い
る

こ
と

を
終

了
時

評
価

調
査

団
は

確
認

し
た

。
 

 
 

 
3-

3 
M

IM
E

と
TP

W
は

十
分

な
予

算
を

得
ら

れ
た

か
 

C
/P

が
研

修
に

参
加

す
る

際
の

旅
費

、
日

当
宿

泊
費

は
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
が

負
担

し
て

い
る

。
質

問
表

・
面

接
調

査
で

は
、

D
PW

S/
M

IM
E

と
TP

W
の

C
/P

か
ら

、
十

分
な

日
当

宿
泊

費
が

所
属

組
織

か
ら

提
供

さ
れ

な
か

っ
た

た
め

、
自

費
で

研
修

に
参

加

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
も

あ
っ

た
と

い
う

声
が

寄
せ

ら
れ

た
。

同
時

に
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

TP
W

の
収

入
増

加
に

貢
献

し
た

た

め
、

研
修

費
用

に
充

て
ら

れ
る

予
算

が
増

え
た

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
一

方
、

D
PW

S/
M

IM
E

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

た
め

の
予

算
を

得

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

が
面

接
調

査
で

確
認

さ
れ

た
。

 
 

 
 

3-
4 

そ
の

他
の

要
因

の
影

響
は

あ
る

か
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

最
大

の
阻

害
要

因
は

上
述

の
施

設
・
設

備
の

品
質

の
問

題
で

あ
る

。
そ

の
他

の
阻

害
要

因
と

し
て

は
、

研
修

資

料
が

英
語

で
あ

っ
た

た
め

資
料

や
研

修
の

内
容

を
理

解
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た
点

が
、

C
/P

に
よ

り
指

摘
さ

れ
た

。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

効
率

性
 

1.
 日

本
側

投
入

の

適
切

さ
 

1-
1 

専
門

家
（
長

期
及

び
短

期
）
の

派
遣

人
数

、
専

門

分
野

、
能

力
、

派
遣

時
期

、
派

遣
期

間
は

適
切

か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
か

ら
終

了
時

評
価

ま
で

に
、

合
計

4
名

の
長

期
専

門
家

（
75

.3
M

/M
）
が

、
(1

)チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
、

(2
)浄

水

処
理

工
程

、
(3

)チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
/配

水
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

、
(4

)人
材

育
成

/調
整

員
の

分
野

で
派

遣
さ

れ
た

。
 

短
期

専
門

家
に

関
し

て
は

、
15

名
の

専
門

家
が

合
計

22
回

（7
2.

1M
/M

）派
遣

さ
れ

た
（
複

数
の

専
門

家
は

2
回

以
上

に
わ

た
っ

て
派

遣
さ

れ
た

）
。

短
期

専
門

家
の

主
な

担
当

分
野

は
、

水
質

試
験

、
浄

水
処

理
、

電
気

施
設

、
機

械
施

設
、

配
水

施
設

分
野

の
5

分
野

で
あ

る
。

 
質

問
表

・
面

接
調

査
に

よ
る

と
、

専
門

家
の

専
門

分
野

と
能

力
は

適
切

だ
っ

た
が

、
派

遣
期

間
と

派
遣

時
期

は
少

々
、

不
適

切
だ

っ

た
と

の
声

が
あ

っ
た

。
互

い
に

離
れ

た
所

に
あ

る
8

カ
所

の
TP

W
を

対
象

と
し

た
こ

と
、

想
定

よ
り

も
低

い
施

設
の

質
と

職
員

の
能

力

レ
ベ

ル
を

考
慮

す
る

と
、

期
待

さ
れ

た
成

果
を

達
成

さ
せ

る
に

は
派

遣
期

間
が

短
す

ぎ
た

と
い

う
意

見
が

複
数

の
専

門
家

か
ら

出
さ

れ
た

。
C

/P
へ

の
質

問
表

調
査

に
よ

る
と

、
当

該
質

問
の

回
答

者
全

員
（

30
名

）
が

専
門

家
の

「
派

遣
人

数
」
、

「専
門

分
野

」
、

「
能

力
」
が

適
切

だ
と

思
う

と
回

答
し

た
の

に
対

し
、

「
派

遣
期

間
」
が

適
切

と
回

答
し

た
の

は
74

%
、

「
派

遣
時

期
」
が

適
切

と
回

答
し

た

の
は

80
％

で
あ

っ
た

。
 

フ
ェ

ー
ズ

1
で

も
派

遣
さ

れ
た

専
門

家
数

名
が

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

も
派

遣
さ

れ
て

お
り

、
当

該
専

門
家

自
身

の
活

動
及

び
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
全

体
の

効
率

性
の

向
上

に
貢

献
し

た
。

 
 

 
1-

2 
日

本
に

お
け

る
研

修
員

受
入

れ
人

数
、

研
修

内

容
、

研
修

期
間

、
受

入
れ

時
期

は
適

切
か

 
22

名
の

C/
P

が
こ

れ
ま

で
本

邦
研

修
に

参
加

し
た

。
D

PW
S/

M
IM

E
及

び
TP

W
の

C
/P

に
対

す
る

質
問

表
調

査
に

よ
る

と
、

本

邦
研

修
に

参
加

し
た

C
/P

全
員

（
10

0％
）
が

彼
ら

の
技

術
ス

キ
ル

向
上

の
上

で
研

修
が

非
常

に
役

立
っ

た
と

高
く

評
価

し
て

い
る

。
 

専
門

家
の

観
察

に
よ

れ
ば

、
帰

国
研

修
員

は
そ

の
後

、
各

浄
水

場
で

中
心

的
存

在
と

し
て

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

促
進

役
と

な
っ

て
活

躍
し

て
い

る
。

ま
た

、
日

本
の

浄
水

場
の

運
転

・
維

持
管

理
が

ど
の

よ
う

に
行

わ
れ

て
い

る
か

を
実

際
に

見
た

こ
と

で
、

水
供

給
施

設

が
い

か
に

あ
る

べ
き

か
に

つ
い

て
の

明
確

な
ビ

ジ
ョ

ン
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
た

。
本

邦
研

修
の

研
修

生
は

カ
ン

ボ
ジ

ア
に

帰
国

後
、

D
PW

S/
M

IM
E

と
所

属
す

る
TP

W
の

双
方

で
習

得
し

た
こ

と
に

つ
い

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
て

い
る

。
こ

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

は
、

効
果

的
・
効

率
的

な
水

供
給

施
設

の
運

転
・
維

持
管

理
に

関
す

る
D

PW
S/

M
IM

E
と

TP
W

の
職

員
の

全
体

的
な

理

解
向

上
に

貢
献

し
て

い
る

。
 

C
/P

の
本

邦
研

修
で

は
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
で

の
指

導
に

携
わ

っ
た

専
門

家
、

ま
た

は
近

い
将

来
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
に

派
遣

さ
れ

る
予

定
の

専
門

家
が

コ
ー

ス
リ

ー
ダ

ー
ま

た
は

指
導

教
官

と
し

て
関

与
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

C
/P

は
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
水

供
給

施
設

の
状

況
を

把

握
し

て
い

る
帰

国
専

門
家

か
ら

指
導

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
、

専
門

家
は

現
地

派
遣

前
に

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

水
道

セ
ク

タ
ー

の
現

状
に

つ
い

て
学

ぶ
と

と
も

に
、

事
前

に
C

/P
と

交
流

を
持

つ
機

会
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

本
邦

研
修

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

の
間

で
高

く
評

価
さ

れ
る

一
方

、
少

数
の

C
/P

は
本

邦
研

修
で

学
ん

だ
浄

水
場

の
運

転
技

術

に
係

わ
る

設
備

が
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
浄

水
場

の
日

常
業

務
に

必
要

と
さ

れ
る

設
備

と
比

べ
て

高
度

す
ぎ

る
も

の
だ

っ
た

た
め

、
実

際
へ

の
応

用
が

難
し

か
っ

た
と

い
う

コ
メ

ン
ト
を

寄
せ

た
。

 
 

 
1-

3 
供

与
機

材
の

種
類

、
量

、
設

置
時

期
、

利
便

性
は

適
切

か
 

20
10

年
9

月
時

点
で

、
12

9
万

91
2

米
ド

ル
(約

1
億

2,
 0

00
万

円
) 

の
機

材
が

供
与

さ
れ

た
。

日
本

側
が

供
与

し
た

機
材

は
ほ

ぼ
適

切
に

投
入

さ
れ

、
専

門
家

に
よ

る
技

術
移

転
を

促
進

し
た

。
C

/P
へ

の
質

問
表

調
査

に
よ

る
と

、
当

該
質

問
の

回
答

者
30

名

全
員

が
機

材
の

「
種

類
」
が

適
切

で
あ

っ
た

と
回

答
、

90
％

が
「
量

」
は

適
切

だ
と

回
答

、
81

%
が

「
質

ま
た

は
利

便
性

」
が

適
切

だ
と

回
答

、
73

%
が

「
設

置
時

期
」
が

適
切

だ
っ

た
と

回
答

し
た

。
専

門
家

の
評

価
も

種
類

に
つ

い
て

は
高

評
価

だ
が

設
置

時
期

に
関

し

て
若

干
、

評
価

が
低

く
な

っ
て

い
る

。
機

材
の

設
置

時
期

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
の

終
盤

に
集

中
し

た
た

め
、

供
与

機
材

の
稼

動
状

況
、

維
持

管
理

状
況

を
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

す
る

時
間

が
限

ら
れ

て
い

る
。

 

 



付
属
資
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10
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

効
率

性
 

1.
 日

本
側

投
入

の

適
切

さ
 

1-
4 

中
間

レ
ビ

ュ
ー

後
に

追
加

供
与

し
た

機
材

は
目

標

達
成

の
促

進
に

ど
の

よ
う

に
貢

献
し

た
か

 
中

間
レ

ビ
ュ

ー
に

お
い

て
、

水
供

給
施

設
の

効
果

的
な

運
転

・
維

持
管

理
に

本
来

、
不

可
欠

な
機

器
が

設
置

さ
れ

て
い

な
い

、
ま

た
は

す
で

に
壊

れ
て

い
る

と
い

う
問

題
が

指
摘

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

機
器

を
設

置
ま

た
は

交
換

す
べ

き
だ

と
い

う
中

間
レ

ビ
ュ

ー
で

の

提
言

を
踏

ま
え

、
日

本
側

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
機

材
を

追
加

的
に

供
与

し
た

。
こ

れ
ら

の
追

加
機

材
の

設
置

と
そ

れ
に

伴
う

O
JT

が
す

で
に

数
箇

所
の

TP
W

で
実

施
さ

れ
て

お
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

に
は

全
8

箇
所

に
お

け
る

設
置

と
O

JT
が

完

了
す

る
予

定
で

あ
る

。
追

加
機

材
投

入
と

い
う

是
正

処
置

は
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

実
施

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

大
き

く
貢

献
し

て
い

る
。

C
/P

へ
の

質
問

表
調

査
に

よ
れ

ば
、

当
該

質
問

に
回

答
し

た
31

名
全

員
が

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
後

に
追

加
供

与
し

た

機
材

は
目

標
達

成
に

、
非

常
に

ま
た

は
か

な
り

貢
献

し
た

と
答

え
て

い
る

。
し

か
し

、
数

名
の

C
/P

は
設

置
O

JT
に

、
よ

り
長

い
時

間

を
か

け
て

機
材

の
使

い
方

、
維

持
管

理
の

仕
方

を
習

得
し

た
か

っ
た

と
回

答
し

た
。

 
 

2.
 カ

ン
ボ

ジ
ア

側
投

入
の

適
切

さ
 

2-
1 

C
/P

の
人

数
、

配
置

状
況

、
能

力
は

適
切

だ
っ

た

か
 

D
PW

S/
M

IM
E

と
8

つ
の

TP
W

か
ら

合
計

11
0

名
の

C
/P

が
配

置
さ

れ
た

。
内

、
8T

PW
か

ら
は

計
10

1
名

の
C

/P
（
各

TP
W

あ

た
り

平
均

12
.6

人
）
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

配
置

さ
れ

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

前
半

は
、

PS
T

の
機

能
と

責
任

、
特

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

D
PW

S/
M

IM
E

の
C

/P
の

役
割

と
責

任
が

明
確

で
な

く
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

の
間

で
認

識
が

共
有

さ
れ

て
い

な
か

っ

た
。

 
 

 
2-

2 
専

門
家

執
務

場
所

等
の

建
物

・
施

設
の

規
模

・
内

容
は

適
切

だ
っ

た
か

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
機

材
の

保
管

場
所

、
専

門
家

の
執

務
場

所
と

し
て

使
用

さ
れ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

の
費

用
は

日
本

側
が

負
担

し

た
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

等
と

の
会

議
の

場
所

は
D

PW
S/

M
IM

E
が

会
議

室
を

提
供

し
た

。
8

つ
の

TP
W

は
能

力
向

上
活

動

に
係

わ
る

適
切

な
研

修
や

会
議

の
場

所
を

提
供

し
た

。
 

 
 

2-
3 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

予
算

は
適

正
規

模
だ

っ
た

か
 

（
日

本
と

カ
ン

ボ
ジ

ア
双

方
の

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
の

負
担

額
・
内

容
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

の
た

め
に

適
切

だ
っ

た
か

） 

8
つ

の
TP

W
す

べ
て

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
職

員
が

様
々

な
研

修
機

会
に

参
加

す
る

た
め

の
参

加
コ

ス
ト
に

係
わ

る
必

要
経

費
を

負
担

し
た

。
有

効
性

3-
3

で
の

記
述

の
よ

う
に

、
D

PW
S/

M
IM

E
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

た
め

の
予

算
配

分
を

得
ら

れ
な

か
っ

た
。

 

 
3.

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
支

援

体
制

の
適

切
さ

 
3-

1 
PS

T
は

適
切

に
機

能
し

た
か

 
 

PS
T

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

に
設

立
さ

れ
、

D
PW

S/
M

IM
E

か
ら

15
名

が
任

命
さ

れ
た

。
し

か
し

、
PS

T
メ

ン
バ

ー
の

交
代

が
多

か

っ
た

た
め

、
PS

T
は

十
分

に
機

能
し

な
か

っ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

後
半

は
、

D
PW

S/
M

IM
E

の
人

員
構

成
も

安
定

し

D
PW

S/
M

IM
E

メ
ン

バ
ー

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

促
進

役
（
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
）
と

し
て

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

貢
献

し
て

い
る

。

D
PW

S/
M

IM
E

の
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
高

め
D

PW
S/

M
IM

E
に

お
け

る
内

部
研

修
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

た
め

、
人

材
育

成
に

係
わ

る
専

門
家

が
1

名
追

加
投

入
さ

れ
、

D
PW

S/
M

IM
E

か
ら

は
新

し
く

D
PW

S/
M

IM
E

総
務

課
長

が

C
/P

と
し

て
配

置
さ

れ
た

。
終

了
時

評
価

時
点

で
は

、
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
企

画
・
運

営
・
評

価
に

係
わ

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
英

語
版

が

作
成

さ
れ

、
研

修
の

企
画

と
評

価
に

必
要

な
書

式
が

ク
メ

ー
ル

語
に

翻
訳

さ
れ

て
い

る
。

全
体

と
し

て
、

D
PW

S/
M

IM
E

職
員

の
協

力
に

よ
っ

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
と

評
価

さ
れ

る
。

 
 

 
3-

2 
合

同
調

整
委

員
会

（
JC

C
）
は

適
切

に
機

能
し

た
か

20
10

年
9

月
時

点
で

JC
C

が
計

6
回

開
催

さ
れ

、
日

本
側

と
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
と

の
間

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

に
係

わ
る

相
互

理
解

を
深

め
て

き
た

。
JC

C
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
の

効
率

性
を

高
め

る
こ

と
に

貢
献

し
た

と
評

価
さ

れ
る

。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

効
率

性
 

4.
 他

機
関

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
連

携
 

4-
1 

機
関

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
効

果
的

協
力

が
あ

り
、

そ

れ
に

よ
っ

て
効

率
性

が
向

上
し

た
か

 
効

率
性

2-
6

に
記

載
の

通
り

、
PP

W
SA

と
の

連
携

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
率

性
を

著
し

く
向

上
さ

せ
た

。
PP

W
SA

は
PP

W
SA

研

修
セ

ン
タ

ー
で

の
研

修
、

数
ヵ

所
の

TP
W

で
の

O
JT

、
8T

PW
の

技
術

職
員

に
対

す
る

時
々

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

を
提

供
し

た
。

TP
W

の
大

半
の

職
員

は
同

様
の

業
務

を
行

っ
て

い
る

PP
W

SA
や

他
の

TP
W

や
職

員
と

そ
れ

ま
で

ま
っ

た
く

つ
な

が
り

が
無

か
っ

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
、

TP
W

職
員

は
こ

れ
ら

関
係

者
と

の
接

点
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。
質

問
表

・面
接

調
査

に
よ

る

と
、

TP
W

職
員

が
技

術
的

な
問

題
に

直
面

し
た

際
は

、
PP

W
SA

の
現

地
専

門
家

に
電

話
で

相
談

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ

た
と

い
う

。
 

カ
ン

ボ
ジ

ア
水

セ
ク

タ
ー

で
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
率

性
を

将
来

的
に

高
め

る
こ

と
に

貢
献

す
る

可
能

性
の

あ
る

2つ
の

最
近

の
事

象
が

あ
る

。
第

1
は

、
ド

ナ
ー

調
整

の
た

め
の

Su
b-

TW
G

（
Te

ch
ni

ca
l W

or
ki

ng
 G

ro
up

）
が

創
設

さ
れ

、
20

10
年

3
月

に
第

1
回

会
合

が
開

催
さ

れ
た

こ
と

で
あ

る
。

第
2

は
、

U
N

-H
A

B
IT

AT
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
地

域
で

貧
困

層
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
て

、
配

管
拡

張
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

を
予

定
し

て
い

る
こ

と
で

あ
る

。
U

N
-H

A
B

IT
AT

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

ま
だ

計
画

段
階

に
あ

る
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

実
際

さ
れ

る
管

路
布

設
の

研
修

後
に

U
N

-H
A

B
IT

AT
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

実
施

さ
れ

る
よ

う
調

整
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

 
 

5.
 効

率
性

を
向

上
、

ま
た

は
阻

害
し

た

要
因

 

5-
1 

効
率

性
を

向
上

・
阻

害
し

た
そ

の
他

の
要

因
は

あ

っ
た

か
 

専
門

家
が

TP
W

の
C

/P
に

対
し

て
基

礎
レ

ベ
ル

の
算

数
と

理
科

の
指

導
に

時
間

を
費

や
さ

ざ
る

を
得

ず
、

主
に

電
気

施
設

と
機

械

施
設

の
分

野
に

お
い

て
専

門
的

技
術

の
指

導
に

多
く

の
時

間
を

割
く

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

同
時

に
、

基
礎

的
機

器
や

供
与

機

材
の

技
術

的
な

情
報

・
取

扱
説

明
の

多
く

が
外

国
語

表
記

で
、

基
礎

知
識

の
説

明
や

技
術

用
語

の
定

義
が

省
か

れ
て

い
る

こ
と

も

あ
り

、
TP

W
の

C
/P

の
語

学
力

不
足

の
問

題
に

よ
り

、
能

力
向

上
活

動
の

効
率

性
を

高
め

る
こ

と
が

困
難

だ
っ

た
。

 
イ

ン
パ

ク
ト

 
 

1.
 上

位
目

標
の

達

成
見

込
み

 
上

位
目

標
：

 
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
「
全

国
公

営
水

道
会

議
」

に
参

加
し

て
い

る
14

都
市

の
都

市
部

に

お
け

る
水

供
給

施
設

の
運

転
・
維

持
能

力

が
向

上
す

る
 

1-
1 

上
位

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

3～
5

年
程

度

で
達

成
可

能
か

（
上

位
目

標
と

目
標

達
成

指
標

は

妥
当

か
） 

 

上
位

目
標

の
達

成
は

、
内

部
的

な
人

材
育

成
の

枠
組

み
が

ど
の

よ
う

に
効

果
的

に
機

能
し

て
い

く
か

に
掛

か
っ

て
い

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

す
で

に
い

く
つ

か
の

正
の

イ
ン

パ
ク

ト
を

発
現

し
つ

つ
あ

り
、

対
象

と
し

た
8

つ
の

TP
W

に
つ

い
て

は
上

位
目

標
に

向
け

た

強
固

な
基

盤
を

形
成

し
た

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

支
援

さ
れ

て
い

な
い

他
の

6
つ

の
地

方
水

道
局

に
ど

の
程

度
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
成

果
が

波
及

し
て

い
く

か
に

つ
い

て
は

不
透

明
で

あ
る

。
上

位
目

標
達

成
の

た
め

の
外

部
条

件
を

巡
る

状
況

を
鑑

み
る

と
（
後

述
）
、

カ

ン
ボ

ジ
ア

側
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

自
立

発
展

性
を

確
保

す
る

抜
本

的
努

力
を

行
わ

な
い

限
り

、
他

の
6

つ
の

地
方

水
道

局
に

関
し

て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
3～

5
年

後
に

上
位

目
標

が
達

成
さ

れ
る

見
込

み
は

あ
ま

り
高

く
な

い
と

判
断

さ
れ

る
。

 
 

1-
2 

上
位

目
標

達
成

の
た

め
の

外
部

条
件

は
満

足
さ

れ
る

か
 

外
部

条
件

：
  

1 
カ

ン
ボ

ジ
ア

水
道

協
会

（
C

am
bo

di
a 

W
at

er
w

or
ks

 
A

ss
oc

ia
tio

n、
以

下
、

C
W

W
A

）
が

正
式

に
設

立

さ
れ

、
機

能
す

る
よ

う
に

な
る

 
2 

計
画

ど
お

り
に

ア
ジ

ア
開

発
銀

行
（

A
si

a 
D

ev
el

op
m

en
t B

an
k、

以
下

、
A

D
B

）
に

よ
っ

て
経

営
陣

に
対

す
る

経
営

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
行

わ
れ

る
 

3 
8つ

の
市

で
老

朽
化

し
た

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

が
改

修
さ

れ
る

 

終
了

時
評

価
時

点
で

確
認

さ
れ

た
上

位
目

標
達

成
の

た
め

の
外

部
条

件
の

状
況

は
次

の
通

り
で

あ
る

。
 

(1
) 

C
W

W
A

の
設

立
は

「
20

10
年

D
PW

S/
M

IM
E年

間
活

動
計

画
」
及

び
「
四

辺
形

戦
略

（
フ

ェ
ー

ズ
2）

20
09

-2
01

3実
施

の
た

め
の

水
供

給
セ

ク
タ

ー
・
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」
に

示
さ

れ
て

い
る

が
、

ま
だ

設
立

さ
れ

て
い

な
い

。
C

W
W

A
は

設
立

途
上

に
あ

る
と

言
え

る
が

、
実

際
に

設
立

さ
れ

て
十

分
に

機
能

す
る

よ
う

に
な

る
に

は
ま

だ
相

当
の

時
間

を
要

す
る

と
思

わ
れ

る
。

 
(2

) 
A

D
B

に
よ

る
水

道
事

業
経

営
に

関
す

る
管

理
職

へ
の

研
修

計
画

は
消

滅
し

た
模

様
で

あ
る

。
 

(3
) 

特
定

の
地

方
に

お
け

る
老

朽
管

の
改

修
ま

た
は

布
設

替
え

は
日

本
の

無
償

資
金

協
力

と
U

N
-H

A
B

IT
A

Tに
よ

り
計

画
さ

れ

て
い

る
。

 
TP

W
は

ま
た

水
道

管
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

改
良

の
自

助
努

力
も

行
っ

て
い

る
。

た
と

え
ば

プ
ル

サ
ッ

ト
で

は
20

08
年

に
PP

W
SA

か
ら

6億
7,

50
0万

リ
エ

ル
に

上
る

ロ
ー

ン
を

得
て

主
要

水
道

管
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

建
設

を
行

っ
た

。
こ

の
ロ

ー
ン

に
よ

り
、

プ
ル

サ
ッ

ト
川

沿
い

の

19
km

に
及

ぶ
水

道
管

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
建

設
さ

れ
、

新
た

に
60

0戸
が

接
続

さ
れ

た
。

 

 
2.

 制
度

へ
の

波
及

効
果

 
2-

1 
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
水

道
行

政
、

水
道

組
織

・
制

度
等

に
対

し
て

波
及

効
果

は
あ

っ
た

か
。

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
、

関
連

機
関

の
役

割
等

を
含

め
た

水
道

セ
ク

タ
ー

の
制

度
的

枠
組

み
を

定
義

し
た

法
案

を
制

定
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

強
調

し
て

き
た

が
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

水
道

行
政

、
政

策
、

組
織

等
の

面
で

目
に

見
え

る
具

体
的

な
形

の
イ

ン
パ

ク
ト
を

発

現
さ

せ
る

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

イ
ン

パ
ク

ト
 

 
3.

 民
間

企
業

へ
の

波
及

効
果

 
3-

1 
民

間
の

水
道

事
業

体
に

波
及

効
果

は
あ

っ
た

か
。

シ
ハ

ヌ
ー

ク
ビ

ル
の

C
/P

と
の

面
接

調
査

に
よ

る
と

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

よ
っ

て
水

供
給

施
設

の
運

転
能

力
が

向
上

し
、

乾
季

に
民

間
会

社
か

ら
購

入
し

て
い

る
原

水
の

量
が

減
少

し
た

。
 

 
4.

 そ
の

他
の

波
及

効

果
 

4-
1 

当
初

、
予

想
し

な
か

っ
た

正
負

の
影

響
は

あ
る

か
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

TP
W

か
ら

配
水

さ
れ

る
水

の
品

質
を

向
上

さ
せ

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
前

と
比

較
し

て
、

TP
W

サ
ー

ビ
ス

・

ユ
ー

ザ
ー

（
終

了
時

評
価

時
点

で
計

約
20

万
人

）
は

よ
り

安
全

な
水

に
よ

り
長

時
間

、
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
こ

の
見

方

は
終

了
時

評
価

の
8T

PW
で

の
面

接
調

査
、

現
地

踏
査

で
十

分
に

検
証

さ
れ

た
。

 
そ

の
他

の
正

の
イ

ン
パ

ク
ト
は

、
TP

W
間

の
水

平
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
形

成
、

理
工

系
学

歴
を

持
つ

職
員

数
の

増
加

、
水

道
局

職
員

に

よ
る

水
供

給
施

設
全

般
の

運
転

に
係

わ
る

理
解

の
向

上
、

C
/P

の
各

担
当

分
野

の
活

動
に

係
る

計
画

能
力

の
向

上
等

が
挙

げ
ら

れ
る

（
有

効
性

2-
7

を
参

照
）
。

 
ま

た
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
無

収
水

比
率

が
減

少
し

、
各

TP
W

の
収

入
も

向
上

し
た

こ
と

が
8T

PW
で

の
面

接
調

査
で

確
認

さ
れ

た
。

公
社

化
さ

れ
て

い
る

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
で

は
、

収
入

増
加

に
よ

っ
て

職
員

の
昇

給
も

可
能

に
な

り
、

職
員

の
モ

ラ
ル

や
モ

チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

向
上

に
寄

与
し

て
い

る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

、
わ

ず
か

で
は

あ
る

が
負

の
イ

ン
パ

ク
ト
と

言
え

る
も

の
は

、
TP

W
サ

ー
ビ

ス
・
ユ

ー
ザ

ー
が

適
切

な
量

の
塩

素

が
入

っ
た

水
を

飲
み

慣
れ

て
い

な
い

た
め

、
数

ヵ
所

の
TP

W
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
以

来
、

水
が

塩
素

の
味

が
す

る
と

い
う

苦
情

が

来
た

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
TP

W
で

は
対

応
と

し
て

、
始

め
は

塩
素

量
を

減
ら

し
、

徐
々

に
塩

素
量

を
適

切
な

レ
ベ

ル
に

ま
で

調
節

し

て
い

く
等

の
方

法
を

取
っ

た
。

 
自

立
発

展
性

 
1.

 制
度

面
 

1-
1 

水
セ

ク
タ

ー
の

人
材

育
成

体
制

（
内

部
研

修
体

制
）
は

構
築

さ
れ

た
か

  
イ

ン
パ

ク
ト

1-
2

に
記

述
の

よ
う

に
、

C
W

W
A

は
設

立
準

備
段

階
で

あ
る

。
 

D
PW

S/
M

IM
E

は
研

修
コ

ー
ス

の
運

営
管

理
機

能
を

総
務

課
に

付
与

し
た

。
総

務
課

と
研

修
講

師
の

役
割

が
明

確
に

定
め

ら
れ

、

研
修

コ
ー

ス
の

計
画

・
運

営
・
評

価
の

手
順

も
策

定
さ

れ
た

。
研

修
運

営
管

理
手

順
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
英

語
で

起
草

さ
れ

、
効

果
的

な

研
修

管
理

に
必

要
な

ス
テ

ッ
プ

や
作

業
課

題
が

細
か

く
記

述
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
新

た
な

取
り

組
み

は
中

間
レ

ビ
ュ

ー
以

降
に

開
始

さ
れ

た
ば

か
り

で
あ

る
。

ま
た

、
内

部
研

修
体

制
に

係
わ

る
当

該
運

営
予

算
が

ま
だ

確
保

さ
れ

て
お

ら
ず

、
近

い
将

来
、

そ
れ

が
確

保
さ

れ
る

見
通

し
も

立
っ

て
い

な
い

。
  

 
 

1-
2 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
を

受
け

て
い

な
い

残
り

の
水

道
局

に
技

術
移

転
を

図
り

、
移

転
さ

れ
た

技
術

を

発
展

さ
せ

て
い

く
制

度
的

仕
組

み
が

D
PW

S/
M

IM
E

を
始

め
と

す
る

関
係

機
関

に
定

着

し
た

か
 

他
の

地
方

水
道

局
に

技
術

移
転

を
図

る
た

め
の

制
度

的
仕

組
み

（
業

務
分

担
構

造
）
は

ま
だ

確
立

さ
れ

て
い

な
い

。
 

関
連

機
関

の
役

割
と

責
任

を
含

め
、

水
道

セ
ク

タ
ー

に
お

け
る

制
度

的
枠

組
み

を
定

義
す

る
法

案
を

制
定

す
る

こ
と

の
重

要
性

は

過
去

数
年

、
認

識
さ

れ
て

き
た

が
、

終
了

時
評

価
の

面
接

調
査

に
よ

れ
ば

、
そ

の
よ

う
な

法
案

制
定

の
見

通
し

は
ま

だ
立

っ
て

い
な

い
。

 
世

界
銀

行
に

よ
り

起
草

さ
れ

た
上

下
水

道
法

案
（

th
e 

B
ill

 o
f M

an
ag

em
en

t o
f W

at
er

 S
up

pl
y 

an
d 

Se
w

er
ag

e 
of

 th
e 

K
in

gd
om

 
of

 C
am

bo
di

a）
は

、
水

道
セ

ク
タ

ー
に

お
け

る
関

連
機

関
の

役
割

と
責

任
に

係
わ

る
見

解
の

不
一

致
か

ら
棚

上
げ

さ
れ

た
状

態
と

な
っ

て
い

る
。

D
PW

S/
M

IM
E

は
制

度
的

枠
組

み
整

備
に

係
る

希
望

と
意

思
を

有
し

て
い

る
も

の
の

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

成
果

を
効

果
的

に
定

着
さ

せ
て

い
く

た
め

の
制

度
的

枠
組

み
が

い
つ

、
ど

の
よ

う
に

構
築

さ
れ

る
か

は
ま

だ
目

処
が

立
っ

て
い

な
い

。
 

 
2.

 組
織

面
 

2-
1 

D
PW

S/
M

IM
E

と
各

TP
W

の
組

織
・
運

営
能

力
を

継
続

的
に

強
化

し
て

い
く

た
め

の
組

織
的

体
制

が

D
PW

S/
M

IM
E

に
構

築
さ

れ
て

い
る

か
 

自
立

発
展

性
1-

1
に

記
述

の
通

り
、

D
PW

S/
M

IM
E

は
人

材
育

成
専

門
家

の
協

力
の

下
、

地
方

水
道

局
の

人
材

育
成

を
継

続
す

る
た

め
の

組
織

・
運

営
能

力
強

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

終
了

時
評

価
時

点
で

は
、

専
門

家
が

派
遣

さ
れ

て
ま

だ
数

ヶ
月

し
か

経
過

し
て

い
な

い
た

め
、

組
織

メ
カ

ニ
ズ

ム
づ

く
り

は
基

盤
形

成
の

段
階

に
あ

る
と

言
え

る
。
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5
項

目
 

評
価

項
目

 
結

果
 

大
項

目
 

小
項

目
 

自
立

発
展

性
 

2.
 組

織
面

 
2-

2 
技

術
術

移
転

し
た

C
/P

、
ス

タ
ッ

フ
の

定
着

を
促

進

す
る

よ
う

な
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

・
人

事
評

価
制

度
は

あ
る

か
 

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

大
多

数
の

政
府

機
関

で
は

、
職

員
の

業
務

成
績

が
給

与
に

反
映

さ
れ

な
い

。
「
公

社
」
化

さ
れ

た
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

水

道
公

社
を

除
い

て
、

D
PW

S/
M

IM
E

や
TP

W
も

例
外

で
な

く
、

技
術

能
力

を
高

め
た

C
/P

、
職

員
の

定
着

を
促

進
す

る
よ

う
な

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
や

人
事

評
価

シ
ス

テ
ム

は
存

在
し

な
い

。
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

で
は

収
入

増
加

に
伴

い
職

員
の

給
与

も
引

き
上

げ
ら

れ
た

（
イ

ン
パ

ク
ト

4-
1

を
参

照
）
。

 
 

3.
 財

務
面

 
3-

1 
D

PW
S/

M
IM

E
の

予
算

確
保

状
況

は
良

好
か

？

D
PW

S/
M

IM
E

と
各

TP
W

の
財

務
的

自
立

発
展

性
は

あ
る

か
 

D
PW

S/
M

IM
E

は
、

D
PW

S/
M

IM
E

内
部

及
び

地
方

水
道

局
で

の
人

材
育

成
の

取
り

組
み

に
対

す
る

十
分

な
予

算
を

確
保

で
き

て
い

な
い

。
 

8
ヵ

所
す

べ
て

の
TP

W
で

の
面

接
調

査
で

は
、

漏
水

箇
所

特
定

の
能

力
が

向
上

し
た

こ
と

か
ら

年
間

収
入

が
緩

や
か

に
増

加
し

て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
、

施
設

維
持

管
理

だ
け

で
な

く
人

材
育

成
の

取
り

組
み

に
も

再
投

資
が

で
き

る
よ

う
な

形
で

TP
W

の
財

務
体

質
が

改
善

し
て

い
く

可
能

性
も

あ
る

。
し

か
し

、
現

在
の

制
度

的
・
組

織
的

な
枠

組
み

の
下

で
は

、
D

PW
S/

M
IM

E
と

各
TP

W
の

双

方
が

独
自

に
能

力
向

上
活

動
に

必
要

な
予

算
を

計
画

・
充

当
す

る
こ

と
は

難
し

い
。

PP
W

SA
の

成
功

例
に

倣
い

、
シ

ハ
ヌ

ー
ク

ビ

ル
や

バ
ッ

タ
ン

バ
ン

な
ど

比
較

的
多

く
の

サ
ー

ビ
ス

・
ユ

ー
ザ

ー
の

基
盤

が
あ

る
TP

W
は

よ
り

自
主

裁
量

を
獲

得
す

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

。
D

PW
S/

M
IM

E
と

各
TP

W
が

十
分

な
財

源
に

裏
打

ち
さ

れ
た

積
極

的
な

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

い
つ

、
ど

の
よ

う
に

策
定

で
き

る
か

に
つ

い
て

は
依

然
、

不
透

明
で

あ
る

。
 

 
4.

 技
術

面
 

4-
1 

中
核

と
な

る
技

術
者

は
質

・
量

と
も

に
十

分
に

育
成

さ
れ

、
移

転
技

術
の

定
着

・
発

展
が

期
待

で
き

る
か

SO
P

は
技

術
ス

キ
ル

と
知

識
を

移
転

し
て

い
く

際
の

有
効

な
ツ

ー
ル

で
あ

る
。

面
接

調
査

に
よ

れ
ば

、
多

く
の

C
/P

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
で

作
成

さ
れ

た
SO

P
を

使
用

し
て

他
の

職
員

に
業

務
の

引
継

ぎ
を

行
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

特
に

、
水

質
分

析
と

浄
水

処
理

の
分

野
で

は
、

他
の

TP
W

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

支
援

を
受

け
て

い
な

い
地

方
水

道
局

に
対

し
て

研
修

を
行

え
る

LT
PW

の
現

地
研

修
指

導
員

が
育

成
さ

れ
て

い
る

。
 

安
全

で
安

定
し

た
水

供
給

に
お

い
て

本
来

、
期

待
さ

れ
る

レ
ベ

ル
に

達
す

る
に

は
8

つ
の

TP
W

の
C

/P
が

さ
ら

に
知

識
や

技
術

ス

キ
ル

を
高

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
分

野
が

ま
だ

数
多

く
あ

る
。

 
 

 
4-

2 
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
C

/P
・ス

タ
ッ

フ
だ

け
で

、
機

材
の

維

持
管

理
・
更

新
を

技
術

的
に

行
え

る
か

 
配

水
分

野
で

は
、

管
路

の
維

持
管

理
・
更

新
を

一
定

程
度

、
行

う
の

に
必

要
な

ス
キ

ル
が

定
着

し
て

お
り

、
将

来
、

水
道

基
本

計
画

（
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

）
を

策
定

す
る

能
力

や
漏

水
防

止
の

予
防

措
置

を
取

る
能

力
等

を
習

得
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

電
気

施
設

・

機
械

施
設

分
野

で
は

、
技

術
職

員
が

設
備

維
持

管
理

と
異

常
対

応
に

必
要

な
能

力
を

十
分

に
は

身
に

つ
け

て
い

な
い

。
残

念
な

が
ら

、
現

段
階

で
は

、
技

術
面

に
関

し
て

C
/P

の
能

力
が

ど
の

よ
う

に
継

続
的

に
強

化
さ

れ
る

べ
き

か
に

つ
い

の
道

筋
は

ま
だ

見
え

て
い

な
い

。
8T

PW
で

の
質

問
表

・
面

接
調

査
に

よ
れ

ば
、

C
/P

は
技

術
能

力
に

一
定

の
自

信
を

示
し

つ
つ

も
、

一
層

の
技

術
支

援

に
強

い
期

待
を

寄
せ

て
い

る
。

 
 

5.
 そ

の
他

 
5-

1 
自

立
発

展
性

を
向

上
・
阻

害
し

た
そ

の
他

の
要

因

は
あ

っ
た

か
 

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
と

シ
ハ

ヌ
ー

ク
ビ

ル
を

除
い

た
6

つ
の

TP
W

に
お

い
て

、
水

供
給

施
設

の
当

初
設

計
の

不
備

や
設

備
・
機

器
の

設

置
に

不
具

合
が

あ
る

こ
と

か
ら

将
来

、
深

刻
な

故
障

が
発

生
す

る
リ

ス
ク

が
高

く
な

っ
て

い
る

。
6

つ
の

TP
W

の
当

初
設

備
・
機

器
の

物
理

的
問

題
が

解
決

さ
れ

な
い

限
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

自
立

発
展

性
は

深
刻

な
脆

弱
性

を
抱

え
続

け
る

こ
と

と
な

ろ
う

。
 

 



 



付
属

資
料

6
.(
a)

回
　

答
平

均
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

ot
そ

の
他

ス
コ

ア
ve

ry
 m

uc
h

al
m

os
t

no
t m

uc
h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

I (1
)

1
0

3
0

1
1.

50
20

%
0%

60
%

0%
20

%
0

1
2

1
1

1.
00

0%
20

%
40

%
20

%
20

%

0
2

3
0

0
1.

40
0%

40
%

60
%

0%
0%

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

0
3

1
0

1
1.

75
0%

60
%

20
%

0%
20

%
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

担
当

分
野

の
C

/P
、

ス
タ

ッ
フ

と
の

共
同

作
業

、
技

術
移

転
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

を
緊

密
か

つ
適

切
に

実
施

で
き

た
か

？
●

　
今

回
8都

市
が

対
象

で
あ

り
、

１
つ

の
都

市
に

割
く

時
間

に
は

限
り

が
あ

っ
た

が
、

与
え

ら
れ

た
時

間
の

中
で

の
共

同
作

業
、

技
術

移
転

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
適

切
に

実
施

で
き

て
い

る
と

思
う

。
●

　
担

当
分

野
の

C
/P

や
ス

タ
ッ

フ
と

の
共

同
作

業
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

は
適

切
に

実
施

で
き

た
が

、
日

本
研

修
に

も
参

加
し

た
担

当
C

/P
が

別
の

部
署

へ
異

動
に

な
り

、
そ

れ
ま

で
の

技
術

移
転

は
無

に
帰

す
る

こ
と

も
あ

っ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
も

3年
間

で
3人

目
と

な
る

な
ど

、
D

PW
S/

M
IM

E側
の

人
材

の
固

定
化

が
で

き
て

い
な

い
。

現
在

の
C

/P
も

D
PW

S/
M

IM
E業

務
内

容
と

C
/P

担
当

分
野

の
業

務
内

容
が

異
な

る
な

ど
、

今
後

へ
の

不
安

が
拭

い
き

れ
な

い
状

況
で

あ
る

。
●

　
専

門
家

の
英

語
力

が
不

十
分

で
あ

り
、

成
果

対
象

物
に

対
す

る
準

備
期

間
不

足
に

よ
り

意
思

疎
通

が
難

し
い

。
●

　
現

地
入

り
後

の
準

備
期

間
を

長
く

す
る

こ
と

で
、

C
/P

と
の

意
見

交
換

が
で

き
る

と
思

う
。

●
　

D
PW

S/
M

IM
E、

TP
W

の
C

/P
は

英
語

力
が

不
十

分
で

、
特

に
技

術
的

な
説

明
は

理
解

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

も
あ

る
。

小
学

生
レ

ベ
ル

の
理

数
系

の
基

礎
知

識
さ

え
不

足
し

て
い

る
場

合
も

あ
っ

た
。

技
術

移
転

対
象

者
の

選
別

に
は

、
彼

ら
の

技
術

レ
ベ

ル
分

け
を

行
う

必
要

性
を

感
じ

る
。

●
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
面

で
は

水
道

部
の

部
長

や
副

部
長

と
必

要
に

応
じ

て
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

持
つ

こ
と

で
問

題
無

く
進

ん
で

い
る

。
人

材
育

成
面

で
は

、
任

命
さ

れ
た

C
/P

が
業

務
に

熱
心

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
実

施
プ

ロ
セ

ス
と

し
て

問
題

な
い

と
言

え
る

。

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
の

目
的

、
デ

ザ
イ

ン
（

PD
M

2）
、

担
当

業
務

を
鉱

工
業

エ
ネ

ル

ギ
ー

省
（

D
PW

S/
M

IM
E）

、
8州

都
公

営
水

道
局

（
TP

W
)の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
（

C
/P

）
は

よ
く

理
解

し
て

い
る

か
？

(2
)

(ス
コ

ア
)

(b
) T

PW
:

（
注
）
　
各
欄
上
段
の

数
値

は
該

当
す
る
回

答
数
、
下
段
は
質
問

表
対

象
者

数
（
5
）
に
対

す
る
シ
ェ
ア
（
％
）

●
　

D
PW

S/
M

IM
E、

TP
W

の
C

/P
は

PD
M

を
理

解
し

て
い

る
と

は
言

え
な

い
が

、
水

道
施

設
の

適
切

な
運

転
・
維

持
管

理
を

通
じ

て

飲
料

可
能

な
水

を
配

る
と

い
う

方
向

性
は

理
解

し
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

管
理

・
統

括
す

る
立

場
の

M
IM

E/
D

PW
Sは

、
あ

る
程

度

は
PD

M
を

理
解

す
る

必
要

は
あ

る
と

思
う

が
,T

PW
は

PD
M

の
細

目
ま

で
理

解
す

る
必

要
は

特
に

な
い

と
思

う
。

●
　

D
PW

S/
M

IM
Eの

部
長

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
的

、
活

動
内

容
等

を
非

常
に

よ
く

理
解

し
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

容
は

現
在

の

水
道

セ
ク

タ
ー

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
お

り
、

進
む

べ
き

方
向

と
同

じ
で

あ
る

た
め

理
解

し
や

す
い

と
い

え
る

。
た

だ
し

、
PD

M
を

認
識

し
て

い
る

か
ど

う
か

は
別

問
題

で
あ

り
、

PD
M

と
い

う
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
に

対
す

る
理

解
は

あ
ま

り
深

く
な

い
。

●
　

D
PW

S/
M

IM
E及

び
TP

W
の

C
/P

の
行

動
を

見
る

限
り

、
カ

ン
ボ

ジ
ア

水
道

の
将

来
や

、
そ

の
た

め
に

各
自

が
す

る
べ

き
事

を
考

え
て

い
る

と
は

思
え

な
い

。
態

度
は

常
に

受
身

で
あ

り
、

PD
M

に
あ

る
よ

う
な

地
道

な
努

力
の

重
要

性
が

理
解

で
き

て
い

な
い

、
も

し
く

は
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
働

い
て

い
な

い
と

判
断

さ
れ

る
。

●
　

M
IM

E及
び

8T
PW

の
C

/P
は

各
自

の
担

当
業

務
を

あ
る

程
度

、
理

解
し

て
い

る
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

全
体

像
を

把
握

し
て

い
る

職
員

は
非

常
に

少
な

い
。

木
は

見
え

て
い

る
が

、
森

は
見

え
て

い
な

い
状

態
で

あ
る

。

(a
) D

PW
S/

M
IM

E:

●
　

現
場

で
指

導
す

る
技

術
移

転
方

式
は

適
切

だ
っ

た
。

し
か

し
、

C
/P

の
基

礎
学

力
レ

ベ
ル

が
低

く
、

基
本

的
な

理
論

や
定

理
の

理
解

に
時

間
を

要
し

た
（
一

部
不

可
能

）
た

め
、

定
め

ら
れ

た
期

間
内

で
目

標
を

達
成

す
る

の
は

非
常

に
困

難
で

あ
る

。
（
結

果
的

に
理

解
を

得
ら

れ
た

の
は

一
部

の
C

/P
に

限
ら

れ
る

）
。

最
低

限
の

理
数

科
の

基
礎

学
力

は
、

O
JT

を
効

率
的

に
実

施
す

る
う

え
で

必
要

不

可
欠

で
あ

る
。

ま
た

、
対

象
が

8箇
所

の
た

め
、

専
門

家
が

現
場

に
滞

在
で

き
る

日
数

＝
O

JT
日

数
が

限
ら

れ
て

お
り

、
対

象
が

PP
W

SA
の

１
か

所
の

み
で

あ
っ

た
フ

ェ
ー

ズ
１

と
比

較
し

て
、

効
果

の
発

現
が

限
定

的
で

あ
っ

た
。

●
　

C
/P

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
低

い
、

も
し

く
は

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
が

働
か

な
い

場
合

、
方

式
や

方
法

が
い

か
に

適
切

で
あ

っ
て

も
移

転
し

た
技

術
は

定
着

し
な

い
と

感
じ

る
（
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

は
各

職
員

に
よ

っ
て

大
き

く
異

な
る

）
。

●
　

人
材

育
成

の
分

野
で

は
議

論
を

ベ
ー

ス
に

業
務

を
進

め
て

き
た

。
特

に
こ

れ
ま

で
D

PW
S/

M
IM

Eで
は

経
験

し
た

こ
と

の
な

い
タ

ス
ク

が
多

い
た

め
、

相
手

側
の

意
見

を
聞

い
て

も
、

ど
う

し
て

い
い

の
か

判
断

が
つ

か
な

い
場

合
が

多
い

た
め

、
押

し
つ

け
に

な
ら

な
い

よ
う

自
然

な
形

で
新

し
い

概
念

を
導

入
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
●

　
TP

W
の

優
れ

た
C

/P
を

講
師

と
し

て
同

行
さ

せ
、

他
都

市
の

技
術

職
員

の
指

導
を

行
っ

て
も

ら
っ

た
。

こ
の

方
法

は
、

自
分

の
得

た

知
識

を
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
す

る
機

会
を

設
け

る
と

共
に

、
8都

市
の

中
で

技
術

を
共

有
で

き
た

た
め

有
効

だ
っ

た
。

C
/P

へ
の

技
術

移
転

方
式

/方
法

は
適

切
だ

っ
た

か
？

(3
)

付
属

資
料

6
.
 
(
a
)
　

　
日

本
人

専
門

家
に

対
す

る
質

問
表

・
面

接
調

査
の

回
答

集
計

結
果

質
問

実
施

プ
ロ

セ
ス

1 
/ 1

0 
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.(
a)

回
　

答
平

均
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

ot
そ

の
他

ス
コ

ア
ve

ry
 m

uc
h

al
m

os
t

no
t m

uc
h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

(ス
コ

ア
)

質
問

1
4

0
0

0
2.

20
20

%
80

%
0%

0%
0%

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

II 1

0
0

3
2

0
0.

60
0%

0%
60

%
40

%
0%

　
　

　
　

　
　

　
　

　

(2
)

(a
) D

PW
S/

M
IM

E:
0

2
1

1
1

1.
25

0%
40

%
20

%
20

%
20

%
(b

) T
PW

:
3

1
1

2.
40

60
%

20
%

20
%

0%
0%

3
0

1
0

1
2.

50
60

%
0%

20
%

0%
20

%

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

デ
ザ

イ
ン

は
、

D
PW

S/
M

IM
E、

TP
W

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

た
も

の
だ

っ
た

か
？

妥
当

性

(1
)

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
タ

ー
ゲ

ッ
ト
グ

ル
ー

プ
（

D
PW

S/
M

IM
Eと

TP
W

）
の

設
定

は
適

切
だ

っ
た

か
？

●
　

対
象

8T
PW

は
、

施
設

は
整

備
さ

れ
た

も
の

の
、

そ
の

運
転

・
維

持
管

理
を

担
う

人
材

が
不

足
し

て
い

た
た

め
、

そ
れ

を
補

う
た

め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
タ

ー
ゲ

ッ
ト
自

体
は

適
切

だ
っ

た
。

し
か

し
、

対
象

TP
W

が
8箇

所
と

多
数

で
、

か
つ

各
TP

W
の

技
術

レ
ベ

ル
が

異
な

っ
て

い
た

ほ
か

、
地

理
的

な
問

題
（
移

動
に

時
間

が
掛

か
る

）
も

あ
り

、
投

入
が

薄
く

広
く

な
っ

た
た

め
効

果
が

限
定

的
に

な
っ

た
。

ま
た

、
D

PW
S/

M
IM

Eは
依

然
と

し
て

中
央

省
庁

と
し

て
の

機
能

を
果

た
し

て
お

ら
ず

、
そ

の
役

割
も

不
明

確
で

、
結

果
的

に
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

て
の

目
標

設
定

も
曖

昧
で

あ
る

。
●

　
本

来
、

D
PW

S/
M

IM
Eの

C
/P

は
専

門
家

と
共

に
TP

W
の

C
/P

を
指

導
す

る
立

場
に

あ
る

が
、

当
初

は
指

導
を

行
え

る
よ

う
な

知
識

や
経

験
は

無
く

、
TP

W
の

C
/P

と
同

様
に

研
修

を
受

け
る

立
場

に
あ

っ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
り

、
D

PW
S/

M
IM

Eの
C

/P
は

各

TP
W

で
専

門
家

が
行

う
O

JT
に

同
行

す
る

こ
と

で
、

多
く

の
経

験
を

積
み

、
指

導
で

き
る

レ
ベ

ル
ま

で
技

術
を

習
得

し
た

。

5項
目

評
価

(4
)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
を

通
じ

て
、

C
/P

の
意

識
・
行

動
に

変
化

が
見

ら
れ

た
か

？

(3
)

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

対
象

地
域

の
住

民
（

TP
W

の
サ

ー
ビ

ス
・
ユ

ー
ザ

ー
）
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
た

か
？

●
　

C
/P

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
集

合
時

間
を

守
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

た
だ

し
、

休
憩

時
間

な
ど

は
長

く
な

る
こ

と
が

多
い

。
●

　
過

去
に

研
修

等
で

移
転

し
た

技
術

を
会

得
し

、
研

修
内

容
の

理
解

度
が

徐
々

に
会

話
や

行
動

に
現

れ
て

き
て

い
る

。
特

に
設

備
維

持
管

理
に

お
い

て
、

設
備

の
管

理
状

態
が

向
上

し
、

事
故

や
異

常
発

生
原

因
が

低
減

し
て

き
て

い
る

と
感

じ
る

。
ま

た
、

比
較

的
高

度
な

技
術

を
移

転
す

る
際

、
過

去
の

研
修

内
容

を
記

入
し

た
ノ

ー
ト
を

持
参

す
る

等
、

積
極

的
な

態
度

も
見

ら
れ

始
め

て
い

る
。

●
　

中
間

評
価

提
言

を
受

け
て

、
LT

PW
が

そ
の

他
TP

W
を

指
導

す
る

技
術

移
転

方
式

を
実

施
し

た
（
終

了
時

評
価

時
点

で
1、

2度
程

度
）
。

LT
PW

の
職

員
を

現
地

研
修

指
導

員
と

し
て

O
JT

を
実

施
す

る
こ

と
で

彼
ら

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

が
見

ら
れ

た
。

●
　

20
09

年
10

月
か

ら
人

材
育

成
分

野
の

活
動

を
開

始
し

、
同

分
野

の
C

/P
と

し
て

任
命

さ
れ

た
ス

タ
ッ

フ
は

、
D

PW
S/

M
IM

Eか
つ

自
分

の
業

務
と

認
識

し
て

熱
心

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
問

題
意

識
は

元
々

持
っ

て
お

り
今

、
導

入
し

よ
う

と
し

て
い

る
研

修
事

業
の

PD
C

A
サ

イ
ク

ル
を

定
着

さ
せ

よ
う

と
努

力
し

、
疑

問
点

も
解

消
す

る
よ

う
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
●

　
問

題
意

識
の

向
上

が
さ

ら
に

必
要

な
都

市
も

あ
っ

た
が

、
全

体
的

に
は

概
ね

向
上

し
た

。

●
　

浄
水

場
は

設
備

が
あ

る
だ

け
で

は
実

際
に

浄
水

を
作

る
事

は
出

来
て

い
な

か
っ

た
の

が
実

態
で

、
ス

タ
ッ

フ
の

浄
水

処
理

能
力

向
上

を
図

る
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

デ
ザ

イ
ン

は
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
。

●
　

水
道

セ
ク

タ
ー

の
ニ

ー
ズ

と
い

う
観

点
で

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

デ
ザ

イ
ン

は
合

致
し

て
い

た
と

い
え

る
が

、
D

PW
S/

M
IM

ES
組

織

自
体

の
ニ

ー
ズ

が
よ

く
把

握
さ

れ
な

い
ま

ま
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

が
進

ん
だ

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

デ
ザ

イ
ン

が
D

PW
S/

M
IM

Eの
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

た
か

ど
う

か
の

判
断

は
難

し
い

。
ま

た
、

M
IM

E/
D

PW
Sの

ス
タ

ッ
フ

の
職

務
記

述
書

が
な

い
た

め
、

業
務

上
の

責
任

が
曖

昧
に

な
っ

て
お

り
、

そ
の

結
果

、
目

的
意

識
も

希
薄

で
あ

る
。

●
　

各
分

野
に

お
け

る
現

状
と

理
想

の
相

違
が

大
き

い
。

●
　

配
水

分
野

に
関

し
て

は
、

計
画

段
階

か
ら

施
工

・
維

持
管

理
段

階
ま

で
、

一
連

の
流

れ
を

対
象

に
し

て
お

り
、

ど
れ

も
TP

W
に

と
っ

て
必

要
か

つ
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

た
も

の
だ

っ
た

。
た

だ
し

、
（
長

期
）
計

画
分

野
に

つ
い

て
は

、
彼

ら
に

は
初

め
て

の
概

念
で

難
解

な
数

式
等

も
必

要
と

な
る

た
め

、
C

/P
の

理
解

度
は

限
定

的
だ

っ
た

。
長

期
的

な
計

画
の

策
定

能
力

は
、

水
道

事
業

に
係

わ
ら

ず
必

要
不

可
欠

で
あ

る
た

め
、

更
な

る
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

●
　

人
材

育
成

に
関

し
て

は
、

内
部

研
修

体
制

を
確

立
す

る
こ

と
は

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

水
道

セ
ク

タ
ー

に
と

っ
て

必
要

な
こ

と
な

の
で

、
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
と

言
え

る
。

●
　

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
は

、
安

全
（
飲

料
可

能
）
な

水
を

、
よ

り
多

く
の

住
民

に
、

よ
り

安
く

供
給

す
る

こ
と

に
繋

が
る

た
め

、
対

象
地

域
の

住
民

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る
。

●
　

最
近

、
TP

W
に

対
し

て
水

質
に

関
す

る
苦

情
が

来
る

よ
う

に
な

っ
た

と
い

う
報

告
を

受
け

た
が

、
苦

情
が

来
る

と
い

う
こ

と
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
前

の
蛇

口
か

ら
出

て
く

る
水

の
質

が
悪

く
て

当
た

り
前

と
い

う
以

前
の

状
況

が
、

あ
る

程
度

、
良

質
の

水
が

供
給

さ
れ

る
の

が
当

た
り

前
と

い
う

社
会

状
況

に
改

善
さ

れ
た

と
い

う
こ

と
で

、
地

域
の

水
道

事
情

が
改

善
し

て
き

た
と

解
釈

で
き

る
。

●
　

電
気

設
備

管
理

面
に

お
い

て
は

、
水

供
給

が
安

定
し

て
行

わ
れ

る
と

い
う

住
民

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
レ

ベ
ル

に
達

し
て

い
な

い
。

2 
/ 1

0 
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.(
a)

回
　

答
平

均
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

ot
そ

の
他

ス
コ

ア
ve

ry
 m

uc
h

al
m

os
t

no
t m

uc
h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

(ス
コ

ア
)

質
問

2

1
0

3
1

0
1.

20
20

%
0%

60
%

20
%

0%
　

　
　

　
　

　
　

　
　

1
1

0
0

3
2.

50
20

%
20

%
0%

0%
60

%
　

　
　

　
　

　
　

　
　

0
3

0
0

2
2.

00
0%

60
%

0%
0%

40
%

　
　

　
　

　
　

　
　

　

●
　

全
体

的
に

施
設

を
運

転
・
維

持
管

理
す

る
能

力
は

確
実

に
8T

PW
で

向
上

し
て

い
る

。
SO

Pに
沿

っ
た

運
営

・
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

分
野

及
び

浄
水

場
に

よ
っ

て
異

な
る

。
●

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

PP
W

SA
職

員
に

よ
る

TP
W

職
員

に
対

す
る

O
JT

等
、

PP
W

SA
か

ら
継

続
的

に
サ

ポ
ー

ト
を

得
ら

れ
る

仕
組

み
作

り
が

必
要

で
あ

る
。

●
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

支
援

す
る

体
制

と
能

力
が

M
IM

Eに
あ

る
程

度
、

整
っ

て
い

る
と

し
た

前
提

の
も

と
に

作
成

さ
れ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
で

あ
り

、
M

IM
Eの

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
能

力
が

あ
ま

り
に

も
低

い
こ

と
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
の

阻
害

要
因

と
な

っ
て

い
る

。

●
　

一
部

の
TP

W
（
プ

ル
サ

ッ
ト
）
に

お
い

て
は

、
PP

W
SA

か
ら

の
援

助
（
技

術
的

・
資

金
的

）
に

よ
り

、
管

路
布

設
を

行
な

っ
て

い
る

例

も
あ

る
が

、
本

件
は

特
例

（
政

治
的

な
理

由
）
で

あ
り

、
そ

の
他

TP
W

で
の

実
施

は
難

し
い

と
思

う
。

●
　

電
気

・
機

械
施

設
維

持
管

理
分

野
に

お
い

て
は

、
PP

W
SA

の
協

力
に

よ
る

効
果

は
高

い
が

、
目

標
実

現
ま

で
に

は
最

低
で

も
数

年
を

要
す

る
と

判
断

す
る

。
義

務
教

育
や

高
等

教
育

を
受

け
た

者
に

と
っ

て
も

電
気

や
機

械
を

理
論

的
に

理
解

す
る

の
は

容
易

で
は

な
い

の
に

、
義

務
教

育
も

十
分

に
受

け
て

い
な

い
者

に
対

し
て

同
分

野
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
期

間
内

で
理

解
さ

せ
る

こ
と

は
困

難
と

言
わ

ざ
る

を
得

な
い

。
●

　
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
水

質
基

準
を

満
た

し
て

い
る

か
ど

う
か

は
、

浄
水

場
に

よ
っ

て
異

な
る

。
浄

水
計

画
に

関
し

て
は

、
既

に
需

要
に

見
合

う
給

水
が

で
き

て
い

る
の

で
、

計
画

自
体

は
作

成
の

必
要

が
な

い
。

適
正

水
圧

に
つ

い
て

は
24

時
間

給
水

す
る

と
い

う
意

味
な

の
で

、
夜

間
の

バ
ッ

タ
ン

バ
ン

以
外

は
こ

の
指

標
を

満
た

し
て

い
る

。
バ

ッ
タ

ン
バ

ン
の

場
合

は
漏

水
が

多
い

の
で

夜
間

の
供

給
を

あ
え

て
止

め
て

い
る

。
PD

M
の

指
標

と
し

て
設

定
さ

れ
て

い
な

い
が

、
水

供
給

施
設

の
運

転
・
維

持
管

理
の

能
力

と
し

て
向

上
さ

せ
る

べ
き

点
（
課

題
）
は

ま
だ

多
く

あ
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

「
8州

都
の

公
営

水
道

局
に

お
い

て
、

フ
ェ

ー
ズ

１
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
活

用
し

、
水

供
給

施
設

を
運

転
･維

持
管

理
す

る
能

力
が

向
上

す
る

」
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

（
20

11
年

4月
）
ま

で
に

達
成

可
能

か
？

有
効

性

●
　

浄
水

分
野

で
は

、
10

0％
で

な
い

が
水

質
分

析
結

果
が

ほ
ぼ

カ
ン

ボ
ジ

ア
水

質
基

準
を

満
足

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
一

定
の

能
力

向
上

が
確

認
で

き
る

（
一

部
TP

W
で

は
満

足
し

て
い

な
い

ケ
ー

ス
あ

り
）
。

異
常

時
対

応
や

水
質

、
施

設
（
電

気
、

機
械

）
担

当
職

員
と

の
連

携
な

ど
、

安
全

な
水

の
供

給
の

た
め

に
は

更
な

る
能

力
の

向
上

が
必

要
で

あ
る

。
●

　
浄

水
処

理
能

力
は

確
実

に
向

上
し

て
い

る
。

た
だ

し
、

A
D

Bが
支

援
し

た
浄

水
場

で
は

本
来

、
設

置
さ

れ
て

い
る

べ
き

機
器

（
流

量
計

な
ど

）
が

設
置

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
確

実
な

数
値

を
元

に
投

入
す

る
薬

品
量

を
決

め
て

浄
水

処
理

を
行

う
こ

と
が

で
き

ず
、

こ
の

指
導

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
後

半
に

よ
う

や
く

実
施

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

、
A

D
Bが

支
援

し
た

施
設

で
は

施
設

の
設

計
が

不
十

分
で

、
竣

工
図

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
の

で
効

果
的

な
指

導
が

で
き

な
か

っ
た

。
し

た
が

っ
て

、
所

期
に

想
定

し
た

レ
ベ

ル
ま

で
能

力
が

向
上

し
た

と
は

言
え

な
い

可
能

性
が

高
い

。
ま

た
、

成
果

1と
も

関
連

す
る

が
、

水
質

分
析

の
結

果
を

浄
水

処
理

に
反

映
さ

せ
る

体
制

作
り

な
ど

、
基

礎
知

識
・
ス

キ
ル

を
ベ

ー
ス

と
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
面

の
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

●
　

設
備

不
良

や
竣

工
当

時
の

デ
ー

タ
不

足
が

目
標

達
成

の
阻

害
要

因
と

な
っ

た
。

(3
)

(1
)

●
　

水
質

試
験

分
野

に
関

し
て

は
、

拠
点

水
道

局
（

LT
PW

）
で

は
目

標
達

成
可

能
と

思
わ

れ
る

が
、

そ
の

他
の

TP
W

は
人

材
の

基
礎

学
力

不
足

な
ど

か
ら

、
当

初
目

標
ま

で
能

力
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

た
だ

し
、

LT
PW

が
そ

の
他

TP
W

に
対

し
て

指
導

を

行
う

O
JT

を
実

施
し

て
お

り
、

今
後

も
LT

PW
か

ら
の

継
続

し
た

支
援

が
期

待
で

き
る

。

●
　

水
質

分
析

の
能

力
は

飛
躍

的
に

向
上

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
終

了
ま

で
に

D
PW

S/
M

IM
Eが

水
質

年
報

を
き

ち
ん

と
作

成
し

、
さ

ら
に

こ
れ

が
継

続
さ

れ
る

よ
う

に
フ

ォ
ロ

ー
す

る
必

要
が

あ
る

。

成
果

1（
TP

W
に

お
い

て
、

水
質

試
験

に
係

る
能

力
が

向
上

す
る

。
）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

ま
で

に
達

成
さ

れ
る

か
？

成
果

2（
TP

W
に

お
い

て
、

浄
水

処
理

に
係

る
能

力
が

向
上

す
る

。
）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

ま
で

に
達

成
さ

れ
る

か
？

(2
)
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%
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60
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●
　

能
力

は
確

実
に

向
上

し
て

い
る

が
、

理
数

系
の

基
礎

知
識

お
よ

び
英

語
力

が
不

足
し

て
い

る
た

め
、

十
分

な
レ

ベ
ル

に
達

す
る

に
は

数
年

を
要

す
る

。
●

　
技

術
に

関
す

る
情

報
の

多
く

は
英

語
表

記
で

、
基

礎
知

識
の

説
明

が
省

か
れ

て
い

る
こ

と
が

多
い

。
こ

の
た

め
、

英
語

の
資

料
か

ら
技

術
に

関
す

る
情

報
を

得
る

こ
と

が
難

し
く

な
っ

て
い

る
こ

と
も

目
標

達
成

の
阻

害
要

因
の

一
つ

と
感

じ
る

。
●

　
機

械
施

設
分

野
に

関
し

て
は

、
最

低
限

の
維

持
管

理
に

係
る

能
力

が
向

上
し

た
。

し
か

し
、

適
切

な
維

持
管

理
及

び
今

後
、

直
面

す
る

で
あ

ろ
う

異
常

時
（
故

障
・
不

具
合

）
対

応
は

依
然

と
し

て
不

十
分

で
、

更
な

る
能

力
の

向
上

が
必

要
で

あ
る

。
阻

害
要

因
と

し
て

は
専

門
家

の
投

入
の

遅
れ

が
一

番
大

き
な

要
因

で
あ

る
。

●
　

機
械

分
野

で
は

特
に

塩
素

設
備

の
専

門
家

を
招

聘
し

た
い

が
、

予
算

の
関

係
で

リ
ク

ル
ー

ト
で

き
ず

に
い

る
た

め
、

塩
素

設
備

の
取

り
扱

い
等

に
つ

い
て

は
指

導
が

十
分

に
で

き
て

い
な

い
。

●
　

配
水

分
野

に
関

し
て

は
、

管
路

設
計

図
面

作
成

及
び

管
路

布
施

工
事

施
工

管
理

に
係

る
能

力
が

向
上

し
た

。
未

実
施

の
5つ

の

都
市

の
工

事
施

工
管

理
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

O
JT

に
て

能
力

向
上

が
期

待
で

き
る

。
し

か
し

、
水

道
基

本
計

画
に

代
表

さ
れ

る
長

期
計

画
の

策
定

や
、

管
口

径
を

決
定

す
る

管
網

計
算

（
水

理
学

）
に

関
す

る
能

力
向

上
は

非
常

に
重

要
な

項
目

だ
が

、
能

力
の

向
上

が
限

定
的

で
更

な
る

向
上

が
必

要
で

あ
る

。
無

収
水

量
対

策
に

つ
い

て
も

、
そ

の
方

法
等

は
理

解
し

た
も

の
の

、
計

画
的

に
実

施
す

る
ま

で
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

阻
害

要
因

と
し

て
は

C
/P

の
基

礎
能

力
不

足
（
長

期
的

な
視

点
や

、
数

学
的

な
知

識
の

欠
落

）
、

人
員

不
足

が
あ

げ
ら

れ
る

。
●

　
老

朽
管

の
更

新
だ

け
で

は
不

十
分

な
の

で
、

そ
れ

を
含

め
た

水
基

本
計

画
全

体
の

策
定

を
各

水
道

局
で

指
導

し
て

い
る

。
こ

の
点

に
つ

い
て

は
、

将
来

的
に

計
画

策
定

能
力

を
向

上
す

る
必

要
が

あ
る

。
漏

水
調

査
に

つ
い

て
は

、
O

JT
を

実
施

し
て

お
り

、
基

礎
概

念
や

必
要

性
に

つ
い

て
は

十
分

理
解

さ
れ

て
い

る
。

現
在

は
漏

水
調

査
計

画
を

作
成

す
る

よ
う

指
導

し
て

い
る

。
漏

水
調

査
に

関
し

て
は

、
ブ

ロ
ッ

ク
配

水
シ

ス
テ

ム
が

導
入

さ
れ

て
い

な
い

の
で

、
バ

ル
ブ

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
、

あ
る

い
は

ど
こ

に
設

置
さ

れ
て

い
る

の
か

わ
か

ら
な

い
状

態
に

あ
る

た
め

、
効

果
的

な
漏

水
調

査
指

導
の

阻
害

要
因

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
配

水
管

網
の

図
面

も
整

備
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

そ
の

整
備

に
も

時
間

を
要

し
た

こ
と

が
成

果
5の

進
捗

を
遅

ら
せ

た
。

成
果

5（
TP

W
に

お
い

て
、

配
水

施
設

の
維

持
管

理
に

係
る

能
力

が
向

上
す

る
）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

ま
で

に
達

成
さ

れ
る

か
？

(6
)

成
果

3（
TP

W
に

お
い

て
、

電
気

施
設

の
運

転
・
日

常
保

守
に

係
る

能
力

が
向

上
す

る
）

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
達

成
さ

れ
る

か
(4

)

成
果

4（
TP

W
に

お
い

て
、

機
械

施
設

の
運

転
・
日

常
保

守
に

係
る

能
力

が
向

上
す

る
）

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
達

成
さ

れ
る

か
？

(5
)

●
　

能
力

は
確

実
に

向
上

し
て

い
る

が
、

十
分

な
レ

ベ
ル

に
達

す
る

に
は

数
年

を
要

す
る

と
感

じ
る

。
原

因
と

し
て

は
、

理
数

系
の

基
礎

知
識

お
よ

び
英

語
力

の
不

足
が

大
き

い
。

技
術

に
関

す
る

情
報

の
多

く
は

英
語

表
記

で
、

ま
た

基
礎

知
識

の
説

明
が

省
か

れ
て

い
る

こ
と

が
多

い
。

こ
の

た
め

、
英

語
の

資
料

か
ら

技
術

に
関

す
る

情
報

を
得

る
こ

と
が

難
し

く
な

っ
て

い
る

こ
と

も
目

標
達

成
の

阻
害

要
因

の
一

つ
と

感
じ

る
。

●
　

電
気

施
設

分
野

に
関

し
て

は
、

そ
の

安
全

対
策

及
び

最
低

限
の

維
持

管
理

に
係

る
能

力
が

向
上

し
た

。
し

か
し

、
適

切
な

維
持

管
理

及
び

今
後

、
直

面
す

る
で

あ
ろ

う
異

常
時

（
故

障
・
不

具
合

）
対

応
は

依
然

と
し

て
不

十
分

で
、

更
な

る
能

力
の

向
上

が
必

要
。

阻
害

要
因

と
し

て
は

、
専

門
家

が
現

地
に

赴
き

現
場

に
即

し
た

O
JT

を
行

え
る

環
境

に
も

係
ら

ず
、

A
D

B施
設

の
粗

悪
な

電
気

施
設

に
よ

る
故

障
の

頻
発

や
竣

工
図

面
の

不
整

備
に

よ
り

、
効

果
的

な
O

JT
が

実
施

不
可

能
で

あ
っ

た
こ

と
が

あ
げ

ら
れ

る
。

●
　

予
防

保
全

（
使

用
中

の
故

障
の

発
生

を
未

然
に

防
止

す
る

為
の

保
全

方
法

で
、

定
め

ら
れ

た
時

間
計

画
に

従
っ

て
保

守
点

検
や

修
理

等
を

実
施

す
る

時
間

計
画

保
全

）
が

確
実

に
で

き
る

よ
う

な
ス

キ
ル

レ
ベ

ル
に

は
達

し
て

い
な

い
。

●
　

専
門

家
の

指
導

に
よ

り
、

電
気

施
設

の
安

全
な

取
り

扱
い

、
日

常
の

清
掃

の
重

要
性

、
電

気
の

基
本

知
識

の
習

得
な

ど
、

電
気

施
設

に
関

す
る

能
力

向
上

が
見

ら
れ

る
。

日
常

の
保

守
点

検
記

録
の

徹
底

状
況

に
つ

い
て

は
浄

水
場

に
よ

っ
て

ば
ら

つ
き

が
あ

る
。

●
　

電
気

施
設

の
異

常
を

察
知

し
、

原
因

究
明

、
問

題
解

決
を

行
え

る
レ

ベ
ル

に
達

し
て

い
る

浄
水

場
は

限
ら

れ
て

お
り

、
現

行
の

状
態

を
ど

こ
ま

で
維

持
で

き
る

の
か

は
疑

問
で

あ
る

。
阻

害
要

因
は

、
理

数
系

の
基

礎
知

識
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

、
A

D
Bが

支
援

し
た

施
設

で
は

竣
工

図
が

な
い

た
め

、
電

気
設

備
の

設
計

が
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
の

か
不

明
で

効
果

的
な

指
導

が
で

き
な

い
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

る
。
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%

20
%

0%
0

2
2

0
1

1.
50

0%
40

%
40

%
0%

20
%

(2
)

(a
) 受

入
人
数
：

1
2

0
0

2
2.

33
20

%
40

%
0%

0%
40

%
(b

) 研
修
内
容
：

2
2

0
0

1
2.

50
40

%
40

%
0%

0%
20

%
(c

) 研
修
期
間
：

1
2

0
0

2
2.

33
20

%
40

%
0%

0%
40

%
(d

) 受
入
時
期
：

1
2

0
0

2
2.

33
20

%
40

%
0%

0%
40

%

●
　

設
備

維
持

管
理

の
目

的
は

、
完

全
に

機
能

す
る

設
備

に
対

し
、

そ
の

能
力

を
最

大
限

に
引

き
出

し
維

持
、

延
命

す
る

こ
と

だ
が

、
当

初
か

ら
機

能
し

て
い

な
い

と
思

わ
れ

る
設

備
も

あ
る

な
ど

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

効
率

よ
く

行
う

環
境

が
整

っ
て

い
な

か
っ

た
。

そ
の

た
め

、
職

員
の

能
力

で
可

能
な

は
ず

の
作

業
も

で
き

な
い

場
合

が
見

受
け

ら
れ

る
。

●
　

設
備

の
不

具
合

・
不

整
備

に
よ

り
、

O
JT

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

ケ
ー

ス
が

散
発

し
た

。
今

後
、

発
生

す
る

で
あ

ろ
う

不
具

合
に

対
す

る
能

力
の

向
上

は
喫

緊
の

課
題

で
あ

り
、

更
な

る
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

●
　

設
備

不
良

に
よ

っ
て

ヒ
ュ

ー
マ

ン
エ

ラ
ー

の
起

き
易

い
作

業
や

危
険

な
作

業
が

発
生

し
て

い
る

。
ま

た
維

持
管

理
を

行
う

上
で

、
竣

工
当

時
の

資
料

が
少

な
く

、
今

後
の

更
新

が
困

難
に

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
●

　
設

備
に

不
良

の
対

応
に

時
間

が
費

や
さ

れ
て

し
ま

い
、

活
動

に
遅

れ
が

生
じ

た
。

●
　

A
D

Bが
改

修
し

た
浄

水
施

設
に

は
基

礎
図

面
が

ほ
と

ん
ど

な
い

た
め

、
施

設
の

維
持

管
理

の
指

導
が

限
定

的
で

あ
る

。

●
　

各
分

野
の

達
成

状
況

を
概

観
す

る
と

、
各

TP
W

で
残

留
塩

素
が

確
認

さ
れ

る
な

ど
一

定
の

成
果

が
達

成
さ

れ
た

。
し

か
し

現
状

で
は

、
①

長
期

計
画

の
策

定
及

び
実

施
、

②
施

設
（
電

気
・
機

械
）
の

適
切

な
維

持
管

理
　

と
い

う
重

要
な

能
力

の
向

上
が

不
十

分
で

更
な

る
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

●
　

供
与

機
材

の
維

持
管

理
を

指
導

す
る

時
間

が
十

分
に

無
か

っ
た

た
め

、
機

材
の

将
来

の
維

持
管

理
に

不
安

が
残

る
。

●
　

理
数

系
の

基
礎

知
識

が
不

足
し

て
い

る
C

/P
に

対
し

て
電

気
を

理
解

さ
せ

る
の

は
か

な
り

難
し

い
。

●
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
の

阻
害

要
因

と
し

て
は

設
備

信
頼

性
の

低
さ

と
設

計
図

等
の

不
足

、
時

間
の

不
足

が
挙

げ
ら

れ
る

。
●

　
PD

M
の

ロ
ジ

ッ
ク

自
体

は
適

切
だ

が
、

成
果

の
達

成
度

が
TP

W
に

よ
っ

て
ば

ら
つ

き
が

あ
る

の
で

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
で

目
標

が
達

成
し

た
と

は
言

い
難

い
。

●
　

C
/P

の
本

邦
研

修
の

効
率

性
評

価
の

ポ
イ

ン
ト
と

し
て

、
帰

国
研

修
員

が
各

浄
水

場
で

中
心

と
な

っ
て

活
躍

し
て

い
る

こ
と

、
施

設
の

違
い

は
あ

る
が

百
聞

は
一

見
に

し
か

ず
で

日
本

で
理

想
の

形
を

み
た

こ
と

で
目

指
す

方
向

性
が

よ
り

鮮
明

に
な

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

推
進

す
る

要
因

に
な

っ
た

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

。
さ

ら
に

、
北

九
州

市
水

道
局

で
は

、
専

門
家

が
カ

ン
ボ

ジ
ア

に
派

遣
さ

れ
る

前
あ

る
い

は
帰

国
後

に
本

邦
研

修
員

の
コ

ー
ス

リ
ー

ダ
ー

あ
る

い
は

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

と
な

っ
て

研
修

に
関

わ
る

と
い

う
戦

略
を

と
っ

て
い

る
た

め
、

研
修

員
が

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

実
情

を
知

っ
て

い
る

帰
国

専
門

家
か

ら
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
た

り
、

専
門

家
が

派
遣

前
に

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

こ
と

を
学

ぶ
機

会
を

得
る

こ
と

に
な

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

を
よ

り
ス

ム
ー

ズ
に

推
進

す
る

要
因

に
な

っ
て

い
る

。
●

　
本

邦
研

修
に

よ
り

、
意

欲
が

増
し

て
積

極
的

に
な

っ
て

い
る

C
/P

が
多

く
な

っ
て

い
る

と
感

じ
る

。
●

　
本

邦
研

修
は

研
修

員
が

カ
ン

ボ
ジ

ア
水

道
の

将
来

を
考

え
る

上
で

非
常

に
良

い
機

会
で

あ
る

。
●

　
研

修
生

、
所

属
機

関
、

受
入

先
機

関
共

に
研

修
成

果
及

び
そ

の
後

の
研

修
生

の
活

動
に

満
足

し
て

お
り

概
ね

適
切

だ
っ

た
。

●
　

本
邦

研
修

生
は

理
数

系
の

基
礎

知
識

が
備

わ
っ

て
い

る
人

材
か

ら
選

び
、

帰
国

し
た

研
修

生
を

中
心

に
O

JT
を

行
っ

た
。

日
本

へ
の

研
修

員
の

受
入

（
本

邦
研

修
）
の

人
数

・
研

修
内

容
・
研

修
期

間
・
受

入
時

期
は

適
切

だ
っ

た
か

？

成
果

の
達

成
に

よ
っ

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
つ

な
が

っ
た

か
？

専
門
家
（
長
期
・

短
期

）
の

派
遣

人
数

、
専

門
分

野
、
派

遣
期

間
、

派
遣

タ
イ

ミ

ン
グ
は
技
術
移
転

の
た

め
に

適
切

だ
っ

た
か

？

(8
)

浄
水

場
の

基
本

的
な

機
材

不
足

・
設

備
不

良
の

問
題

は
、

目
標

達
成

に
ど

の
程

度
影

響
し

た
か

？

効
率

性

●
　

対
象

8浄
水

場
に

対
す

る
派

遣
人

数
は

不
足

し
て

お
り

、
各

TP
W

の
O

JT
実

施
期

間
（
平

均
2.

5日
間

）
も

限
ら

れ
た

も
の

だ
っ

た
。

電
気

・
機

械
分

野
の

専
門

家
投

入
が

遅
れ

、
そ

の
派

遣
期

間
の

長
さ

も
満

足
で

き
る

も
の

で
は

な
か

っ
た

。
●

　
8つ

を
対

象
と

し
て

い
る

こ
と

、
対

象
分

野
も

5つ
に

わ
た

り
、

さ
ら

に
M

IM
E/

D
PW

Sの
支

援
も

行
っ

て
い

る
こ

と
、

を
考

慮
す

る
と

、

専
門

家
派

遣
人

数
と

M
M

は
不

足
し

し
て

い
た

。
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
が

さ
ら

に
遅

れ
な

い
た

め
に

機
材

の
追

加
投

入
も

さ
れ

た
が

、
そ

れ
に

伴
う

専
門

家
の

投
入

が
限

定
的

で
あ

る
。

●
　

北
九

州
市

水
道

局
、

名
古

屋
市

水
道

局
、

民
間

か
ら

派
遣

さ
れ

る
専

門
家

は
す

べ
て

、
そ

の
道

の
ス

ペ
シ

ャ
リ
ス

ト
で

あ
る

だ
け

な
く

、
効

果
的

な
指

導
を

す
る

た
め

に
色

々
な

工
夫

を
行

っ
て

お
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
推

進
の

原
動

力
と

な
っ

て
い

る
。

(7
)

(e
) 派

遣
タ
イ
ミ

ン

グ
：

5 
/ 1

0 



付
属

資
料

6
.(
a)

回
　

答
平

均
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

ot
そ

の
他

ス
コ

ア
ve

ry
 m

uc
h

al
m

os
t

no
t m

uc
h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

(ス
コ

ア
)

質
問

(3
)

(a
)  
種
類
：

0
2

2
0

1
1.

50
0%

40
%

40
%

0%
20

%
(b

) 量
：

0
2

0
1

2
1.

33
0%

40
%

0%
20

%
40

%
(c

) 質
・
利
便
性

：
1

2
1

1
0

1.
60

20
%

40
%

20
%

20
%

0%
(d

) 設
置
時
期
：

0
1

3
0

1
1.

00
0%

20
%

60
%

0%
20

%

0
2

2
0

1
1.

50
0%

40
%

40
%

0%
20

%
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(5
)

(a
) 人

数
：

0
1

2
1

1
1.

00
0%

20
%

40
%

20
%

20
%

(b
) 配

置
状
況
：

0
1

2
1

1
1.

00
0%

20
%

40
%

20
%

20
%

(6
)

(a
) 質

：
0

0
0

3
2

0.
00

0%
0%

0%
60

%
40

%
(b

) 規
模
：

0
1

1
1

2
1.

00
0%

20
%

20
%

20
%

40
%

0
2

0
0

3
2.

00
0%

40
%

0%
0%

60
%

●
　

電
気

設
備

は
元

々
、

非
常

に
乱

雑
な

つ
く

り
と

な
っ

て
い

る
所

が
あ

り
、

将
来

的
に

か
な

り
不

安
が

あ
る

。
●

　
浄

水
場

の
規

模
（
浄

水
能

力
）
と

、
給

水
量

（
計

画
及

び
現

状
）
が

不
適

切
な

た
め

、
効

率
的

な
浄

水
場

運
転

が
で

き
な

い
TP

W
が

あ
り

、
そ

れ
が

水
質

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
障

害
と

な
っ

て
い

る
。

●
　

浄
水

場
の

設
備

は
質

・
規

模
共

に
十

分
と

は
言

え
ず

、
O

JT
を

行
う

上
で

適
切

で
な

か
っ

た
。

●
　

供
与

機
材

の
投

入
時

期
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
期

間
の

終
盤

に
集

中
し

て
お

り
、

機
材

設
置

O
JT

は
可

能
だ

と
し

て
も

、
そ

の
一

部
に

つ

い
て

は
設

置
後

の
運

用
O

JT
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

で
き

な
い

可
能

性
が

あ
る

。

●
　

O
JT

で
教

え
る

専
門

家
投

入
に

比
べ

て
供

与
機

材
の

量
が

多
く

、
短

期
間

で
は

計
画

さ
れ

た
す

べ
て

の
技

術
移

転
は

難
し

い
と

感
じ

る
。

●
　

量
が

多
い

の
か

少
な

い
か

は
判

断
基

準
が

無
い

た
め

不
明

で
あ

る
。

設
置

時
期

に
つ

い
て

は
、

専
門

家
の

派
遣

時
期

と
連

動
す

る
の

で
必

ず
し

も
設

置
し

た
い

時
に

設
置

で
き

な
い

と
い

う
制

約
条

件
が

あ
る

。
制

約
条

件
下

で
ベ

ス
ト
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

選
択

し
な

が
ら

適
切

だ
と

判
断

さ
れ

た
機

材
を

導
入

し
て

い
る

。
●

　
20

07
年

、
20

08
年

の
機

材
調

達
に

時
間

を
要

し
た

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

が
遅

れ
た

。

●
　

中
間

評
価

後
に

追
加

供
与

し
た

機
材

の
ほ

と
ん

ど
が

こ
れ

か
ら

の
設

置
で

あ
り

、
現

時
点

で
は

目
標

達
成

へ
の

貢
献

度
は

未
知

数
だ

が
、

ど
れ

も
必

要
な

も
の

で
あ

る
。

●
　

機
材

の
投

入
に

は
そ

れ
に

見
合

っ
た

技
術

指
導

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
機

材
は

設
置

の
た

め
の

設
計

に
一

定
の

時
間

が
必

要
で

、
そ

の
運

用
方

法
、

維
持

管
理

の
指

導
な

ど
も

時
間

を
要

す
る

作
業

が
多

い
。

し
か

し
、

予
算

の
制

約
か

ら
日

本
人

専
門

家
の

投
入

が
限

定
さ

れ
て

お
り

、
追

加
機

材
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
へ

の
貢

献
度

と
い

う
視

点
で

の
評

価
は

非
常

に
難

し
い

。
●

　
追

加
機

材
に

よ
っ

て
運

転
が

よ
り

安
定

し
て

行
え

る
よ

う
に

な
り

、
浄

水
処

理
の

改
善

が
図

れ
た

。
●

　
配

水
分

野
の

施
工

技
術

力
向

上
に

貢
献

し
た

と
感

じ
る

。
し

か
し

、
機

材
の

活
用

方
法

や
維

持
管

理
方

法
、

費
用

に
つ

い
て

は
相

手
任

せ
に

な
る

可
能

性
が

あ
り

、
フ

ォ
ロ

ー
が

必
要

と
判

断
す

る
。

●
　

電
気

設
備

で
は

2人
の

C
/P

を
常

時
帯

同
さ

せ
て

い
る

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
能

力
が

異
な

り
2人

合
わ

せ
て

1人
前

と
い

う
状

況
。

●
　

C
/P

が
い

な
い

と
い

う
最

悪
の

状
況

は
な

か
っ

た
。

し
か

し
、

①
全

体
的

に
人

員
が

不
足

し
て

い
る

（
人

員
不

足
の

た
め

適
切

な
維

持
管

理
の

た
め

の
活

動
（
彼

ら
に

と
っ

て
は

新
た

な
仕

事
が

増
加

す
る

）
が

で
き

な
い

状
況

が
あ

っ
た

）
と

、
②

人
事

異
動

及
び

自
己

退
職

等
に

よ
り

技
術

移
転

が
無

に
帰

す
る

こ
と

が
あ

っ
た

、
③

1人
の

C
/P

が
複

数
の

分
野

を
担

当
し

て
お

り
、

O
JT

が
競

合
す

る
（
出

来
る

だ
け

事
前

に
調

整
す

る
事

で
競

合
は

回
避

）
、

等
が

あ
っ

た
。

●
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
後

、
D

PW
S/

M
IM

Eの
C

/P
が

交
代

し
た

こ
と

が
あ

っ
た

の
で

、
そ

の
時

期
は

配
置

状
況

は
適

切
だ

っ
た

と
は

言
え

な
い

。
そ

の
後

、
D

PW
S/

M
IM

Eは
C

/P
を

配
置

す
る

よ
う

努
力

し
て

お
り

、
現

状
で

は
可

能
な

限
り

配
置

さ
れ

て
い

る
。

浄
水

場
レ

ベ
ル

で
は

異
動

な
ど

も
あ

る
が

、
常

に
技

術
指

導
す

る
対

象
は

確
保

さ
れ

て
い

た
。

●
　

現
在

の
施

設
規

模
で

あ
れ

ば
、

１
浄

水
場

に
1人

以
上

の
優

秀
な

C
/P

を
育

成
で

き
れ

ば
十

分
浄

水
処

理
は

行
え

る
た

め
、

C
/P

の
配

置
状

況
は

適
切

で
あ

る
。

日
本

側
供

与
機

材
の

種
類

・
量

・
質

・
利

便
性

・
設

置
時

期
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
率

的
な

実
施

の
た

め
に

適
切

だ
っ

た
か

？

(4
)

中
間

評
価

後
に

追
加

供
与

し
た

機
材

は
目

標
達

成
の

促
進

に
貢

献
し

た
か

？

C
/P

の
人

数
・
配

置
状

況
（
他

業
務

と
の

兼
任

状
況

含
む

）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
に

あ
た

っ
て

適
切

だ
っ

た
か

？

日
本

と
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
双

方
の

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
の

負
担

額
・
内

容
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
率

的
な

実
施

の
た

め
に

適
切

だ
っ

た
か

？
●

　
各

浄
水

場
と

も
、

O
JT

に
積

極
的

に
参

加
で

き
る

よ
う

業
務

調
整

な
ど

を
し

て
い

る
。

●
　

受
身

で
な

く
積

極
的

な
O

JT
を

実
施

す
る

た
め

、
研

修
生

（
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
）
の

交
通

・
宿

泊
費

は
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
側

が
負

担
し

て
い

る
。

(7
)

カ
ン

ボ
ジ

ア
側

供
与

の
建

物
、

設
備

の
質

・
規

模
等

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
率

的
な

実
施

の
た

め
に

適
切

だ
っ

た
か

？

6 
/ 1
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4 (1
)

(a
) 達

成
の
見
通

し
：

0
0

3
1

1
0.

75
0%

0%
60

%
20

%
20

%
0

1
1

1
2

1.
00

0%
20

%
20

%
20

%
40

%

●
　

法
、

規
制

、
規

格
等

の
整

備
に

は
時

間
と

人
材

が
必

要
で

あ
る

。
将

来
目

標
を

よ
り

詳
細

に
具

体
化

し
、

ニ
ー

ズ
や

現
状

も
踏

ま
え

て
上

位
目

標
と

指
標

の
妥

当
性

を
再

検
討

す
べ

き
と

感
じ

る
。

●
　

現
状

の
8都

市
で

の
運

転
・
維

持
管

理
が

し
っ

か
り

し
な

け
れ

ば
、

そ
の

他
へ

の
技

術
移

転
は

難
し

く
感

じ
る

。

●
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
8都

市
で

も
PD

M
目

標
の

達
成

は
困

難
な

状
況

で
、

そ
の

他
6都

市
に

つ
い

て
は

極
め

て
困

難
と

感
じ

る
。

●
　

断
定

は
で

き
な

い
が

、
そ

の
他

6都
市

の
水

道
事

業
体

の
能

力
レ

ベ
ル

は
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

対
象

と
し

て
い

る
浄

水
場

と
比

較
し

て
同

レ
ベ

ル
か

そ
れ

以
下

だ
と

考
え

ら
れ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
当

初
の

対
象

8都
市

の
レ

ベ
ル

が
残

り
6都

市
の

20
11

年
の

レ
ベ

ル

と
考

え
ら

れ
る

が
、

こ
れ

を
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
の

み
で

対
象

8都
市

の
20

11
年

レ
ベ

ル
に

ま
で

同
期

間
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
と

ほ
ぼ

同
じ

期

間
）
で

引
き

上
げ

ら
れ

る
と

は
考

え
に

く
い

。
こ

の
た

め
に

は
、

C
W

W
A

が
既

に
設

立
さ

れ
、

機
能

し
て

い
る

必
要

が
あ

る
。

●
　

D
PW

S/
M

IM
Eの

C
/P

と
Pr

oj
ec

t D
ire

ct
or

、
Pr

oj
ec

t M
an

ag
er

を
中

心
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
を

行
っ

て
き

た
の

で
適

切
に

運

営
管

理
さ

れ
て

い
る

と
思

う
。

PS
Tと

い
う

用
語

を
あ

ま
り

活
用

し
な

い
た

め
、

彼
ら

が
そ

れ
を

認
識

し
て

い
る

の
か

は
不

明
で

あ
る

。

●
　

PD
M

す
ら

理
解

し
て

お
ら

ず
、

適
切

に
管

理
・
運

営
し

た
と

は
思

え
な

い
。

●
　

D
PW

S/
M

IM
Eの

C
/P

は
各

自
の

責
任

や
任

務
を

理
解

で
き

て
い

な
い

と
判

断
さ

れ
る

。
●

　
現

地
入

り
し

て
か

ら
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

変
更

や
ト
ラ

ブ
ル

が
あ

っ
て

も
、

現
場

で
対

応
で

き
な

い
部

分
を

フ
ォ

ロ
ー

し
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

●
　

PS
Tを

D
PW

S/
M

IM
Eの

C
/P

と
す

る
な

ら
、

O
JT

毎
に

作
成

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
用

紙
や

事
前

テ
ス

ト
を

集
計

し
、

管
理

し
て

い
る

の
で

、
そ

う
い

う
点

に
お

い
て

は
管

理
で

き
て

い
る

と
思

う
。

●
　

P
P
W

S
A

と
の

連
携

に
よ

り
実

施
し

た
研

修
で

は
、

言
語

の
問

題
が

解
消

さ
れ

非
常

に
効

率
的

に
実

施
で

き
た

。
●

　
ド

ナ
ー

調
整

会
議

等
が

今
年

3
月

に
初

め
て

実
施

さ
れ

る
な

ど
、

他
機

関
と

の
調

整
や

連
携

は
始

ま
っ

た
ば

か
り

で
、

現
時

点
で

は
連

携
自

体
が

無
か

っ
た

と
言

え
る

。
た

だ
し

、
今

後
に

つ
い

て
は

連
携

も
期

待
で

き
る

。
●

　
U

N
‐
H

A
B

IT
A

T
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
地

域
で

貧
困

層
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

配
管

拡
張

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

を
予

定
し

て
い

る
。

具
体

的
な

計
画

は
こ

れ
か

ら
だ

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

管
路

布
設

指
導

後
に

U
N

‐
B

A
B

IT
A

T
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

実
施

さ
れ

る
よ

う
に

調
整

を
進

め
て

い
る

。
そ

の
他

、
ド

ナ
ー

調
整

会
議

の
場

と
し

て
S
u
b
‐
T

W
G

（
T

ec
h
n
ic

al
 W

o
rk

in
g 

G
ro

u
p
）
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

2
0
1
0

年
3
月

に
第

1
回

会
合

が
開

催
さ

れ
た

。
今

後
は

こ
の

場
が

公
式

な
ド

ナ
ー

調
整

の
場

と
し

て
活

用
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
●

　
他

機
関

と
の

連
携

を
あ

ま
り

感
じ

な
い

。

カ
ン

ボ
ジ

ア
側

PS
Tメ

ン
バ

ー
は

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

持
っ

て
主

体
的

に
PS

T活
動

に
取

り
組

ん
だ

か
？

●
　

D
PW

S/
M

IM
Eは

常
に

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

も
っ

て
、

取
り

組
ん

で
い

る
と

い
え

る
。

●
　

PS
Tと

い
う

枠
組

み
を

通
し

て
で

な
く

、
D

PW
S/

M
IM

Eの
C

/P
は

そ
れ

ぞ
れ

の
担

当
活

動
に

主
体

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

●
　

PS
Tメ

ン
バ

ー
の

人
事

異
動

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
後

半
は

ほ
と

ん
ど

な
か

っ
た

た
め

、
主

体
性

も
向

上
し

た
。

●
　

PS
T自

体
は

形
骸

化
し

て
い

る
。

●
　

専
門

家
の

活
動

に
同

行
し

、
共

に
指

導
に

あ
た

っ
て

い
る

が
、

主
体

的
に

は
活

動
し

て
い

な
い

。
●

　
日

本
側

の
意

見
を

好
意

的
に

受
け

入
れ

て
い

る
と

感
じ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
・
サ

ポ
ー

ト
・
チ

ー
ム

（
PS

T）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

適
切

に
管

理
・
運

営
し

た
か

？

●
　

管
理

者
（
所

長
ク

ラ
ス

）
の

意
識

改
善

に
は

多
少

、
効

果
が

あ
る

と
感

じ
る

が
、

全
体

と
し

て
は

セ
レ

モ
ニ

ー
的

な
要

素
が

強
い

。
●

　
JC

C
は

半
期

に
一

度
実

施
さ

れ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

進
捗

状
況

、
今

後
の

方
向

性
を

確
認

す
る

良
い

場
と

し
て

機
能

し
た

。

●
　

PP
W

SA
は

フ
ェ

ー
ズ

2の
JC

C
に

は
参

加
し

て
い

な
い

。

(8
)

他
機

関
と

の
効

果
的

な
連

携
が

あ
っ

た
か

？
他

機
関

と
の

連
携

に
よ

っ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
よ

り
効

率
的

に
実

施
で

き
た

か
？

合
同

調
整

委
員

会
（

JC
C

）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
率

的
な

運
営

管
理

に
役

立
っ

た
か

？

(9
)

イ
ン

パ
ク

ト

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

上
位

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

3～
5年

程
度

で
達

成
可

能
か

？
ま

た
、

設
定

さ
れ

て
い

る
上

位
目

標
と

指
標

は
現

在
で

も
妥

当
か

？

(b
) 上

位
目
標
と
指

標

の
妥
当
性
：

(1
0)

(1
1)
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(3
)

●
　

飲
料

可
能

な
安

全
な

水
の

供
給

に
よ

り
水

に
起

因
す

る
感

染
病

の
予

防
や

、
長

期
的

に
は

平
均

寿
命

の
延

命
な

ど
の

効
果

が
期

待
で

き
る

。
ま

た
、

水
道

と
い

う
イ

ン
フ

ラ
が

整
備

さ
れ

る
こ

と
で

人
口

増
加

、
企

業
進

出
等

の
社

会
・
経

済
発

展
に

も
貢

献
で

き
る

。
●

　
地

方
浄

水
場

で
も

、
蛇

口
を

ひ
ね

れ
ば

当
た

り
前

の
よ

う
に

残
塩

の
残

っ
た

安
全

な
水

が
出

て
く

る
環

境
が

次
第

に
整

っ
て

き
て

い
る

。
水

道
は

市
民

の
生

活
に

直
結

し
て

お
り

、
水

環
境

の
向

上
は

生
活

レ
ベ

ル
の

向
上

に
繋

が
る

。
●

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

前
チ

ー
フ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

も
現

チ
ー

フ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
も

水
道

法
制

定
の

重
要

性
を

説
い

て
い

る
。

D
PW

S/
M

IM
E側

も
認

識
し

て
い

る
が

、
ま

だ
法

律
制

定
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

ま
た

民
営

化
の

た
め

の
条

件
や

地
方

公
営

水
道

局

が
利

益
を

確
保

す
る

た
め

の
方

策
な

ど
は

非
公

式
に

D
PW

S/
M

IM
Eに

説
い

て
い

る
が

、
具

体
的

な
イ

ン
パ

ク
ト
と

し
て

発
現

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。
●

　
カ

ン
ボ

ジ
ア

側
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

何
で

も
供

与
し

く
れ

る
と

勘
違

い
し

て
い

る
と

感
じ

る
場

合
が

あ
り

、
将

来
に

不
安

を
感

じ
る

。

5
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0
0

0
3

2
0.

00
0%

0%
0%

60
%

40
%

0
0

2
2

1
0.

50
0%

0%
40

%
40

%
20

%

●
　

人
材

育
成

体
制

が
ま

ず
き

ち
ん

と
構

築
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

さ
ら

に
理

想
と

し
て

は
C

W
W

A
が

設
立

さ
れ

、
そ

こ
が

研
修

を
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

す
る

機
能

を
持

つ
必

要
が

あ
る

。
●

　
現

在
、

構
築

中
で

あ
る

が
、

見
通

し
は

不
明

で
あ

る
。

●
　

情
報

が
少

な
い

が
、

一
部

の
州

を
除

き
、

職
員

の
理

解
度

や
言

動
か

ら
は

仕
組

み
は

構
築

さ
れ

て
い

な
い

と
推

測
さ

れ
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

支
援

を
受

け
て

い
な

い
残

り
の

水
道

局
に

技
術

移
転

を
図

り
、

移
転

さ
れ

た
技

術
を

発
展

さ
せ

て
い

く
制

度
的

仕
組

み
が

構
築

さ
れ

、
M

IM
E/

D
PW

Sを
始

め
と

す
る

関
係

機
関

に
定

着
し

て
い

る
か

？

D
PW

S/
M

IM
Eと

各
TP

W
の

組
織

・
運

営
能

力
を

継
続

的
に

強
化

し
て

い
く

た
め

の
組

織
的

体
制

が
D

PW
S/

M
IM

Eに
備

わ
っ

て
い

る
か

？

●
　

組
織

体
制

は
備

わ
っ

て
い

な
い

と
現

状
で

は
言

わ
ざ

る
得

な
い

が
、

D
PW

S/
M

IM
Eの

リ
ソ

ー
ス

を
活

用
し

て
可

能
な

限
り

努
力

し
て

い
る

こ
と

は
間

違
い

な
い

。
D

PW
S/

M
IM

Eで
は

質
・
量

の
面

で
の

人
材

不
足

が
深

刻
で

、
D

PW
S/

M
IM

ES
が

本
来

、
果

た
す

べ
き

役
割

を
担

え
る

よ
う

な
組

織
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

●
　

他
を

引
っ

張
る

よ
う

な
能

力
を

持
っ

た
人

材
が

少
な

す
ぎ

る
た

め
組

織
・
運

営
能

力
を

継
続

的
に

強
化

し
て

い
く

こ
と

は
難

し
い

。

(1
)

(2
)

(2
)

水
セ

ク
タ

ー
の

人
材

育
成

体
制

（
内

部
研

修
体

制
）
は

構
築

さ
れ

、
適

切
に

機
能

し
て

い
る

か
？

C
/P

の
技

術
向

上
や

人
材

育
成

や
対

象
水

道
局

の
運

転
・
維

持
能

力
の

向
上

以
外

に
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

も
た

ら
し

た
正

・
負

の
イ

ン
パ

ク
ト
は

あ
る

か
？

●
C

W
W

A
に

つ
い

て
は

D
P
W

S
/
M

IM
E
の

活
動

計
画

で
も

設
立

推
進

が
掲

げ
ら

れ
て

い
る

た
め

、
将

来
設

置
さ

れ
る

方
向

だ
が

、
少

し
時

間
が

か
か

る
と

考
え

ら
れ

る
。

2
0
1
0
年

中
に

C
W

W
A

の
コ

ン
セ

プ
ト
を

固
め

る
作

業
が

実
施

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

。
●

A
D

B
に

よ
る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

は
、

計
画

が
進

行
中

か
ど

う
か

不
明

で
あ

る
。

●
老

朽
管

改
修

に
つ

い
て

は
、

日
本

の
無

償
資

金
協

力
に

よ
っ

て
8
都

市
中

の
2
～

3
都

市
で

布
設

換
え

が
行

わ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
。

他
都

市
で

も
独

自
ま

た
は

他
ド

ナ
ー

の
支

援
で

老
朽

管
布

設
換

え
の

実
施

可
能

性
は

あ
る

が
、

そ
の

規
模

は
日

本
の

無
償

と
比

較
す

る
と

小
規

模
に

留
ま

る
と

考
え

ら
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

可
能

性
は

あ
る

。
●

　
C

W
W

A
が

設
立

さ
れ

て
効

果
的

に
機

能
し

て
い

け
ば

、
運

転
・
維

持
管

理
に

関
す

る
意

識
も

向
上

し
て

い
く

と
感

じ
る

。
●

　
外

部
条

件
3
点

の
ど

れ
も

現
状

は
満

足
し

て
い

な
い

し
、

今
後

も
そ

の
見

通
し

は
な

い
。

た
だ

し
、

老
朽

管
更

新
に

つ
い

て
は

無
償

で
一

部
の

都
市

で
今

後
実

施
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。

上
位

目
標

の
前

提
と

な
る

外
部

条
件

（
①

 カ
ン

ボ
ジ

ア
水

道
協

会
（

C
W

W
A

）
が

正
式

に

設
立

さ
れ

、
機

能
す

る
よ

う
に

な
る

,②
計

画
ど

お
り

に
ア

ジ
ア

開
発

銀
行

に
よ

っ
て

経
営

陣
に

対
す

る
経

営
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

行
わ

れ
る

、
③

8つ
の

市
で

老
朽

化
し

た
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
が

改
修

さ
れ

る
）
は

満
足

さ
れ

る
か

？

(3
)

●
　

活
動

自
体

が
20

09
年

11
月

か
ら

開
始

し
た

の
で

、
体

制
が

構
築

さ
れ

た
と

は
言

え
ず

現
在

も
構

築
中

で
あ

る
。

担
当

の

D
PW

S/
M

IM
E総

務
課

は
そ

の
重

要
性

を
十

分
、

理
解

し
構

築
に

む
け

て
日

々
努

力
し

て
お

り
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

も
高

い
。

し
か

し
、

研
修

を
運

営
す

る
た

め
の

予
算

確
保

は
見

通
し

が
立

っ
て

お
ら

ず
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

拠
点

浄
水

場
の

ス
タ

ッ
フ

が
他

の
浄

水
場

ス
タ

ッ
フ

に
指

導
す

る
体

制
も

今
年

5月
か

ら
水

質
分

野
で

開
始

し
、

現
在

浄
水

処
理

分
野

で
実

施
中

で
あ

る
。

こ
の

体
制

が
根

付
く

か
ど

う
か

は
、

今
後

の
活

動
に

か
か

っ
て

い
る

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
期

間
終

了
ま

で
に

見
通

し
が

立
つ

か
は

疑
問

で
あ

る
。

●
　

今
後

、
D

PW
S/

M
IM

Eが
地

方
水

道
局

を
管

理
・
牽

引
す

る
立

場
に

な
れ

れ
ば

人
材

育
成

体
制

が
機

能
す

る
可

能
性

は
あ

る
と

思
う

。
●

　
現

在
、

構
築

中
で

あ
る

が
、

適
切

に
機

能
し

て
い

く
か

ど
う

か
の

見
通

し
は

不
明

で
あ

る
。

自
立

発
展

性

8 
/ 1

0 



付
属

資
料
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回
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,
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h
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-
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6
そ

の
他

の
意

見

D
PW

S/
M

IM
Eの

予
算

確
保

状
況

は
良

好
か

？

●
　

制
度

の
必

要
性

は
高

い
。

●
　

現
在

人
事

評
価

制
度

が
あ

る
の

は
、

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
水

道
公

社
だ

け
だ

と
記

憶
す

る
。

シ
ア

ヌ
ー

ク
ビ

ル
水

道
局

は
、

水
道

局
長

は
ア

イ
デ

ィ
ア

豊
富

な
の

で
、

ス
タ

ッ
フ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
引

き
出

す
工

夫
を

色
々

と
し

て
い

る
が

、
人

事
制

度
と

は
別

物
で

あ
る

。
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
現

行
シ

ス
テ

ム
で

は
仕

事
の

成
果

が
給

料
に

反
映

さ
れ

な
い

仕
組

み
に

な
っ

て
お

り
、

D
PW

S/
M

IM
Eも

例
外

で
は

な
い

。

(5
)

●
　

一
定

の
規

模
が

あ
る

TP
W

（
B

TB
、

SH
V

）
で

は
、

公
社

化
す

る
こ

と
で

財
務

的
な

自
立

発
展

性
を

確
保

可
能

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

●
　

8都
市

の
中

で
も

人
口

の
多

い
地

域
の

水
道

局
は

料
金

収
入

が
多

く
経

済
的

な
自

立
発

展
性

が
期

待
で

き
る

が
、

人
口

の
少

な
い

小
規

模
の

水
道

局
で

は
あ

ま
り

期
待

で
き

な
い

。
●

　
地

方
で

は
水

道
料

金
徴

収
が

難
し

い
所

も
あ

る
。

水
道

普
及

率
が

向
上

し
て

も
料

金
回

収
が

適
切

に
で

き
る

か
ど

う
か

は
疑

問
で

あ
る

。
●

　
D

PW
S/

M
IM

Eの
財

務
状

況
に

つ
い

て
は

、
政

府
自

体
が

変
わ

ら
な

い
と

部
（
水

道
部

）
レ

ベ
ル

で
は

ど
う

し
よ

う
も

な
い

と
思

う
。

●
　

D
PW

S/
M

IM
Eス

タ
ッ

フ
の

コ
メ

ン
ト
に

よ
れ

ば
、

政
府

か
ら

の
20

09
年

度
の

予
算

は
無

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
（
水

道
部

長
の

確
認

は
取

れ
て

い
な

い
）
。

そ
の

他

中
核

と
な

る
技

術
者

は
質

・
量

と
も

に
十

分
に

育
成

さ
れ

、
移

転
技

術
の

定
着

・
発

展
が

期
待

で
き

る
か

？

TP
W

の
ス

タ
ッ

プ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

に
機

材
の

維
持

管
理

・
更

新
を

自
主

的
に

行
う

技
術

を
有

す
る

か
？

●
　

TP
W

で
は

、
中

核
と

な
る

技
術

者
が

何
名

か
育

っ
て

お
り

、
彼

ら
が

何
ら

か
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

得
ら

れ
れ

ば
技

術
移

転
が

進

む
可

能
性

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

TP
W

だ
け

で
は

人
材

が
限

ら
れ

て
い

る
の

で
、

PP
W

SA
の

人
材

を
巻

き
込

む
シ

ス
テ

ム
が

構
築

で
き

れ
ば

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

水
道

事
業

人
材

の
育

成
に

明
か

り
が

み
え

る
。

●
　

今
後

、
技

術
者

が
増

え
て

い
け

ば
、

技
術

の
伝

承
・
発

展
が

期
待

で
き

る
。

●
　

分
野

に
よ

っ
て

異
な

る
。

水
質

及
び

浄
水

分
野

に
つ

い
て

は
あ

る
程

度
期

待
で

き
る

が
、

そ
の

他
電

気
、

機
械

、
配

水
分

野
（
長

期
計

画
）
に

関
し

て
は

、
あ

ま
り

期
待

で
き

な
い

と
思

う
。

●
　

C
/P

の
知

識
・
経

験
の

不
足

と
と

も
に

、
維

持
管

理
に

要
す

る
予

算
確

保
や

資
機

材
購

入
ル

ー
ト
の

確
立

等
、

課
題

が
多

い
。

●
　

現
状

を
概

観
し

て
、

C
/P

の
能

力
が

欠
け

て
い

る
と

感
じ

る
の

は
、

主
に

以
下

の
2点

で
あ

る
。

　
　

　
①

長
期

計
画

の
策

定
及

び
計

画
的

な
事

業
の

実
施

　
　

　
②

設
備

の
適

切
な

維
持

管
理

と
、

異
常

時
対

応
能

力
　

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
時

点
で

は
理

数
科

の
学

力
さ

え
乏

し
か

っ
た

C
/P

が
、

現
在

は
水

処
理

に
関

す
る

最
低

限
の

基
礎

知
識

を
身

に
つ

け
る

に
至

り
、

飲
料

可
能

な
水

を
供

給
で

き
る

（
最

低
限

の
）
レ

ベ
ル

に
達

し
た

状
況

で
あ

る
。

し
か

し
、

運
用

開
始

か
ら

4年
程

度
し

か
経

過
し

て
い

な
い

現
在

で
も

、
施

設
の

故
障

や
不

具
合

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
を

鑑
み

る
と

（
特

に
A

D
B施

設
）
、

今
後

は
施

設
の

劣
化

に
よ

り
現

在
の

レ
ベ

ル
を

維
持

す
る

の
が

困
難

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

少
な

く
と

も
現

在
の

レ
ベ

ル
を

保
ち

、
願

わ
く

ば
向

上
さ

せ
る

た
め

に
は

、
そ

の
基

礎
知

識
を

活
用

、
応

用
し

、
自

立
的

か
つ

持
続

的
に

水
道

事
業

を
運

営
し

て
い

け
る

よ
う

、
上

記
2点

に
つ

い
て

更
な

る
支

援
が

必
要

と
考

え
る

。

(4
)

(8
)

●
　

現
在

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

指
導

し
て

い
る

機
材

維
持

管
理

を
行

う
た

め
の

デ
ー

タ
収

集
（
日

報
、

日
常

点
検

簿
の

記
録

）
を

き
ち

ん
と

行
い

、
ト
レ

ン
ド

を
読

み
と

り
、

異
常

が
発

生
し

て
い

る
か

を
察

知
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
現

時
点

で
は

、
ト

レ
ン

ド
を

読
み

取
れ

る
ス

タ
ッ

フ
が

限
ら

れ
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

残
り

期
間

で
、

日
常

の
デ

ー
タ

収
集

を
怠

ら
な

い
こ

と
、

数
値

を
読

む
訓

練
を

継
続

す
る

こ
と

を
徹

底
し

て
行

う
必

要
が

あ
る

。
機

材
更

新
に

つ
い

て
は

、
予

算
の

関
係

上
、

更
新

で
き

る
機

材
、

難
し

い
機

材
が

出
て

く
る

と
予

想
さ

れ
る

。
●

　
機

材
（
管

路
施

設
含

む
）
維

持
管

理
の

必
要

分
野

は
主

に
電

気
、

機
械

、
配

水
分

野
で

あ
る

。
電

気
・
機

械
設

備
に

つ
い

て
は

、
適

正
な

維
持

管
理

及
び

故
障

時
対

応
が

難
し

い
状

況
で

あ
る

。
ま

た
、

配
水

分
野

の
管

路
施

設
の

維
持

管
理

及
び

更
新

は
あ

る
程

度
可

能
だ

が
、

計
画

的
な

更
新

、
計

画
的

な
漏

水
防

止
作

業
を

実
施

す
る

能
力

は
未

だ
定

着
し

て
い

な
い

。
●

　
浄

水
場

運
転

分
野

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

十
分

、
自

主
的

に
行

う
技

術
を

有
す

る
と

思
う

が
、

機
材

の
維

持
管

理
に

関
し

て
は

、
建

設
当

初
の

機
器

の
詳

細
仕

様
が

殆
ど

分
か

ら
ず

、
更

新
は

困
難

を
極

め
る

と
思

う
。

D
PW

S/
M

IM
Eと

各
TP

W
の

財
務

的
自

立
発

展
性

は
あ

る
か

？

(7
)

技
術

術
移

転
し

た
C

/P
、

ス
タ

ッ
フ

の
定

着
を

促
進

す
る

よ
う

な
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

・
人

事
評

価
制

度
が

構
築

さ
れ

、
備

わ
っ

て
い

る
か

？
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資
料

6
.(
a)

回
　

答
平

均
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

ot
そ

の
他

ス
コ

ア
ve

ry
 m

uc
h

al
m

os
t

no
t m

uc
h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

(ス
コ

ア
)

質
問

そ
の

他
の

意
見

（
注
）
　
・
　
質
問
表
回
収
数
は
長
期
専
門
家

2名
と
短

期
専

門
家

3名
の

計
5名

。

　
　
　
　
・
　
平
均
ス
コ
ア
（
加
重
平
均
）
の
計
算
に
お
い
て
は
、
「
そ
の
他
」
の
回
答
（
数
）
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
・
　
「
主
な
理
由
・
コ
メ
ン
ト
」
欄
は
質
問
表
調
査
の
回
答
に
加
え
て
、
専
門
家
に
対
す
る
個
別
面
接
調
査
（

5名
）
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
内

容
を
含

ん
で
い
る
。
な
お
、
コ
メ
ン
ト
欄

は
各

専
門

家
の

個
人

的
見

解
が

中
心

で

　
　
　
　
　
あ
り
、
特
定
技
術
移
転
分
野
に
特
化
し
た
専
門
家
も
い
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全

体
の

状
況

・
課

題
を
必

ず
し
も
十

分
に
理

解
し
た
上

で
の

コ
メ
ン
ト
で
は

な
い
可

能
性

が
あ
る
点

に
留

意
が

必
要

で
あ
る
。

●
　

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
技

術
指

導
に

よ
っ

て
、

TP
W

で
は

安
全

な
水

が
供

給
で

き
る

よ
う

に
な

り
信

頼
で

き
る

技
術

者
も

育
っ

て
き

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
当

初
と

比
較

す
る

と
、

5つ
の

技
術

分
野

に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
必

要
な

能
力

が
向

上
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
か

ら
3年

半
経

過
し

た
現

在
、

よ
う

や
く

施
設

の
運

営
・
維

持
管

理
を

適
切

に
行

え
る

基
礎

が
身

に
つ

い
て

き
て

い
る

と
言

え
る

。

●
　

PD
M

で
は

適
切

に
表

現
さ

れ
て

い
な

い
が

、
安

全
な

水
を

供
給

し
続

け
る

能
力

を
つ

け
る

と
い

う
観

点
で

は
、

各
分

野
で

向
上

し
た

基
礎

を
ベ

ー
ス

に
分

野
を

ま
た

が
っ

て
有

機
的

な
つ

な
が

り
を

も
て

る
よ

う
な

指
導

ま
で

や
る

必
要

が
本

来
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

た
だ

し
、

A
D

Bが
支

援
し

た
浄

水
場

で
は

、
今

後
の

施
設

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
現

行
の

TP
W

の
能

力
で

良
く

て
現

状
維

持
、

少
し

で
も

気
を

抜
く

と
現

状
す

ら
維

持
で

き
な

い
と

い
う

見
通

し
で

あ
る

（
→

こ
れ

は
安

全
な

水
の

供
給

を
脅

か
す

要
因

と
な

る
）
。

さ
ら

に
20

07
年

に
操

業
を

開
始

し
た

に
も

関
わ

ら
ず

、
既

に
施

設
の

あ
ち

こ
ち

で
故

障
や

不
具

合
が

発
生

し
て

お
り

、
今

後
は

、
今

以
上

に
機

材
や

設
備

の
更

新
が

必
要

に
な

る
と

予
想

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

TP
W

に
は

、
少

し
で

も
施

設
の

延
命

措
置

を
行

え
る

よ
う

な
技

術
移

転
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
状

況
で

、
本

当
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

協
力

を
終

了
し

て
よ

い
と

判
断

で
き

る
か

に
つ

い
て

は
、

現
場

の
視

点
か

ら
言

え
ば

「
や

や
不

安
」
で

あ
る

。
●

　
浄

水
処

理
分

野
で

一
番

難
し

い
の

は
、

原
水

と
し

て
の

河
川

の
水

質
が

常
に

変
化

し
続

け
る

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

変
化

に
柔

軟
に

対
応

し
、

一
定

の
水

質
基

準
を

満
た

し
た

浄
水

を
生

産
す

る
た

め
に

は
、

水
質

測
定

を
継

続
し

て
記

録
し

観
察

す
る

こ
と

が
非

常
に

大
切

で
あ

る
。

C
/P

は
水

質
測

定
を

継
続

し
て

記
録

し
、

水
質

に
変

化
が

あ
っ

た
場

合
に

十
分

な
対

応
が

出
来

る
よ

う
に

な
り

、
そ

の
結

果
、

殆
ど

の
都

市
で

水
質

基
準

を
満

た
し

た
浄

水
が

生
産

可
能

と
な

っ
た

。
ま

た
供

与
さ

れ
た

設
備

で
満

足
せ

ず
、

よ
り

安
定

し
た

浄
水

処
理

を
目

指
す

た
め

に
、

彼
ら

自
身

で
設

備
の

改
善

を
図

っ
て

い
る

（
恒

液
槽

、
流

量
計

等
）
。

必
ず

し
も

機
能

的
と

は
言

え
な

い
設

備
に

四
苦

八
苦

し
て

い
る

浄
水

場
も

あ
る

が
、

出
来

る
範

囲
で

工
夫

し
浄

水
処

理
を

行
う

姿
を

見
る

と
、

今
後

の
技

術
的

な
定

着
・
発

展
が

十
分

に
期

待
で

き
る

。
ま

た
浄

水
分

野
は

電
気

・
機

械
分

野
と

密
接

な
関

係
を

持
つ

。
た

と
え

十
分

な
浄

水
処

理
を

行
う

能
力

を
持

っ
て

い
て

も
、

電
気

・
機

械
が

故
障

し
て

し
ま

え
ば

安
全

な
水

を
供

給
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
電

気
・
機

械
の

維
持

管
理

が
非

常
に

重
要

に
な

っ
て

く
る

。

10
 / 

10
 



付
属
資
料
6
.
(
b
)

 
回

　
答

平
均

Y
es

,
Y

es
,

N
o,

N
ot

そ
の

他
ス

コ
ア

ve
ry

 m
uc

h
al

m
os

t
no

t m
uc

h
at

 a
ll

　
（

加
重

3
2

1
0

-
平

均
）

I (1
)

3
1

2
1

0
1.

86
43

%
14

%
29

%
14

%
0%

1
5

0
0

1
1.

86
14

%
71

%
0%

0%
14

%

1
6

0
0

0
2.

14
14

%
86

%
0%

0%
0%

3
4

0
0

0
2.

43
43

%
57

%
0%

0%
0%

3
2

1
0

1
2.

33
43

%
29

%
14

%
0%

14
%

●
　
実

施
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
問

題
と
し
て
、

D
PW

S/
M

IM
Eや

TP
W
の
職
員
及
び
一
部
の
日
本
人
専
門
家
の
英
語
力
が
十

分
で
な
く
、
意

思
疎

通
が
難

し
か
っ
た
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。

●
　
人
材
育
成
を
担
当
し
て
い
る
が
、
現
場
で
の
研
修
に
直
接
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
研
修
を
評
価
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

評
価

フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
使

っ
た
評

価
の
仕

方
の
理

解
が
ま
だ
不

十
分

だ
と
感

じ
て
い
る
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開

始
さ
れ
た
時

に
、

C
/P
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す

る
こ
と
を
勧

め
ら
れ
た
が
、
生

計
を
補

う
た
め

や
っ
て
い
た
副
業
を
優
先
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
を
断
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
盤
頃
、
再
度
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
た
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
出
張
や
残
業
が
生
じ
て
、
副

業
を
辞
め
ざ
る
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、
担
当
分
野
に
お
け
る
知
識
や
技
術
が
増
え
た
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
良

か
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

(6
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
を
実

施
す

る
に
あ
た
り
、
直

面
し
た
課

題
は
あ
っ
た
か
？

（
通

常
の
業

務
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
等
）

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

●
　
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運

営
管

理
体

制
は
十

分
に
確

立
さ
れ
て
お

り
、

D
PW

S/
M

IM
Eや

TP
W
の
職
員
は
各
自
の
担
当
業

務
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
活
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
確
立
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
活
動
の
進

捗
状

況
は
、
専

門
家

や
同

局
の
職

員
か
ら
直

接
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
得

て
、
確

認
し
て
い
る
。

●
　
人

材
育

成
の
専

門
家

が
派

遣
さ
れ
る
ま
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
組
織
の
運
営
管
理
体
制
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

人
材

育
成

専
門

家
の
指

導
に
よ
り
、
運

営
管

理
が
以

前
よ
り
格

段
に
順

調
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
　
運
営
管
理
に
お
け
る

D
PW

S/
M

IM
Eと

専
門
家
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な
く
、

D
PW

S/
M

IM
Eは

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

調
整
を
行
う
役
割
し
か
担
っ
て
い
な
い
。

●
　
各

研
修

の
実

施
に
は
、

M
IM

E大
臣

の
承

認
が
必

要
と
な
る
が
、
承

認
を
得

る
の
に
必

要
な
書

類
が
研

修
予

定
時

期
ぎ

り
ぎ
り
に
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
所

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
多

々
あ
っ
た
。

●
　
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目

標
は

D
PW

S/
M

IM
Eや

地
方
水
道
局
の
職
員
の
職
員
へ
の
技
術
移
転
と
情
報
共
有
の
促
進
だ
と

理
解

し
て
い
る
。

●
　
専

門
家

は
非

常
に
友

好
的

だ
っ
た
た
め
、
緊

密
か
つ

適
切

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
た
。

●
　
地

方
水

道
局

の
状

況
が
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地

方
水

道
局

の
局

長
や

ス
タ
ッ
フ
と
良

い
関

係
が
構

築
で
き
た
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
に
よ
り
、
初

め
て
地

方
水

道
局

を
訪

問
す

る
こ
と
が
で
き
、
地

方
水

道
局

に
対

し
て

D
PW

S/
M

IM
Eが

果
た
す

べ
き
役

割
や

自
分

の
役

割
、
責

任
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
施

プ
ロ

セ
ス

質
問

日
本

人
専

門
家

と
の
共

同
作

業
、
技

術
移

転
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
緊

密
か
つ

適
切

に
実

施
で
き
た
か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

組
織

の
運

営
管

理
（

体
制

）
は

十
分

に
確

立
さ

れ
た

か
？

(5
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
じ
て
、
時
間
の
厳
守
や
共
同
作
業
の
効
率
的
な
進
め
方
な
ど
の
技

術
以

外
の
分

野
に
お

け
る
良

い
行

動
の
変

化
は
あ
っ
た
か
？

付
属

資
料

6
.
 
(
b
)
　

　
M
I
M
E
水

道
部

（
D
P
W
S
/
M
I
M
E
）

の
C
/
P
に

対
す

る
質

問
表

・
面

接
調

査
の

回
答

集
計

結
果

 

(ス
コ

ア
)

(4
)
技
術
移
転
方
式

/方
法

は
適

切
だ
っ
た
か
？

（
注

）
 各

欄
上

段
の

  
数

値
は

該
当

す
る

  
回

答
数

、
下

段
は

  
質

問
表

対
象

者
  
数

（
7
）
に

対
す

る
　

シ
ェ

ア
（
％

）

(2
)
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
、

PD
M
、

自
身

の
役

割
を

十
分

に
理

解
し

て
い

る
か

？

(3
)

●
　
専

門
家

は
SO

Pに
沿

っ
て
技

術
移

転
を
行

う
た
め
、
指

導
内

容
が
非

常
に
分

か
り
や

す
か
っ
た
。

●
　
指
導
内
容
に
は
、
理
論
と
実
務
に
要
す
る
技
術
の
両
方
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
盛
り
組
ま
れ
て
い
た
。

1 
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付
属
資
料
6
.
(
b
)

回
　

答
平

均
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

ot
そ

の
他

ス
コ

ア
ve

ry
 m

uc
h

al
m

os
t

no
t m

uc
h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

質
問

(ス
コ

ア
)

II 1 (1
)

5
0

2
0

0
2.

43
71

%
0%

29
%

0%
0%

(b
) M

IM
E:

4
2

1
0

0
2.

43
57

%
29

%
14

%
0%

0%
(c

) T
PW

:
4

1
1

1
0

2.
14

57
%

14
%

14
%

14
%

0%

4
2

1
0

0
2.

43
57

%
29

%
14

%
0%

0%

2

2
4

0
0

1
2.

33
29

%
57

%
0%

0%
14

%

0
4

1
0

2
1.

80
0%

57
%

14
%

0%
29

%

●
　

TP
W
が
直

面
し
て
い
る
課

題
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
未

整
備

、
質

と
数

の
両

面
に
お

け
る
人

材
不

足
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
本

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
水
供
給
施
設
の
運
転
・
維
持
能
力
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

M
IM

E、
TP

W
す
べ
て
の
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
技
術
的
側
面
の
人
材
育
成
に
特
化
し
て
お
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
で
の
人
材

育
成
に
つ
い
て
は
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
。

●
　
予

防
保

全
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
、
故

障
し
た
器

具
、
施

設
の
修

理
を
対

処
療

法
的

に
実

施
す

る
コ
ス
ト
よ
り
も
少

な
い
。
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
設
備
維
持
管
理
の
能
力
が
向
上
し
た
こ
と
は
、

TP
W
の
経

営
状

況
を
改

善
す

る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

●
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
水
道
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
最
大
の
ニ
ー
ズ
は
安
全
な
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
で
あ
る
。
水
供
給
施
設
で
浄
水
処

理
さ
れ
た
水

を
利

用
で
き
る
住

民
の
数

が
増

え
る
よ
う
に
、
能

力
向

上
に
加

え
て
、
配

水
管

網
の
拡

張
の
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
が

あ
っ
た
ら
、
よ
り
ニ
ー

ズ
に
合

致
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
い
た
と
考

え
る
。

●
　
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー

プ
の
ニ
ー

ズ
に
合

致
し
て
お

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
に
よ
り
地

方
浄

水
場

の
現

状
を
把

握
す

る
こ
と
が
で
き
、
担

当
分

野
に
お

け
る
技

術
や

知
識

を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
　
職

員
の
能

力
が
向

上
す

る
こ
と
に
よ
り
、
①

地
域

住
民

に
供

給
さ
れ
る
水

質
の
向

上
、
②

給
水

時
間

の
拡

大
等

の
水

供
給

サ
ー

ビ
ス
の
向

上
、
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
地

域
住

民
の
ニ
ー

ズ
と
も
一

致
し
て
い
る
。

TP
W
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
住

民
（
顧

客
）
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
受

け
る
シ
ス
テ
ム
は
現

時
点

で
存

在
し
な
い
が
今

後
、
検

討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

●
　
き
れ
い
な
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
住
民
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
対
象
地
域
の
住
民
（

TP
W

の
サ
ー

ビ
ス
・
ユ
ー

ザ
ー

）
の
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
て
い
る
。
特
に
、
配
水
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る
能
力
の
向
上
は
住
民
の

ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い
る
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
よ
っ
て
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
水
圧
が
強
く
な
っ
た
。

●
　

D
PW

S/
M

IM
Eと

TP
W
の
能
力
は
全
体
的
に
見
て
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

8つ
の

TP
W
を
対

象
と
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も

野
心

的
だ
っ
た
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
広
く
地
方
都
市
住
民
に
対
し
て
安
全
な
水
供
給
の
能
力
を
高
め
る
た
め
に
必
要

だ
っ
た
。

●
　
能
力
向
上
面
で
は
拠
点
地
方
水
道
局
（

LT
PW

）
で
の
成

果
が
大

き
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

LT
PW

と
そ
の
他

の
水

道
局

の
基

礎
的

な
人

的
・
組

織
的

能
力

に
差

が
あ
っ
た
た
め
だ
と
考

え
る
。
一

方
、
事

前
調

査
に
お

け
る
職

員
の
能

力
の
把

握
に
つ

い
て
は
不

十
分

だ
っ
た
と
も
言

え
る
。

●
　
技
術
移
転
は
技
術
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
根
本
的
な
意
識
も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。
一
方
、
施
設
が
正
常
に
作
動
し
な
い
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
職
員
に
対
し
て
施
設
を
正
常
に
作
動
す
る

こ
と
が
当

た
り
前

と
思

う
よ
う
に
意

識
や

考
え
方

を
変

え
て
い
く
の
は
時

間
を
要

す
る
。

●
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
、
水
供
給
施
設
の
運
転
･維

持
管
理
に
必
要
な

TP
W
の
技
術
と
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力

の
両

方
が
向

上
し
た
。

(2
)
成
果

1（
TP

W
に
お
い
て
、
水
質
試
験
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
。
）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

時
ま
で
に
達

成
さ
れ
る
か
？

(2
)
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
対
象
地
域
の
住
民
（

TP
W
の
サ
ー
ビ
ス
・
ユ
ー
ザ
ー
）
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
て
い
た
か
？

(1
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
「

8州
都
の
公
営
水
道
局
に
お
い
て
、
フ
ェ
ー
ズ
１
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

蓄
積

さ
れ
た
経

験
を
活

用
し
、
水

供
給

施
設

を
運

転
･維

持
管

理
す

る
能

力
が
向

上
す

る
」

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
（

20
11

年
4月

）
ま
で
に
達
成
可
能
か
？

有
効

性

●
　

TP
W
の
技

術
ス
タ
ッ
フ
は
専

門
家

の
支

援
無

し
で
も
水

質
試

験
を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
　
水
質
試
験
に
関
わ
る
能
力
は
、
試
薬
や
そ
の
他
の
備
品
の
在
庫
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い

TP
W
が
あ
る
た
め
、

期
待
さ
れ
て
い
た
能
力
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
な
い
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

M
IM

E、
TP

W
の
ニ
ー

ズ
に
合

致
し
た
も
の
だ
っ
た
か
？

(a
)カ

ン
ボ

ジ
ア

：

5項
目

評
価

妥
当

性

2 
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付
属
資
料
6
.
(
b
)

回
　

答
平

均
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

ot
そ

の
他

ス
コ

ア
ve

ry
 m

uc
h

al
m

os
t

no
t m

uc
h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

質
問

(ス
コ

ア
)

0
4

2
0

1
1.

67
0%

57
%

29
%

0%
14

%

1
3

0
0

3
2.

25
14

%
43

%
0%

0%
43

%

1
2

0
0

4
2.

33
14

%
29

%
0%

0%
57

%

1
4

0
0

2
2.

20
14

%
57

%
0%

0%
29

%

2
4

0
0

1
2.

33
29

%
57

%
0%

0%
14

%

0
5

0
0

2
2.

00
0%

71
%

0%
0%

29
%

3 (1
)

3
4

0
0

0
2.

43
43

%
57

%
0%

0%
0%

4
2

0
0

1
2.

67
57

%
29

%
0%

0%
14

%
6

1
0

0
0

2.
86

86
%

14
%

0%
0%

0%
2

2
3

0
0

1.
86

29
%

29
%

43
%

0%
0%

3
3

1
0

0
2.

29
43

%
43

%
14

%
0%

0%

効
率

性

(e
) 派

遣
タ

イ
ミ

ン

グ
：

●
　
地

方
水

道
局

の
電

気
施

設
の
日

常
保

守
に
関

す
る
能

力
が
向

上
し
た
。

●
　
無

収
入

水
が
減

り
、
配

水
管

網
が
拡

大
さ
れ
た
。

●
　
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど
の
機
材
が
不
足
し
て
い
る
。

●
　
地
方
水
道
局
で
は
、
老
朽
管
の
布
設
換
え
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
た
め
、
布
設
換
え
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

●
　
日
本
人
（
短
期
）
専
門
家
の
派
遣
期
間
は
短
い
。
新
し
く
派
遣
さ
れ
た
専
門
家
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
生
活
や
水
事
情
に
慣

れ
る
な
ど
の
準

備
期

間
に
多

く
の
時

間
を
要

す
る
。
フ
ェ
ー
ズ

1は
プ
ノ
ン
ペ
ン
水
道
公
社
（

PP
W

SA
）
に
対
し
て
の
み
の
支
援

だ
っ
た
た
め
、
機

材
は

PP
W

SA
の
み

に
整

備
さ
れ
専

門
家

も
PP

W
SA

に
常
時
い
た
た
め
、
技
術
移
転
が
よ
り
順
調
に
で
き

た
。
し
か
し
、
フ
ェ
ー
ズ

2は
8か

所
に
対

す
る
支

援
で
あ
る
た
め
、

1人
の
専
門
家
が

1つ
の
浄

水
場

に
費

や
せ

る
時

間
が
限

ら

れ
て
お

り
、
技

術
移

転
が
フ
ェ
ー

ズ
1に

比
べ

る
と
困

難
だ
っ
た
。

●
　
阻

害
要

因
と
し
て
は
、
機

材
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
英

語
だ
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

●
　
浄

水
処

理
に
必

要
な
薬

品
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

●
　
機
材
の
質
が
低
い
。

●
　
機

材
の
修

理
や

部
品

の
買

い
替

え
に
経

費
が
か
さ
ん
で
い
る
。

●
　
流

量
計

の
故

障
に
よ
り
、
水

質
が
基

準
を
満

た
な
い
こ
と
が
あ
る
。

●
　
漏

水
す

る
老

朽
管

が
地

方
水

道
局

の
収

入
に
悪

影
響

を
及

ぼ
し
て
い
る
た
め
、
老

朽
管

の
布

設
換

え
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
達

成
に
は
必

要
で
あ
る
。

●
　
能

力
を
向

上
さ
せ

る
に
は
、
継

続
的

な
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
必

要
で
あ
る
。

●
　
水

源
の
質

の
問

題
が
成

果
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
に
つ
な
が
ら
な
い
要
因
と
な
る
懸
念
が
あ
る
。

(d
) 派

遣
期

間
：

(b
) 専

門
分

野
：

(7
)
浄
水
場
の
基
本
的
な
機
材
不
足
・
設
備
不
良
の
問
題
は
、
目

標
達

成
に
ど
の
程

度
影

響
し

た
か
？

(8
)
成
果
の
達
成
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
に
つ
な
が
っ
た
か
？

専
門

家
（

長
期

・
短

期
）

の
派

遣
人

数
、

専
門

分
野

、
派

遣
期

間
、

派
遣

タ
イ

ミ
ン

グ
は

技
術

移
転

の
た

め
に

適
切

だ
っ

た
か

？

(c
) 能

力
：

(a
) 派

遣
人

数
：

(6
)
成
果

5（
TP

W
に
お

い
て
、
配

水
施

設
の
維

持
管

理
に
係

る
能

力
が
向

上
す

る
）
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
終

了
時

ま
で
に
達

成
さ
れ
る
か
？

(3
)
成

果
2（

TP
W
に
お
い
て
、
浄
水
処
理
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
。
）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

時
ま
で
に
達

成
さ
れ
る
か
？

(4
)
成
果

3（
TP

W
に
お

い
て
、
電

気
施

設
の
運

転
・
日

常
保

守
に
係

る
能

力
が
向

上
す

る
）
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
時

ま
で
に
達

成
さ
れ
る
か
？

(5
)
成

果
4（

TP
W
に
お

い
て
、
機

械
施

設
の
運

転
・
日

常
保

守
に
係

る
能

力
が
向

上
す

る
）
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
時

ま
で
に
達

成
さ
れ
る
か
？
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付
属
資
料
6
.
(
b
)

回
　

答
平

均
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

ot
そ

の
他

ス
コ

ア
ve

ry
 m

uc
h

al
m

os
t

no
t m

uc
h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

質
問

(ス
コ

ア
)

(2
)

3
3

1
0

0
2.

29
43

%
43

%
14

%
0%

0%
4

2
0

0
1

2.
67

57
%

29
%

0%
0%

14
%

1
5

1
0

0
2.

00
14

%
71

%
14

%
0%

0%
3

3
1

0
0

2.
29

43
%

43
%

14
%

0%
0%

0
7

0
0

0
2.

00
0%

10
0%

0%
0%

0%
(4

)
●
　
日
本
で
の
研
修
で
習
得
し
た
技
術
・
ス
キ
ル
・
知
識
は
、
帰
国
後
、

D
PW

S/
M

IM
Eで

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
他

の
ス
タ
ッ
フ
と
共

有
し
た
。

●
　

TP
W
で
行
わ
れ
る

O
JT
で
、
日
本
で
の
研
修
で
習
得
し
た
技
術
・
ス
キ
ル
・
知
識
を

TP
W
の
ス
タ
ッ
フ
と
共

有
し
て
い
る
。

(5
)

4
2

0
0

1
2.

67
57

%
29

%
0%

0%
14

%
1

3
2

0
1

1.
83

14
%

43
%

29
%

0%
14

%
4

2
0

0
1

2.
67

57
%

29
%

0%
0%

14
%

4
2

0
0

1
2.

29
57

%
29

%
0%

0%
14

%

0
5

0
0

2
2.

00
0%

71
%

0%
0%

29
%

0
2

2
0

3
1.

50
 

0%
29

%
29

%
0%

43
%

(d
) 設

置
時

期
：

（
研
修
参
加
者
へ
の
質
問
）
　
日
本
で
の
研
修
は
技
術
を
向

上
さ
せ

る
の
に
役

に
立

っ
た

か
？

(a
) 受

入
人

数
：

(b
) 研

修
内

容
：

(c
) 研

修
期

間
：

(d
) 受

入
時

期
：

(a
)  
種

類
：

●
　
日

本
で
の
研

修
に
お

い
て
、
日

本
の
水

供
給

施
設

が
ど
の
よ
う
に
管

理
さ
れ
て
い
る
か
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
帰

国
後

に
は
活

動
計

画
書

を
作

成
す

る
よ
い
機

会
が
得

ら
れ
た
。

●
　
本
邦
研
修
に
つ
い
て
は
、
研
修
期
間
は
適
切
（
少
々
、
長
い
気
も
す
る
）
だ
が
、
派
遣
人
数
が
少
な
い
。
日
本
に
行
く
こ
と

で
浄

水
施

設
の
模

範
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
職

員
の
視

野
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
。

●
　
研
修
期
間
は
非
常
に
短
く
内
容
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
、
す
べ
て
の
必
要
な
情
報
を
習
得
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

●
　
供

与
さ
れ
た
機

材
の
質

は
非

常
に
高

い
。

（
特

に
コ

メ
ン

ト
な

し
）

●
　
日

本
の

O
D

A
事
業
は
現
地
政
府
職
員
に
対
す
る
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
か
ら

割
り
振

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
地

方
に
職

員
を
同

行
さ
せ

る
際

の
手

当
が
出

せ
な
か
っ
た
。
残

業
手

当
や

そ
の
他

の
手

当
を

支
給
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
や
る
気
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
が
よ
り
円
滑
に
実
施
で
き
る
。
な
お
、

D
PW

S/
M

IM
E職

員
の
月

給
は
約

50
ド
ル
程

度
で
あ
る
。

(7
)
日

本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
双
方
の
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
の
負
担
額

・
内

容
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効

率
的

な
実

施
の
た
め
に
適

切
だ
っ
た
か
？

(6
)
中

間
評

価
後

に
追

加
供

与
さ
れ
た
機

材
は
目

標
達

成
の
促

進
に
貢

献
し
た
か
？

(b
) 量

：

(c
) 質

・
利

便
性

：

(3
)

（
研
修
参
加
者
へ
の
質
問
）
　
日
本
で
の
研
修
で
習
得
し
た
技
術
・
ス
キ
ル
・
知
識
を
帰
国

後
、
他

の
職

員
と
ど
の
よ
う
に
共

有
し
た
か
？

日
本
側
供
与
機
材
の
種
類
・
量
・
質
・
利
便
性
・
設
置
時
期
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
的
な
実

施
の
た
め
に
適

切
だ
っ
た
か
？

本
邦

研
修

の
人

数
・
研

修
内

容
・
研

修
期

間
・
受

入
時

期
は
適

切
だ
っ
た
か
？
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(
b
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回
　

答
平

均
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

ot
そ

の
他

ス
コ

ア
ve

ry
 m

uc
h

al
m

os
t

no
t m
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h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

質
問

(ス
コ

ア
)

0
4

1
0

2
1.

80
0%

57
%

14
%

0%
29

%

1
4

0
0

2
2.

20
14

%
57

%
0%

0%
29

%

0
5

1
0

1
1.

83
0%

71
%

14
%

0%
14

%
4 (1

)

1
3

1
0

2
2.

00
14

%
43

%
14

%
0%

29
%

1
4

0
0

2
2.

20
14

%
57

%
0%

0%
29

%
(3

)
●
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
間
接
的
に
地
域
住
民
に
大
き
な
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
出
て
い
る
。

5

0
2

3
0

2
1.

40
0%

29
%

43
%

0%
29

%

●
　

D
PW

S/
M

IM
Eで

は
人
材
が
不
足
し
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
半
は

PS
Tメ

ン
バ
ー

が
人

事
異

動
に
よ
り
変

わ
る
こ
と
が

少
な
く
な
か
っ
た
。
現

在
、

28
名

の
職

員
が
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の

6人
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
、
新
し
く

D
PW

S/
M

IM
Eに

加

わ
っ
た
。
そ
の
中

か
ら
、
理

工
学

分
野

の
学

歴
を
持

ち
、
か
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
時

間
を
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
職

員
を

PS
Tメ

ン
バ
ー

に
選
ぼ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
材
が
多
く
な
い
た
め
人
選
が
困
難
で
あ
る
。

●
　
水

道
セ
ク
タ
ー

の
発

展
が
滞

り
な
く
行

わ
れ
る
よ
う
に
、
ド
ナ
ー

調
整

を
行

い
、
オ
ー

バ
ー

ラ
ッ
プ
を
未

然
に
防

い
で
い
る
。

●
　
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

8T
PW

を
対

象
に
し
て
お

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
後

3～
5年

程
度
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を
受
け
て

い
な
い
残
り

6つ
の
地

方
水

道
局

に
技
術
が
移
転
さ
れ
る
の
は
難
し
い
。

●
　
人
材
育
成
の
活
動
は
始
ま
っ
て

3カ
月
し
か
経
っ
て
い
な
い
た
め
、
同
活
動
が
上
位
目
標
達
成
に
ど
れ
だ
け
貢
献
す
る
か

を
判

断
す

る
の
は
時

期
尚

早
で
あ
る
。

●
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
協
会
（

C
W

W
A
）
の
設

立
案

は
、
ま
だ
ド
ラ
フ
ト
段

階
だ
が
、

D
PW

S/
M

IM
Eの

20
09

年
～

20
13

年
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

●
　
人

材
育

成
体

制
を
構

築
す

る
取

り
組

み
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば

か
り
で
あ
る
。

●
　

20
04

年
に
世

銀
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
り
作

成
さ
れ
、

20
06

年
に
閣
僚
評
議
会
（

C
ou

nc
il 

of
 M

in
is

te
rs
）
に
提

出
さ
れ
た

「
上

下
水

道
法

（
B

ill
 o

f m
an

ag
em

en
t o

f W
at

er
 S

up
pl

y 
an

d 
Se

w
ra

ge
)」
に
関
す
る
発
展
は
な
い
。

D
PW

S/
M

IM
Eの

業

務
は
、
（

1）
水
に
関

す
る
政

策
提

案
（

po
lic

y 
m

ak
in

g）
、

 (2
)　
水
に
関

す
る
監

督
（

re
gu

la
tio

n）
、

(3
) ド

ナ
ー

調
整

（
do

no
r

co
or

di
na

tio
n）

、
(4

) 地
方

水
道

局
の
行

政
管
理
（

ad
m

in
is

tra
tio

n）
、

(5
)　
水
質
管
理
（

la
bo

ra
to

ry
）
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず

、

同
法

案
は
「
独

立
監

督
機

関
（

in
de

pe
nd

en
t r

eg
ul

at
or
）
」
を
置

く
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
作

成
さ
れ
て
お

り
、
実

質
的

に
役

に
立

た
ず

廃
案

と
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
水

セ
ク
タ
ー

が
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
長

期
的

な
戦

略
を
盛

り
込

ん
だ
水

道
法

案
を
構

想
中

で
あ
り
、
水

道
法

整
備

は
JI

C
A
に
支
援
し
て
頂
き
た
い
分
野
だ
と
考
え
て
い
る
。

イ
ン

パ
ク

ト

自
立

発
展

性

上
位
目
標
達
成
の
前
提
と
な
る
外
部
条
件
（
①
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
協
会
が
正
式
に
設
立
さ

れ
、
機

能
す

る
よ
う
に
な
る
、
②

計
画

ど
お

り
に
ア
ジ
ア
開

発
銀

行
に
よ
っ
て
経

営
陣

に
対

す
る
経

営
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行

わ
れ
る
、
③

8つ
の
市
で
老
朽
化
し
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

が
改

修
さ
れ
る
）
は
満

足
さ
れ
る
か
？

●
　

JC
C
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
効
果
的
な
活
動
の
実
施
方
法
を
話
し
合
う
良
い
場
だ
っ
た
。

(9
)
合
同
調
整
委
員
会
（

JC
C
）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
的
な
運
営
管
理
に
役
立
っ
た
か

?

(1
0) (2
)

(1
)
水

道
セ
ク
タ
ー
の
人
材
育
成
体
制
（
内
部
研
修
体
制
）
は
構

築
さ
れ
、
適

切
に
機

能
し
て
い

る
か
？

他
機

関
と
の
効

果
的

な
連

携
が
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
効

率
的

に
実

施
で
き
た
か
？

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
位
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

3～
5年

程
度
で
達
成
可
能
か
？
ま

た
、
設

定
さ
れ
て
い
る
上

位
目

標
と
指

標
は
現

在
で
も
妥

当
か
？

C
/P
の
技

術
向
上
、
人
材
育
成
や
対
象
水
道
局
の
運
転
・
維

持
能

力
の
向

上
以

外
に
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
も
た
ら
し
た
正

・
負

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
る
か
？

(8
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー

ト
・
チ
ー
ム
（

PS
T）

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
適
切
に
管
理
・
運
営
し
た
か
？

5 
/ 6



付
属
資
料
6
.
(
b
)

回
　

答
平

均
Y

es
,

Y
es

,
N

o,
N

ot
そ

の
他

ス
コ

ア
ve

ry
 m

uc
h

al
m

os
t

no
t m

uc
h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

質
問

(ス
コ

ア
)

0
0

3
1

3
0.

75
0%

0%
43

%
14

%
43

%

0
3

0
0

4
2.

00
0%

43
%

0%
0%

57
%

0
1

3
2

1
0.

83
0%

14
%

43
%

29
%

14
%

0
0

2
0

5
1.

00
0%

0%
29

%
0%

71
%

(6
)

D
PW

S/
M

IM
E：

0
1

2
0

4
1.

33
0%

14
%

29
%

0%
57

%
TP

W
：

0
1

2
0

4
1.

33
0%

14
%

29
%

0%
57

%

0
3

4
0

0
1.

43
0%

43
%

57
%

0%
0%

0
3

1
0

3
1.

75
0%

43
%

14
%

0%
43

%

●
　

LT
PW

の
現

地
訓

練
指

導
員

が
、
そ
の
他
の

TP
W
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
支
援
を
受
け
て
い
な
い
地
方
水
道
局
の
指
導
を

行
う
仕

組
み

が
構

築
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
水
道
局
に
技
術
移
転
を
す
る
制
度
的
仕
組
み
は
あ
る
。
毎
年

12
月
に
「
全
国
公

営
水

道
会

議
」
が
開

催
さ
れ
て
お

り
、
同
会
議
で
は
、
（

1）
同
年
の
収
入
、
（

2）
課
題
、
（

3）
課
題
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
解
決
方

法
）
、
（

4）
決

定
事

項
、
等

が
各

地
方

水
道
局
に
よ
り
発
表
さ
れ
、
情
報
共
有
・
議
論
の
良
い
場
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
者
は

D
PW

S/
M

IM
Eか

ら
約

25
名

、
14

の
各

地
方

方
浄

水
場

か
ら

3名
の
計

70
名

程
度

で
あ
る
。

　
　

　
　

・
　

質
問

表
回

収
数

：
　

合
計

7名

●
　

LT
PW

の
現
地
指
導
員
の
能
力
レ
ベ
ル
は
相
対
的
に
低
く
、
ま
だ
技
術
移
転
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
。

●
　
こ
れ
ま
で
習
得
し
た
技
術
は
移
転
可
能
で
あ
る
。

●
　
漏

水
箇

所
を
特

定
す

る
能

力
や

新
し
く
供

与
・
投

入
さ
れ
た
機

材
の
使

用
方

法
な
ど
、
ま
だ
研

修
が
必

要
な
項

目
は
た
く

さ
ん
あ
る
。

（
注

）
　

・
　

平
均

ス
コ

ア
（
加

重
平

均
）
の

計
算

に
お

い
て

は
、

「
そ

の
他

」
の

回
答

（
数

）
を

カ
ウ

ン
ト

し
て

い
な

い
。

　
　

　
　

・
　

「
主

な
理

由
・
コ

メ
ン

ト
」
欄

は
質

問
表

調
査

の
回

答
に

加
え

て
、

面
接

調
査

（
D

PW
S/

M
IM

Eの
部

長
と

の
面

談
を

含
む

）
に

お
け

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

内
容

を
含

ん
で

い
る

。

●
　
D
P
W
S
/
M
IM

E
で
は
、
年

間
計

画
を
立
て
て
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

●
　
T
P
W
は
財
務
的
自
立
性
の
確
立
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
が
、
水
道
料
金
は
貧
困
層
も
支
払
う
こ
と
の
で
き
る
料
金
に
設

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
利

益
の
向

上
は
難

し
く
、
現

在
は
収

入
と
支

出
が
ほ
ぼ
同

程
度

で
あ
る
。

●
　
T
P
W
の
財

務
的

自
立

性
を
確

立
す

る
に
は
老

朽
管

の
布

設
換

え
が
必

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

状
で
は
、
施

設
や

機
材

の
更

新
に
割

り
当

て
る
予

算
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
老
朽
管
の
布

設
換

え
な
ど
は
ま
だ
ド
ナ
ー

に
頼

り
き
っ
て
い
る
。

●
　

D
PW

S/
M

IM
Eに

は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
が
備
わ
っ
て
い
な
い
が
、

TP
W
に
は
修

了
書

（
C

er
tif

ic
at

e）
の
取
得
な
ど

を
評

価
対

象
に
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

●
　
現

在
、

D
PW

S/
M

IM
Eの

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
を
強

化
す

る
こ
と
を
目

標
と
し
た
フ
ェ
ー

ズ
3の

実
施

を
JI

C
A
に
要
請
し
て

い
る
。
可

能
で
あ
れ
ば

、
フ
ェ
ー

ズ
3実

施
と
と
も
に
、
フ
ェ
ー

ズ
2と

フ
ェ
ー

ズ
3と

の
間

に
時

間
が
あ
か
な
い
よ
う
に
、
フ
ェ
ー

ズ

2の
延

長
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。
安

全
な
水
を
供
給
す
る
こ
と
は
、
病
気
の
予
防
、
生
産
力
の
向
上
、
経
済
の
成
長
に
つ
な
が
る

た
め
、
支

援
の
必

要
性

は
ど
の
開

発
分

野
よ
り
も
高

い
。

(7
)
中

核
と
な
る
技

術
者

は
質

・
量

と
も
に
十

分
に
育

成
さ
れ
、
移

転
技

術
の
定

着
・
発

展
が
期

待
で
き
る
か
？

D
PW

S/
M

IM
Eの

予
算

確
保

状
況

は
良

好
か
？

(8
)

TP
W
の
ス
タ
ッ
フ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
後

に
機

材
の
維

持
管

理
・
更

新
を
自

主
的

に
行

う
技

術
を
有

す
る
か
？

●
　

D
PW

S/
M

IM
Eは

通
常
業
務
は
行
え
て
は
い
る
も
の
の
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
予
算
が
割
り
当
て
ら
れ
な
い
た
め
予
算
確

保
状
況
は
良
好
と
は
言

え
な
い
。

(5
)

(2
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
残
り
の
水
道
局
に
技
術
移
転
を
図
り
、
移
転
さ
れ
た

技
術
を
発
展
さ
せ

て
い
く
制
度
的
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
、

D
PW

S/
M

IM
Eを

始
め
と
す
る
関

係
機

関
に
定

着
し
て
い
る
か
？

(3
)

D
PW

S/
M

IM
ES

と
各

TP
W
の
組
織
・
運
営
能
力
を
継
続
的
に
強
化
し
て
い
く
た
め
の
組
織

的
体
制
が

D
PW

S/
M

IM
Eに

備
わ
っ
て
い
る
か
？

(4
)
技
術
術
移
転
し
た

C
/P
、
ス
タ
ッ
フ
の
定
着
を
促
進
す
る
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
人

事
評

価
制

度
が
構

築
さ
れ
、
備

わ
っ
て
い
る
か
？

D
PW

S/
M

IM
ES

と
各

TP
W
の
財

務
的

自
立

発
展

性
は
あ
る
か
？
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均
）

I (1
)

11
16

0
0

6
2.

41
33

%
48

%
0%

0%
18

%

6
17

0
1

9
1.

58
18

%
52

%
0%

3%
27

%

14
16

2
0

1
2.

38
42

%
48

%
6%

0%
3%

14
15

1
0

3
2.

43
42

%
45

%
3%

0%
9%

7
16

5
0

5
2.

07
21

%
48

%
15

%
0%

15
%

実
施

プ
ロ

セ
ス

付
属

資
料

6
.
 
(
c
)
　

　
8
つ

の
対

象
地

方
水

道
局

（
8
T
P
W
）

の
C
/
P
に

対
す

る
質

問
表

・
面

接
調

査
の

回
答

集
計

結
果

質
問

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

●
　
専
門
家
は
非
常
に
強
い
責
任
感
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運

営
管

理
は
十

分
、
確

立
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。

●
　
時
間
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
お
り
、
計
画
に
沿
っ
て
各
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
標
と
し
て
い
る
の
は
、
水

供
給

施
設

の
運

転
・
維

持
管

理
能

力
を
向

上
さ
せ

、
住

民
に
安

全
な
水

を
供

給
す

る
こ
と
で
あ
る
こ
と
と
理

解
し
て
い
る
。

●
　
専

門
家

は
昔

か
ら
の
友

人
の
よ
う
に
接

し
て
く
れ
る
の
で
、
共

同
作

業
が
順

調
に
進

ん
だ
。

●
　
専

門
家

と
は
仕

事
後

に
一

緒
に
夕

飯
を
食

べ
た
り
し
て
、
良

い
関

係
が
構

築
で
き
た
。

●
　
専

門
家

の
教

え
方

は
非

常
に
分

か
り
や

す
く
、
指

導
内

容
を
要

領
よ
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

●
　
現

場
の
ニ
ー

ズ
に
即

し
た
技

術
移

転
の
方

法
が
用

い
ら
れ
た
。

●
　
専
門
家
は
た
だ
一
方
的
に
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
訓
練
中
に
教
え
た
内
容
を

C
/P
に
練

習
す

る
時

間
を
与

え
な
が
ら
研

修
を
進
め
て
い
た
た
め
、
指
導
内
容
が
よ
く
身
に
付
い
た
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
前

は
、
業

務
上

で
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
相

談
で
き
る
相

手
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
業

務
に
必

要
な
技
術
的
な
情
報
を
ど
こ
で
得
れ
ば
よ
い
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
に
よ
り
、
同

じ
業

務
を
担

当
し
て
い
る

PP
W

SA
の
現
地
専
門
家
や
他
の

TP
W
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
間

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
形

成
さ
れ
、
技

術
的

な
問

題
に
直

面
し
た
時

に

相
談

で
き
る
相

手
が
で
き
た
。

PP
W

SA
の
現

地
専

門
家

は
研

修
終

了
後

、
連

絡
先

を
参

加
者

全
員

に
教

え
て
く
れ
た
。
ま

た
、
他

の
TP

W
の

C
/P
に
連

絡
す

る
際

は
研

修
参

加
者

名
簿

を
利

用
し
て
い
る
。

●
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
っ
て
、
管
理
職
の
安
全
意
識
が
向
上
し
、

TP
W
が
職

員
用

の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や

グ
ロ
ー

ブ
等

の
安

全
対

策
用

具
を
購

入
し
て
く
れ
た
。

●
　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
以
来
、
定
例
会
議
の
内

容
が
充

実
し
た
た
め
、
水

供
給

施
設

の
全

体
像

が
よ
り
明

確
に
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開

始
さ
れ
た
頃

に
比

べ
、

O
JT
中

の
お

し
ゃ
べ

り
が
減

っ
た
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
を
通

し
て
、
時

間
管

理
能

力
と
異

文
化

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力

が
向

上
し
た
。

●
　
仕

事
以

外
に
も
日

本
の
文

化
、
慣

習
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

●
　
研

修
資

料
が
英

語
で
作

成
さ
れ
て
お

り
、
研

修
自

体
も
英

語
で
行

わ
れ
た
た
め
、
内

容
を
理

解
す

る
こ
と
が
非

常
に
難

し
か
っ
た
。
研

修
で
使

用
さ
れ
る
資

料
が
ク
メ
ー

ル
語

で
作

成
さ
れ
て
い
た
ら
、
理
解
度
も
上
が
っ
て
い
た
と
思
う
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
が
雨
に
よ
っ
て
遅
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
比

較
的

、
順

調
に
進

め
ら
れ
た
。

●
　
フ
ェ
ー

ズ
2は

フ
ェ
ー
ズ

1に
比
べ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

技
術

移
転

方
式

/方
法

は
適

切
だ

っ
た

か
？

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
じ
て
、
時
間
の
厳
守
や
共
同
作
業
の
効
率
的
な
進
め
方
な
ど
の
技

術
以

外
の
分

野
に
お

け
る
良

い
行

動
の
変

化
は
あ
っ
た
か
？

(6
)

(2
)
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
、

PD
M
、

自
身

の
役

割
を

十
分
に
理
解
し
て
い
る
か
？

(ス
コ

ア
)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

組
織

の
運

営
管

理
（

体
制

）
は

十
分
に
確
立
さ
れ
た
か
？

（
注

）
 各

欄
上

段
の

数
値

は
該

当
す

る
回

答
数

、
下

段
は

質
問

表
対

象
者

数
（
3
3
）
に

対
す

る
シ

ェ
ア

（
％

）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
を
実

施
す

る
に
あ
た
り
、
直

面
し
た
課

題
は
あ
っ
た
か
？

（
通

常
の
業

務
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
等
）

(5
)

(3
)
日

本
人

専
門

家
と

の
共

同
作

業
、

技
術

移
転

、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
緊
密
か
つ
適

切
に

実
施

で
き

た
か

？

(4
)
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-
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主
要

な
理
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・

コ
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ン
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(ス
コ

ア
)

II 1 (1
)

(a
)カ

ン
ボ

ジ
ア

：
22

3
0

0
8

2.
88

67
%

9%
0%

0%
24

%
(b

) M
IM

E:
23

2
0

0
8

2.
92

70
%

6%
0%

0%
24

%
(c

) T
PW

:
23

2
0

0
8

2.
92

70
%

6%
0%

0%
24

%

11
11

5
0

6
2.

22
33

%
33

%
15

%
0%

18
%

2

7
11

0
0

15
2.

39
21

%
33

%
0%

0%
45

%

4
11

5
0

13
1.

95
12

%
33

%
15

%
0%

39
%

3
13

0
0

17
2.

19
9%

39
%

0%
0%

52
%

5項
目

評
価

妥
当

性

有
効

性

●
　
安

全
な
水

を
使

え
る
こ
と
で
、
水

系
感

染
症

に
よ
る
感

染
率

が
減

っ
た
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
り
、
配
水
時
間
が
伸
び
、
水
質
も
向

上
し
た
た
め
、
地

元
の
住

民
か
ら
の
評

判
が
良

く
な
っ
た
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
（
各
研
修
）
は

TP
W
の
ニ
ー
ズ
と
一
致
し
て
お
り
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
達
成
さ
れ
る
と
思
う
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
前

は
水

質
試

験
に
関

す
る
知

識
や

能
力

が
非

常
に
乏

し
く
、
ほ
と
ん
ど
の
水

質
分

析
項

目
は
ど
の
試

薬
を
使
用
し
て
ど
の
よ
う
に
分
析
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実

施
さ
れ
た
こ
と
で
水

質
分

析
を

行
え
る
項

目
が
著

し
く
増

え
た
。

●
　
水
質
試
験
項
目
に
関
す
る
知
識
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
が
、
ま
だ
十
分
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
前
は
、
試
薬
や
薬
品
が
無
く
な
っ
て
か
ら
所
長
に
注
文
依
頼
を
し
て
い
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
よ

り
、
計
画
的
な
在
庫
管
理
の
重
要
性
の
理
解
が
担
当
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な
く
組
織
全
体
に
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
事
前
に
注

文
依
頼
や
発
注
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

●
　
水
質
試
験
に
必
要
な
試
薬
が
地
元
で
購
入
で
き
な
い
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
前

は
、
十

分
に
浄

水
処

理
を
せ

ず
に
配

水
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
に
よ
り
塩

素
の
適

切
な
投

入
の
仕

方
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
以

前
よ
り
き
れ
い
な
水

を
住

民
に
供

給
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
　
水

源
の
状

態
を
日

報
に
記

録
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
　
需
要
予
測
に
基
づ
い
て
浄
水
処
理
を
行
い
、
水
を
効

率
よ
く
生

産
す

る
能

力
が
向

上
し
た
。

●
　
浄
水
処
理
に
必
要
な
薬
品
が
地
元
で
購
入
で
き
な
い
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
に
よ
り
、
新

し
い
技

術
や

知
識

を
習

得
す

る
こ
と
が
で
き
、
無

収
水

を
削

減
す

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
よ
り
、
き
れ
い
な
水
を
住

民
に
供

給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
誇

り
に
思

う
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
対
象
地
域
の
住
民
（

TP
W
の
サ
ー
ビ
ス
・
ユ
ー

ザ
ー
）
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
て
い
た
か
？

(1
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
「

8州
都
の
公
営
水
道
局
に
お
い
て
、
フ
ェ
ー
ズ
１
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
蓄

積
さ
れ
た
経

験
を
活

用
し
、
水

供
給

施
設

を
運

転
･維

持
管

理
す

る
能

力
が
向

上
す

る
」
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
（

20
11
年

4月
）
ま
で
に
達

成
可

能
か
？

(3
)
成

果
2（

TP
W
に
お
い
て
、
浄
水
処
理
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
。
）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時

ま
で
に
達

成
さ
れ
る
か
？

(2
)
成

果
1（

TP
W
に
お
い
て
、
水
質
試
験
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
。
）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時

ま
で
に
達

成
さ
れ
る
か
？

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

M
IM

E、
TP

W
の
ニ
ー

ズ
に
合

致
し
た
も
の
だ
っ
た
か
？

(2
)
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-
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問
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・
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コ

ア
)

2
12

4
0

15
1.

89
6%

36
%

12
%

0%
45

%

2
11

2
0

18
2.

00
6%

33
%

6%
0%

55
%

1
9

1
0

22
2.

00
3%

27
%

3%
0%

67
%

7
8

4
1

13
2.

05
21

%
24

%
12

%
3%

39
%

5
4

3
0

21
2.

17
15

%
12

%
9%

0%
64

%
3 (1

)

(a
) 派

遣
人

数
：

24
3

0
0

6
2.

89
73

%
9%

0%
0%

18
%

(b
) 専

門
分

野
：

25
0

0
0

8
3.

00
76

%
0%

0%
0%

24
%

(c
) 能

力
：

22
3

0
0

8
2.

88
67

%
9%

0%
0%

24
%

(d
) 派

遣
期

間
：

9
13

6
0

5
2.

11
27

%
39

%
18

%
0%

15
%

(e
) 派

遣
タ

イ
ミ
ン

8
14

6
0

5
2.

07
24

%
42

%
18

%
0%

15
%

効
率

性

●
　
人
材
育
成
体
制
が
ま
だ
十
分
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
、
必
要
な
機
材
が
不

足
し
て
い
た
り
、
壊

れ
て
い
た
り
す

る
こ
と
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
を
阻
害
し
て
い
る
。

●
　
専
門
家
は
、
担
当
分
野
に
お
け
る
技
術
や
理
論
を
非
常
に
よ
く
理
解
し
て
い
る
と
と
も
に
、
指

導
の
仕

方
も
す

ば
ら
し
か
っ

た
。

●
　
専

門
家

の
派

遣
期

間
が
短

す
ぎ
る
た
め
、
O
JT

を
始

め
と
す

る
各
研
修
の
期
間
も
短
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
十

分
な
技
術
移
転
が
行
わ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

●
　
電
気
施
設
の
維
持
管
理
は
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
知

識
が
限

定
的

で
あ
る
た
め
、
大

き
な
問

題
が
生

じ
た

際
に
は
対

処
で
き
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

●
　
電
気
施
設
や
機
械
施
設
の
製
造
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
英
語
で
あ
る
た
め
、
内
容
が
理
解
で
き
な
い
。

●
　
電

気
施

設
や

機
械

施
設

を
担

当
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
数

十
年

前
に
訓

練
を
受

け
た
っ
き
り
の
年

配
の
ス
タ
ッ
フ
が
多

く
、
退
職
す
る
年
齢
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
理
工
学
分
野
の
経
歴
を
持
つ
若
い
ス
タ
ッ
フ
を
雇
お
う
と
試
み
て
い
る
が
、
給

料
が
安
い
た
め
良
い
人
材
を
見
つ
け
る
の
は
大
変
で
あ
る
。

●
　
機
械
施
設
の
分
野
で
は
、
専
門
家

の
支
援
が
ま
だ
必
要
で
あ
る
。

●
　
簡
単
な
問
題
は
対
処
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
知

識
が
限

定
的

で
あ
る
た
め
、
大

き
な
問

題
が
生

じ
た
際

は
対

処
で
き
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
前

は
、
す

ぐ
見

て
分

か
る
漏

水
箇

所
の
維

持
管

理
し
か
で
き
な
か
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
指

導
に
よ

り
、
す

ぐ
見

て
も
分

か
ら
な
い
漏

水
箇

所
も
特

定
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
　
配
水
施
設
分
野
で
は
、
漏
水
対
策

面
で
の
専
門
家
の
支
援
が
ま
だ
必
要
で
あ
る
。

●
　
浄
水
場
の
基
本
的
な
機
材
不
足
・
設
備
不
良
の
問
題
は
浄
水
の
生
産
や
供
給
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

成
果

4（
TP

W
に
お
い
て
、
機
械
施
設
の
運
転
・
日
常
保
守
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
）
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
時

ま
で
に
達

成
さ
れ
る
か
？

(6
)
成

果
5（

TP
W
に
お
い
て
、
配
水
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
）
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

ま
で
に
達

成
さ
れ
る
か
？

(8
)
成
果
の
達
成
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
に
つ
な
が
っ
た
か
？

専
門

家
（

長
期

・
短

期
）

の
派

遣
人

数
、

専
門

分
野

、
派
遣
期
間
、
派
遣
タ
イ
ミ
ン
グ

は
技

術
移

転
の

た
め

に
適

切
だ

っ
た

か
？

(7
)
浄
水
場
の
基
本
的
な
機
材
不
足
・
設
備
不
良
の
問
題
は
、
目
標
達
成
に
ど
の
程
度
影
響
し

た
か
？

(4
)
成

果
3（

TP
W
に
お
い
て
、
電
気
施
設
の
運
転
・
日
常
保
守
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
）
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
時

ま
で
に
達

成
さ
れ
る
か
？

(5
)
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,
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重
3

2
1

0
-

平
均

）

質
問

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

(ス
コ

ア
)

(2
)

(a
) 受

入
人

数
：

9
7

7
0

10
2.

09
27

%
21

%
21

%
0%

30
%

(b
) 研

修
内

容
：

17
0

6
0

10
2.

48
52

%
0%

18
%

0%
30

%
(c

) 研
修

期
間

：
9

4
7

0
13

2.
10

27
%

12
%

21
%

0%
39

%
(d

) 受
入

時
期

：
10

4
6

0
13

2.
20

30
%

12
%

18
%

0%
39

%

6
17

0
0

10
2.

26
18

%
52

%
0%

0%
30

%

(4
)

●
　
帰

国
後

、
今

後
の
活

動
計

画
を
作

成
し
、

M
IM

Eや
地
方
水
道
局
に
お
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

(5
)

(a
)  
種

類
：

24
1

0
0

8
2.

96
73

%
3%

0%
0%

24
%

(b
) 量

：
12

11
1

0
9

2.
46

36
%

33
%

3%
0%

27
%

(c
) 質

・
利

便
性
：

16
4

6
0

7
2.

38
48

%
12

%
18

%
0%

21
%

(d
) 設

置
時

期
：

13
3

8
0

9
1.

61
39

%
9%

24
%

0%
27

%

15
11

0
0

7
2.

58
45

%
33

%
0%

0%
21

%

3
1

2
0

27
2.

17
9%

3%
6%

0%
82

%

（
特
に
コ
メ
ン
ト
な
し
）

●
　
供

与
さ
れ
た
機

材
は
機

能
が
優

れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ス
タ
ッ
フ
が
使
い
こ
な
し
切
れ
て
い
な
い
。

●
　
日

本
側

に
機

材
を
供

与
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
必

要
な
デ

ー
タ
が
入

手
可

能
に
な
り
、
水

供
給

施
設

の
運

転
が
順

調
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
　
新

し
く
機

材
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
作

業
に
要

す
る
時

間
と
手
間
が
減
り
、
作
業
が
要
領
よ
く
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
　
供

与
さ
れ
た
機

材
は
、
機

材
の
設

置
方

法
と
使

用
方

法
に
関

す
る

O
JT
が
行
わ
れ
る
が
、

O
JT
の
期
間
が
非
常
に
短
い

た
め
、
内
容
を
十
分
に
習
得
で
き
な
い
。

●
　
供

与
さ
れ
た
機

材
は
値

段
が
非

常
に
高

い
。

●
　
ど
の
機

材
が
追

加
供

与
の
機

材
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
日

本
側

か
ら
供

与
さ
れ
た
機

材
は
目

標
達

成
の
促

進
に
貢

献
し

て
い
る
。

●
　
短

期
間

に
多

く
の
課

題
に
対

応
す

る
研

修
内

容
が
詰

ま
っ
て
い
た
た
め
、
教

え
ら
れ
た
情

報
・
知

識
・
ス
キ
ル
を
す

べ
て

吸
収

す
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
。

●
　
日

本
へ

の
研

修
に
参

加
で
き
な
か
っ
た

TP
W
も
あ
っ
た
た
め
、
受

入
人

数
を
増

や
し
て
欲

し
い
。

●
　
日

本
の
水

道
技

術
を
実

際
に
見

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
水

道
局

は
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
他

の
ス
タ
ッ
フ
と

共
有

す
る
機

会
が
得

ら
れ
た
。

●
　
日
本
で
の
研
修
で
は
、
日
本
の
進
ん
だ
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
文
化
や
伝
統
も
学
べ
た
。

●
　
日

本
で
習

得
し
た
技

術
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
技

術
よ
り
は
る
か
に
進

ん
で
い
る
た
め
、
日

常
業

務
へ

の
応

用
が
難

し
か
っ

た
。

（
研

修
参

加
者

へ
の
質

問
）
　
日

本
で
の
研

修
で
習

得
し
た
技

術
・
ス
キ
ル
・
知

識
を
帰

国
後

、
他

の
職

員
と
ど
の
よ
う
に
し
て
共

有
し
た
か
？

中
間

評
価

後
に

追
加

供
与

さ
れ

た
機

材
は

目
標

達
成

の
促
進
に
貢
献
し
た
か

日
本
側
供
与
機
材
の
種
類
・
量
・
質
・
利
便
性
・
設
置
時
期
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
的
な
実

施
の
た
め
に
適

切
だ
っ
た
か
？

（
研

修
参

加
者

へ
の
質

問
）
　
日

本
で
の
研

修
は
、
技

術
を
向

上
さ
せ

る
の
に
役

に
立

っ
た

か
？

(3
)

(6
)

(7
)
日

本
と

カ
ン

ボ
ジ
ア

側
双

方
の

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
の
負
担
額
・
内
容
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
効

率
的

な
実

施
の

た
め

に
適

切
だ

っ
た

か

本
邦

研
修

の
受

入
人

数
・
研

修
内

容
・
研

修
期

間
・
受

入
時

期
は
適

切
だ
っ
た
か
？
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付
属
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回
　

答
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均
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重
3

2
1

0
-

平
均
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質
問

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

(ス
コ

ア
)

5
10

0
0

18
2.

33
15

%
30

%
0%

0%
55

%

9
10

0
0

14
2.

47
27

%
30

%
0%

0%
42

%

6
9

0
0

18
2.

40
18

%
27

%
0%

0%
55

%
4 (1

)

1
8

1
0

23
2.

00
3%

24
%

3%
0%

70
%

2
10

3
0

18
1.

93
6%

30
%

9%
0%

55
%

(3
)

●
　
管

路
の
布

設
工

事
を
実

施
す

る
際

、
道

路
の
使

用
が
制

限
さ
れ
、
地

域
住

民
へ

負
の
影

響
を
与

え
た
。

●
　
T
P
W
の
サ
ー
ビ
ス
・
ユ
ー
ザ
ー
は
適
切
な
量
の
塩
素
が
入
っ
た
水
を
飲
み
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
て
か
ら
塩

素
の
味

が
す

る
と
い
う
旨

の
苦

情
が
来

た
。
対

応
と
し
て
、
始

め
は
塩

素
量

を
減

ら
し
、
徐

々
に
塩

素
量

を
適

切
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
調
節
し
て
い
く
等
の
方
法
を
取
っ
た
。

5

11
7

1
0

14
2.

53
33

%
21

%
3%

0%
42

%

イ
ン

パ
ク

ト

自
立

発
展

性

●
　

JC
C
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
状

況
に
係

わ
る
情

報
を
共

有
す

る
場

と
し
て
有

効
に
活

用
さ
れ
た
。

●
　
管

路
の
布

設
工

事
を
実

施
す

る
に
あ
た
っ
て
、
効

率
的

に
関

係
機

関
（
市

役
所

等
）
と
の
連

携
が
図

れ
た
。

●
　
U
N
-
H
A
B
IT
A
T
に
よ
る
配

管
の
拡
張
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

（
特
に
コ
メ
ン
ト
な
し
）

（
特
に
コ
メ
ン
ト
な
し
）

●
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
水

道
協

会
の
設

立
は
全

国
公

営
水

道
会

議
な
ど
で
議

題
に
あ
が
っ
て
お

り
、
設

立
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

●
　

PP
W

SA
と

JI
C

A
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
研
修
に
は
い
つ
も
参
加
し
て
い
る
。

C
/P
の
技

術
向

上
、
人

材
育

成
や

対
象

水
道

局
の
運

転
・
維

持
能

力
の
向

上
以

外
に
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
も
た
ら
し
た
正

・
負

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
る
か
？

(1
)
水
道
セ
ク
タ
ー
の
人
材
育
成
体
制
（
内
部
研
修
体
制
）
は
構
築
さ
れ
、
適
切
に
機
能
し
て
い

る
か
？

(2
)
上
位
目
標
達
成
の
前
提
と
な
る
外
部
条
件
（
①
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
協
会
が
正
式
に
設
立
さ

れ
、
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
、
②
計
画
ど
お
り
に
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
よ
っ
て
経
営
陣
に
対
す

る
経

営
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行

わ
れ
る
、
③

8つ
の
市

で
老

朽
化

し
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

が
改

修
さ
れ
る
）
は
満

足
さ
れ
る
か
？

(9
)
合

同
調

整
委

員
会

（
JC

C
）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効

率
的

な
運
営
管
理
に
役
立
っ
た
か
？

(1
0)

他
機

関
と
の
効

果
的

な
連

携
が
あ
っ
た
か
？

他
機

関
と
の
連
携
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
よ

り
効

率
的

に
実

施
で
き
た
か
？

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
位
目
標
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

3～
5年

程
度

で
達

成
可

能
か
？

ま
た
、
設

定
さ
れ
て
い
る
上

位
目

標
と
指

標
は
現

在
で
も
妥

当
か
？

(8
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
チ
ー
ム
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
適

切
に
管

理
・
運

営
し
た
か
？
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al
m

os
t

no
t m

uc
h

at
 a

ll
　

（
加

重
3

2
1

0
-

平
均

）

質
問

主
要

な
理

由
・

コ
メ

ン
ト

(ス
コ

ア
)

4
2

1
1

25
2.

13
12

%
6%

3%
3%

76
%

1
4

1
0

27
2.

00
3%

12
%

3%
0%

82
%

0
10

5
2

16
1.

47
0%

30
%

15
%

6%
48

%

0
3

0
1

29
1.

50
0%

9%
0%

3%
88

%
(6

)

D
PW

S/
M

IM
E：

0
1

1
0

31
1.

50
0%

3%
3%

0%
94

%
TP

W
：

0
5

0
2

26
1.

43
0%

15
%

0%
6%

79
%

0
8

8
1

16
1.

41
0%

24
%

24
%

3%
48

%

1
12

6
0

14
1.

74
3%

36
%

18
%

0%
42

%

●
　
専

門
家

に
指

導
を
受

け
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
機

材
の
維

持
管

理
・
更

新
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

●
　
機

材
の
維

持
管

理
の
研

修
は
行

わ
れ
た
が
、
研

修
期

間
が
短

か
っ
た
の
で
、
適

切
に
維

持
管

理
を
行

え
る
レ
ベ

ル
に
は

ま
だ
達

し
て
お

ら
ず

、
専

門
家

の
支

援
が
依

然
、
必

要
で
あ
る
。

（
注

）
　

・
　

平
均

ス
コ

ア
（
加

重
平

均
）
の

計
算

に
お

い
て

は
、

「
そ

の
他

」
の

回
答

（
数

）
を

カ
ウ

ン
ト

し
て

い
な

い
。

　
　

　
　

・
　

「
主

な
理

由
・
コ

メ
ン

ト
」
欄

は
質

問
表

調
査

の
回

答
に

加
え

て
、

面
接

調
査

に
お

け
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
内

容
を

含
ん

で
い

る
。

　
　

　
　

・
　

質
問

表
回

収
数

：
　

合
計

33
名

　
　

　
　

・
　

質
問

表
回

収
数

の
内

訳
は

、
 S

ie
m

 R
ea

p 
 (2

名
)、

 B
at

ta
m

gb
an

g 
 (5

名
)、

Si
ha

no
uk

vi
lle

  (
3名

)、
K

am
po

t  
(5

名
)、

K
am

po
ng

 C
ha

m
  (

2名
)、

K
am

po
ng

 T
ho

m
  (

5名
)、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
Pu

rs
at

 (4
名

)、
Sv

ay
 R

ie
ng

  (
7名

)

（
特
に
コ
メ
ン
ト
な
し
）

（
特
に
コ
メ
ン
ト
な
し
）

●
　
研
修
自
体
が
ス
タ
ッ
フ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
い
る
。

●
　
必

要
な
知

識
や

技
術

を
習

得
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
担

当
セ
ク
シ
ョ
ン
の
チ
ー
ム
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
。

●
　
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
無
い
と
は
言
え
な
い
が
、
十
分
と
言
え
る
に
は
程
遠
い
。

（
特
に
コ
メ
ン
ト
な
し
）

●
　
給
水
戸
数
が
少
な
い
た
め
収
入
も
限
ら
れ
て
い
る
。
配

水
管

網
が
拡

張
さ
れ
れ
ば

財
務

的
自

立
発

展
性

が
増

す
と
考

え
ら
れ
る
。

●
　
ま
と
め
て
買
っ
た
方
が
費
用
効
果
が
よ
い
試
薬
や
薬
品
な
ど
は
、

TP
W
間
に
お
け
る
共
同
購
買
を
試
し
て
い
る
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
よ
り
、
無
収
水
の
割
合
が
減
り
収
入
が
増
え
た
。
収
入
が
増
え
た
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
給
料
も
増
や
す

こ
と
が
で
き
た
（
シ
エ
ム
リ
ア
ッ
プ
）
。

●
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
前

は
、
業

務
の
引

継
ぎ
を
行

う
際

に
今

ま
で
や
っ
て
き
た
単
純
作
業
に
つ
い
て
は
教
え
ら
れ
て
い
た

が
、
業

務
の
背

景
に
あ
る
理

論
や

専
門

性
を
要

す
る
技

術
等

は
教

え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
（
で
き
な
か
っ
た
）
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
に
よ
り

SO
Pも

整
備

さ
れ
、
他

の
ス
タ
ッ
フ
に
業

務
を
教

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(8
)

TP
W
の
ス
タ
ッ
プ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
機
材
の
維
持
管
理
・
更
新
を
自
主
的
に
行
う
技

術
を
有

す
る
か
？

(5
)

D
PW

S/
M

IM
Eの

予
算

確
保

状
況

は
良

好
か
？

D
PW

S/
M

IM
Eと

各
TP

W
の
財

務
的

自
立

発
展

性
は
あ
る
か
？

(7
)
中

核
と
な
る
技

術
者

は
質

・
量

と
も
に
十

分
に
育

成
さ
れ
、
移

転
技

術
の
定

着
・
発

展
が
期

待
で
き
る
か
？

(4
)
技

術
術

移
転

し
た

C
/P
、
ス
タ
ッ
フ
の
定
着
を
促
進
す
る
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
人
事
評
価

制
度

が
構

築
さ
れ
、
備

わ
っ
て
い
る
か
？

(2
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
残
り
の
水
道
局
に
技
術
移
転
を
図
り
、
移
転
さ
れ
た

技
術

を
発

展
さ
せ
て
い
く
制

度
的

仕
組

み
が
構

築
さ
れ
、

D
PW

S/
M

IM
Eを

始
め
と
す

る
関

係
機

関
に
定

着
し
て
い
る
か
？

(3
)

D
PW

S/
M

IM
Eと

各
TP

W
の
組
織
・
運
営
能
力
を
継
続
的
に
強
化
し
て
い
く
た
め
の
組
織
的

体
制

が
D

PW
S/

M
IM

Eに
備
わ
っ
て
い
る
か
？
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7

○
×

A
. 

A
-1

面
積
（
km

2 ）
：

10
,2

99
12

,2
00

2,
50

0
4,

70
0

9,
40

0
12

,9
00

10
,2

99
2,

80
0

A
-2

州
人
口
（

20
08

年
）
：

89
6,

00
0

1,
02

5,
00

0
22

1,
00

0
58

6,
00

0
1,

68
0,

00
0

63
1,

00
0

39
7,

00
0

48
3,

00
0

A
-3

国
総
人
口
に
対
す
る
州
人
口
の
割
合
（

20
08

年
）
：

6.
7％

7.
1％

1.
6％

4.
4％

12
.6
％

4.
8％

3.
0％

3.
6％

A
-4

年
間
人
口
増

加
率
（

19
98

年
-2

00
8年

)：
2.

5％
2.

3％
2.

5％
1.

0％
0.

4％
1.

0％
2.

5％
0.

1％

A
-5

サ
ー
ビ
ス
・
ユ
ー
ザ
ー
の
数
：

23
,5

00
42

,5
00

22
,8

00
46

,1
00

24
,6

00
11

,7
00

14
,5

00
7,

00
0

A
-6

給
水
戸
数
：

4,
70

0
8,

50
0

3,
80

0
9,

20
0

4,
40

0
2,

30
0

4,
10

0
1,

40
0

A
-7

TP
W
の
ス
タ
ッ
フ
数

：
40

37
47

28
26

31
28

19

B
. 

B
-1

SO
Pに

基
づ

き
、
水

供
給

施
設

を
運

転
・
維

持
管

理
で
き
る
技

術
ス
タ
ッ
フ
は
何

人
い
る
か
？

8
9

-
12

16
8

5
9

B
-2

配
水
の
必
須
項
目
（

pH
、
伝

導
度

、
濁

度
、
色

度
、

ア
ル
カ
リ
度

）
は
常

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
水

質
基

準
を
満

た
し
て
い
る
か
？

○
○

○
○

○
○

○
○ 

8
0

B
-3

配
水

の
鉄

分
濃

度
は
常

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
水

質
基

準
に
適
合
し
て
い
る
か
？

○
○

○
○

○
○

○
 ×

7
1

B
-4

浄
水

計
画

に
応

じ
た
水

を
毎

日
生

産
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
か
？

○
○

○
○

○
○

○
 ×

7
1

C
. 

C
-1

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
必

須
項

目
の
水

質
分

析
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○
○ 

8
0

C
-2

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、

 必
須
項
目
の
水
質
試
験
を
行
っ

て
い
る
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
 ×

 
7

1

C
-3

重
要
項
目
の
水
質
試
験
に
係
る

SO
Pを

全
て
作
成
し

た
か
？

○ 
○ 

×
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

7
1

C
-4

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
重

要
項

目
の
水

質
試

験
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

×
○ 

○ 
× 

6
2

C
-5

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
大

腸
菌

の
水

質
試

験
を
行

う
能

力
を
見

に
つ

け
た
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

×
× 

×
×　

(カ
ン

ポ
ッ

ト
に

送
っ

て
い

4
4

C
-6

水
質
試
験
の
分
析
結
果
を
元
に
月
次
報
告
書
を
作

成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

8
0

C
-7

水
質
試
験
の
分
析
結
果
を
元
に
年
次
報
告
書
を
作

成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

8
0

コ
ン

ポ
ン

ト
ム

プ
ル

サ
ッ

ト

付
属

資
料

7
.
　

T
P
W
の

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
集

計
結

果

基
本

情
報

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
見

込
み

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

：
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
8州

都
公

営
水

道
局

(T
PW

)に
お

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・

フ
ェ

ー
ズ

Iで
蓄

積
さ

れ
た

経
験

を
活

用
し

、
水

供
給

施
設

を
運

転
･
維

持
管

理
す

る
能

力
が

向
上

す

る
。

バ
ッ

タ
ン

バ
ン

シ
ハ

ヌ
ー

ク
ビ

ル
カ

ン
ポ

ッ
ト

コ
ン

ポ
ン

チ
ャ

ム

-

19
2,

70
0

成
果

１
の

達
成

度

成
果

1:
　

T
PW

に
お

い
て

、
水

質
試

験
に

係
る

能
力

が
向

上
す

る
。

合
計

N
o.

質
問

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ

- -

ス
バ

イ
リ

エ
ン

-

38
,4

00

25
6

67

1 
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7

○
×

コ
ン

ポ
ン

ト
ム

プ
ル

サ
ッ

ト
バ

ッ
タ

ン
バ

ン
シ

ハ
ヌ

ー
ク

ビ
ル

カ
ン

ポ
ッ

ト
コ

ン
ポ

ン
チ

ャ
ム

合
計

N
o.

質
問

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
ス

バ
イ

リ
エ

ン

C
-8

SO
Pに

基
づ

き
水

質
検

査
に
係

る
業

務
行

う
こ
と
が

で
き
る
ス
タ
ッ
フ
は
何
人
い
る
か
？

3
1

3
2

3
4

1
2

C
-9

水
質
試
験
分
野
に
係
る
業
務
に
必
要
な

SO
Pを

す
べ

て
作

成
し
た
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

×
○ 

7
1

C
-1

0
水
質
試
験
分

野
に
お
け
る
能
力
向
上
度

 *
*

   
(1

) T
PW

に
よ
る
自
己
評
価

A
A

C
C

B
C

C
C

   
(2

) 専
門

家
に
よ
る
評

価
　
（
下

の
「
注

」
を
参

照
）

B
/A

 （
同

）
A

/A
　
（
同

）
A

/A
　
（
同

）
B

/A
　
（
同

）
C

/B
　
（

B
/B
）

C
/B
　
（

B
/B
）

B
/B
　
（
同

）
C

/B
　
（

B
/B
）

D
.

D
-1

毎
日

、
運

転
日

誌
を
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
従
っ
て
作

成
し

て
い
る
か
？

○ 
○ 

○
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

8
0

D
-2

原
水
の
状
態
を
運
転
日
誌
の
記
録
項
目
に
追
加
し

て
、
原
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
か
？

○ 
○ 

○
○ 

○ 
○ 

 
○ 

○ 
 

8
0

D
-3

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
日

報
の
デ

ー
タ
の
意

味
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
？

○ 
○ 

○
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

8
0

D
-4

水
質
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
、
異
常
を
報
告
す
る
体

制
が
構

築
さ
れ
い
る
か
？

○ 
×

○
○ 

○ 
○ 

×
○ 

6
2

D
-5

沈
殿
処
理
水
の
濁
度
は
、
常
に
目
標
値
を
満
た
し
て

い
る
か
？

○ 
○

×
×

×
○ 

○ 
○ 

 
5

3

D
-6

浄
水

の
残

留
塩

素
は
、
常

に
各

TP
W
の
目
標
値
を

満
た
し
て
い
る
か
？

○ 
○

○
○ 

○ 
○ 

 
○ 

 ×
 

7
1

D
-7

ろ
過

池
運

転
の
管

理
を
適

切
に
行

え
る
よ
う
に
な
っ

た
か
？

○ 
○

○
○ 

×
○

○ 
○ 

 
7

1

D
-8

沈
殿

池
運

転
の
管

理
を
適

切
に
行

え
る
よ
う
に
な
っ

た
か
？

○ 
×

×
○ 

×
○ 

 
○ 

○ 
 

5
3

D
-9

需
要
に
応
じ
た
効
率
的
な
運
転
計
画
の
立
案
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○ 
○ 

○
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

 
8

0

D
-1

0
浄
水
処
理
分
野
に
係
る
業
務
に
必
要
な

SO
Pを

す
べ

て
作

成
し
た
か
？

○ 
○ 

○
○ 

×
○ 

○ 
○ 

7
1

D
-1

1
SO

Pに
基

づ
き
、
浄

水
処

理
に
係

る
業

務
を
行

う
こ
と

が
で
き
る
技

術
ス
タ
ッ
フ
は
何

人
い
る
か
？

8
9

3
4

3
4

5
2

D
-1

2
浄
水
処
理
分
野
に
お
け
る
能
力
向
上
度

 *
*

  (
1)

 T
PW

に
よ
る
自
己
評
価

A
B

C
C

A
C

C
D

  (
2)

 専
門

家
に
よ
る
評

価
B

/A
 （
同

）
B

/A
 （
同

）
B

/A
 （
同

）
C

/A
　
（

B
/A
）

B
/B

 （
同
）

B
/B

 （
同
）

B
/B

 （
同
）

C
/B
　
（

B
/B
）

**
A

.
B

.
C

.
D

.成
果

2の
達

成
度

成
果

2:
　

T
PW

に
お

い
て

、
浄

水
処

理
に

係
る

能
力

が
向

上
す

る
。

- --3819 - - -

 S
O

Pに
沿
っ
て
各
分
野
の
活
動
が
実
行
で
き
、
か
つ
他
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
適
切
な
技
術
指
導
が
で
き
る
。

専
門
家
の
指
導
が
な
く
て
も
、

SO
Pに

沿
っ
て
各
分
野
の
活
動
が
適
切
に
実
行
で
き
る
。

SO
Pに

そ
っ
て
各
分
野
の
活
動
が
実
行
で
き
る
が
、
ま
だ
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

 S
O

Pに
そ
っ
て
各

分
野

の
活

動
が
実

行
で
き
な
い
。

（
注

）
　
「
専

門
家

に
よ
る
評

価
」
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
調

査
と
は
別

に
入

手
し
た
「
専

門
家

に
よ
る
直

接
の
評

価
・
情

報
」
で
あ
る
。
各

分
数

の
分

母
は
目

標
（
想

定
）
レ
ベ

ル
、
分

子
が
実

際
の
評

価
、

   
   
左

側
が
終

了
時

評
価

時
点

の
評

価
、
右

側
（
　
）
内

が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
時

点
の
評

価
（
想

定
）
で
あ
る
。
　
（
次

頁
以

降
も
同

様
）

2 
/ 5
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○
×

コ
ン

ポ
ン

ト
ム

プ
ル

サ
ッ

ト
バ

ッ
タ

ン
バ

ン
シ

ハ
ヌ

ー
ク

ビ
ル

カ
ン

ポ
ッ

ト
コ

ン
ポ

ン
チ

ャ
ム

合
計

N
o.

質
問

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
ス

バ
イ

リ
エ

ン

E
.

E-
1

電
気
施
設
の
運
転
・
日
常
保
守
に
係
る
業
務
に
必
要

な
SO

Pを
す

べ
て
作

成
し
た
か
？

○ 
○ 

-
○ 

○
○ 

○ 
○

7
-

E-
2

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
維

持
管

理
に
必

要
な
電

気
整

備
の
基

礎
知

識
を
習

得
し
た
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

○
○

○ 
○ 

 
8

0

E-
3

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、

SO
Pに

基
づ

い
て
、
電

気
施

設
の

日
常

保
守

点
検

を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○ 
○ 

-
○ 

○
○

○ 
○ 

 
7

0

E-
4

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
電

気
設

備
の
機

能
診

断
と
測

定
器

を
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

○
○

○ 
○ 

 
8

0

E-
5

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
電

気
設

備
の
設

計
知

識
・
技

術
を

習
得

し
た
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

○
× 

○ 
○ 

 
7

1

E-
6

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
ト
ラ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
必

要
な
電

気
理

論
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○ 
○ 

-
○ 

○
○

○ 
○ 

 
7

-

E-
7

電
気
設
備
の
点
検
結
果
・
記
録
を
評
価
し
、
蓄
積
す

る
仕

組
み

を
構

築
し
た
か
？

×
○ 

-
○ 

×
○ 

×
○ 

 
4

3

E-
8

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
電

気
施

設
の
工

事
の
施

工
管

理
の
必

要
性

や
基

礎
知

識
、
技

術
を
習

得
し
た
か
？

×
○ 

○ 
○ 

○
○ 

○ 
× 

6
2

E-
9

電
気

施
設

工
事

の
施

工
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
？

×
○ 

-
○ 

○
○ 

○ 
× 

6
2

E-
10

電
気
施
設
の
施
設
の
正
常
・
異
常
を
判
断
し
、
異
常

の
場

合
は
原

因
を
特

定
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
は
何

名
い

る
か
？

1
9

-
2

0
1

2
4

E-
11

電
気
設
備
の
ト
ラ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
ス

タ
ッ
フ
は
何

名
い
る
か
？

2
7

2
2

1
2

2
4

E-
12

電
気

設
備

の
更

新
計

画
を
策

定
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
？

○ 
○ 

○ 
○ 

-
○ 

○ 
○ 

7
-

E-
13

SO
Pに

基
づ

き
電
気
施
設
分
野
の
運
転
・
日
常
保

守
に
係
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
職
員
数
：

8
8

2
2

1
2

2
4

E-
14

電
気
施
設
分
野
に
お
け
る
能
力
向
上
度

 *
*

  (
1)

 T
PW

に
よ
る
自
己
評
価

C
C

C
C

C
C

C
C

  (
2)

 専
門

家
に
よ
る
評

価
B

/A
 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/B
 （
同
）

C
/B

 （
同
）

B
/B

 （
同
）

C
/B

 （
同
）

**
A

.
B

.
C

.
D

.

29 - -22

成
果

 3
:　

T
PW

に
お

い
て

、
電

気
施

設
の

運
転

・
日

常
保

守
に

係
る

能
力

が
向

上
す

る
。

19

成
果

3の
達

成
度

 S
O

Pに
沿
っ
て
各
分
野
の
活
動
が
実
行
で
き
、
か
つ
他
の

ス
タ

ッ
フ

に
も

適
切

な
技

術
指

導
が

で
き

る
。

専
門
家
の
指
導
が
な
く
て
も
、

SO
Pに

沿
っ
て
各
分
野

の
活

動
が

適
切

に
実

行
で

き
る

。

SO
Pに

そ
っ

て
各
分
野
の
活
動
が
実
行
で
き
る
が
、
ま
だ

専
門

家
の

サ
ポ

ー
ト

が
必

要
で

あ
る

。

 S
O

Pに
そ
っ
て
各
分
野
の
活
動
が
実
行
で
き
な
い
。

-

3 
/ 5
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シ

ハ
ヌ

ー
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ル

カ
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ポ
ッ

ト
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計

N
o.

質
問

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
ス

バ
イ

リ
エ

ン

F. F-
1

機
械
施
設
の
運
転
・
日
常
保
守
に
係
る
業
務
に
必
要

な
SO

Pを
す

べ
て
作

成
し
た
か
？

○
○

○
○

○
○

○
○

8
0

F-
2

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
維

持
管

理
に
必

要
な
機

械
整

備
の
基

礎
知

識
を
習

得
し
た
か
？

○
○

○
○

○
○

○
○ 

8
0

F-
3

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、

SO
Pに

基
づ

い
て
、
機

械
施

設
の

日
常

保
守

点
検

を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○
○

-
○

○
○ 

○ 
○ 

 
7

-

F-
4

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
機

械
設

備
の
機

能
診

断
と
測

定
器

を
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○
○

○
○

○
○

○ 
○ 

8
-

F-
5

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
機

械
設

備
の
設

計
知

識
・
技

術
を

習
得

し
た
か
？

○
○

-
○

○
○

○ 
○ 

7
-

F-
6

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
ト
ラ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
必

要
な
機

械
理

論
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○
○

-
○

○
○ 

○ 
○ 

7
-

F-
7

機
械
設
備
の
点
検
結
果
・
記
録
を
評
価
し
、
蓄
積
す

る
仕

組
み

を
構

築
し
た
か
？

×
×

-
○

×
○

×
○ 

3
4

F-
8

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
機

械
施

設
の
工

事
の
施

工
管

理
の
必

要
性

や
基

礎
知

識
、
技

術
を
習

得
し
た
か
？

○
○

○
○

○
○ 

×
○ 

7
1

F-
9

機
械

施
設

工
事

の
施

工
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
？

×
○

×
○

○
○

×
○

5
3

F-
10

機
械
施
設
の
施
設
の
正
常
・
異
常
を
判
断
し
、
異
常

の
場

合
は
原

因
を
特

定
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
は
何

名
い

る
か
？

2
9

2
2

1
2

-
4

F-
11

機
械
設
備
の
ト
ラ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
ス

タ
ッ
フ
は
何

名
い
る
か
？

2
9

2
2

1
1

2
2

F-
12

機
械

設
備

の
更

新
計

画
を
策

定
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
？

○
○

×
○

○
○

○
○

7
1

F-
13

SO
Pに

基
づ

き
電
気
施
設
分
野
の
運
転
・
日
常
保

守
に
係
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
職
員
数
：

8
9

-
4

1
4

2
4

F-
14

機
械
施
設
分
野
に
お
け
る
能
力
向
上
度

 *
*

  (
1)

 T
PW

に
よ
る
自
己
評
価

C
C

C
C

A
C

C
A

  (
2)

 専
門

家
に
よ
る
評

価
C

/A
 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/B
 （
同

）
C

/B
 （
同
）

C
/B

 （
同
）

C
/B

 （
同
）

**
A

.
B

.
C

.
D

.成
果

4:
　

T
PW

に
お

い
て

、
機

械
施

設
の

運
転

・
日

常
保

守
に

係
る

能
力

が
向

上
す

る
。

成
果

4の
達

成
度

 S
O

Pに
沿
っ
て
各
分
野
の
活
動
が
実
行
で
き
、
か
つ
他
の

ス
タ

ッ
フ

に
も

適
切

な
技

術
指

導
が

で
き

る
。

専
門
家
の
指
導
が
な
く
て
も
、

SO
Pに

沿
っ
て
各
分
野

の
活

動
が

適
切

に
実

行
で

き
る

。

SO
Pに

そ
っ

て
各
分
野
の
活
動
が
実
行
で
き
る
が
、
ま
だ

専
門

家
の

サ
ポ

ー
ト

が
必

要
で

あ
る

。

 S
O

Pに
そ
っ
て
各
分
野
の
活
動
が
実
行
で
き
な
い
。

2122 32 - -

4 
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ハ
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ル
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コ

ン
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チ
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合
計

N
o.

質
問

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
ス

バ
イ

リ
エ

ン

G
.

G
-1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
前
は

1日
あ
た
り
何
時
間
配
水
し

て
い
た
か
？

現
在

は
何

時
間

配
水

し
て
い
る
か
？

(前
) 6

時
間

(後
) 2

4時
間

(前
) 9

-1
2時

間

(後
) 1

8-
20
時

間

(前
) 1

9時
間

(後
) 2

4時
間

(前
) 1

0-
12
時

間

(後
) 2

0時
間

(前
) 6

-8
時
間

(後
) 2

4時
間

(前
) 8

時
間

(後
) 2

4時
間

(前
) 1

4-
16
時
間

(後
) 2

4時
間

(前
) 1

2時
間

(後
) 2

4時
間

G
-2

配
管
の
基
本

図
面
を
持
っ
て
い
る
か
？

○
○

○
○

○
○ 

○
○ 

8
0

G
-3

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
配

水
管

の
布

設
設

備
に
関

す
る

長
期

計
画

を
立

案
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
？

○
○

○
○

○
○

○
 ×

 
7

1

G
-4

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
管

路
設

計
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
？

○
○

○
○

○
○ 

○
○

8
0

G
-5

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
管

路
設

計
の
手

順
を
理

解
す

る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○
○

○
○

○
○

○
○

8
0

G
-6

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
水

圧
計

算
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
？

○
○

○
○

○
× 

○
○

7
1

G
-7

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
管

路
設

計
に
必

要
な
デ

ー
タ
の

収
集

方
法

を
理

解
す

る
こ
と
が
で
き
た
か
？

○
○

○
○

○
○

○
○

8
0

G
-8

施
工

管
理

の
体

制
が
確

立
さ
れ
た
か
？

○
○

○
○

○
○

×
 ×

 
6

2

G
-9

技
術

ス
タ
ッ
フ
は
、
施

工
管

理
の
重

要
性

を
理

解
す

る
こ
と
が
で
き
た
か
？

○
○

○
○

○
○

○
○ 

 
8

0

G
-1

0
技

術
ス
タ
ッ
フ
は
、
施

工
管

理
の
書

類
作

成
・
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○
○

○
×

○
○

○
 ×

 
6

2

G
-1

1
技

術
ス
タ
ッ
フ
は
、
計

画
→

測
量

→
材

料
確

認
→

施
工
の
流
れ
を
理
解
し
て
、
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
？

○
○

○
○

○
○

○
 ×

 
7

1

G
-1

2
配

水
施

設
の
維

持
管

理
に
係

る
活

動
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
ス
タ
ッ
フ
は
何
人
い
る
か
？

2
-

7
-

-
2

3
-

G
-1

3
配
水
施
設
分
野
に
お
け
る
能
力
向
上
度

 *
*

  (
1)

 T
PW

に
よ
る
自
己
評
価

C
B

C
C

A
C

C
C

  (
2)

 専
門

家
に
よ
る
評

価
　
（
塩

素
注

入
施

設
）

B
/A

 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/B
 （
同

）
C

/B
 （
同
）

C
/B

 （
同
）

C
/B

 （
同
）

   
   

   
   

   
同

　
（
水

道
基

本
計

画
/管

路
更
新
計
画
）

C
/A

 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/A
 （
同

）
C

/B
 （
同

）
C

/B
 （
同
）

C
/B

 （
同
）

D
/B

 （
C

/B
）

   
   

   
   

   
同

　
（
管

路
設

計
指

導
）

B
/A

 （
同

）
B

/A
 （
同

）
B

/A
 （
同

）
B

/A
 （
同

）
B

/B
 （
同
）

B
/B

 （
同
）

B
/B

 （
同
）

C
/B

 （
B

/B
）

   
   

   
   

   
同

　
（
管

路
敷

設
施

工
管

理
指

導
）

B
/A

 （
同

）
B

/A
 （
同

）
-  

 (B
/A

)
-  

 (B
/A

)
-  

 (B
/B

)
-  

 (B
/B

)
B

/B
 （
同
）

-  
 (B

/B
)

   
   

   
   

   
同
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The Project on the Capacity 
Building for Water Supply System 

in Cambodia (Phase 2)

Japan International Cooperation Agency
Terminal Evaluation Team

Joint Coordination Committee

September 23, 2010

1. Terminal Evaluation (Purpose)

(1) To review the performance, achievements, 
and implementation process of the Project

(2) To conduct a comprehensive evaluation 
from the viewpoints of five evaluation 
criteria: Relevance, Effectiveness, 
Efficiency, 
Impact, and Sustainability

(3) To draw up recommendations for further 
improvements of the Project during its 
remaining period and afterward

2. Description of the Project
(1) Project Purpose: 

“Capacity to operate and maintain water supply 
facilities is improved in Targeted Provincial 
Waterworks (TPWs), utilizing the experiences 
accumulated during the Phase 1 Project.”

(2) Project Beneficiaries (target group):
Technical staff of the 8 TPWs and DPWS/MIME
(as direct beneficiary: more than 100 staff)
Local people in the 8 cities
(as indirect beneficiary: around 200,000)

(3) Project Period : May 2007 – April 2011 (4 years)

3. Achievement: Inputs
A.  Japanese Side
(1)  Experts: 

4 Long-term Experts: (75 M/M [Man Month])
15 Short-term Experts in 22 occasions: (72 M/M)

(2)  C/P (Counterpart) Training in Japan: 
22 C/Ps from both DPWS and the 8 TPWs

(3)  Machinery, equipment and operational expenses

B.  Cambodian Side
(1)  C/Ps: 9 from DPWS, 101 from the 8 TPWs
(2)  Building, facility and local costs

4. Expected Outputs 
(Capacity improvement in 6 areas)

Output 1: Water Quality Analysis
Output 2: Water Treatment
Output 3: Operation/Routine Maintenance 
of Electrical Facilities
Output 4: Operation/Routine Maintenance 
of Mechanical Facilities
Output 5: Maintaining Distribution Facilities
Output 0: Project Management

4-1. Achievement of Output 1
“Capacity improvement in Water Analysis

is well achieved.”
(2 ～ 3 staff at each TPW were developed.)

Necessary items (Fe, etc.) are regularly analyzed.
Monthly reports are constantly prepared and 
DPWS is ready to compile annual report on water 
quality analysis in January 2011 for the first time.
Relevant staff in the 8 TPWs is now capable for 
analyzing water quality based on the prepared 
SOP (Standard Operation Procedures).
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4-2. Achievement of Output 2
“Capacity improvement in Water Treatment 

is well achieved.”
Daily water treatment report is properly prepared.
Target value for turbidity is almost satisfied.
Washing process of filter sand is almost 
appropriately controlled after training.
4 necessary SOPs were properly prepared.
Each TPW has at least 1 staff member who is able 
to water treatment based on the prepared SOPs.

More effective linkage between water 
quality analysis and water treatment should 
further be strengthened.

4-3. Achievement of Output 3
“Capacity improvement in

Operation/Routine Maintenance of
Electrical Facilities is still in progress.”

3 among 4 expected SOPs have been prepared.
Efforts for operation based on SOPs continues.
Capacity of regular check is almost developed with 
better understanding of its importance.
In several TPWs, staff is able to detect out-of-ordinary 
cases and identify their causes.
Efforts for activities related to operation/routine 
maintenance based on SOPs continues.
Importance of “Safety” issues is well understood, 
more  OJT should further been continued.

4-4. Achievement of Output 4
“Capacity improvement in 

Operation/Routine Maintenance of 
Mechanical Facilities is still in progress.”
SOPs have partially been prepared and in progress.
Capacity was developed to the level where C/Ps 
are able to conduct the minimum level of 
maintenance.
SOPs is to be developed and to be applied for 
regular check, operation/routine maintenance.

Capacity development in Mechanical (& 
Electrical) areas is not enough (due to some 
unexpected factors) and to be further strengthened.

4-5. Achievement of Output 5
“Capacity improvement in maintaining 

Water Distribution Facilities is well achieved.”
A replacement plan for old pipes were prepared.
1 Km pipelines were replaced (OJT) in 3 cities, 
remarkably contributing to capacity improvement.
The same for other 5 cities is to be conducted soon.
Capacity for detecting water leakage was improved,  
contributing to a reduction of non-revenue water.
In addition to the expected achievements, Master 
Plan was formulated.

Ensuring a proper implementation of 
replacement OJT in 5 cities is important.

4-6. Achievement of Output 0
“Project management was appropriately 
conducted, particularly in the recent 2 

years.”
C/Ps at DPWS have become stable for effective 
project management.
Communication between Experts and C/Ps was OK.
JCC was held 6 times & functioned efficiently.
Management capacity of human resource 
development has been strengthened with more 
standardized formats, documents and assigned C/P.

DPWS’ managerial & administrative 
capacity for continuous human resource 
development for TPWs is further to be 
strengthened.

5. Achievement of Project Purpose
“Overall capacity to maintain & operate 

water supply facilities has sharply increased.”
(Project Purpose is almost achieved.)

Almost become able to operate & maintain 
facilities based on SOPs.
Improved water quality to meet with 
CNDWQS with much more stability.
Water production with demand forecast
Become able to supply water for 24 hours

- Differences among TPWs exist
- Only a Starting point
- Needs continuous efforts
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6-1. Relevance (Evaluation Criterion - 1)
“Overall Relevance is very High.”

The Project meets with the RGC’s policy 
(CMDG)
Meets with the needs of the 8 TPWs and DPWS

(Strong Human Resource Development needs)
Almost all (35 persons) of Questionnaire
Respondents (C/Ps) confirmed this view. 

Meets with Japan’s ODA policy
Japan’s expertise & experience

(Those of Kitakyushu City)

6-2. Effectiveness (Evaluation Criterion - 2)
“Overall Effectiveness is Medium.”

Project Purpose is to be mostly achieved.
Achievement of Output 3 & 4 is relatively low.

Contributing Factors:
(1) Participation of local experts from PPWSA
(2) Opportunities of interaction and networking among 

the 8 TPWs and DPWS
(3) Experiences & Know-how in the Phase 1 Project
(4) Enthusiasm of C/Ps
Hindering Factors (Unexpected conditions):
(1) Lower quality of facility design and installation 
(2) Language barrier

6-3. Efficiency (Evaluation Criterion - 3)
“Overall Efficiency is Medium.”

The scale of Input was relatively large.
A wide coverage of direct beneficiaries 
(more than 100), but a relatively lower 
level of achievements in both Outputs and 
Project Purpose
Same contributing/hindering factors as of 
Effectiveness

Ambitious & Challenging Project
More difficult conditions than in Phase 1

6-4. Impact (Evaluation Criterion - 4)
“Potential for huge Impact, 

but still unclear to what extent the Project 
achievement will be diffused.”

8 TPWs enhanced basic capacity & need more 
efforts on continuous capacity development
As for the other 6 Waterworks, very unclear of the 
potential for achieving Overall Goal
DPWS increased capacity in facilitation, but needs 
to establish organizational mechanism for further 
development and diffusion of Project’s achievement
Local people appreciate much “Safer Water” and 
more stabilized water supply.

6-5. Sustainability (Evaluation Criterion - 5)
“Overall Sustainability is Weak & Limited.”

Need sound Institutional framework such as 
“Water Law”
Core technical staff developed, but unclear 
organizational mechanism for continuous 
development in terms of Quality & Number
Need financial mechanism to ensure cost for 
continuous human resource development
Developed technical capacity is further to 
be strengthened

7. Conclusion of the Evaluation
(1) Remarkable progress from almost 

nothing when the Project started
(2) Very Important Project for RGC
(3) Ambitious & challenging Project
(4) Produced reasonable achievement
(5) Need more efforts & activities in the 

rest of the Project period until April 2011

Some continuous activities with the 
cooperation of JICA would be considered.
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8. Recommendations
(1) Measures to be undertaken by the Project

(a) The 8 TPWs promote appropriate operation of 
water treatment, which is based on an accurate 
understanding and judgment on the results of water 
quality analysis, in order to promote a better linkage 
between water analysis and water treatment fields.
(b) The 8 TPWs promote efforts on continuous 
implementation of water leakage survey, including 
for detecting illegal connections, which was 
strengthened by the Project in water distribution field.
(c) The Project enhances the implementation of 
training jointly facilitated by local experts from 
PPWSA and local trainers from LTPWs so that local 
trainers from LTPWs can learn training skills.

8. Recommendations (continued)

(1) Measures to be undertaken by the Project
(d) The Project consults with PPWSA to prepare a 
plan on how PPWSA will be involved in TPWs’ 
capacity building, especially in the electrical and 
mechanical fields. In addition, the Project will invite 
PPWSA to the JCC that is planned to be held in 
March 2011.
(e) Experts support DPWS/MIME’s activities for the 
establishment of CWWA and provide advice upon 
necessary in relation to the recommended activities 
described on (2)-(c).

8. Recommendations (continued)

(2) Measures to be undertaken by DPWS/MIME
(a) To formulate a contact list of all Project-related 
technical staff among PPWSA, DPWS and TPWs, 
which should be shared among all the Project-related 
people, in order to further facilitate a horizontal 
networking and information sharing.
(b) To integrate information on sources and know-how 
of procurement of materials such as chemicals, 
reagents and spare-parts for water supply facilities 
and to share it among the eight TPWs and the others.

8. Recommendations (continued)

(2) Measures to be undertaken by DPWS/MIME
(c) To promote the activities for the establishment of 
CWWA based on the DPWS’ Action Plan that is 
integrated into the NSDP.
(d) In order to increase organizational sustainability, 
to formulate a short/medium-term action plan for 
each Office under DPWS in line with the “Duties and 
Responsibilities of DPWS” that is currently in 
preparation.

8. Recommendations (continued)

(2) Measures to be undertaken by DPWS/MIME
(e) To prepare an annual human resource 
development plan for the 8 TPWs, in consideration of 
technical transfer from LTPWs to the rest of TPWs.
(f)  In order to increase financial sustainability, to plan 
an organizational mechanism for securing necessary 
funds to cover the activities for further capacity 
development of the 8 TPWs.  One example of such 
mechanism is a “training implementation fund” – the 
pooled mandatory financial contributions from each 
TPW on the amount equivalent to X% of its annual 
revenue.

8. Recommendations (continued)

(3) Activities to be undertaken continuously
(a) To conduct OJT that trains C/Ps to effectively 
apply the SOPs on operation and routine 
maintenance of electrical and mechanical facilities 
with a special consideration for the importance of 
safety measures.
(b) To complete an SOP relating to chlorine 
injection facility’s routine checking and conduct 
OJT based on the SOP
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8. Recommendations (continued)

(4) Future Consideration

During the terminal evaluation both sides raised the 
issue of the importance of strengthening of the 
management capacity of the 8 TPWs, at which 
technical capacity have been strengthened by the 
Project, in order to further complement to increase 
the sustainability of the Project. The Team 
recommends that the both sides continue further 
discussions

Congratulation, all
the Project-related people!

Continue our (your) Efforts & 
Thank you ｖｅｒｙ much !
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資料名称 言　語 発行元　（収集元） 作成年 媒　体

1 National Strategic Development Plan 2006-2010 英語
Royal Government of
Cambodia 2006 PDF

2 National Strategic Development Plan Update 2009-
2013 英語

Royal Government of
Cambodia 2009 PDF /WORD

3 Rectangular Strategy for Growth, Employment,
Equity and Efficiency in Cambodia 英語

Royal Government of
Cambodia 2004 PDF

4 Rectangular Strategy for Growth, Employment,
Equity and Efficiency Phase II 英語

Royal Government of
Cambodia 2008 PDF

5 Action Plan of the Department of Potable Water
Supply for 2010 英語 MIME/DPWS 2010 WORD/PDF

6
Action Plan of Water Supply Sector for
Implementing the Rectangular Strategy (Phase 2)
2009-2013

英語 MIME/DPWS 2010 WORD/PDF

7 Duties and Responsibilities of Department of Potable
Water Supply 英語 MIME/DPWS 2010 WORD

8 Drinking Water Quality in Cambodia 英語

Ministry of Rural
Development, Department
of Rural Water Supply

- PDF

9 General Population Census of Cambodia 2008 英語

National Institute of
Statistics, Ministry of
Planning

2009 PDF

10 Implementation Completion Report (IDA-30410)
Urban Water Supply Project 英語 World Bank 2004 PDF

11 Rehabilitating the Urban Water Sector in Cambodia 英語 World Bank 2006 PDF

12 Ways to Improve Water Services by Making Utilities
More Accountable to Their Users: A Review 英語

Water Sector Board of the
Sustainable Development
Network of the World Bank
Group

2008 PDF

13

Project Restructuring Request for Board Approval,
"Provincial and Peri-urban Water and Sanitation
Project", IDA Credit No. 3746 KH, Grant H034-KH,
Project ID-P073311

英語 World Bank 2010 PDF

14
Completion Report
"Provincial Towns Improvement Project "
Project Number: 29282

英語 Asian Development Bank 2008 PDF

15 政府開発援助大綱 日本語 外務省 2003 WORD  /
HTML Page

16 政府開発援助（ODA）中期政策 日本語 外務省 2005 PDF

17 対カンボジア国別援助計画 日本語 外務省 2002 WORD / HTML
Page

18 国別データブック 日本語 外務省 - PDF

19 水と衛生に関する拡大パートナーシップ・イニ

シアティブ
日本語・英語 外務省 2006 PDF

20 平成20年度

水道国際貢献推進調査業務報告書
日本語 厚生労働省 2008 PDF

21 Water Supply of Phnom Penh: An Example of Good
Governance 英語

Biswas, Asit k. and
Tortajada, Cecilia(2010),
International Journal of
Water Resources
Development

2010 PDF
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資料名称 言　語 発行元　（収集元） 作成年 媒　体

22

Memorandum of Understanding Between Phnom
Penh Water Supply Authority (PPWSA) and Japan
International Cooperation Agency (JICA) on the
Japanese Technical Cooperation for the "Project on
the Capacity Building for Water Supply System in
Cambodia (Phase 2)"

英語 プロジェクト事務所 2007 ハードコピー
/PDF

23 第6回　JCC 議事録 英語 プロジェクト事務所 2010 WORD

24 Number of Water Leakage Repair: 2009-2010 英語・

クメール語
シェムリアップ水道公社 2010 Excel

25 予算・決算関連資料 1999年‐2010年 英語・

クメール語
シェムリアップ水道公社 2010 Excel

26 シェムリアップ水道局レポート クメール語 シェムリアップ水道公社 2010 JPG

27 Number of Water Leakage Repair: 2006-2009 英語 バッタンバン水道局 2010 ハードコピー

28 BTB Design Water Supply Area Location Maps 英語 バッタンバン水道局 - ハードコピー

29 Process Table of Water Master Plan in Battambang 英語 バッタンバン水道局 2010 ハードコピー

30 List of Training Courses conducted by JICA 2007-
2010 英語 バッタンバン水道局 2010 ハードコピー

31 予算・決算関連資料：2002年-2009年 英語 バッタンバン水道局 2010 ハードコピー

32 Number of Water Leakage Repair: 2006-2010 英語 シハヌークビル水道局 2010 ハードコピー

33 予算・決算関連資料： 2006年-2009年 英語・

クメール語
シハヌークビル水道局

2006-
20009 ハードコピー

34 Number of Water Leakage Repair 2007-2010 英語 カンポット水道局 2010 EXCEL

35 予算・決算関連資料：2007年-2010年 英語・

クメール語
カンポット水道局

2007-
2010 ハードコピー

36 Number of Water Leakages 2006-2009 クメール語 コンポンチャム水道局 2010 ハードコピー

37 Annual Planning for 2009 クメール語 コンポンチャム水道局 - ハードコピー

38 予算・決算関連資料： 2005年-2009年 クメール語 コンポンチャム水道局
2005-
2009 ハードコピー

39 Number of Water Leakages 2000-2010 英語 コンポントム水道局 2010 ハードコピー

40 予算・決算関連資料： 2005年-2009年 クメール語 コンポントム水道局
2008-
2009 ハードコピー

41 Date for Pursat Water Supply (Number of
Connections, of People in the Service Area, et al) クメール語 プルサット水道局 2010 ハードコピー

42 予算・決算関連資料：2006年-2009年 クメール語 プルサット水道局
2006-
2009 ハードコピー

43 Organizational Charge of the Management in Pursat
Water Supply クメール語 プルサット水道局 2010 ハードコピー

44 Number of Water Leakages 2006-2009 英語 スバイリエン水道局 2010 ハードコピー

45 予算・決算関連資料： 2007年-2009年 クメール語 スバイリエン水道局 2010 ハードコピー

46 水道事業人材育成プロジェクト

実施協議報告書
日本語 JICA 2003 PDF

47 水道事業人材育成プロジェクト

終了時評価報告書
日本語 JICA 2006 PDF
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資料名称 言　語 発行元　（収集元） 作成年 媒　体

48 水道事業人材育成プロジェクト(フェーズ2）
事前評価調査・実施協議報告書

日本語 JICA 2007 PDF

49 水道事業人材育成プロジェクト(フェーズ2)
中間レビュー調査報告書

日本語 JICA 2009 PDF/WORD

50

Minutes of Meetings Between Authorities
Concerned of the Royal Government of Cambodia
and Japan International Cooperation Agency Mid-
Term Review Term on Japanese Technical
Cooperation for the Project on the Capacity Building
for Water Supply System in Cambodia (Phase 2)

英語 JICA 2009 PDF

51 プロジェクトの現状と課題 日本語 プロジェクト事務所 2010 ハードコピー

52 （長期・短期専門家）業務完了報告書 日本語/英語 プロジェクト事務所
2007-
2010 PDF/WORD
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